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･ PIC17C752
･ PIC17C756

ママママイイイイククククロロロロココココンンンントトトトロロロローーーーララララのののの特特特特徴徴徴徴：：：：

･ 覚える必要があるのは 58 個のシングルワード命
令のみ

･ 2 サイクルのプログラム分岐とテーブル リード /
ライトを除いて、全てシングルサイクル命令
(121ns)

･ 動作速度：
- DC - 33 MHz クロック入力
- DC - 121 ns 命令サイクル       

･ ハードウェアマルチプライア
･ 割込み機能
･ 16 レベルディープハードウェア･スタック
･ ダイレクト ( 直接 )、インダイレクト ( 間接 )、リ
ラティブ ( 相対 ) の各アドレスモード

･ 内部 / 外部プログラムメモリの実行
･ 64K × 16 プログラムメモリスペースのアドレス
可能

周周周周辺辺辺辺機機機機能能能能のののの特特特特徴徴徴徴 ::::

･ 個々に方向制御出来る 50 ピン I/O
･ 直接 LED ドライブ用大シンク / ソース電流 -RA2
と RA3 はオープンドレインで高電圧 (12V)、大
電流 (60mA) の I/O ピン

･ ４個のキャプチャ入力ピン -  キャプチャは 16bit
で最大分解能 121ns

･ ３個の PWM出力 -  PWMの分解能は 1～ 10bit
･ TMR0：８ bit のプログラム可能なプリスケーラ
を持った 16bit のタイマ / カウンタ

･ TMR1: 8-bit タイマ / カウンタ
･ TMR2: 8-bit タイマ / カウンタ
･ TMR3: 16-bit タイマ / カウンタ
･ ２個のユニバーサル同期 / 非同期レシーバとトラ
ンスミッタ (USART/SCI)- 独立したボーレート
ジェネレータ

･ 10-bit、12 チャンネルのアナログ - ディジタル･コ
ンバータ 

･ SPITM と I2CTM モードを持った（I2C マスタモー
ドを含む）同期シリアルポート (SSP)

デバイスデバイスデバイスデバイス
メモリメモリメモリメモリ

プログラプログラプログラプログラムムムム (x16) データデータデータデータ (x8)
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ママママイイイイククククロロロロココココンンンントトトトロロロローーーーララララのののの特特特特殊殊殊殊機機機機能能能能 ::::

･ パワーオンリセット (POR)、パワーアップタイマ
(PWRT)、オシレータスタートアップタイマ
(OST)

･ 確実な動作のために専用の RC オシレータを内蔵
したウォッチドッグタイマ (WDT)

･ ブラウンアウトリセット
･ コードプロテクション
･ 消費電力を節約する SLEEP モード
･ 選択可能なオシレータオプション

ＣＣＣＣＭＭＭＭＯＯＯＯＳＳＳＳのののの技技技技術術術術 ::::

･ 低消費電力、高速 CMOS EPROM技術
･ 完全スタティック設計
･ 幅広い動作電圧範囲 (2.5V-6.0V)
･ 商業、工業用の温度範囲
･ 低消費電力：
- ＜ 5mA ＠ 5V,4MHz
- 100μA 標準＠ 4.5V,32kHz
- ＜１μA標準スタンバイ電流@5V
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PIC17C75X
1111....0000 概要概要概要概要
このデータシートは、マイクロコントローラ
PIC17CXXXファミリの中の PIC17C75Xグループをカ
バーしています。このデータシートでは、次のデバイ
スについて説明されています。

････ PPPPIIIICCCC17171717CCCC752752752752
････ PPPPIIIICCCC17171717CCCC756756756756

PIC17C75Xデバイスは、用途の広いPIC17CXXXファ
ミリの中で、68 本のピンを持ち、EPROM をベースに
したもので、低価格、高性能、CMOS、完全スタティッ
クな 8bit マイクロコントローラです。

すべての PIC16/17 マイクロコントローラは、先進の
RISC アーキテクチャを採用しています。PIC17CXXX
には、拡張コア機能、16 レベル･ディープ･スタック、
複数の内部、外部割込みソースが採用されています。
ハーバードアーキテクチャによる命令とデータが分離
したバスにより、分離された 8bit 幅データパスと 16bit
幅の命令語が可能になります。2 段の命令パイプライ
ンにより、プログラム分岐 (2サイクル必要 )を除いて、
すべての命令がシングルサイクルで実行できます。合
計 58 個の命令 ( 縮小命令セット ) が使用可能です。さ
らに、多くのレジスタセットは、高性能を実現するた
めに利用されるアーキテクチャの革新をもたらしま
す。演算を強調した応用に対しては、すべてのデバイ
スにシングルサイクル8X8のハードウェアマルチプラ
イアがあります。

PIC17CXXX マイクロコントローラは、同クラスの他
社製 8bit マイクロコントローラと比べて、一般的に 2:1
のコード圧縮、4:1 のスピード改善を実現します。

PIC17C75X デバイスは最大 902 バイトの RAMと 50
本の I/O ピンを持っています。さらに、 PIC17C75X に
は、下記のように高性能の応用に役立つ周辺機能が充
実しています。

････ 4444 個個個個ののののタタタタイイイイママママ //// カカカカウウウウンンンンタタタタ
････ 4444 個個個個ののののキキキキャャャャププププチチチチャャャャ入入入入力力力力
････ 3333 個個個個のののの PPPPWWWWMMMM 出出出出力力力力
････ 2222 個個個個のののの独独独独立立立立ししししたたたたユユユユニニニニババババーーーーササササルルルル同同同同期期期期 //// 非非非非同同同同期期期期レレレレシシシシーーーー
ババババととととトトトトラララランンンンススススミミミミッッッッタタタタ ((((UUUUSASASASARRRRTTTT))))

････ 1111 個個個個のののの AAAA////DDDD 変変変変換換換換器器器器 ((((11112222 チチチチャャャャンンンンネネネネルルルル、、、、11110b0b0b0biiiitttt のののの分分分分解解解解
能能能能 ))))

････ 1111 個個個個のののの同同同同期期期期シシシシリリリリアアアアルルルルポポポポーーーートトトト ((((SPSPSPSPIIII とととと IIII2222C C C C wwww//// ママママススススタタタタ
モモモモーーーードドドド ))))

これらの特殊機能は外部コンポーネントを減らし、
それにより、コストの削減、システムの信頼性向上、
消費電力の低減が可能になります。

4 種類のオシレータオプションがあり、低価格化が
可能なシングルピン構成の RC オシレータ、低周波数
クリスタル用で消費電力を最小限におさえる LF オシ
レータ、標準クリスタルの XT、外部クロック入力用
の ECの中から選択できます。

SLEEP(パワーダウン)モードによりさらに電力の節
約ができます。複数の外部･内部割込みとデバイスのリ
セットにより SLEEP からのウェークアップができま
す。

専用の内蔵 RC オシレータを持った信頼性の高い
ウォッチドッグタイマによりソフトウエアを誤動作か
ら保護することができます。
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デバイスの動作モードには 4 種類の設定オプション
があります。

････ ママママイイイイククククロロロロププププロロロロセセセセッッッッササササ
････ ママママイイイイククククロロロロココココンンンントトトトロロロローーーーララララ
････ 拡拡拡拡張張張張ママママイイイイククククロロロロココココンンンントトトトロロロローーーーララララ
････ 保保保保護護護護ママママイイイイククククロロロロココココンンンントトトトロロロローーーーララララ

 マイクロプロセッサと拡張マイクロコントローラ
モードでは、外部プログラムメモリを 64K ワードまで
持つことが可能です。

ブラウンアウトリセットの回路もデバイスに含まれ
ています。これにより、VDD デバイスがブラウンアウ
ト電圧トリップ点 (BVDD) 以下に落ちた場合でもデバ
イスのリセットが可能です。そのチップは、VDD が
BVDD 以上に上がるまでブラウンアウトリセット状態
のままです。

表 1-1 が PIC17CXXX デバイスの特徴です。

  UV 消去可能な CERQUAD パッケージ版 (PLCC と
互換性あり ) はコード開発時に、コストの点からワン
タイムプログラマブル (OTP) 版は量産時に最適です。

PIC17C75X は、複雑なソフトウェアプログラムの実
行を非常に速く必要とする応用に完全に適応します。
これらの応用範囲は、精密なモータ制御や工業用プロ
セス制御から車載用、計器類、テレコムの応用まで含
んでいます。

EPROM技術により、応用プログラム (独特なセキュ
リティコード、コンビネーション、モデルナンバー、
パラメータ保存など ) を速く便利にカスタマイズでき
ます。小型表面実装パッケージのオプション ( ダイス
セールを含む ) により、高性能を必要とし、スペース
に制限のある応用にも PIC17C75X は理想的です。

インサーキットシリアルプログラミング(ISP)の特徴
は、

････ 製製製製造造造造工工工工程程程程のののの最最最最終終終終段段段段階階階階のののの１１１１つつつつととととししししてててて、、、、ソソソソフフフフトトトトウウウウェェェェアアアア
ココココーーーードドドドををををププププロロロロググググララララミミミミンンンンググググすすすするるるるとととといいいいうううう融融融融通通通通性性性性ががががあああありりりり
まままますすすす。。。。

低価格ながら、高スピードの実行、利用価値の高い
周辺機能、フレキシブルな I/O、低消費電力と、
PIC17C75Xは幅広い範囲の埋め込み制御の応用に理想
的です。

1111.1.1.1.1 フフフファミァミァミァミリリリリと上と上と上と上位位位位互換互換互換互換性性性性

マイクロコントローラの PIC17CXXX ファミリは、
PIC16C5X と PIC16CXX ファミリを越えたアーキテク
チャの改良版です。これらの改良点により、ソフトウェ
アとハードウェアの要求にもデバイスは前より効率よ
く対応できます。改良点と変更点の詳細なリストは付
録 Aをご覧ください。PIC16C5X または PIC16CXX 用
に書かれたコードは、PIC17CXXX デバイスに簡単に
移植できます ( 付録 B参照 )。 

1111.2.2.2.2 開開開開発サ発サ発サ発サポポポポートートートート

PIC17CXXX ファミリには完全機能のマクロアセン
ブラ、ソフトウェアシュミレータ、インサーキットエ
ミュレータ、ユニバーサルプログラマ、“C”コンパイ
ラ、ファジーロジック･サポートツールがサポートされ
ています。さらに詳しい情報は 19.0 章を参照してくだ
さい。
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PIC17C75X

7C756

z

0V

(1)

IP
CC
FP
表 表 表 表 1111-1111::::  PPPPIC17CIC17CIC17CIC17CXXXXXXXXXXXX フフフファァァァミリミリミリミリののののデバデバデバデバイイイイスススス                                

Features PIC17CR42 PIC17C42A PIC17C43 PIC17CR43 PIC17C44 PIC17C752 PIC1

最大動作周波数 33 MHz 33 MHz 33 MHz 33 MHz 33 MHz 33 MHz 33 MH

動作電源電圧範囲 2.5 - 6.0V 2.5 - 6.0V 2.5 - 6.0V 2.5 - 6.0V 2.5 - 6.0V 3.0 - 6.0V 3.0 - 6.

プログラムメモリ
( x16)

(EPROM) - 16 K 4K - 8K 8K 16K

(ROM) 2K - - 4K - - -

データメモリ (bytes) 232 232 454 454 454 454 902

ハードウェアマルチプライア 
(8 x 8)

Yes Yes Yes Yes Yes Yes Yes

タイマ 0
 (16-bit + 8-bit ポストスケーラ )

Yes Yes Yes Yes Yes Yes Yes

タイマ 1 (8-bit) Yes Yes Yes Yes Yes Yes Yes

タイマ 2 (8-bit) Yes Yes Yes Yes Yes Yes Yes

タイマ 3 (16-bit) Yes Yes Yes Yes Yes Yes Yes

キャプチャ入力 (16-bit) 2 2 2 2 2 4 4

PWM出力 (10-bit まで ) 2 2 2 2 2 3 3

USART/SCI 1 1 1 1 1 2 2

A/D チャンネル (10-bit) - - - - - 12 12

SSP (SPI/I2C w/ マスターモード ) - - - - - Yes Yes

パワーオンリセット Yes Yes Yes Yes Yes Yes Yes

ウォッチドッグタイマ Yes Yes Yes Yes Yes Yes Yes

外部割込み Yes Yes Yes Yes Yes Yes Yes

インターラプトソース 11 11 11 11 11 18 18

コード保護 Yes Yes Yes Yes Yes Yes Yes

ブラウンアウトリセット - - - - - Yes Yes

インサーキットシリアルプロ
グラミング

- - - - - Yes Yes

I/O ピン数 33 33 33 33 33 50 50

I/O 最大電流容量 Source 25 mA 25 mA 25 mA 25 mA 25 mA 25 mA 25 mA

Sink 25 mA(1) 25 mA(1) 25 mA(1) 25 mA(1) 25 mA(1) 25 mA(1) 25 mA

パッケージタイプ 40-pin DIP
44-pin PLCC
44-pin MQFP
44-pin TQFP

40-pin DIP
44-pin PLCC
44-pin MQFP 
44-pin TQFP

40-pin DIP
44-pin PLCC
44-pin MQFP
44-pin TQFP

40-pin DIP
44-pin PLCC
44-pin MQFP
44-pin TQFP

40-pin DIP
44-pin PLCC
44-pin MQFP
44-pin TQFP

64-pin DIP
68-pin LCC

68-pin TQFP

64-pin D
68-pin L

68-pin TQ

注 1: RA2 と RA3 ピンは 60mA までシンクできます。
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PIC17C75X
2.02.02.02.0 デバイスの種類デバイスの種類デバイスの種類デバイスの種類
それぞれのデバイスに、色々な周波数範囲とパッ
ケージの種類があります。アプリケーションと量産の
必要に応じて、このデータシートの最後にある
PIC17C75X製品識別システム情報により適当なデバイ
スの種類を選択できます。ご注文の際は、このデータ
シートの最後にある“PIC17C75X製品の識別システム”
を使って、正しい製品番号をご指定ください。デバイ
スの機能性を検討される場合、メモリの技術や電圧範
囲は問題ありません。

3種類のメモリタイプがあり、それらは部品ナンバー
の真ん中の文字で記されています。

1.  CCCC タイプ ( 例えば PIC17CCCC756)  これらのデバイ
スは EPROMタイプのメモリです。

2.  CCCCRRRR タイプ ( 例えば PIC17CRCRCRCR756)  これらのデバ
イスは ROMタイプのメモリです。

3.  FFFFタイプ (例えばPIC17FFFF756)これらのデバイス
はフラッシュタイプのメモリです。

上記のデバイスはすべて標準の電圧レンジで動きま
す。また拡張した電圧レンジ ( 及び減少した周波数レ
ンジ ) で動くことも可能です。表 2-1 に、個々のデバ
イスに対して可能なメモリタイプと電圧レンジ指定を
示します。これらの指定子を太字体で表わします。

表 表 表 表 2222-1111:::: デデデデバイバイバイバイススススのメのメのメのメモモモモリのリのリのリの種種種種類            類            類            類            

Memory Type
Voltage Range

Standard Extended

EPROM PIC17CXXX PIC17LCXXX

ROM PIC17CRXXX PIC17LCRXXX

Flash PIC17FXXX PIC17LFXXX

注注注注意意意意 :::: 個々のデバイスに対してすべてのメモリ
技術が利用できるわけではありません。.
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2222.1.1.1.1 UUUUVVVV 消去消去消去消去デデデデバイバイバイバイスススス

紫外線消去タイプは、CERQUAD パッケージで提供
されており、試作開発用とパイロットプログラムに最
適です。

 紫外線消去タイプは消去することができ、どのコン
フィギュレーションモードにも再プログラムすること
ができます。Microchip 社の PIC17C75X プログラミン
グ、およびサードパーティのプログラマも利用できま
す。詳細についてはサードパーティガイドを参照して
ください。   

2222.2.2.2.2 ワワワワンタンタンタンタイイイイムプムプムプムプロロロログラグラグラグラママママブブブブルルルル (OTP)(OTP)(OTP)(OTP)
デデデデバイバイバイバイスススス

OTP デバイスは、頻繁なコード変更と更新が予想さ
れるお客様に有益です。

プラスチックパッケージの OTP デバイスは、1 度の
みプログラムするユーザに限られます。プログラムメ
モリに加え、コンフィギュレーションビットもプログ
ラムする必要があります。

2222.3.3.3.3 ククククイッイッイッイックククク・タ・タ・タ・ターーーーンアンアンアンアララララウンウンウンウンドドドド・プ・プ・プ・プロロロロダクダクダクダク
シシシショョョョンンンン (QTP(QTP(QTP(QTP)))) デデデデバイバイバイバイスススス

Microchip 社は、工場生産注文のための QTP プログ
ラミングサービスを行なっています。このサービスは、
中規模の量産ユニットで自社工場でプログラムを行な
いたくない、コードパターンが安定しているユーザが
利用できます。このデバイスは OTP デバイスと同等で
すが、すべての EPROM ロケーションとコンフィギュ
レーションオプションが工場でプログラムされます。
実際のコードと試作の検査手順は、出荷前に行なわれ
ます。詳細については、お近くのMicrochip Technology
社の販売店にお問い合わせください。

2222.4.4.4.4 シシシシリアリアリアリアルルルル・ク・ク・ク・クイイイイックックックック・・・・ターターターターンンンンアラアラアラアラウウウウンンンン
ドドドド・プ・プ・プ・プロロロロダクダクダクダクシシシショョョョンンンン (SQTP(SQTP(SQTP(SQTPSSSSMMMM)))) デデデデバイバイバイバイスススス

Microchip 社は、各デバイスのシリアル番号を異なっ
たロケーションにプログラムする特定ユーザに対する
特殊なプログラミングサービスを行なっています。こ
のシリアル番号には、ランダム / 擬似ランダム / シー
ケンシャル番号があります。シリアルプログラミング
により、各デバイスがエントリコードやパスワードや
ID 番号として使用できる番号を持つことができます。
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PIC17C75X
2222....5555 リリリリードードードード専専専専用メ用メ用メ用メモモモモリリリリ (R(R(R(ROOOOMMMM)))) デデデデババババイスイスイスイス

Microchip 社は、高品質の製品を低価格のオプション
で提供するために、大量生産のパーツのいくつかにマ
スキングされた ROMバージョンを提供しています。

ROMデバイスはプログラムメモリのスペースに、シ
リアル番号情報を記憶させることはできません。ROM
コードを提出する場合の方法については、近くの販売
店にお問い合わせください。   

2222....6666 フフフフラッラッラッラッシシシシュメュメュメュメモモモモリデリデリデリデババババイスイスイスイス

これらのデバイスは電気的に消去されるので、低価
格のプラスチックパッケージで提供されています。電
気的に消去することで、これらのデバイスは消去され、
インサーキットで再プログラムが可能です。製造と同
様にプロトタイプの開発やパイロットプログラムでも
同じです。    

注注注注意意意意 :::: 現在、PIC17C75X デバイスの ROM バージョ
ンはありません。

注注注注意意意意 :::: 現在、PIC17C75X デバイスのフラッシュ
バージョンはありません。
DS30264A-J-page 8 Prelimin
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PIC17C75X
3333....0000 アーキテクチャの概要アーキテクチャの概要アーキテクチャの概要アーキテクチャの概要
高性能の PIC17CXXX には、RISC 型マイクロプロ
セッサに見られる多くのアーキテクチャの特徴があげ
られます。まず、PIC17CXXX は変更されたハーバー
ドアーキテクチャを使っています。これはプログラム
とデータが別のメモリからアクセスされるもので、デ
バイスはプログラムメモリバスとデータメモリバスを
持つことになります。プログラムとデータが同じメモ
リからフェッチされる ( 同じバスにアクセスする ) 伝
統的なフォンノイマンアーキテクチャよりも帯域幅が
改善されています。さらにプログラムとデータメモリ
を分離することにより、8bit 幅のデータワードと異な
るサイズの命令が可能になります。PIC17CXXX のオ
ペコードは 16bit 幅で、シングルワード命令を持つこ
とができます。フルの 16bit 幅のプログラムメモリバ
スは、16bit 命令をシングルサイクルでフェッチしま
す。2 層のパイプラインは、命令のフェッチと実行を
オーバーラップします。したがって、プログラム分岐
とプログラムとデータメモリ間のデータを転送する 2
つの特別な命令を除いて、すべての命令がシングルサ
イクル (121ns @33MHz) で実行されます。

PIC17CXXX は、64K × 16 までプログラムメモリス
ペースのアドレスが可能です。

PPPPIIIICCCC11117777CCCC757575752222 は、8K × 16 の内蔵された EPROM プロ
グラムメモリをインテグレイトします。

PPPPIIIICCCC11117777CCCC757575756666 は、16K× 16 の EPROMプログラムメモ
リをインテグレイトします。

  プログラムの実行は、マイクロコントローラまたは
保護マイクロコントローラモードでは内部のみ、マイ
クロプロセッサモードでは外部のみ、拡張マイクロコ
ントローラモードでは両方が可能です。拡張マイクロ
コントローラモードではコード保護はできません。

PIC17CXXX は、そのレジスタファイルやデータメモ
リを直接的または間接的にアドレスできます。プログ
ラムカウンタ(PC)とワーキングレジスタ(WREG)を含
むすべての特殊機能レジスタは、データメモリに配置
されます。PIC17CXXX は直交的 ( 対称的 ) な命令を
持っており、どのようなアドレシングモードを使用し
てもすべてのレジスタ上での実行が可能になります。
このような対称的な性質と“特定の制約条件”がない
ために、PIC17CXXX のプログラミングが簡単で効率
的にできます。さらに、学習効率が極めて向上します。

PIC16CXX ファミリのアーキテクチャの拡張版であ
る PIC17CXXX ファミリの１つでは、２個のファイル
レジスタが２個のオペランド命令で使用できます。こ
れにより、データがWREG レジスタを通らずに、２個
のレジスタ間を直接動くことが可能です。このように
パフォーマンスを向上し、プログラムメモリの使用を
減らします。

PIC17CXXX デバイスには、8bitALU とワーキングレ
ジスタが内蔵されています。ALU は、汎用演算ユニッ
トです。これによってワーキングレジスタデータとす
べてのレジスタファイルの間での演算とブール機能が
実行できます。

ALU は 8bit 幅で、加算、減算、シフトと論理演算が
可能です。指示がない限り、演算の実行は 2の補数で
行なわれます。
 1997 Microchip Technology Inc. Prelimin
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WREG レジスタは、ALU の実行に使われる 8bit の
ワーキングレジスタです。

PIC17C75Xのデバイスはすべて、8×8のハードウェ
アマルチプライアを持っています。このマルチプライ
アはシングルサイクルで 16bit の数値を発生します。

実行される命令によっては、ALU が ALUSTA レジ
スタのキャリ (C)、ディジットキャリ (DC)、ゼロ (Z)
の各ビットの値に影響を与えます。減算命令では、C
と DCビットは、borrow 出力ビットと digit borrow 出力
ビットとして扱われます。一例として SUBLW と
SUBWF命令をご覧ください。

ALU は符号付き演算は実行しませんが、オーバーフ
ロービット (OV) は、符号付き演算をインプリメント
するために使用できます。符号付き演算は、マグニ
チュードとサインビットからできています。オーバー
フロービットはマグニチュードがオーバーフローし、
サインビットの状態を変化させるかどうかを示しま
す。それは符号付きオペレーションの結果が 128(7Fh)
以上か、-127(FFh) 以下かどうかということです。１バ
イト以上が使用された場合、符号付き演算は、７ bit の
値 (マグニチュード )以上を持つことができます。オー
バーフロービットを使う場合、ALUでの値のbit６(MSb
のマグニチュード ) と bit ７ ( サインビット )で動くだ
けです。つまりオーバーフロービットは、例えばマグ
ニチュードが 11bit である符号付き演算をインプリメ
ントしようとする場合には有用ではありません。符号
付き演算の値が７ bit 以上 (15-、24-、31-bit) なら、ア
ルゴリズムは、低い順番のバイトがオーバーフロース
テータスビットを無視することを確実にしなければな
りません。

正しい操作を確実に行なうために、符号付き数字を
足したり引いたりする時は注意が必要です。例 3-1 に、
符号付きでない機械で動く ALU で符号付き演算を行
なう時に考慮すべき項目を示します。

例 例 例 例 3333----1111:::: 符符符符号号号号付き付き付き付き演演演演算    算    算    算    

Signed math requires the result to be FEh
(-126). This would be accomplished by
subtracting one as opposed to adding one.

簡単なブロック図を図 3-1 に示します。デバイスピ
ンの説明は表 3-1 に示します。

Hex Value Signed Value Math Unsigned Value 
Math

  FFh
+ 01h
=  ?

  -127 
+    1
= -126 (FEh)

  255
+   1
=   0 (00h);
Carry bit = 1
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図 図 図 図 3333-1111::::     PPPPIIIICCCC17171717CCCC75757575XXXX ののののブブブブロッロッロッロックククク図    図    図    図                                                
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表 表 表 表 3333- 1:1:1:1: ピピピピンアンアンアンアウウウウトのトのトのトの説説説説明   明   明   明   

ピピピピンンンンのののの名名名名称称称称
DDDDIIIIPPPP
NNNNoooo....

PPPPLLLLCCCCCCCC
NNNNoooo....

TTTTQQQQFPFPFPFP
NNNNoooo....

IIII////OOOO////PPPP
TTTTypypypypeeee

BBBBuuuuffffffffeeeerrrr
TTTTypypypypeeee

説明説明説明説明

OSC1/CLKIN 47 50 39 I ST クリスタル / レゾネータまたは RCオシレータモードでのオシ
レータ入力。外部クロックモードでの外部クロック入力。

OSC2/CLKOUT 48 51 40 O — オシレータ出力。クリスタルオシレータモードでクリスタル
あるいはレゾネータと接続。RCオシレータまたは外部クロッ
クモードでは、OSC2 ピンは、OSC1 の 1/4 の周波数 (Fosc/4)
を持つ CLKOUT を出力し、命令サイクルの割合を表示。

MCLR/VPP 15 16 7 I/P ST マスタクリア ( リセット ) 入力またはプログラム電圧 (Vpp) 入
力。これはチップに対してアクティブローリセット。
PORTAは、入力のみのRA0と RA1を除いて双方向 I/O ポー
ト。

RA0/INT 56 60 48 I ST RA0 は外部割込み入力としても選択可能。割込みはポジ
ティブまたはネガティブのエッジで設定可能。

RA1/T0CKI 41 44 33 I ST RA1 は外部割込み入力としても選択可能。割込みはポジ
ティブまたはネガティブのエッジで設定可能。RA1はタ
イマ 0タイマ / カウンタへのクロック入力でも選択可能。

RA2/SS/SCL 42 45 34 I/O ST RA2 は SPI 用のスレーブ選択入力または I2C バス用のク
ロック入力としても使用可能。高電圧、大電流、オープ
ンドレイン入力 / 出力ポートピン。

RA3/SDI/SDA 43 46 35 I/O ST RA3 は SPI 用のデータ入力または I2C バス用のデータと
しても使用可能。高電圧、大電流、オープンドレイン入
力 /出力ポートピン。

RA4/RX1/DT1 40 43 32 I/O † ST RA4 は USART1（SCI）非同期受信またはUSART1
（SCI）同期データとしても選択可能。

RA5/TX1/CK1 39 42 31 I/O † ST RA5 は USART1（SCI）非同期送信またはUSART1
（SCI）同期クロックとしても選択可能。

PORTBはソフトウェアで設定可能なウィークプルアップを伴
う双方向 I/O ポート。

RB0/CAP1 55 59 47 I/O ST RB0 はキャプチャ 1入力ピンでも可能。

RB1/CAP2 54 58 46 I/O ST RB1 はキャプチャ 2入力ピンでも可能。

RB2/PWM1 50 54 42 I/O ST RB2 は PWM1出力ピンでも可能。

RB3/PWM2 53 57 45 I/O ST RB3 は PWM2出力ピンでも可能。

RB4/TCLK12 52 56 44 I/O ST RB4 はタイマ 1とタイマ 2への外部クロック入力でも可
能。

RB5/TCLK3 51 55 43 I/O ST RB5 はタイマ 3への外部クロック入力でも可能。

RB6/SCK 44 47 36 I/O ST RB6 は SPI 用のマスタ / スレーブクロックとしても使用
可能。

RB7/SDO 45 48 37 I/O ST RB7 は SPI 用のデータ出力としても使用可能。
凡凡凡凡例例例例 ::::     IIII==== 入入入入力力力力ののののみ  み  み  み  OOOO==== 出出出出力力力力ののののみ  み  み  み  IIII////OOOO==== 入入入入力力力力 //// 出出出出力  力  力  力  PPPP==== 電電電電源  源  源  源  －－－－ ==== 未未未未使使使使用  用  用  用  TTTTTTTTLLLL====TTTTTTTTLLLL 入入入入力 力 力 力     SSSSTTTT==== シシシシュュュュミミミミッッッットトトトトトトトリリリリガガガガ入入入入力力力力

†                                     出 出 出 出力力力力はははは周周周周辺辺辺辺機機機機能能能能のののの動動動動作作作作にににによよよよっっっっててててののののみみみみ利利利利用用用用ででででききききまままますすすす。。。。
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PORTCは双方向 I/O ポート。

RC0/AD0 2 3 58 I/O TTL これはマイクロプロセッサモードまたは拡張マイクロコ
ントローラモードでの 16bit ワイドシステムバスの最小有
効バイト (LSB) でもあります。マルチプレックスシステ
ムバス設定では、これらのピンはデータ入力または出力
と同様にアドレス出力です。

RC1/AD1 63 67 55 I/O TTL

RC2/AD2 62 66 54 I/O TTL

RC3/AD3 61 65 53 I/O TTL

RC4/AD4 60 64 52 I/O TTL

RC5/AD5 58 63 51 I/O TTL

RC6/AD6 58 62 50 I/O TTL

RC7/AD7 57 61 49 I/O TTL

PORTDは双方向 I/O ポート。

RD0/AD8 10 11 2 I/O TTL これはマイクロプロセッサモードまたは拡張マイクロプ
ロセッサモードまたは拡張マイクロコントローラモード
での 16bit システムバスの最大有効バイト (MSB) でもあ
ります。マルチプレックスシステムバス設定では、これ
らのピンはデータ入力または出力と同様にアドレス出力
です。

RD1/AD9 9 10 1 I/O TTL

RD2/AD10 8 9 64 I/O TTL

RD3/AD11 7 8 63 I/O TTL

RD4/AD12 6 7 62 I/O TTL

RD5/AD13 5 6 61 I/O TTL

RD6/AD14 4 5 60 I/O TTL

RD7/AD15 3 4 59 I/O TTL

PORTE は双方向 I/O ポート。

RE0/ALE 11 12 3 I/O TTL マイクロプロセッサモードまたは拡張マイクロコント
ローラモードでは、RE0 はアドレス・ラッチ・イネーブ
ル (ALE) 出力。アドレスはALE 出力の立ち下がりエッジ
でラッチが必要。

RE1/OE 12 13 4 I/O TTL マイクロプロセッサまたは拡張マイクロコントローラ
モードでは、RE1は出力イネーブル (OE) 制御出力 ( アク
ティブ・ロー )。

RE2/WR 13 14 5 I/O TTL マイクロプロセッサまたは拡張マイクロコントローラ
モードでは、RE2はライト・イネーブル (WR) 制御出力 (
アクティブ・ロー )。

RE3/CAP4 14 15 6 I/O ST RE3 はキャプチャ 4入力ピンでも可能。
PORTFは双方向 I/O ポート。

RF0/AN4 26 28 18 I/O ST RF0 はアナログ入力 4でも可能。

RF1/AN5 25 27 17 I/O ST RF1 はアナログ入力 5でも可能。

RF2/AN6 24 26 16 I/O ST RF2 はアナログ入力 6でも可能。

RF3/AN7 23 25 15 I/O ST RF3 はアナログ入力 7でも可能。

RF4/AN8 22 24 14 I/O ST RF4 はアナログ入力 8でも可能。

RF5/AN9 21 23 13 I/O ST RF5 はアナログ入力 9でも可能。

RF6/AN10 20 22 12 I/O ST RF6 はアナログ入力 10 でも可能。

RF7/AN11 19 21 11 I/O ST RF7 はアナログ入力 11 でも可能。

表 表 表 表 3333- 1:1:1:1: ピピピピンアンアンアンアウウウウトのトのトのトの説説説説明   明   明   明   

ピピピピンンンンのののの名名名名称称称称
DDDDIIIIPPPP
NNNNoooo....

PPPPLLLLCCCCCCCC
NNNNoooo....

TTTTQQQQFPFPFPFP
NNNNoooo....

IIII////OOOO////PPPP
TTTTypypypypeeee

BBBBuuuuffffffffeeeerrrr
TTTTypypypypeeee

説明説明説明説明

凡凡凡凡例例例例 ::::     IIII==== 入入入入力力力力ののののみ  み  み  み  OOOO==== 出出出出力力力力ののののみ  み  み  み  IIII////OOOO==== 入入入入力力力力 //// 出出出出力  力  力  力  PPPP==== 電電電電源  源  源  源  －－－－ ==== 未未未未使使使使用  用  用  用  TTTTTTTTLLLL====TTTTTTTTLLLL 入入入入力  力  力  力  SSSSTTTT==== シシシシュュュュミミミミッッッットトトトトトトトリリリリガガガガ入入入入力力力力

†                                     出 出 出 出力力力力はははは周周周周辺辺辺辺機機機機能能能能のののの動動動動作作作作にににによよよよっっっっててててののののみみみみ利利利利用用用用ででででききききまままますすすす。。。。
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PORTGは双方向 I/O ポート。

RG0/AN3 32 34 24 I/O ST RG0 はアナログ入力 3でも可能。

RG1/AN2 31 33 23 I/O ST RG1 はアナログ入力 2でも可能。

RG2/AN1/VREF- 30 32 22 I/O ST RG2 はアナログ入力 1でも可能、または接地基準電圧。

RG3/AN0/VREF+ 29 31 21 I/O ST RG3 はアナログ入力 0でも可能、または正極基準電圧。

RG4/CAP3 35 38 27 I/O ST RG4 はキャプチャ 3入力ピンでも可能。

RG5/PWM3 36 39 28 I/O ST RG5 は PWM3出力ピンでも可能。

RG6/RX2/DT2 38 41 30 I/O ST RG6 は USART2(SCI) 非同期受信、またはUSART2(SCI)
同期データとしても選択可能。

RG7/TX2/CK2 37 40 29 I/O ST RG7 は USART2(SCI) 非同期送信、またはUSART2(SCI)
同期クロックとしても選択可能。

TEST 16 17 8 I ST テストモード選択制御入力。通常の動作に対して常に Vss に
接続。

VSS 17, 
33, 
49, 
64

19, 
36,53, 

68

9, 25, 
41, 56

P ロジックピンおよび I/O ピン用の接地基準。

VDD 1, 18, 
34, 
46

2, 20, 
37, 
49,

10, 
26, 

38, 57

P ロジックピンおよび I/O ピン用の電源正極。

AVSS 28 30 20 P A/D コンバータ用の接地基準。このピンは VSS と同じポテン
シャルであることが必要必要必要必要。

AVDD 27 29 19 P A/D コンバータ用の電源正極。このピンは VDD と同じポテン
シャルであることが必要必要必要必要。

NC - 1, 18, 
35, 52

- 接続せず。これらのピンを接続しないままにしておくこと。

表 表 表 表 3333- 1:1:1:1: ピピピピンアンアンアンアウウウウトのトのトのトの説説説説明   明   明   明   

ピピピピンンンンのののの名名名名称称称称
DDDDIIIIPPPP
NNNNoooo....

PPPPLLLLCCCCCCCC
NNNNoooo....

TTTTQQQQFPFPFPFP
NNNNoooo....

IIII////OOOO////PPPP
TTTTypypypypeeee

BBBBuuuuffffffffeeeerrrr
TTTTypypypypeeee

説明説明説明説明

凡凡凡凡例例例例 ::::     IIII==== 入入入入力力力力ののののみ  み  み  み  OOOO==== 出出出出力力力力ののののみ  み  み  み  IIII////OOOO==== 入入入入力力力力 //// 出出出出力  力  力  力  PPPP==== 電電電電源  源  源  源  －－－－ ==== 未未未未使使使使用  用  用  用  TTTTTTTTLLLL====TTTTTTTTLLLL 入入入入力 力 力 力     SSSSTTTT==== シシシシュュュュミミミミッッッットトトトトトトトリリリリガガガガ入入入入力力力力

†                                     出 出 出 出力力力力はははは周周周周辺辺辺辺機機機機能能能能のののの動動動動作作作作にににによよよよっっっっててててののののみみみみ利利利利用用用用ででででききききまままますすすす。。。。
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4444....0000 内蔵オシレータ回路内蔵オシレータ回路内蔵オシレータ回路内蔵オシレータ回路
内部のオシレータ回路は、デバイスのクロックを発
生させるために使われます。4 つのデバイスのクロッ
ク周期が 1 つの内部の命令クロック (TCY) を発生させ
ます。オシレータが発生させることができるのは 4つ
のモードです。これらは、デバイスのプログラミング
中に、デバイスのコンフィギュレーションビットによ
り選ばれます。これらのモードは下記の通りです。

････ LLLLF  F  F  F  低低低低周周周周波波波波数数数数 ((((FFFFoscoscoscosc<<<<=2=2=2=2MMMMHz)Hz)Hz)Hz)
････ XXXXT  T  T  T  標標標標準準準準ククククリリリリススススタタタタルルルル //// レレレレゾゾゾゾネネネネーーーータタタタ周周周周波波波波数数数数

(2(2(2(2MMMMHzHzHzHz<<<<=F=F=F=Foooosc<sc<sc<sc<====33333333MMMMHz)Hz)Hz)Hz)
････ EEEEC  C  C  C  外外外外部部部部ククククロロロロッッッックククク入入入入力 力 力 力                                                                                                             

(((( オオオオシシシシレレレレーーーータタタタ設設設設定定定定ををををデデデデフフフフォォォォルルルルトトトト ))))
････ RRRRC  C  C  C  外外外外部部部部抵抵抵抵抗抗抗抗 //// キキキキャャャャパパパパシシシシタ タ タ タ                                                             

(F(F(F(Fooooscscscsc<<<<=4=4=4=4MMMMHz)Hz)Hz)Hz)

パワーアップ時に必要な遅延時間を作るために 2 個
のタイマがあります。1 つはオシレータスタートアッ
プタイマ (OST) で、クリスタルオシレータが安定する
までチップを RESET 状態に保つように考えられてい
ます。もう 1 つはパワーアップタイマ (PWRT) で、パ
ワーアップ時にのみ 96ms( 公称 ) の一定遅延時間を作
り、電源が安定するまでパーツを RESET 状態に保つ
ように設計されています。チップに内蔵されたこの 2
個のタイマにより、ほとんどのアプリケーションで外
部リセット回路の必要がありません。

 SLEEPモードは非常に少ない消費電流のパワーダウ
ンモードを実現できるように設計されています。外部
リセットやウォッチドッグタイマのリセット、割込み
により SLEEP からウェークすることができます。

いくつかのオシレータのオプションによっても、そ
のパーツをアプリケーションに適応させることができ
ます。RC オシレータのオプションによりシステムコ
ストを節約し、LF クリスタルにより電力を節約しま
す。コンフィギュレーションビットで、いろいろなオ
プションを選択できます。

4444....1111 オオオオシレシレシレシレーーーータのタのタのタの設設設設定定定定

4.4.4.4.1111.1.1.1.1     オオオオシシシシレレレレーーーータタタタのののの種種種種類類類類

PIC17CXXX は、4種類の異なったオシレータのモー
ドで動作できます。次の 4種類のモードから 1つを選
択するために、2 個のコンフィギュレーションビット
(FOSC1:FOSC0) をプログラミングできます。

････ LLLLF  F  F  F  ロロロローーーーパパパパワワワワーーーーククククリリリリススススタタタタルルルル
････ XXXXT  T  T  T  ククククリリリリススススタタタタルルルル //// レレレレゾゾゾゾネネネネーーーータタタタ
････ EEEEC  C  C  C  外外外外部部部部ククククロロロロッッッックククク入入入入力力力力
････ RRRRC  C  C  C  抵抵抵抵抗抗抗抗 //// キキキキャャャャパパパパシシシシタタタタ

LF と XT モードの主な違いは、オシレータ回路の内
部インバータのゲインで、異なった周波数幅が可能で
す。

 デバイスのコンフィギュレーションビットの詳細に
ついては、17.0 章を参照してください。 
 1997 Microchip Technology Inc. Prelimin
この日本語データシートは参考資料で
(http://www.microchip.com から入
4.14.14.14.1....2222 ククククリリリリススススタタタタルルルルオオオオシシシシレレレレーーーータタタタ //// セセセセララララミミミミッッッッククククレレレレゾゾゾゾネネネネーーーー
タタタタ

XTまたは LF モードでは、発振を起こすためにクリ
スタルまたはセラミックレゾネータ ( 共振子 ) が
OSC1/CLKINとOSC2/CLKOUTのピンに接続されます
( 図 4-2 参照 )。PIC17CXXX のオシレータの設計には
パラレルカットクリスタルを使用する必要がありま
す。シリーズカットクリスタルの使用はクリスタル製
造会社の規格外の周波数を与えることがあります。

20MHz 以上の周波数に対しては、オーバートーン
モードクリスタルであることが普通です。オーバー
トーンモードクリスタルを使用するには、基本周波数
でのゲインを減らすためにタンク回路が必要です。図
4-3 に、回路の例を示します。

4.1.2.1 オシレータ /レゾネータのスタートアップ

デバイスの電圧が Vss から減少すると、オシレータ
は発振を始めます。オシレータが発振を始めるのに必
要な時間は、下記のようないろいろな要因によって
違ってきます。

･ クリスタル /レゾネータ周波数
･ 使用されたキャパシタの値 (C1 と C2)
･ デバイスの VDD の立ち上がり時間
･ システムの温度
･ 使用した場合、直列抵抗値（及び種類）
･ デバイスのオシレータモードの選択 (内部オシ
レータインバータのゲインを選択する )

図 4-1 に、標準的なオシレータ /レゾネータの スター
トアップの例を示します。オシレータの波形のピーク
間電圧は、波形がVDD/2 で真ん中に来る時は非常に低
くすることができます (VDD デバイスの 50％以下 )。(
電気仕様の章のパラメータ番号D033とD043を参照し
てください )。

図 図 図 図 4444-1111:::: オオオオシレシレシレシレーーーータタタタ //// レレレレゾネゾネゾネゾネーーーータのタのタのタのスススス
タタタタートートートートアアアアップップップップ特特特特性     性     性     性     

V
D

D

Crystal Start-up Time

Time
ary DS30264A-J-page 15
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PIC17C75X
図 図 図 図 4444-2222:::: ククククリスリスリスリスタタタタルルルル //// セセセセラミラミラミラミッッッックレクレクレクレゾゾゾゾ
ネネネネータータータータ操操操操作作作作 ((((XXXXTTTT ままままたたたたはははは LLLLFFFF のののの
OOOOSSSSCCCC 構構構構成成成成 )       )       )       )       

表 表 表 表 4444-1111:::: セセセセラミラミラミラミッッッックレクレクレクレゾゾゾゾネーネーネーネータタタタ用の用の用の用のキキキキャャャャ
パパパパシタシタシタシタのののの選択      選択      選択      選択          

オオオオシシシシレレレレーーーータタタタ
のののの種種種種類類類類

レレレレゾゾゾゾネネネネーーーータタタタ周周周周波波波波数数数数
キキキキャャャャパパパパシシシシタタタタ範範範範囲囲囲囲
CCCC1111 ＝＝＝＝ C2C2C2C2((((1111))))

LF 455 kHz
2.0 MHz

15 - 68 pF
10 - 33 pF

XT 4.0 MHz
8.0 MHz
16.0 MHz

22 - 68 pF
33 - 100 pF
33 - 100 pF

高キャパシタンスはオシレータの安定性を増しますが、ス
タートアップ時間も増えます。これらの値は設計の指針を
示すためだけのものです。個々のレゾネータにはそれぞれ
の特性がありますので、外部コンポーネントの適切な値に
ついてはレゾネータの製造元にお問い合わせください。

注 注 注 注 1111:::: これらの値は、このピン上でのすべての
ボードのキャパシタンスを含んでいま
す。現実のキャパシタの値はボードの
キャパシタンスによります。

使使使使用用用用レレレレゾゾゾゾネネネネーーーータタタタ : : : : 

455 kHz Panasonic EFO-A455K04B ± 0.3%

2.0 MHz Murata Erie CSA2.00MG ± 0.5%

4.0 MHz Murata Erie CSA4.00MG ± 0.5%

8.0 MHz Murata Erie CSA8.00MT ± 0.5%

16.0 MHz Murata Erie CSA16.00MX ± 0.5%

キャパシタ内蔵タイプは使用しておりません。

C1とC2の推奨値は、表4-1と 4-2を参照してください。

注 注 注 注 1111:::: AT ストリップカットクリスタルには、
直列抵抗(Rs)が必要な場合もあります。

C1

C2

XTAL

OSC2

Note1

OSC1

RF SLEEP

PIC17CXXX

To internal
logic
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図 図 図 図 4444-3333:::: ククククリスリスリスリスタタタタル操ル操ル操ル操作作作作、オ、オ、オ、オーーーーバーバーバーバートトトトーーーー
ンンンンしたしたしたしたククククリスリスリスリスタタタタルルルル ((((XXXXTTTT のののの OOOOSSSSCCCC
構構構構成成成成 )       )       )       )       

表 表 表 表 4444-2222:::: ククククリスリスリスリスタタタタルオルオルオルオシシシシレーレーレーレータタタタ用の用の用の用のキキキキャャャャ
パパパパシタシタシタシタのののの選択 選択 選択 選択                   

OOOOscscscsc
TypTypTypTypeeee

FrFrFrFreeeeqqqq CCCC1 1 1 1 ((((3333)))) CCCC2 2 2 2 ((((3333))))

LF 32 kHz(1)

1 MHz
2 MHz

100-150 pF
10-33 pF
10-33 pF

100-150 pF
10-33 pF
10-33 pF

XT 2 MHz
4 MHz

8 MHz (2)

16 MHz
25 MHz

32 MHz (3)

47-100 pF
15-68 pF
15-47 pF

TBD
15-47 pF

10 

47-100 pF
15-68 pF
15-47 pF

TBD
15-47 pF

10 

高キャパシタンスはオシレータの安定性を増しますが、ス
タートアップ時間とオシレータの電流も増えます。これら
の値は設計の指針を示すためだけのものです。低駆動レベ
ルの設定でのクリスタルをオーバードライブしないため
に、XT モードでは Rs が必要となります。個々のクリスタ
ルにはそれぞれの特性がありますので、外部コンポーネン
トの適切な値についてはクリスタルの製造元にお問い合わ
せください。
注      1: VDD>4.5V、C1=C2 ≒ 30pF が推奨値です。

2: 15/15pFのキャパシタの組み合わせのために
は、330Ωの Rs が必要です。

3: これらの値は、このピン上でのすべての
ボードのキャパシタンスを含んでいます。
現実のキャパシタの値はボードのキャパシ
タンスによります。

使使使使用用用用ククククリリリリススススタタタタルルルル : : : : 

32.768 kHz Epson C-001R32.768K-A ± 20 PPM

1.0 MHz ECS-10-13-1 ± 50 PPM

2.0 MHz ECS-20-20-1 ± 50 PPM

4.0 MHz ECS-40-20-1 ± 50 PPM

8.0 MHz ECS ECS-80-S-4
ECS-80-18-1

± 50 PPM

16.0 MHz ECS-160-20-1 TBD
25 MHz CTS CTS25M ± 50 PPM

32 MHz CRYSTEK HF-2 ± 50 PPM

C1

C2

0.1 µF

SLEEP

OSC2

OSC1

PIC17CXXX

1
LC2

= (2πf)2

基本周波数をフィルタするためには

ｆ= タンク回路の共振周波数。これはクリスタルの
基本周波数と 3番目のオーバートーン周波数の間
の中ほどにあることが必要です。
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4.4.4.4.1111.3.3.3.3 外外外外部部部部ククククロロロロッッッッククククオオオオシシシシレレレレーーーータタタタ

EC オシレータモードでは、CMOS ドライバにより
OSC1 入力を行なうことができます。このモードでは、
OSC1/CLKIN ピンは高インピーダンスで、OSC2/
CLKOUT ピンは、CLKOUT 出力です (4Tosc)。

図 図 図 図 4444-4444:::: 外外外外部ク部ク部ク部クロロロロックックックック入入入入力の力の力の力の操操操操作作作作 ((((EEEEC C C C 
OOOOSSSSCCCC 構構構構成成成成 )      )      )      )      

Clock from
ext. system

OSC1

OSC2

PIC17CXXX
CLKOUT
(FOSC/4)
 1997 Microchip Technology Inc. Prelimin
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4.14.14.14.1....4444 外外外外部部部部ククククリリリリススススタタタタルルルルオオオオシシシシレレレレーーーータタタタ回回回回路路路路

プレパックされたオシレータの使用や、TTL ゲート
を使った簡単なオシレータ回路を作ることもできま
す。プレパックされたオシレータは広い動作範囲とす
ぐれた安定性を持っています。良く設計されたクリス
タルオシレータは TTL ゲートで良い性能を発揮しま
す。2 種類のクリスタルオシレータ回路は、直列共振
または並列共振として使うことができます。

図4-5に並列共振オシレータ回路の構成を示します。
この回路はクリスタルの基本周波数を使うために設計
されています。74AS04 インバータが並列オシレータ
に必要な 180 度の位相シフトを行ないます。4.7kΩの
抵抗は安定用のネガティブフィードバックのためで
す。10kΩ のポテンショメータは 74AS04 を線形領域
で使うためのバイアス用です。これは外部オシレータ
の設計に使えます。

図 図 図 図 4444-5555:::: 外外外外部並部並部並部並列列列列共振共振共振共振ククククリスリスリスリスタタタタルオルオルオルオシシシシ
レレレレータータータータ回回回回路       路       路       路       

図 4-6 に直列共振オシレータ回路を示します。この
回路もクリスタルの基本周波数を使うために設計され
ています。インバータが直列共振オシレータ回路での
180 度の位相シフトを行ないます。330kΩの抵抗はイ
ンバータを線形領域にバイアスするためのネガティブ
フィードバックを構成します。

図 図 図 図 4444-6666:::: 外外外外部直部直部直部直列列列列共振共振共振共振ククククリスリスリスリスタタタタルオルオルオルオシシシシ
レレレレータータータータ回回回回路       路       路       路       

20 pF

+5V

20 pF

10k
4.7k

10k

74AS04

XTAL

10k

74AS04 PIC17CXXX

OSC1

To Other
Devices

330 kΩ

74AS04 74AS04 PIC17CXXX

OSC1

To Other
Devices

XTAL

330 kΩ

74AS04

0.1 µF
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4.4.4.4.1111.5.5.5.5 RRRRCCCC オオオオシシシシレレレレーーーータタタタ

それほどタイミング精度を必要としないアプリケー
ションでは、RC 部品を使用すればさらにコストを節
約できます。RC オシレータ周波数は供給電圧、抵抗
(Rext) とキャパシタ (Cext) の値、動作温度により変わ
ります。これに加え、このオシレータ周波数は通常の
生産パラメータのばらつきにより、同製品間でも異な
ります。さらに、パッケージの種類によるリードフレー
ム容量の差も、特に低い Cext の値で、発振周波数に影
響を与えます。外部に使う Rと Cの部品に誤差がある
ため、そのばらつきを考慮する必要があります。図 4-7
に R/C の組み合わせがどのように PIC17CXXX に接続
されるかを示します。2.2kΩ以下の Rext 値では、オシ
レータ動作が不安定になるか、完全に停止することが
あります。非常に高い Rext 値では ( 例えば、1MΩ)、
オシレータがノイズ、湿度、漏れ電流の影響を受けや
すくなります。したがって、Rext は 3kΩ から 100kΩ
の間をお勧めします。

オシレータは外部キャパシタが無くても (Cext=0pF)
動作しますが、ノイズと安定のために、20pF 以上の値
を使うことをお勧めします。外部容量が小さい、ある
いは全くないと、PCBのトレース容量やパッケージの
リードフレーム容量などの外部容量の変化で、発振周
波数が非常に異なることがあります。

通常の製造工程のばらつきによる製品毎の RC 周波
数の変化に関しては、21.0 章をご覧ください。その変
化は、より大きな R( 漏れ電流のばらつきが大きな R
に対して RC周波数に多くの影響を与えるため )、そし
てより小さなC(入力容量のばらつきがRC周波数に多
くの影響を与えるため ) に対して大きくなります。

与えられた R、C、VDD の値に対する動作温度による
周波数変化と同様に、与えられた Rext/Cext の値に対
する VDD によるオシレータ周波数変化に関しては、
21.0 章をご覧ください。

4 分周されたオシレータ周波数が OSC2/CLKOUT ピ
ンに出力されます。これはテストの目的や、他のロジッ
クと同期するために使用できます ( 波形に関しては図
4-8 参照 )。

図 図 図 図 4444-7777:::: RRRRCCCC オオオオシシシシレーレーレーレータタタタモーモーモーモード ド ド ド                 

VDD

Rext

Cext

VSS

OSC1
Internal
clock

OSC2/CLKOUT
Fosc/4

PIC17CXXX
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4.1.5.1 RC のスタートアップ

デバイスの電圧が増すと、ピンの電圧レベルが入力
しきい値設定になるので、RCはただちにオシレーショ
ンを始めます ( 電気的仕様の章のパラメータ番号
D032、D042 を参照 )。RC がオシレーションを始める
のに必要な時間は、下記のような要因によって異なり
ます。

････ 使使使使用用用用抵抵抵抵抗抗抗抗のののの値値値値
････ 使使使使用用用用キキキキャャャャパパパパシシシシタタタタのののの値値値値
････ デデデデババババイイイイススススのののの VVVVDDDDDDDD 立立立立ちちちち上上上上ががががりりりり時時時時間間間間
････ シシシシスススステテテテムムムムのののの温温温温度度度度
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4444....2222 ククククロッロッロッロックククク方方方方式式式式 //// 命命命命令サ令サ令サ令サイイイイククククルルルル

クロック入力 (OSC1 から ) は、内部で 4 分周され、
Q1、Q2、Q3、Q4 と呼ばれる 4相のオーバーラップし
ない矩形波クロックを発生させます。内部で、プログ
ラムカウンタ (PC) は Q1 毎にインクリメントされ、命
令はプログラムメモリからフェッチされ、Q4 で命令レ
ジスタにラッチされます。命令は次の Q1 から Q4 の間
でデコードされ、実行されます。クロックと命令の実
行フローを図 4-8 に示します。
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4444....3333 命命命命令の令の令の令のフフフフロロロローーーー //// パイパイパイパイププププライライライラインンンン

命令サイクルは、4 つの Q サイクル (Q1、Q2、Q3、
Q4) で構成されています。命令のフェッチと実行は、
パイプライン方式で行なわれ、フェッチに 1命令サイ
クル、デコードと実行に 1命令サイクルがかかります。
しかしパイプラインによって、各命令は効率よく 1サ
イクルで実行されます。命令によってプログラムカウ
ンタを変更する場合 (GOTOなど ) は、 命令を完了する
ために 2サイクルが必要です ( 例 4-1 参照 )。

フェッチサイクルはプログラムカウンタが Q1 でイ
ンクリメントすることで始まります。

実行サイクルでは、フェッチされた命令は Q1 サイ
クルで“命令レジスタ (IR)”にラッチされます。この
命令はそれから Q2、Q3、Q4 サイクルの間でデコード
され、実行されます。データメモリは、Q2 の間でリー
ド ( オペランドリード ) され、Q4 の間でライト ( デス
ティネーションライト ) されます。
図 図 図 図 4444-8888:::: ククククロッロッロッロックククク //// 命命命命令令令令サイサイサイサイククククル         ル         ル         ル         

例 例 例 例 4-1:4-1:4-1:4-1:  命 命 命 命令令令令パイパイパイパイププププライライライラインンンン･フ･フ･フ･フロロロロー    ー    ー    ー                        

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4

OSC1

Q1

Q2

Q3

Q4

PC

OSC2/CLKOUT
(RC mode)

PC PC+1 PC+2

Fetch INST (PC)
Execute INST (PC-1) Fetch INST (PC+1)

Execute INST (PC) Fetch INST (PC+2)
Execute INST (PC+1)

Internal
phase
clock

分岐命令を除くすべての命令はシングルサイクルで動作。次の命令がフェッチされ実行される間に、すでに
フェッチされた命令がパイプラインから“フラッシュ”される。このフローは 2サイクル。

Tcy0 Tcy1 Tcy2 Tcy3 Tcy4 Tcy5
1. MOVLW 55h Fetch 1 Execute 1
2. MOVWF PORTB Fetch 2 Execute 2
3. CALL SUB_1 Fetch 3 Execute 3
4. BSF   PORTA, BIT3 (Forced NOP) Fetch 4 Flush
5. Instruction @ address SUB_1 Fetch SUB_1 Execute SUB_1
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5555....0000 リセットリセットリセットリセット
PIC17CXXXは色々な種類のリセットを区別します。 

････ パパパパワワワワーーーーオオオオンンンンリリリリセセセセッッッットトトト ((((PORPORPORPOR))))
････ 通通通通常常常常動動動動作作作作中中中中のののの MCMCMCMCLLLLRRRR リリリリセセセセッッッットトトト
････ ブブブブララララウウウウンンンンアアアアウウウウトトトトリリリリセセセセッッッットトトト
････ WWWWDDDDTTTT リリリリセセセセッッッットトトト (((( 通通通通常常常常動動動動作作作作時時時時 ))))

いくつかのレジスタは、どのリセット条件からも影
響を受けません。それらのステータスは PORでは未知
で、他のリセットでは変化しません。他のほとんどの
レジスタは、パワーオンリセット (POR)、ブラウンア
ウトリセット (BOR)、 MCLR または WDT リセット、
SLEEP 中の MCLR リセットで強制的に“リセット状
態”になります。SLEEP 中のWDT リセットは、通常
動作の再開として見なされます。 TOと PDビットは表
5-3 に示すように、異なったリセット状態では、それ
ぞれ異なってセットまたはクリアされます。これらの
ビットはリセットの性質を判断するために、ソフトウ
エアで使われます。すべてのレジスタのリセット状態
の詳細に関しては表 5-4 をご覧ください。
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内蔵リセット回路の簡易ブロック図を図 5-1 に示し
ます。

注注注注意意意意 :::: デデデデババババイイイイススススががががリリリリセセセセッッッットトトト状状状状態態態態のののの間間間間、、、、内内内内部部部部位位位位相相相相クククク
ロロロロッッッッククククはははは QQQQ1111 状状状状態態態態ににににホホホホーーーールルルルドドドドさささされれれれまままますすすす。。。。外外外外
部部部部のののの実実実実行行行行がががが可可可可能能能能ななななどどどどんんんんななななププププロロロロセセセセッッッッササササモモモモーーーー
ドドドドででででもももも、、、、強強強強制制制制的的的的ににににRRRREEEE0000////AAAALLLLEEEE ピピピピンンンンをををを LLLLoooowwww にににに、、、、
RRRREEEE1111////OOOOEEEE とととと RRRREEEE2222////WWWWRRRRピピピピンンンンをををを HHHHiiiigggghhhh ににににししししまままますすすす。。。。
図 図 図 図 5555-1111:::: 内内内内蔵リ蔵リ蔵リ蔵リセセセセットットットット回回回回路の路の路の路の簡簡簡簡易ブ易ブ易ブ易ブロロロロックックックック図 図 図 図                         
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この RC オシレータは、パワーアップシー
 ケンスでない時は WDT と共有します。
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5555....1111 パパパパワーワーワーワーオオオオンリンリンリンリセセセセッッッットトトト ((((PPPPOOOORRRR))))、、、、パパパパワーワーワーワー
アアアアップップップップタタタタイイイイママママ ((((PPPPWWWWRRRRTTTT))))、、、、オオオオシレシレシレシレーーーータスタスタスタス
タタタタートートートートアアアアップップップップタタタタイイイイママママ ((((OOOOSSSSTTTT))))、、、、ブラブラブラブラウウウウンアンアンアンア
ウウウウトリトリトリトリセセセセッッッットトトト ((((BBBBOOOORRRR))))

5.5.5.5.1111.1.1.1.1 パパパパワワワワーーーーオオオオンンンンリリリリセセセセッッッットトトト (P(P(P(POOOOR)R)R)R)

VDD がトリップポイント以上 (1.4V-2.3V の範囲で )
になるまで、パワーオンリセット回路はデバイスをリ
セット状態に保持します。デバイスは、立ち上がりと
立ち下がりのVDD両方に対して内部リセットを引き起
こします。POR を利用するためには、MCLR/VPP ピン
を VDD に直接 (または抵抗を通して ) 接続するだけで
す。これにより、パワーオンリセットに通常必要とさ
れる外部の RC 部品を省略できます。VDD に対して最
小立ち上がり時間が必要とされます。詳細については
電気的仕様をご覧ください。

図 5-2 と 5-3 に、2 つの可能性のある POR 回路を示
します。

図 図 図 図 5555-2222::::     内内内内蔵蔵蔵蔵 PPPPOOOORRRR のののの使使使使用  用  用  用  

図 図 図 図 5555-3333::::     外外外外部パ部パ部パ部パワワワワーオーオーオーオンンンンリセリセリセリセッッッット回ト回ト回ト回路路路路
((((VVVVDDDDDDDD の立の立の立の立ちちちち上が上が上が上がりりりりが遅が遅が遅が遅いいいい時時時時 ) ) ) )                     

VDD

MCLR

PIC17CXXX

VDD

注 注 注 注 1111:::: 外外外外部部部部パパパパワワワワーーーーオオオオンンンンリリリリセセセセッッッットトトト回回回回路路路路はははは、、、、VVVVDDDDDDDD パパパパ
ワワワワーーーーアアアアッッッッププププ時時時時間間間間がががが非非非非常常常常にににに遅遅遅遅いいいい場場場場合合合合ににににののののみみみみ
必必必必要要要要ととととななななりりりりまままますすすす。。。。VVVVDDDDDDDD ががががパパパパワワワワーーーーダダダダウウウウンンンンすすすす
るるるる時時時時、、、、ダダダダイイイイオオオオーーーードドドド DDDD ははははココココンンンンデデデデンンンンササササがががが急急急急速速速速
にににに放放放放電電電電すすすするるるるののののをををを助助助助けけけけまままますすすす。。。。

                    2222::::     RRRR のののの電電電電圧圧圧圧降降降降下下下下がががが 0000....2222VVVV をををを確確確確実実実実にににに越越越越ええええなななないいいいよよよよ
ううううすすすするるるるたたたためめめめににににはははは、、、、RRRR<<<<44440000kkkkΩΩΩΩををををおおおお勧勧勧勧めめめめししししまままま
すすすす ((((MMMMCCCCLLLLRRRR////VVVVpppppppp ピピピピンンンンのののの最最最最大大大大漏漏漏漏れれれれ電電電電流流流流のののの設設設設
定定定定はははは 5555μμμμAAAA))))。。。。よよよよりりりり大大大大ききききいいいい電電電電圧圧圧圧降降降降下下下下はははは
MMMMCCCCLLLLRRRR////VVVVpppppppp ピピピピンンンンのののの VVVVIIIIHHHH レレレレベベベベルルルルをををを下下下下げげげげまままま
すすすす。。。。

                    3333:::: 静静静静電電電電放放放放流流流流 ((((EEEESSSSDDDD)))) ままままたたたたはははは電電電電気気気気的的的的オオオオーーーーババババーーーースススス
トトトトレレレレスススス ((((EEEEOOOOSSSS)))) にににによよよよるるるる MMMMCCCCLLLLRRRR////VVVVpppppppp ピピピピンンンンのののの
ブブブブレレレレーーーーククククダダダダウウウウンンンンがががが起起起起ききききたたたた時時時時、、、、RRRR1111 をををを 111100000000ΩΩΩΩ
かかかからららら 1111kkkkΩΩΩΩににににししししてててておおおおけけけけばばばば、、、、外外外外部部部部キキキキャャャャパパパパシシシシ
タタタタ CCCC かかかからららら MMMMCCCCLLLLRRRR へへへへのののの電電電電流流流流のののの流流流流入入入入をををを制制制制限限限限
ししししまままますすすす。。。。
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5.15.15.15.1....2222 パパパパワワワワーーーーアアアアッッッッププププタタタタイイイイママママ (P(P(P(PWWWWRT)RT)RT)RT)

パワーアップタイマは、パワーアップ時に 96ms のタ
イムアウト ( 公称 )を生成します。これは PORシグナ
ルの立ち上がりエッジからと、MCLRの最初の立ち上
がりエッジの後に起こります ( ハイを検出 )。パワー
アップタイマは内部 RC オシレータで動作します。
PWRT が動作状態の間は、チップを RESET 状態に保
持します。ほとんどの場合、PWRTの遅延時間は、VDD
が規定の電圧レベルに達するのに十分です。

パワーアップ時間の遅れはチップごとにより、また
VDD や温度により異なります。詳細は DC パラメータ
の章をご覧ください。

5.15.15.15.1....3333 オオオオシシシシレレレレーーーータタタタススススタタタターーーートトトトアアアアッッッッププププタタタタイイイイママママ (O(O(O(OSSSST)T)T)T)

オシレータスタートアップタイマ (OST) は、MCLR
がハイを検出するか、SLEEP イベントからのウェーク
アップが起こった後、1024 オシレータサイクル
(1024Tosc) の遅延時間を作ります。OST タイムアウト
は、パワーオンリセット時の XT と LF のオシレータ
モードか、SLEEP からのウェークアップ時にのみ起動
します。

OST は、OSC1/CLKIN ピンでオシレータパルスを数
えます。シグナルの振幅がオシレータ入力のしきい値
に達した後、カウンタのみが増加し始めます。この遅
延時間により、デバイスがリセット状態になる前に、
クリスタルオシレータやレゾネータを安定させること
ができます。タイムアウトの長さは、クリスタル / レ
ゾネータの周波数の関数です。

図 5-4 に、OST 回路の動作を示します。この図では、
オシレータは低い周波数なので、パワーアップタイマ
がタイムアウトした後に、OSTタイムアウトが起こり
ます。

図 図 図 図 5555-4444:::: オオオオシシシシレーレーレーレータタタタのスのスのスのスタタタタートートートートアアアアップップップップ時時時時間  間  間  間                      

VDD

MCLR

OSC2

OST TIME_OUT

PWRT TIME_OUT

INTERNAL RESET

TOSC1
TOST

TPWRT

POR or BOR Trip Point

この図は、オシレータのスタートアップタイマを含んだタイ
ミングの詳細を示しています。この例では、低周波数のクリス
タルスタートアップ時間は、パワーアップ時間 (TPWRT) より大
きいです。

Tosc1 ＝オシレータスタートアップタイマ (ost) により検出で
きるオシレーションレベルに反応するクリスタルオシレータ用
の時間 

TOST = 1024TOSC.
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5.5.5.5.1111.4.4.4.4 タタタタイイイイムムムムアアアアウウウウトトトトののののシシシシーーーーケケケケンンンンスススス

パワーアップ時のタイムアウトシーケンスは次のよ
うになります。POR トリップポイントに達すると、最
初に内部 PORシグナルがハイになります。もしMCLR
がハイなら、それから OST と PWRT 両方のタイマが
始まります。一般に、低周波数のクリスタル / レゾネー
タを除いて、PWRT のタイムアウトの方が長くなりま
す。全体のタイムアウトもオシレータの設定を基に変
化します。表 5-1 に、オシレータ設定と関連する時間
を示します。図 5-5 と 5-6 に、これらのタイムアウト
シーケンスを示します。
 1997 Microchip Technology Inc. Prelimin
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デバイスの電圧がタイムアウトの最後で電気的仕様
以内でない場合、MCLR/Vpp ピンは、電圧がデバイス
の仕様以内になるまで、ローを保持しなければなりま
せん。外部 RC の遅延時間の使用は、これら多くの応
用に十分です。

タイムアウトシーケンスは、MCLR の最初の立ち上
がりエッジから始まります。

表 5-3 にいくつかの特殊レジスタのリセット条件を
示し、表 5-4 にはすべてのレジスタの初期化条件を示
します。
表 表 表 表 5555-1111:::: 様様様様々々々々な状な状な状な状態態態態でのでのでのでのタタタタイムイムイムイムアアアアウトウトウトウト

表 表 表 表 5555-2222:::: スススステテテテータータータータススススビッビッビッビットトトトとそとそとそとそのののの意味       意味       意味       意味       

表 表 表 表 5555-3333:::: ププププロロロログラグラグラグラムムムムカウカウカウカウンンンンタタタタとととと CCCCPPPPUUUUSSSSTTTTAAAA レジレジレジレジススススタのタのタのタのリリリリセッセッセッセットトトト条件     条件     条件     条件     

Oscillator
Configuration

Power-up Wake up from
SLEEP

MCLR  
Reset

BOR

XT, LF Greater of: 96 ms or 1024TOSC 1024TOSC — —

EC, RC Greater of: 96 ms or 1024TOSC — — —

POR BOR (1) TO PD イイイイベベベベンンンントトトト

0 0 1 1 パワーオンリセット

1 1 1 0 SLEEP 時 MCLR リセットまたは SLEEP からの割込みウェークアップ

1 1 0 1 ノーマル動作時WDTリセット

1 1 0 0 SLEEP時WDTウェークアップ

1 1 1 1 ノーマル動作時MCLR リセット

1 0 x x ブラウンアウトリセット

0 0 0 x 不定。POR時にTOはセット

0 0 x 0 不定。POR時にPDはセット

x x 1 1  CLRWDT 命令実行

注 注 注 注 1111:::: BBBBOOOORRRR ががががイイイイネネネネーーーーブブブブルルルルのののの時時時時でででですすすす。。。。そそそそのののの他他他他のののの時時時時はははは BBBBOOOORRRR スススステテテテーーーータタタタススススビビビビッッッットトトトはははは不不不不定定定定でででですすすす。。。。

イイイイベベベベンンンントトトト PCH:PCL CPUSTA (4) OST アアアアククククテテテティィィィブブブブ

パワーオンリセット 0000h --11 1100 Yes

ブラウンアウトリセット 0000h --11 1101 No

ノーマル動作時のMCLR リセット 0000h --11 1111 No

 SLEEP 時のMCLR リセット 0000h --11 1011 Yes (2)

ノーマル動作時のWDTリセット 0000h --11 0111 No

SLEEP 時の WDT ウェークアップ (3) 0000h --11 0011 Yes (2)

SLEEP からのインターラプト
ウェークアップ

GLINTD is set PC + 1 --11 1011 Yes (2)

GLINTD is clear PC + 1 (1) --10 1011 Yes (2)

凡凡凡凡例例例例 :::: uuuu==== 不不不不変変変変、、、、xxxx==== 不不不不定定定定、、、、----==== 未未未未使使使使用用用用、、、、‘‘‘‘0000’’’’ととととししししててててリリリリーーーードドドド。。。。
注 注 注 注 1111:::: ウウウウェェェェーーーーククククアアアアッッッッププププ時時時時にににに、、、、ここここのののの命命命命令令令令がががが実実実実行行行行さささされれれれまままますすすす。。。。適適適適当当当当なななな割割割割込込込込みみみみベベベベククククトトトトルルルルででででのののの命命命命令令令令ががががフフフフェェェェッッッッチチチチさささされれれれそそそそれれれれかかかからららら実実実実行行行行さささされれれれまままま

すすすす。。。。
              2  2  2  2:::: オオオオシシシシレレレレーーーータタタタをををを XXXXTTTT ままままたたたたはははは LLLLFFFF モモモモーーーードドドドにににに設設設設定定定定ししししたたたた場場場場合合合合ののののみみみみ、、、、OOOOSSSSTTTT ははははアアアアククククテテテティィィィブブブブでででですすすす。。。。
              3  3  3  3:::: ププププロロロロググググララララムムムムカカカカウウウウンンンンタタタタ ====0000 でででですすすす。。。。すすすすななななわわわわちちちちデデデデババババイイイイススススははははリリリリセセセセッッッットトトトベベベベククククトトトトルルルルにににに分分分分岐岐岐岐ししししまままますすすす。。。。ここここれれれれははははミミミミッッッッドドドドレレレレンンンンジジジジののののデデデデババババイイイイススススととととはははは

異異異異ななななりりりりまままますすすす。。。。
              4  4  4  4:::: BBBBOOOORRRR ががががイイイイネネネネーーーーブブブブルルルルのののの時時時時でででですすすす。。。。そそそそのののの他他他他のののの時時時時はははは、、、、BBBBOOOORRRR スススステテテテーーーータタタタススススビビビビッッッットトトトはははは不不不不定定定定でででですすすす。。。。
ary DS30264A-J-page 23
す。最新版の英文データシート
手可能）を参照して下さい。



PIC17C75X
図 5-5、5-6、5-7 は、TPWRT ＞ TOST のような、高周
波数クリスタルの場合です。低周波数クリスタルにつ
いては(すなわち32kHz)、TOSTがより大きくなります。
DS30264A-J-page 24 Prelimin
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図 図 図 図 5555-5555:::: パパパパワーワーワーワーアアアアップップップップ時時時時のタのタのタのタイイイイムアムアムアムアウウウウトシトシトシトシーーーーケンケンケンケンスススス ((((MMMMCCCCLLLLRRRR がががが VVVVDDDDDDDD にににに接接接接続さ続さ続さ続されれれれていていていているるるる場場場場合合合合 )         )         )         )         

図 図 図 図 5555-6666:::: パパパパワーワーワーワーアアアアップップップップ時時時時のタのタのタのタイイイイムアムアムアムアウウウウトシトシトシトシーーーーケンケンケンケンスススス ((((MMMMCCCCLLLLRRRR がががが VVVVDDDDDDDD にににに接接接接続さ続さ続さ続されれれれていていていていなななない場い場い場い場合合合合 )      )      )      )      

図 図 図 図 5555-7777:::: 立立立立ち上ち上ち上ち上ががががり時り時り時り時間間間間が遅が遅が遅が遅いいいい時時時時 ((((MMMMCCCCLLLLRRRR がががが VVVVDDDDDDDD にににに接続接続接続接続さささされてれてれてれていいいいる場る場る場る場合合合合 )        )        )        )        
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表 表 表 表 5555-4444:::: 特特特特殊機殊機殊機殊機能能能能レジレジレジレジススススタのタのタのタの初初初初期化期化期化期化条条条条件  件  件  件                  

レレレレジジジジススススタタタタ アアアアドドドドレレレレスススス
パパパパワワワワーーーーオオオオンンンンリリリリセセセセッッッットトトト

ブブブブララララウウウウンンンンアアアアウウウウトトトトリリリリセセセセッッッットトトト
MMMMCCCCLLLLRRRR リ リ リ リセセセセッッッットトトト
WWWWDDDDT T T T リリリリセセセセッッッットトトト

イイイインンンンタタタターーーーララララププププトトトトにににによよよよるるるる
SSSSLLLLEEEEEEEEPPPP かかかかららららののののウウウウェェェェーーーークククク

アアアアッッッッププププ

Unbanked

INDF0 00h N.A. N.A. N.A.

FSR0 01h xxxx xxxx uuuu uuuu uuuu uuuu

PCL 02h 0000h 0000h  PC + 1 (2)

PCLATH 03h 0000 0000 0000 0000 uuuu uuuu

ALUSTA 04h 1111 xxxx 1111 uuuu 1111 uuuu

T0STA 05h 0000 000- 0000 000- 0000 000-

CPUSTA(3) 06h --11 1100 (4) --11 qquu (4) --uu qquu (4) 

INTSTA 07h 0000 0000 0000 0000 uuuu uuuu (1)

INDF1 08h N.A. N.A. N.A.

FSR1 09h xxxx xxxx uuuu uuuu uuuu uuuu

WREG 0Ah xxxx xxxx uuuu uuuu uuuu uuuu

TMR0L 0Bh xxxx xxxx uuuu uuuu uuuu uuuu

TMR0H 0Ch xxxx xxxx uuuu uuuu uuuu uuuu

TBLPTRL 0Dh 0000 0000 0000 0000 uuuu uuuu

TBLPTRH 0Eh 0000 0000 0000 0000 uuuu uuuu

BSR 0Fh 0000 0000 0000 0000 uuuu uuuu

Bank 0

PORTA 10h 0-xx xxxx 0-uu uuuu u-uu uuuu

DDRB 11h 1111 1111 1111 1111 uuuu uuuu

PORTB 12h xxxx xxxx uuuu uuuu uuuu uuuu

RCSTA1 13h 0000 -00x 0000 -00u uuuu -uuu

RCREG1 14h xxxx xxxx uuuu uuuu uuuu uuuu

TXSTA1 15h 0000 --1x 0000 --1u uuuu --uu

TXREG1 16h xxxx xxxx uuuu uuuu uuuu uuuu

SPBRG1 17h xxxx xxxx uuuu uuuu uuuu uuuu

Bank 1

DDRC 10h 1111 1111 1111 1111 uuuu uuuu

PORTC 11h xxxx xxxx uuuu uuuu uuuu uuuu

DDRD 12h 1111 1111 1111 1111 uuuu uuuu

PORTD 13h xxxx xxxx uuuu uuuu uuuu uuuu

DDRE 14h ---- 1111 ---- 1111 ---- uuuu

PORTE 15h ---- xxxx ---- uuuu ---- uuuu

PIR1 16h x000 0010 u000 0010 uuuu uuuu (1)  

PIE1 17h 0000 0000 0000 0000 uuuu uuuu

凡凡凡凡例例例例 :::: uuuu==== 不不不不変変変変、、、、　　　　xxxx==== 不不不不定定定定、、、、----==== 未未未未使使使使用用用用、、、、‘‘‘‘0000’’’’ととととししししててててリリリリーーーードドドド、、、、qqqq==== 条条条条件件件件にににによよよよっっっってててて決決決決ままままるるるる値値値値。。。。
注 注 注 注 1111:::: IIIINNNNTTTTSSSSTTTTAAAA、、、、PPPPIIIIRRRR1111、、、、PPPPIIIIRRRR2222 のののの１１１１個個個個以以以以上上上上ののののビビビビッッッットトトトはははは影影影影響響響響をををを受受受受けけけけまままますすすす (((( ウウウウェェェェーーーーククククアアアアッッッッププププをををを引引引引きききき起起起起ここここすすすすたたたためめめめ ))))。。。。
                    2222:::: 割割割割込込込込みみみみにににによよよよりりりりウウウウェェェェーーーーククククアアアアッッッッププププしししし、、、、GGGGLLLLIIIINNNNTTTTDDDD ビビビビッッッットトトトががががククククリリリリアアアアさささされれれれたたたた場場場場合合合合 PPPPCCCC はははは割割割割込込込込みみみみベベベベククククトトトトルルルルにににに分分分分岐岐岐岐ししししまままますすすす。。。。
                    3333:::: 特特特特定定定定条条条条件件件件ででででののののリリリリセセセセッッッットトトト値値値値ににににつつつついいいいててててはははは表表表表 5555----3333 をををを参参参参照照照照。。。。
                    4444:::: ブブブブララララウウウウンンンンアアアアウウウウトトトトががががイイイイネネネネーーーーブブブブルルルルのののの場場場場合合合合でででですすすす。。。。そそそそのののの他他他他のののの時時時時はははは、、、、BBBBOOOORRRR ビビビビッッッットトトトはははは不不不不定定定定でででですすすす。。。。
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PIC17C75X
Bank 2

TMR1 10h xxxx xxxx uuuu uuuu uuuu uuuu

TMR2 11h xxxx xxxx uuuu uuuu uuuu uuuu

TMR3L 12h xxxx xxxx uuuu uuuu uuuu uuuu

TMR3H 13h xxxx xxxx uuuu uuuu uuuu uuuu

PR1 14h xxxx xxxx uuuu uuuu uuuu uuuu

PR2 15h xxxx xxxx uuuu uuuu uuuu uuuu

PR3/CA1L 16h xxxx xxxx uuuu uuuu uuuu uuuu

PR3/CA1H 17h xxxx xxxx uuuu uuuu uuuu uuuu

Bank 3

PW1DCL 10h xx-- ---- uu-- ---- uu-- ----

PW2DCL 11h xx0- ---- uu0- ---- uuu- ----

PW1DCH 12h xxxx xxxx uuuu uuuu uuuu uuuu

PW2DCH 13h xxxx xxxx uuuu uuuu uuuu uuuu

CA2L 14h xxxx xxxx uuuu uuuu uuuu uuuu

CA2H 15h xxxx xxxx uuuu uuuu uuuu uuuu

TCON1 16h 0000 0000 0000 0000 uuuu uuuu

TCON2 17h 0000 0000 0000 0000 uuuu uuuu

Bank 4

PIR2 10h 000- 0010 000- 0010 uuu- uuuu (1) 

PIE2 11h 000- 0000 000- 0000 uuu- uuuu

Unimplemented 12h ---- ---- ---- ---- ---- ----

RCSTA2 13h 0000 -00x 0000 -00u uuuu -uuu

RCREG2 14h xxxx xxxx uuuu uuuu uuuu uuuu

TXSTA2 15h 0000 --1x 0000 --1u uuuu --uu

TXREG2 16h xxxx xxxx uuuu uuuu uuuu uuuu

SPBRG2 17h xxxx xxxx uuuu uuuu uuuu uuuu

Bank 5

DDRF 10h 1111 1111 1111 1111 uuuu uuuu

PORTF 11h xxxx xxxx uuuu uuuu uuuu uuuu

DDRG 12h 1111 1111 1111 1111 uuuu uuuu

PORTG 13h xxxx xxxx uuuu uuuu uuuu uuuu

ADCON0 14h 0000 -0-0 0000 -0-0 uuuu uuuu

ADCON1 15h 000- 0000 000- 0000 uuuu uuuu

ADRESL 16h xxxx xxxx xxxx xxxx uuuu uuuu

ADRESH 17h xxxx xxxx xxxx xxxx uuuu uuuu

表 表 表 表 5555-4444:::: 特特特特殊機殊機殊機殊機能能能能レジレジレジレジススススタのタのタのタの初初初初期化期化期化期化条条条条件    件    件    件    ((((CCCConononontttt.... ﾕﾕﾕﾕ dddd))))            

レレレレジジジジススススタタタタ アアアアドドドドレレレレスススス
パパパパワワワワーーーーオオオオンンンンリリリリセセセセッッッットトトト

ブブブブララララウウウウンンンンアアアアウウウウトトトトリリリリセセセセッッッットトトト
MMMMCCCCLLLLRRRR リ リ リ リセセセセッッッットトトト
WWWWDDDDT T T T リリリリセセセセッッッットトトト

イイイインンンンタタタターーーーララララププププトトトトにににによよよよるるるる
SSSSLLLLEEEEEEEEPPPP かかかかららららののののウウウウェェェェーーーークククク

アアアアッッッッププププ

凡凡凡凡例例例例 :::: uuuu==== 不不不不変変変変、、、、　　　　xxxx==== 不不不不定定定定、、、、----==== 未未未未使使使使用用用用、、、、‘‘‘‘0000’’’’ととととししししててててリリリリーーーードドドド、、、、qqqq==== 条条条条件件件件にににによよよよっっっってててて決決決決ままままるるるる値値値値。。。。
注 注 注 注 1111:::: IIIINNNNTTTTSSSSTTTTAAAA、、、、PPPPIIIIRRRR1111、、、、PPPPIIIIRRRR2222 のののの１１１１個個個個以以以以上上上上ののののビビビビッッッットトトトはははは影影影影響響響響をををを受受受受けけけけまままますすすす (((( ウウウウェェェェーーーーククククアアアアッッッッププププをををを引引引引きききき起起起起ここここすすすすたたたためめめめ ))))。。。。
                    2222:::: 割割割割込込込込みみみみにににによよよよりりりりウウウウェェェェーーーーククククアアアアッッッッププププしししし、、、、GGGGLLLLIIIINNNNTTTTDDDD ビビビビッッッットトトトががががククククリリリリアアアアさささされれれれたたたた場場場場合合合合 PPPPCCCC はははは割割割割込込込込みみみみベベベベククククトトトトルルルルにににに分分分分岐岐岐岐ししししまままますすすす。。。。
                    3333:::: 特特特特定定定定条条条条件件件件ででででののののリリリリセセセセッッッットトトト値値値値ににににつつつついいいいててててはははは表表表表 5555----3333 をををを参参参参照照照照。。。。
                    4444:::: ブブブブララララウウウウンンンンアアアアウウウウトトトトががががイイイイネネネネーーーーブブブブルルルルのののの場場場場合合合合でででですすすす。。。。そそそそのののの他他他他のののの時時時時はははは、、、、BBBBOOOORRRR ビビビビッッッットトトトはははは不不不不定定定定でででですすすす。。。。
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PIC17C75X
Bank 6

SSPADD 10h 0000 0000 0000 0000 uuuu uuuu

SSPCON1 11h 0000 0000 0000 0000 uuuu uuuu

SSPCON2 12h 0000 0000 0000 0000 uuuu uuuu

SSPSTAT 13h 0000 0000 0000 0000 uuuu uuuu

SSPBUF 14h xxxx xxxx uuuu uuuu uuuu uuuu

Unimplemented 15h ---- ---- ---- ---- ---- ----

Unimplemented 16h ---- ---- ---- ---- ---- ----

Unimplemented 17h ---- ---- ---- ---- ---- ----

Bank 7

PW3DCL 10h xxx- ---- uuu- ---- uuu- ----

PW3DCH 11h xxxx xxxx uuuu uuuu uuuu uuuu

CA3L 12h xxxx xxxx uuuu uuuu uuuu uuuu

CA3H 13h xxxx xxxx uuuu uuuu uuuu uuuu

CA4L 14h xxxx xxxx uuuu uuuu uuuu uuuu

CA4H 15h xxxx xxxx uuuu uuuu uuuu uuuu

TCON3 16h -000 0000 -000 0000 -uuu uuuu

Unimplemented 17h ---- ---- ---- ---- ---- ----

Unbanked

PRODL 18h xxxx xxxx uuuu uuuu uuuu uuuu

PRODH 19h xxxx xxxx uuuu uuuu uuuu uuuu

表 表 表 表 5555-4444:::: 特特特特殊機殊機殊機殊機能能能能レジレジレジレジススススタのタのタのタの初初初初期化期化期化期化条条条条件    件    件    件    ((((CCCConononontttt.... ﾕﾕﾕﾕ dddd))))            

レレレレジジジジススススタタタタ アアアアドドドドレレレレスススス
パパパパワワワワーーーーオオオオンンンンリリリリセセセセッッッットトトト

ブブブブララララウウウウンンンンアアアアウウウウトトトトリリリリセセセセッッッットトトト
MMMMCCCCLLLLRRRR リ リ リ リセセセセッッッットトトト
WWWWDDDDT T T T リリリリセセセセッッッットトトト

イイイインンンンタタタターーーーララララププププトトトトにににによよよよるるるる
SSSSLLLLEEEEEEEEPPPP かかかかららららののののウウウウェェェェーーーークククク

アアアアッッッッププププ

凡凡凡凡例例例例 :::: uuuu==== 不不不不変変変変、、、、　　　　xxxx==== 不不不不定定定定、、、、----==== 未未未未使使使使用用用用、、、、‘‘‘‘0000’’’’ととととししししててててリリリリーーーードドドド、、、、qqqq==== 条条条条件件件件にににによよよよっっっってててて決決決決ままままるるるる値値値値。。。。
注 注 注 注 1111:::: IIIINNNNTTTTSSSSTTTTAAAA、、、、PPPPIIIIRRRR1111、、、、PPPPIIIIRRRR2222 のののの１１１１個個個個以以以以上上上上ののののビビビビッッッットトトトはははは影影影影響響響響をををを受受受受けけけけまままますすすす (((( ウウウウェェェェーーーーククククアアアアッッッッププププをををを引引引引きききき起起起起ここここすすすすたたたためめめめ ))))。。。。
                    2222:::: 割割割割込込込込みみみみにににによよよよりりりりウウウウェェェェーーーーククククアアアアッッッッププププしししし、、、、GGGGLLLLIIIINNNNTTTTDDDD ビビビビッッッットトトトががががククククリリリリアアアアさささされれれれたたたた場場場場合合合合 PPPPCCCC はははは割割割割込込込込みみみみベベベベククククトトトトルルルルにににに分分分分岐岐岐岐ししししまままますすすす。。。。
                    3333:::: 特特特特定定定定条条条条件件件件ででででののののリリリリセセセセッッッットトトト値値値値ににににつつつついいいいててててはははは表表表表 5555----3333 をををを参参参参照照照照。。。。
                    4444:::: ブブブブララララウウウウンンンンアアアアウウウウトトトトががががイイイイネネネネーーーーブブブブルルルルのののの場場場場合合合合でででですすすす。。。。そそそそのののの他他他他のののの時時時時はははは、、、、BBBBOOOORRRR ビビビビッッッットトトトはははは不不不不定定定定でででですすすす。。。。
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PIC17C75X
5.5.5.5.1111.5.5.5.5 ブブブブララララウウウウンンンンアアアアウウウウトトトトリリリリセセセセッッッットトトト (B(B(B(BOOOOR)R)R)R)

PIC17C75X デバイスには、内蔵されたブラウンアウト
リセットの回路があります。デバイスの電圧がトリップ
ポイント (BVDD) 以下に落ちる場合、この回路はデバイス
をリセット状態にします。これにより確実に、デバイス
が有効動作範囲外でプログラムの実行を続けないように
します。ブラウンアウトリセットは一般的に ACラインの
アプリケーションか、大きな負荷をスィッチする ( 車両の
ような)大容量の電池のアプリケーションに使われます。     

コンフィギュレーションビットBODEN は、ブラウンア
ウトリセットの回路をディセーブルする(クリア /プログ
ラムされた場合 )、またはイネーブルする ( セットされた
場合 ) ことができます。VDD がパラメータD035 よりも大
きくなるために、BVDD( 一般的に 4.0V、電気的仕様の章
のパラメータD005 を参照 ) 以下に落ちる場合は、ブラウ
ンアウトの状態はチップをリセットします。VDD がパラ
メータD035よりも小さい範囲でBVDD以下に落ちる場合
は、リセットが起こることは保証されていません。VDD
が BVDD 以上に上がるまで、チップはブラウンアウトリ
セットのままです。パワーアップタイマを起動し、チッ
プをリセット状態に 96ms の間保ちます。パワーアップタ
イマが動作中に、VDD が BVDD 以下に落ちる場合は、チッ
プはブラウンアウトリセットに戻り、パワーアップタイ
マは初期化されます。VDD が BVDD 以上に上がると、パ
ワーアップタイマは96msの遅延を行ないます。図 5-10に
一般的なブラウンアウトの状態を示します。

いくつかのアプリケーションでは、デバイスのブラウン
アウトリセットのトリップポイントは、必要なレベルに
達しないことがあります。図 5-8 と 5-9 に、インプリメン
トされる可能性のある外部回路の例を 2 つ示します。そ
れらがアプリケーションの要求とあうかどうかを決定す
るためには、それぞれの数値を出すことが必要です。

注注注注意意意意 :::: 電電電電圧圧圧圧のののの監監監監視視視視機機機機能能能能ののののたたたためめめめにににに内内内内蔵蔵蔵蔵さささされれれれたたたたブブブブララララ
ウウウウンンンンアアアアウウウウトトトトをををを使使使使うううう場場場場合合合合はははは、、、、確確確確実実実実にににに要要要要求求求求をををを満満満満
たたたたすすすすたたたためめめめにににに、、、、前前前前ももももっっっってててて電電電電気気気気的的的的仕仕仕仕様様様様をををを再再再再度度度度おおおお
調調調調べべべべくくくくだだだだささささいいいい。。。。
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図 図 図 図 5555-8888:::: 外外外外部部部部ブラブラブラブラウウウウンアンアンアンアウウウウトのトのトのトの保保保保護回護回護回護回路路路路 1 1 1 1             

図 図 図 図 5555-9999:::: 外外外外部部部部ブラブラブラブラウウウウンアンアンアンアウウウウトのトのトのトの保保保保護回護回護回護回路 路 路 路 2 2 2 2                     

VDD

33k

10k

40 kΩ

VDD

MCLR

PIC17CXXX

この回路は、VDD が (Vz+0.7V) 以下になるとリセットを作動し
ます。ここで Vz はツェナー電圧です。

このブラウンアウト回路は精度は落ちませんが、高価ではあり
ません。VDD が次のようにあるレベル以下になると、トランジ
スタ Q1 はオフになります。

VDD •
R1

R1 + R2
= 0.7V

R2
40 kΩ

VDD

MCLR

PIC17CXXX

R1

Q1

VDD
図 図 図 図 5555-10101010:::: ブラブラブラブラウウウウンアンアンアンアウウウウトのトのトのトの状状状状態        態        態        態        
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PIC17C75X
6666....0000 インターラプト  インターラプト  インターラプト  インターラプト  
PIC17C75X のデバイスは、18 種類のインターラプト
を持っています。
････ RRRRAAAA0000////IIIINNNNTTTT ピピピピンンンンかかかかららららのののの外外外外部部部部イイイインンンンタタタターーーーララララププププトトトト
････ RRRRBBBB7777::::RRRRBBBB0000 ピピピピンンンンのののの信信信信号号号号レレレレベベベベルルルル変変変変化化化化
････ TTTTMMMMRRRR0000 オオオオーーーーババババーーーーフフフフロロロローーーー
････ TTTTMMMMRRRR1111 オオオオーーーーババババーーーーフフフフロロロローーーー
････ TTTTMMMMRRRR2222 オオオオーーーーババババーーーーフフフフロロロローーーー
････ TTTTMMMMRRRR3333 オオオオーーーーババババーーーーフフフフロロロローーーー
････ UUUUSSSSAAAARRRRTTTT1111 送送送送信信信信ババババッッッッフフフファァァァはははは空空空空
････ UUUUSSSSAAAARRRRTTTT1111 受受受受信信信信ババババッッッッフフフファァァァははははフフフフルルルル
････ UUUUSSSSAAAARRRRTTTT2222 送送送送信信信信ババババッッッッフフフファァァァはははは空空空空
････ UUUUSSSSAAAARRRRTTTT2222 受受受受信信信信ババババッッッッフフフファァァァははははフフフフルルルル
････ SSSSSSSSPPPP イイイインンンンタタタターーーーララララププププトトトト
････ SSSSSSSSP P P P IIII2222CCCC ババババスススス衝衝衝衝突突突突イイイインンンンタタタターーーーララララププププトトトト
････ AAAA////DDDD 完完完完全全全全変変変変換換換換
････ キキキキャャャャププププチチチチャャャャ 1111
････ キキキキャャャャププププチチチチャャャャ 2222
････ キキキキャャャャププププチチチチャャャャ 3333
････ キキキキャャャャププププチチチチャャャャ 4444
････ 発発発発生生生生ししししたたたたＴＴＴＴ0000CCCCKKKKIIII エエエエッッッッジジジジ

割込みの制御や状態に使われる下記の 6 つのレジス
タがあります。

････ CCCCPPPPUUUUSSSSTTTTAAAA
････ IIIINNNNTTTTSSSSTTTTAAAA
････ PPPPIIIIEEEE1111
････ PPPPIIIIRRRR1111
････ PPPPIIIIEEEE2222
････ PPPPIIIIRRRR2222

CPUSTAレジスタは GLINTDビットを含みます。こ
れは、グローバルインターラプトディセーブルビット
です。このビットがセットされると、すべての割込み
がディセーブルになります。このビットは、コントロー
ラのコア機能の一部で、メモリ構成の章で説明されて
います。

図 図 図 図 6666-1111:::: 割割割割込み込み込み込みロロロロジッジッジッジック ク ク ク             
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割込みが起きると、これ以降の割込みを禁止するた
めに GLINTD ビットが自動的にセットされ、戻りアド
レスをスタックにプッシュし、割込みベクタアドレス
を PC にロードします。4 つの割込みベクタがありま
す。各ベクタのアドレスは、特定の割込み要因用です
( すべてのベクタが同じアドレスになる周辺割込みを
除く )。それらの要因は、

････ RRRRAAAA0000////IIIINNNNTTTT ピピピピンンンンかかかかららららのののの外外外外部部部部イイイインンンンタタタターーーーララララププププトトトト
････ TTTTMMMMRRRR0000 オオオオーーーーババババーーーーフフフフロロロローーーー
････ 発発発発生生生生ししししたたたたＴＴＴＴ0000CCCCKKKKIIII エエエエッッッッジジジジ
････ ああああららららゆゆゆゆるるるる周周周周辺辺辺辺割割割割込込込込みみみみ

プログラムの実行がこれらの割込みベクタのアドレ
スの 1 つに分岐する場合 ( 周辺割込みを除く )、イン
ターラプトフラグビットは自動的にクリアされます。
周辺割込みベクタのアドレスに分岐しても、自動的に
割込みの要因をクリアしません。周辺割込みのサービ
スルーチンでは、割込み要因はインターラプトフラグ
ビットをテストすることにより決定することができま
す。繰り返される割込み要求を避けるためには、割込
みを再イネーブルする前に、割込みフラグビットをソ
フトウェアでクリアしなければなりません。

割込み条件があうと、個々のインターラプトフラグ
ビットは、それに対応するマスクビットや GLINTD
ビットの状態にかかわらずセットされます。

外部割込みが起こると、割込みの遅れが出ます。そ
の遅れは、2 サイクル命令の方が 1 サイクル命令より
も長いでしょう。

“return from interrupt”命令について、RETFIE は割込
みサービスルーチンの最後を指定するために使用する
ことができます。この命令が実行される場合、スタッ
クは“POP”され、GLINTD ビットはクリアされます
( 割込みを再イネーブルするため )。
RBIF
RBIE

TMR3IF
TMR3IE

TMR2IF
TMR2IE

TMR1IF
TMR1IE

CA2IF
CA2IE

CA1IF
CA1IE

TX1IF
TX1IE

RC1IF
RC1IE

T0IF
T0IE

INTF
INTE

T0CKIF
T0CKIE

GLINTD (CPUSTA<4>)

PEIE

Wake-up (If in SLEEP mode)
or terminate long write

Interrupt to CPU

PEIF
SSPIF
SSPIE

BCLIF
BCLIE

ADIF
ADIE

CA4IF
CA4IE

CA3IF
CA3IE

TX2IF
TX2IE

RC2IF
RC2IE

P
IR

1 
/ P

IE
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/ P

IE
2

INTSTA
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6666....1111 イイイインタンタンタンターーーーラプラプラプラプトトトトステステステステーーーータスタスタスタスレレレレジスジスジスジスタタタタ
((((IIIINNNNTTTTSSSSTTTTAAAA))))

インターラプトステータス / コントロールレジスタ
(INTSTA) は、フラグビットに個々の割込み要求を記録
し、それぞれのインターラプトイネーブルビットを含
んでいます ( 周辺機能用ではなく )。

PEIF ビットはリードのみで、PIR レジスタのすべて
の周辺フラグビットのビット論理和です (図6-5と 6-6
参照 )。

     
DS30264A-J-page 30 Prelimin
この日本語データシートは参考資料で
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割込みをイネーブルする場合 (GLINTD をクリア )、
INTSTA レジスタイネーブルビットのどれかをクリア
する時には注意が必要です。対応するインターラプト
イネーブルビットをクリアするのと同じ命令サイクル
で、INTSTA フラグビット (T0IF、INTF、T0CKIF、PEIF)
のどれかをセットする場合、そのデバイスはリセット
アドレス (0 × 00) に分岐します。INTSTA イネーブル
ビットのどれかをディセーブルする場合、GLINTD
ビットをセットする ( ディセーブルする ) 必要があり
ます。

注注注注意意意意 :::: TTTT0000IIIIFFFF、、、、IIIINNNNTTTTFFFF、、、、TTTT0000CCCCKKKKIIIIFFFF、、、、PPPPEEEEIIIIFFFF はははは、、、、対対対対応応応応すすすするるるるイイイインンンン
タタタターーーーララララププププトトトトイイイイネネネネーーーーブブブブルルルルビビビビッッッットトトトををををククククリリリリアアアアすすすするるるるかかかか ((((
割割割割込込込込みみみみををををデデデディィィィセセセセーーーーブブブブルルルル ))))、、、、GGGGLLLLIIIINNNNTTTTDDDD ビビビビッッッットトトトををををセセセセッッッッ
トトトトししししててててもももも (((( すすすすべべべべててててのののの割割割割込込込込みみみみををををデデデディィィィセセセセーーーーブブブブルルルル ))))、、、、特特特特
定定定定のののの条条条条件件件件にににによよよよりりりりセセセセッッッットトトトさささされれれれまままますすすす。。。。
図 図 図 図 6666-2222:::: IIIINNNNTTTTSSSSTTTTAAAA レレレレジスジスジスジスタタタタ (((( アドアドアドアドレレレレス：ス：ス：ス：07h07h07h07h、、、、バンバンバンバンククククされされされされてててていないないないないいいい )      )      )      )      

R - 0 R/W - 0 R/W - 0 R/W - 0 R/W - 0 R/W - 0 R/W - 0 R/W - 0
PEIF T0CKIF T0IF INTF PEIE T0CKIE T0IE INTE R = 読み込み可能なビット

W = 書き込み可能なビット
- n =POR リセットでの値

bit7 bit0

bit 7: PEIF: 周辺割込みフラグビット
このビットは、すべての周辺割込みフラグビットの OR で、対応するイネーブルビットとともに AND
されます。
1 = 周辺割込み中
0 = 周辺割込み終了

bit 6: T0CKIF : T0CKI ピンでの外部割込みフラグビット
割込みロジックがベクタ (18h) に分岐するために強制的にプログラムを実行する場合、このビットは
ハードウェアによりクリアされます。
1 = ソフトウェアで設定したエッジが RA1/T0CKI ピン上で起こった場合。
0 = ソフトウェアで設定したエッジが RA1/T0CKI ピン上で起こらなかった場合。

bit 5: T0IF : TMR0 オーバーフロー割込みフラグビット
割込みロジックがベクタ (10h) に分岐するために強制的にプログラムを実行する場合、このビットは
ハードウェアによりクリアされます。
1 = TMR0 がオーバーフローした場合。
0 = TMR0 がオーバーフローしなかった場合。

bit  4: INTF : INT ピンでの外部割込みフラグビット
割込みロジックがベクタ (08h) に分岐するために強制的にプログラムを実行する場合、このビットは
ハードウェアによりクリアされます。
1 = ソフトウェアで設定したエッジが RA0/INT ピン上で起こった場合。
0 = ソフトウェアで設定したエッジが RA0/INT ピン上で起こらなかった場合。

bit 3: PEIE: 周辺割込みイネーブルビット
このビットは、対応するイネーブルビットをセットするすべての周辺割込みをイネーブルにします。
1 = 周辺割込みをイネーブルにします。
0 = 周辺割込みをディセーブルにします。

bit 2: T0CKIE : T0CKI ピンでの外部割込みイネーブルビット
1 = RA1/T0CKI ピンでのソフトウェアで設定したエッジ割込みをイネーブルにします。
0 = RA1/T0CKI ピンでの割込みをディセーブルにします。

bit 1: T0IE : TMR0 オーバーフロー割込みイネーブルビット
1 = TMR0 オーバーフロー割込みをイネーブルにします。
0 = TMR0 オーバーフロー割込みをディセーブルにします。

bit 0: INTE : RA0/INT ピンでの外部割込みイネーブルビット
1 = RA0/INT ピンでのソフトウェアで設定したエッジ割込みをイネーブルにします。
0 = RA0/INT ピンでのソフトウェアで設定したエッジ割込みをディセーブルにします。
ary  1997 Microchip Technology Inc.
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6666....2222 ペペペペリリリリフェフェフェフェララララルイルイルイルインンンンタ－タ－タ－タ－ララララププププトトトトイネイネイネイネーーーーブルブルブルブル
レレレレジジジジススススタタタタ 1111（（（（PPPPIIIIEEEE1111））））ととととレジレジレジレジススススタタタタ 2222（（（（PPPPIIIIEEEE2222））））

これらのレジスタには、周辺割込みに対応した個々
のイネーブルビットが含まれています。
 1997 Microchip Technology Inc. Prelimin
この日本語データシートは参考資料で
(http://www.microchip.com から入
図 図 図 図 6666-3333:::: PPPPIIIIEEEE1111 レレレレジジジジススススタタタタ (((( アドアドアドアドレレレレス：ス：ス：ス：17h17h17h17h、、、、バンバンバンバンクククク 1111) ) ) )            

R/W - 0 R/W - 0 R/W - 0 R/W - 0 R/W - 0 R/W - 0 R/W - 0 R/W - 0
RBIE TMR3IE TMR2IE TMR1IE CA2IE CA1IE TX1IE RC1IE R = 読み込み可能なビット

W = 書き込み可能なビット
-n = POR リセットでの値

bit7 bit0

bit 7: RBIE : チェンジイネーブルビットでの PORTB 割込み
1 = チェンジで PORTB 割込みをイネーブルにします。
0 = チェンジで PORTB 割込みをディセーブルにします。

bit 6: TMR3IE : TMR3 割込みイネーブルビット
1 = TMR3 割込みをイネーブルにします。
0 = TMR3 割込みをディセーブルにします。

bit 5: TMR2IE : TMR2 割込みイネーブルビット
1 = TMR2 割込みをイネーブルにします。
0 = TMR2 割込みをディセーブルにします。

bit 4: TMR1IE : TMR1 割込みイネーブルビット
1 = TMR1 割込みをイネーブルにします。
0 = TMR1 割込みをディセーブルにします。

bit 3: CA2IE : キャプチャ 2割込みイネーブルビット
1 = キャプチャ 2割込みをイネーブルにします。
0 = キャプチャ 2割込みをディセーブルにします。

bit 2: CA1IE : キャプチャ 1割込みイネーブルビット
1 = キャプチャ 1割込みをイネーブルにします。
0 = キャプチャ 1割込みをディセーブルにします。

bit 1: TX1IE : USART1 送信割込みイネーブルビット
1 = USART1 送信バッファ空割込みをイネーブルにします。
0 = USART1 送信バッファ空割込みをディセーブルにします。

bit 0: RC1IE: USART1 受信割込みイネーブルビット
1 = USART1 受信バッファフル割込みをイネーブルにします。
0 = USART1 受信バッファフル割込みをディセーブルにします。
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図 図 図 図 6666-4444:::: PPPPIIIIEEEE2222 レレレレジジジジススススタタタタ (((( アドアドアドアドレレレレス：ス：ス：ス：11h11h11h11h、、、、バンバンバンバンクククク 4444) ) ) )                 

R/W - 0 R/W - 0 R/W - 0 U - 0 R/W - 0 R/W - 0 R/W - 0 R/W - 0
SSPIE BCLIE ADIE － CA4IE CA3IE TX2IE RC2IE R = 読み込み可能なビット

W = 書き込み可能なビット
-n = POR リセットでの値

bit7 bit0

bit 7: SSPIE: 同期シリアルポート割込みイネーブル
1 = SSP 割込みをイネーブルにします。
0 = SSP 割込みをディセーブルにします。

bit 6: BCLIE : バス衝突割込みイネーブル
1 = バス衝突割込みをイネーブルにします。
0 = バス衝突割込みをディセーブルにします。

bit 5: ADIE : A/D モジュール割込みイネーブル
1 = A/D モジュール割込みをイネーブルにします。
0 = A/D モジュール割込みをディセーブルにします。

bit 4: Unimplemented: 未使用：‘0’としてリード

bit 3: CA4IE : キャプチャ 4割込みイネーブル
1 = キャプチャ 4割込みをイネーブルにします。
0 = キャプチャ 4割込みをディセーブルにします。

bit 2: CA3IE : キャプチャ 3割込みイネーブル
1 = キャプチャ 3割込みをイネーブルにします。
0 = キャプチャ 3割込みをディセーブルにします。

bit 1: TX2IE : USART2 送信割込みイネーブル
1 = USART2 送信割込みをイネーブルにします。
0 = USART2 送信割込みをディセーブルにします。

bit 0: RC2IE: USART2 受信割込みイネーブル
1 = USART2 受信割込みをイネーブルにします。
0 = USART2 受信割込みをディセーブルにします。
DS30264A-J-page 32 Preliminary  1997 Microchip Technology Inc.
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6666....3333 ペペペペリフリフリフリフェェェェラルラルラルラルイイイインタンタンタンターーーーラプラプラプラプトトトトリクリクリクリクエエエエストストストスト
レレレレジスジスジスジスタタタタ 1111((((PPPPIIIIRRRR1111)))) ととととレレレレジスジスジスジスタタタタ 2222((((PPPPIIIIRRRR2222))))

これらのレジスタには、周辺割込みに対応する個々
のフラグビットが含まれます。

       
 1997 Microchip Technology Inc. Prelimin
この日本語データシートは参考資料で
(http://www.microchip.com から入
注注注注意意意意 :::: ここここれれれれららららののののビビビビッッッットトトトはははは、、、、対対対対応応応応すすすするるるる割割割割込込込込みみみみイイイイネネネネーーーー
ブブブブルルルルビビビビッッッットトトトををををククククリリリリアアアア ((((割割割割込込込込みみみみををををデデデディィィィセセセセーーーーブブブブ
ルルルル )))) すすすするるるるかかかか、、、、GGGGLLLLIIIINNNNTTTTDDDD ビビビビッッッットトトトををををセセセセッッッットトトト (((( すすすす
べべべべててててのののの割割割割込込込込みみみみををををデデデディィィィセセセセーーーーブブブブルルルル )))) ししししててててもももも、、、、特特特特
定定定定のののの条条条条件件件件にににによよよよりりりりセセセセッッッットトトトさささされれれれまままますすすす。。。。割割割割込込込込みみみみをををを
イイイイネネネネーーーーブブブブルルルルすすすするるるる前前前前にににに、、、、ププププロロロロググググララララムムムムががががすすすすぐぐぐぐにににに
周周周周辺辺辺辺割割割割込込込込みみみみササササーーーービビビビススススルルルルーーーーチチチチンンンンにににに分分分分岐岐岐岐ししししなななな
いいいいよよよようううう確確確確実実実実ににににすすすするるるるたたたためめめめにににに、、、、割割割割込込込込みみみみフフフフララララググググをををを
ククククリリリリアアアアすすすするるるるここここととととももももででででききききまままますすすす。。。。
図 図 図 図 6666-5555:::: PPPPIIIIRRRR1111 レレレレジスジスジスジスタタタタ (((( アドアドアドアドレレレレス：ス：ス：ス：16h16h16h16h、、、、ババババンンンンクククク 1111)   )   )   )      

R/W - 0 R/W - 0 R/W - 0 R/W - 0 R/W - 0 R/W - 0 R - 1 R - 0
RBIF TMR3IF TMR2IF TMR1IF CA2IF CA1IF TX1IF RC1IF R  = 読み込み可能なビット 

W = 書き込み可能なビット
-n = POR リセットでの値

bit7 bit0

bit 7: RBIF : チェンジフラグビットでの PORTB 割込み
1 = PORTB 入力の 1つが変化 (ソフトウェアでミスマッチ状態を終了することが必要です )。
0 = PORTB 入力の変化なし。

bit 6: TMR3IF : TMR3 割込みフラグビット
キャプチャ 1がイネーブルならば (CA1/PR3 = 1)
1 = TMR3 がオーバーフローした場合
0 = TMR3 がオーバーフローしなかった場合

キャプチャ 1がディセーブルならば (CA1/PR3 = 0)
1 = TMR3 の値がピリオドレジスタ (PR3H:PR3L) と等しい値から 0000h までロールオーバーした場合。
0 = TMR3の値がピリオドレジスタ (PR3H:PR3L) と等しい値から0000h までロールオーバーしなかった場合。

bit 5: TMR2IF : TMR2 割込みフラグビット
1 = TMR2 の値がピリオドレジスタ (PR2) と等しい値から 0000h までロールオーバーした場合。
0 = TMR2 の値がピリオドレジスタ (PR2) と等しい値から 0000h までロールオーバーしなかった場合。

bit 4: TMR1IF : TMR1 割込みフラグビット
TMR1 が 8 ビットモード (T16=0) ならば
1 = TMR1 の値がピリオドレジスタ (PR1) と等しい値から 0000h までロールオーバーした場合。
0 = TMR1 の値がピリオドレジスタ (PR1) と等しい値から 0000h までロールオーバーしなかった場合。

TMR1 が 16 ビットモード (T16=1) ならば
1 = TMR2:TMR1 の値がピリオドレジスタ (PR2:PR1) と等しい値から 0000h までロールオーバーした場合。
0 = TMR2:TMR1の値がピリオドレジスタ(PR2:PR1)と等しい値から0000hまでロールオーバーしなかった場合。

bit 3: CA2IF : キャプチャ 2割込みフラグビット
1 = キャプチャイベントが RB1/CAP2 ピン上で起こった場合。
0 = キャプチャイベントが RB1/CAP2 ピン上で起こらなかった場合。

bit 2: CA1IF : キャプチャ 1割込みフラグビット
1 = キャプチャイベントが RB0/CAP1 ピン上で起こった場合。
0 = キャプチャイベントが RB0/CAP1 ピン上で起こらなかった場合。

bit 1: TX1IF : USART1 送信割込みフラグビット ( ハードウェアで制御された状態 )
1 = USART1 送信バッファが空。
0 = USART1 転送バッファがフル。

bit 0: RC1IF: USART1 受信割込みフラグビット ( ハードウェアで制御された状態 )
1 = USART1 受信バッファがフル。
0 = USART1 受信バッファが空。
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図 図 図 図 6666-6666:::: PPPPIIIIRRRR2222 レレレレジスジスジスジスタタタタ (((( アアアアドドドドレレレレス：ス：ス：ス：10h10h10h10h、、、、ババババンンンンクククク 4444)   )   )   )      

R/W - 0 R/W - 0 R/W - 0 U - 0 R/W - 0 R/W - 0 R - 1 R - 0
SSPIF BCLIF ADIF — CA4IF CA3IF TX2IF RC2IF R = 読み込み可能なビット

W = 書き込み可能なビット
-n = POR リセットでの値

bit7 bit0

bit 7: SSPIF: 同期シリアルポート (SSP) 割込みフラグ
1 =SSP 割込み状態が起こり、割込みサービスルーチンからリターンする前にソフトウェアでクリアが
必要な場合。このビットをセットする状態は次の通りです。:
SPI

送信 / 受信が起こった場合。
I2C Slave / Master

送信 / 受信が起こった場合。
I2C Master

最初のスタート状態が SSP モジュールにより終了した場合。
最初のストップ状態が SSP モジュールにより終了した場合。
最初の再スタート状態が SSP モジュールにより終了した場合。
最初の応答状態が SSP モジュールにより終了した場合。
 SSP モジュールがアイドルの間にスタート状態が起こった場合 ( マルチマスタシステム )。
 SSP モジュールがアイドルの間にストップ状態が起こった場合 ( マルチマスタシステム )。

 0 = SSP 割込み状態が起こらなかった場合。

bit 6: BCLIF : バス衝突割込みフラグ
1 = I2C マスタモードに設定された時、SSP 内でバス衝突が起こった場合。
0 = バス衝突が起こらなかった場合。

bit 5: ADIF : A/D モジュール割込みフラグ
1 = A/D 変換が完了。
0 = A/D 変換が未完了。

bit 4: Unimplemented: 未使用：‘0’としてリード

bit 3: CA4IF : キャプチャ 4割込みフラグ
1 = キャプチャイベントが RE3/CAP4 ピン上で起こった場合。
0 = キャプチャイベントが RE3/CAP4 ピン上で起こらなかった場合。

bit 2: CA3IF : キャプチャ 3割込みフラグ
1 = キャプチャイベントが RG4/CAP3 ピン上で起こった場合。
0 = キャプチャイベントが RG4/CAP3 ピン上で起こらなかった場合。

bit 1: TX2IF :USART2 送信割込みフラグ ( ハードウェアで制御された状態 )
1 = USART2 送信バッファが空。
0 = USART2 送信バッファがフル。

bit 0: RC2IF: USART2 受信割込みフラグ (ハードウェアで制御された状態 )
1 = USART2 受信バッファがフル。
0 = USART2 受信バッファが空。
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PIC17C75X
6666....4444 イイイインタンタンタンターーーーラプラプラプラプトトトト動作動作動作動作

グローバルインターラプトディセーブルビット、つ
まり GLINTD(CPUSTA<4>) は、マスクされていない割
込みすべてをイネーブルに ( クリア時 )、または全割込
みをディセーブルに ( セット時 ) 設定します。個別割
込みは INTSTAレジスタに対応するイネーブルビット
を操作することによりディセーブルできます。周辺割
込みは、グローバルペリフェラルイネーブルPEIEビッ
トをディセーブルするか、特定のペリフェラルイネー
ブルビットをディセーブルすることが必要です。グ
ローバルペリフェラルイネーブルビットでペリフェラ
ルをディセーブルすることによりすべての周辺割込み
をディセーブルにします。GLINTD はリセットでセッ
トされます（割込みをディセーブル）。

RETFIE 命令は、割込みからのリターンと割込みの再
イネーブルを同時に行なうことを可能にします。

割込みが起きると、これ以降の割込みを禁止するた
めに、GLINTD ビットが自動的にセットされ、リター
ンアドレスをスタックにプッシュし、PCを割込みベク
トルにロードします。割込みの遅延時間を減らすため
に 4つの割込みベクトルがあります。

周辺割込みベクタは複数の割込み要因を持っていま
す。周辺割込みサービスルーチン実行中に発生した別
の割込みは、割込みフラグビットをポーリングするこ
とにより処理を行ないます。繰り返しの割込みを避け
るためには、割込みを再びイネーブルする前に、この
周辺割込みフラグビットをソフトウエアでクリアする
必要があります。

PIC17C75X のデバイスには、4 つの割込みベクタが
あります。これらのベクタとそのハードウェアの優先
順位を、表 6-1 に示します。もし 2 つのイネーブルさ
れた割込みが“同時に”起こった場合、高い優先順位
を持つものを最初に行ないます。これは、その割込み
のベクトルアドレスがプログラムカウンタ(PC)にロー
ドされるという意味です。

表 表 表 表 6666-1111:::: 割割割割込み込み込み込みベベベベクトクトクトクトルルルルの優の優の優の優先先先先順位    順位    順位    順位    

        

Address Vector Priority

0008h External Interrupt on RA0/INT pin 
(INTF)

1 (Highest)

0010h TMR0 overflow interrupt (T0IF) 2
0018h External Interrupt on T0CKI 

(T0CKIF)
3

0020h Peripherals (PEIF) 4 (Lowest)

注注注注意 意 意 意 1111:::: 個個個個別別別別割割割割込込込込みみみみフフフフララララググググビビビビッッッットトトトはははは、、、、そそそそれれれれにににに対対対対応応応応すすすす
るるるるママママススススククククビビビビッッッットトトトややややGGGGLLLLIIIINNNNTTTTDDDDビビビビッッッットトトトのののの状状状状況況況況とととと
はははは無無無無関関関関係係係係ににににセセセセッッッットトトトさささされれれれまままますすすす。 。 。 。 

注注注注意 意 意 意 2222:::: IIIINNNNTTTTSSSSTTTTAAAA イイイイネネネネーーーーブブブブルルルルビビビビッッッットトトトののののどどどどれれれれかかかかををををデデデディィィィ
セセセセーーーーブブブブルルルルすすすするるるる前前前前にににに、、、、GGGGLLLLIIIINNNNTTTTDDDD ビビビビッッッットトトトををををセセセセッッッッ
トトトトすすすするるるる (((( デデデディィィィセセセセーーーーブブブブルルルルすすすするるるる )))) 必必必必要要要要ががががあああありりりりまままま
すすすす。 。 。 。     
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6666....5555 RRRRAAAA0000/I/I/I/INNNNTTTT 割割割割込み込み込み込み

RA0/INT ピンの外部割込みはエッジトリガで、
INTEDG ビット (T0STA<7>) をセットする場合は立ち
上がりエッジ、INTEDG ビットをクリアする時は立ち
下がりエッジです。 RA0/INT ピンに有効なエッジが与
えられた時、INTF ビット (INTSTA<4>) がセットされ
ます。この割込みは、INTE 制御ビット (INTSTA<0>)
をクリアすることによりディセーブルできます。INT
割込みは、SLEEP からプロセッサをウェークアップす
ることができます。SLEEP 動作の詳細については、17.4
章をご覧ください。

6666....6666 TTTT0000CCCCKKKKIIII 割割割割込込込込みみみみ

RA1/T0CKI ピンの外部割込みはエッジトリガで、
T0SEビット(T0STA<6>)をセットする場合は立ち上が
りエッジ、T0SE ビットをクリアする時は立ち下がり
エッジです。 RA1/T0CKI ピンに有効なエッジが与えら
れた時、T0CKIF ビット (INTSTA<6>) がセットされま
す。この割込みは、T0CKI 制御ビット (INTSTA<2>) を
クリアすることによりディセーブルできます。T0CKI
割込みは、SLEEP からプロセッサをウェークアップす
ることができます。SLEEP 動作の詳細については、17.4
章をご覧ください。

6666....7777 周周周周辺割辺割辺割辺割込込込込みみみみ

周辺割込みフラグは、少なくとも周辺割込み (PEIF
をセット ) の起こったことを示します。PEIF ビットは
リードオンリービットで、PIR レジスタのすべてのフ
ラグビットの論理和で、PIEレジスタの対応するイネー
ブルビットと論理積されます。周辺割込みのいくつか
は、SLEEP からプロセッサをウェークアップすること
ができます。SLEEP 動作の詳細については、17.4 章を
ご覧ください。

6666....8888 イイイインタンタンタンターーーーラプラプラプラプトトトト期間期間期間期間中中中中のコのコのコのコンンンンテテテテキキキキストストストスト
セセセセーブーブーブーブ

割込み中、リターンされた PC値のみスタックにセー
ブされます。一般的に、ユーザーは割込み中に、重要
なレジスタ、例えばWREG、ALUSTA、BSR レジスタ
などをセーブしておきたいと思います。このためには
ソフトウェアでの実行が必要です。

例 6-1 に、割込みサービスルーチンのセービングと
復帰の情報を示します。これは簡単な割込みのスキー
ムで、1 つの割込みだけが一度に起こります ( 割込み
のネスティングはなし )。SFR はバンクされない GPR
エリアで保持されます。

例 6-2 に、もっと複雑な割込みサービスルーチンの
セービングと復帰の情報を示します。これは割込みの
ネスティングが必要とされる場合に有益です。この例
では最大 6 レベルまで実行することができます。BSR
はバンクされない GPR エリアで保持され、他のレジス
タは特定のバンクで保持されます。それでこのルーチ
ンでは6セーブをすることができます(6つのバンクさ
れない GPRレジスタがあるため )。これらのルーチン
は専用の間接アドレスレジスタを必要とし、このため
に FSR0 を選択します。
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PIC17C75X
PUSH と POP コードセグメントは、各割込みサービスルーチン内にあるか、コールされたサブルーチンのどちらか
です。アプリケーションによっては、他のレジスタもセーブする必要があります。

図 図 図 図 6666-7777:::: IIIINNNNTTTT ピピピピンンンン ////TTTT0000CCCCKKKKIIII ピピピピンンンンの割の割の割の割込込込込みのみのみのみのタタタタイミイミイミイミンンンング     グ     グ     グ     

Q2Q1 Q3 Q4 Q2Q1 Q3 Q4 Q2Q1 Q3 Q4 Q2Q1 Q3 Q4 Q2Q1 Q3 Q4 Q2Q1 Q3 Q4 Q2Q1 Q3 Q4

OSC1

OSC2

RA0/INT or 
RA1/T0CKI 

INTF or
T0CKIF

GLINTD

PC

Instruction
executed

System Bus
Instruction

Fetched

PC PC + 1 Addr (Vector)

PC Inst (PC) Inst (PC+1)

Inst (PC) Dummy Dummy

YY YY + 1

RETFIE

RETFIE

Inst (PC+1) Inst (Vector)AddrAddrAddr Addr Addr Inst (YY + 1)

Dummy

PC + 1
DS30264A-J-page 36 Preliminary  1997 Microchip Technology Inc.
この日本語データシートは参考資料です。最新版の英文データシート
(http://www.microchip.com から入手可能）を参照して下さい。



PIC17C75X
例 例 例 例 6666----1111:::: セセセセーーーービンビンビンビンググググの状の状の状の状態態態態とととと RRRRAAAAMMMM ででででのののの WWWWRRRREEEEGGGG(((( 簡簡簡簡単単単単なもなもなもなものののの )           )           )           )           

; The addresses that are used to store the CPUSTA and WREG values must be in the data memory 
; address range of 1Ah - 1Fh. Up to 6 locations can be saved and restored using the MOVFP 
; instruction. This instruction neither affects the status bits, nor corrupts the WREG register. 
;  
UNBANK1         EQU    0x01A       ; Address for 1st location to save   
UNBANK2         EQU    0x01B       ; Address for 2nd location to save   
UNBANK3         EQU    0x01C       ; Address for 3rd location to save   
UNBANK4         EQU    0x01D       ; Address for 4th location to save   
UNBANK5         EQU    0x01E       ; Address for 5th location to save 
                                   ;    (Label Not used in program) 
UNBANK6         EQU    0x01F       ; Address for 6th location to save 
                                   ;    (Label Not used in program) 
; 
        :                          ; At Interrupt Vector Address 
PUSH    MOVFP   ALUSTA, UNBANK1    ; Push ALUSTA value 
        MOVFP   BSR, UNBANK2       ; Push BSR value 
        MOVFP   WREG, UNBANK3      ; Push WREG value 
        MOVFP   PCLATH, UNBANK4    ; Push PCLATH value 
        ; 
        :                          ; Interrupt Service Routine (ISR) code 
        ; 
POP     MOVFP   UNBANK4, PCLATH    ; Restore PCLATH value 
        MOVFP   UNBANK3, WREG      ; Restore WREG value 
        MOVFP   UNBANK2, BSR       ; Restore BSR value  
        MOVFP   UNBANK1, ALUSTA    ; Restore ALUSTA value 
; 
        RETFIE                     ; Return from interrupt (enable interrupts) 
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PIC17C75X
例 例 例 例 6666----2222:::: セセセセーーーービンビンビンビンググググの状の状の状の状態態態態とととと RRRRAAAAMMMM ででででのののの WWWWRRRREEEEGGGG(((( ネネネネスススストトトト )        )        )        )        

; The addresses that are used to store the CPUSTA and WREG values must be in the data memory 
; address range of 1Ah - 1Fh. Up to 6 locations can be saved and restored using the MOVFP 
; instruction. This instruction neither affects the status bits, nor corrupts the WREG register. 
; This routine uses the FRS0, so it controls the FS1 and FS0 bits in the ALUSTA register. 
; 
Nobank_FSR     EQU    0x40 
Bank_FSR       EQU    0x41 
ALU_Temp       EQU    0x42 
WREG_TEMP      EQU    0x43 
BSR_S1         EQU    0x01A        ; 1st location to save BSR 
BSR_S2         EQU    0x01B        ; 2nd location to save BSR (Label Not used in program) 
BSR_S3         EQU    0x01C        ; 3rd location to save BSR (Label Not used in program) 
BSR_S4         EQU    0x01D        ; 4th location to save BSR (Label Not used in program) 
BSR_S5         EQU    0x01E        ; 5th location to save BSR (Label Not used in program) 
BSR_S6         EQU    0x01F        ; 6th location to save BSR (Label Not used in program) 
; 
INITIALIZATION                     ; 
        CALL    CLEAR_RAM          ; Must Clear all Data RAM 
; 
INIT_POINTERS                      ; Must Initialize the pointers for POP and PUSH 
        CLRF    BSR, F             ; Set All banks to 0
        CLRF    ALUSTA, F          ; FSR0 post increment
        BSF     ALUSTA, FS1 
        CLRF    WREG, F            ; Clear WREG
        MOVLW   BSR_S1             ; Load FSR0 with 1st address to save BSR 
        MOVWF   FSR0 
        MOVWF   Nobank_FSR 
        MOVLW   0x20 
        MOVWF   Bank_FSR 
        : 
        :                          ; Your code 
        : 
        :                          ; At Interrupt Vector Address 
PUSH    BSF     ALUSTA, FS0        ; FSR0 has auto-increment, does not affect status bits 
        BCF     ALUSTA, FS1        ; does not affect status bits 
        MOVFP   BSR, INDF0         ; No Status bits are affected 
        CLRF    BSR, F             ; Periperal and Data RAM Bank 0 No Status bits are affected 
        MOVPF   ALUSTA, ALU_Temp   ; 
        MOVPF   FSR0, Nobank_FSR   ; Save the FSR for BSR values 
        MOVPF   WREG, WREG_TEMP    ; 
        MOVFP   Bank_FSR, FSR0     ; Restore FSR value for other values 
        MOVFP   ALU_Temp, INDF0    ; Push ALUSTA value 
        MOVFP   WREG_TEMP, INDF0   ; Push WREG value 
        MOVFP   PCLATH, INDF0      ; Push PCLATH value 
        MOVPF   FSR0, Bank_FSR     ; Restore FSR value for other values 
        MOVFP   Nobank_FSR, FSR0   ; 
        ; 
        :                          ; Interrupt Service Routine (ISR) code 
        ; 
POP     CLRF    ALUSTA, F          ; FSR0 has auto-decrement, does not affect status bits 
        MOVFP   Bank_FSR, FSR0     ; Restore FSR value for other values 
        DECF    FSR0, F            ; 
        MOVFP   INDF0, PCLATH      ; Pop PCLATH value 
        MOVFP   INDF0, WREG        ; Pop WREG value 
        BSF     ALUSTA, FS1        ; FSR0 does not change 
        MOVPF   INDF0, ALU_Temp    ; Pop ALUSTA value 
        MOVPF   FSR0, Bank_FSR     ; Restore FSR value for other values 
        DECF    Nobank_FSR, F      ; 
        MOVFP   Nobank_FSR, FSR0   ; Save the FSR for BSR values 
        MOVFP   ALU_Temp, ALUSTA   ; 
        MOVFP   INDF0, BSR         ; No Status bits are affected 
; 
        RETFIE                     ; Return from interrupt (enable interrupts) 
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PIC17C75X
7.07.07.07.0 メモリ構成メモリ構成メモリ構成メモリ構成
PIC17C75X には、プログラムメモリとデータメモリ
の 2つのメモリブロックがあります。各ブロックは専
用のバスを持っているので、同じオシレータサイクル
の間で各ブロックへのアクセスができます。

データメモリはさらに、汎用 RAM と特殊機能レジス
タ (SFR) に分けることができます。“コア”を制御する
SFR の動作をこの章で説明します。周辺モジュールを
制御するのに使われるSFRは、それぞれの周辺モジュー
ルについて述べた章で説明します。

7777....1111 ププププログログログログララララムメムメムメムメモモモモリ構リ構リ構リ構成成成成

PIC17C75X デバイスには、64K × 16 のプログラムメ
モリ空間をアドレス指定できる16ビットのプログラム
カウンタがあります。リセットベクタは 0000h に、割
込みベクタは 0008h、0010h、0018h、0020h にあります
(図 7-1)。

7.7.7.7.1111.1.1.1.1 ププププロロロロググググララララムムムムメメメメモモモモリリリリ動動動動作作作作

PIC17C75X は、4 つのプログラムメモリ設定の 1つで
動作することができます。コンフィギュレーション
ビットで設定を選びます。可能なモードは下記の通り
です。

････ ママママイイイイククククロロロロププププロロロロセセセセッッッッササササ
････ ママママイイイイククククロロロロココココンンンントトトトロロロローーーーララララ
････ 拡拡拡拡張張張張ママママイイイイククククロロロロココココンンンントトトトロロロローーーーララララ
････ 保保保保護護護護ママママイイイイククククロロロロココココンンンントトトトロロロローーーーララララ

マイクロコントローラと保護マイクロコントローラ
モードは、内部の実行が可能なだけです。プログラム
メモリを越えるアクセスはどれも不定のデータを読み
込みます。保護マイクロコントローラモードも、コー
ド保護の機能をイネーブルします。

拡張マイクロコントローラモードは、外部と内部の
プログラムメモリ両方をアクセスします。内部と外部
メモリの間で、自動的に実行が切り替わります。16
ビットのアドレスにより、64k ワードのプログラムメ
モリ幅を可能にします。

マイクロプロセッサモードは外部のプログラムメモ
リにのみアクセスします。内蔵されたプログラムメモ
リは無視されます。16 ビットのアドレスにより、64k
ワードのプログラムメモリ幅を可能にします。マイク
ロプロセッサモードはプログラムされていないデバイ
スのデフォルトのモードです。

異なったモードにより、コンフィギュレーション
ビット、テストメモリ、ブート ROM と異なったアクセ
スが可能です。表 7-1 は、メモリのどのエリアにどの
モードがアクセスできるかを示したものです。テスト
メモリとブートメモリは、デバイスの通常動作では必
要ありません。これらのエリアに意図しない分岐が起
きないように気をつけなければなりません。
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CALL, RETURN
RETFIE, RETLW

16

0000h

0008h

0010h

0020h
0021h

0018h

FDFFh
FE00h

FE01h
FE02h
FE03h
FE04h
FE05h
FE06h
FE07h

FE0Fh

Test EPROM

Boot ROM

FE10h
FF5Fh
FF60h

FFFFh

1FFFh

3FFFh

(PIC17C752)

(PIC17C756)

Reserved

PM2

FE08h

注 1: ユーザのメモリ空間は、内部、外部、両方のいずれかです。
メモリ設定はプロセッサモードによります。 

FE0EhBODEN
FE0Dh
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表 表 表 表 7-1:7-1:7-1:7-1: モモモモードードードードメメメメモリモリモリモリののののアクアクアクアクセセセセス   ス   ス   ス       

動動動動作作作作モモモモーーーードドドド
内内内内部部部部

ププププロロロロググググララララムムムム
メメメメモモモモリリリリ

ココココンンンンフフフフィィィィギギギギュュュュレレレレーーーーシシシショョョョンンンン
ビビビビッッッットトトト、、、、

テテテテスススストトトトメメメメモモモモリリリリ、、、、
ブブブブーーーートトトト ＲＲＲＲＯＯＯＯＭＭＭＭ

ママママイイイイククククロロロロ
ププププロロロロセセセセッッッッササササ アクセス不可 アクセス不可

ママママイイイイククククロロロロ
ココココンンンントトトトロロロローーーーララララ アクセス可 アクセス可

拡拡拡拡張張張張ママママイイイイククククロロロロ
ココココンンンントトトトロロロローーーーララララ

アクセス可 アクセス不可

保保保保護護護護ママママイイイイククククロロロロ
ココココンンンントトトトロロロローーーーララララ

アクセス可 アクセス可
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PiC17C75X はプログラムメモリが内蔵されていない
モード、つまりマイクロプロセッサと拡張マイクロコ
ントローラモードでも動きます。マイクロプロセッサ
モードはプログラムされていないデバイスにはデフォ
ルトです。プロセッサモードにかかわらず、データメ
モリは常に内蔵されています。
図 図 図 図 7777- 2:2:2:2: 異な異な異な異なっっっったモたモたモたモーーーードドドドででででのメのメのメのメモモモモリマリマリマリマッッッップ    プ    プ    プ            
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7.7.7.7.1111.2.2.2.2 外外外外部部部部メメメメモモモモリリリリイイイインンンンタタタターーーーフフフフェェェェイイイイスススス

マイクロプロセッサか拡張マイクロコントローラの
どちらかのモードを選ぶと、PORTC、PORTD、PORTE が
システムバスとして設定されます。PORTC と PORTD は、
マルチプレクスされたアドレス / データバスで、
PORTE<2:0> は制御シグナル用です。外部の部品はアド
レスとデータをデマルチプレクスする必要がありま
す。これは、図 7-4 に示すように行なうことができま
す。アドレスとデータの波形は図 7-3 に示す通りです。
タイミングを完全にするために、電気的仕様の章を参
照してください。

図 図 図 図 7777- 3:3:3:3: 外部外部外部外部ププププログログログログララララムムムムメメメメモリモリモリモリアアアアクセクセクセクセススススの波の波の波の波形 形 形 形                     

システムバスは、バス衝突のないこと ( 最小の漏れ
)が必要とされます。それで出力の値 (アドレス )は、
最小限必要な値で保持されます。

プロセッサのスピードが増すにつれ、アクセスタイ
ムがより速い外部 EPROM メモリを使用する必要があり
ます。表 7-2 に、PIC17C75X デバイスの周波数に対し
て必要な外部メモリのスピードを示します。

拡張マイクロコントローラモードでは、デバイスが
内部メモリの外で実行中の場合、制御シグナルが動作
し続けます。すなわち、それらは内部メモリ内で起こっ
ている動作を示します。外部メモリのアクセスは無視
されます。

Q3Q1 Q2 Q4 Q3Q1 Q2 Q4

AD
<15:0>

ALE

OE

WR
'1'

Read cycle Write cycle

Address out Data in Address out Data out

Q1
 1997 Microchip Technology Inc. Prelimin
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以下の選択は、Microchip 社の EPROM を使用する場
合です。他社のメモリにインターフェイスする場合は、
互換性のあるメモリデバイスと同様に、必要な
PIC17C75Xデバイスの電気的仕様を参照してください。

表 表 表 表 7-2:7-2:7-2:7-2: EEEEPROPROPROPROMMMM メメメメモリモリモリモリアアアアクセクセクセクセスススス時間時間時間時間のののの末末末末
尾尾尾尾のオのオのオのオーーーーダリダリダリダリンンンング  グ  グ  グ              

PIC17C75X
Oscillator 
Frequency

Instruction 
Cycle Time 

(TCY)

EPROM Suffix

PIC17C752
PIC17C756

8 MHz 500 ns -25

16 MHz 250 ns -15

20 MHz 200 ns -10

25 MHz 160 ns -70

33 MHz 121 ns (1)

注 1: このアクセス時間は、速い SRAM を使う必要があります。
図 図 図 図 7777- 4:4:4:4: 標準標準標準標準的的的的な外な外な外な外部部部部ププププロロロログラグラグラグラムムムムメモメモメモメモリリリリの接の接の接の接続続続続図    図    図    図        

AD7-AD0

PIC17CXXX

AD15-AD8

ALE

I/O(1)

AD15-AD0

373

Memory
(MSB)

Ax-A0

D7-D0

A15-A0

Memory
(LSB)

Ax-A0

D7-D0

373

138(1)

OE

WR

OE OEWR WR

CE CE
(2)(2)

注 1: I/O ピンの使用はページされたメモリにのみ必要です。
2: このシグナルは ROM と EPROM のデバイスには使用されません。
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7777....2222 デデデデータータータータメメメメモリモリモリモリ構構構構成成成成

データメモリは 2 つのエリアに分割されます。1 つ
は汎用レジスタ (GPR) のエリアで、2 つめは特殊機能
レジスタ (SFR) のエリアです。SFR はデバイスの動作
を制御したりステータスを与えたりします。

 データメモリの機能はバンクされており、これは両
方のエリアで起こります。GPR エリアは汎用 RAM の 232
バイトより大きな値になることを可能にするためにバ
ンクされます。

バンク選択のためには、制御ビットの使用が必要で
す。これらの制御ビットはバンクセレクトレジスタ
(BSR) にあります。バンクされていない部分にアクセ
スされると、BSR ビットは無視されます。図 7-5 に、
データメモリのマップ構成を示します。

MOVPF と MOVFP の命令は、周辺エリア (“P”) から
レジスタファイル (“F”) のロケーションに (逆もあ
り )、値を動かすことを意味します。“P”レンジの定
義は 0h から 1Fh で、“F”レンジは 0h から FFh です。
“P”レンジは、汎用レジスタとして使用できる周辺レ
ジスタよりも 6つ多いロケーションがあります。これ
は、いくつかの応用でその変数を汎用RAMの他のロケー
ションにコピーする (例えば割り込み中にステータス
の情報をセーブする )必要がある時に有益です。

データメモリ全体は、ファイルセレクトレジスタ
FSR0 と FSR1 を通して、直接または間接のどちらかで
アクセスできます(7.4章)。間接アドレシングは、デー
タメモリのバンクされたエリアへのアクセスのため
に、適切な BSR の制御ビットを使用します。BSR につ
いての詳細は、7.8 章で説明します。
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7.27.27.27.2....1111 汎汎汎汎用用用用レレレレジジジジススススタタタタ ((((GGGGPRPRPRPR))))

すべてのデバイスに、いくつかの GPR エリアがあり
ます。GPR は 8 ビット幅です。GPR が 232 より大きい
時、追加したメモリスペースへのアクセスが可能にな
るようバンク化する必要があります。

すべての PIC17C75X デバイスには、GPR エリアにバ
ンクされたメモリがあります。これらのバンクの間の
切り替えを容易にするために、MOVLR バンク命令が命
令セットに追加されています。GPRはパワーオンリセッ
トでは初期化されず、他のすべてのリセットでも不変
です。 

7.27.27.27.2....2222 特特特特殊殊殊殊機機機機能能能能レレレレジジジジススススタタタタ ((((SSSSFRFRFRFR))))

SFR はデバイスの実行を制御するために、CPU と周辺
機能により使われます (図 7-5)。これらのレジスタは
スタティック RAM です。

SFR は 2 つに分類され、1つは“コア”機能、もう 1
つは周辺機能と関係しています。“コア”に関連するレ
ジスタは、この章で説明します。周辺機能に関連する
レジスタは、各周辺機能の章で説明します。

周辺レジスタはメモリのバンクされた部分にあり、
コアレジスタはバンクされていない部分にあります。
周辺バンクの間の切り替えを容易にするために、MOVLB
バンク命令が用意されています。
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図 図 図 図 7777- 5:5:5:5: PIC1PIC1PIC1PIC17777C75C75C75C75XXXX ののののレジレジレジレジススススタフタフタフタファァァァイルイルイルイルママママップ ップ ップ ップ                                                   

Addr Unbanked

00h INDF0
01h FSR0
02h PCL
03h PCLATH
04h ALUSTA
05h T0STA
06h CPUSTA
07h INTSTA
08h INDF1
09h FSR1
0Ah WREG
0Bh TMR0L
0Ch TMR0H
0Dh TBLPTRL
0Eh TBLPTRH
0Fh BSR

Bank 0 Bank 1 (1) Bank 2 (1) Bank 3 (1) Bank 4 (1) Bank 5 (1) Bank 6 (1) Bank 7 (1)

10h PORTA DDRC TMR1 PW1DCL PIR2 DDRF SSPADD PW3DCL
11h DDRB PORTC TMR2 PW2DCL PIE2 PORTF SSPCON1 PW3DCH
12h PORTB DDRD TMR3L PW1DCH — DDRG SSPCON2 CA3L
13h RCSTA1 PORTD TMR3H PW2DCH RCSTA2 PORTG SSPSTAT CA3H
14h RCREG1 DDRE PR1 CA2L RCREG2 ADCON0 SSPBUF CA4L
15h TXSTA1 PORTE PR2 CA2H TXSTA2 ADCON1 — CA4H
16h TXREG1 PIR1 PR3L/CA1L TCON1 TXREG2 ADRESL — TCON3
17h SPBRG1 PIE1 PR3H/CA1H TCON2 SPBRG2 ADRESH — —

Unbanked

18h PRODL
19h PRODH
1Ah

1Fh

General 
Purpose 
RAM

Bank 0 (2) Bank 1 (2) Bank 2 (2, 3) Bank 3 (2, 3)

20h

FFh

General 
Purpose 
RAM

General 
Purpose 
RAM

General 
Purpose 
RAM

General 
Purpose 
RAM

注注注注 1111:::: SFSFSFSFRRRR フフフファァァァイイイイルルルルののののロロロロケケケケーーーーシシシショョョョンンンン 11110h0h0h0h----17171717hhhh ははははババババンンンンククククさささされれれれてててていいいいすすすす。。。。BBBBSSSSRRRR のののの下下下下位位位位はははは、、、、ババババンンンンククククをををを設設設設定定定定ししししまままますすすす。。。。ババババンンンンククククさささされれれれてててて
いいいいなななないいいいすすすすべべべべててててのののの SSSSFFFFRRRR はははは、、、、ババババンンンンククククセセセセレレレレククククトトトトレレレレジジジジススススタタタタ ((((BBBBSRSRSRSR)))) ビビビビッッッットトトトをををを無無無無視視視視ししししまままますすすす。。。。

2222:::: 汎汎汎汎用用用用レレレレジジジジススススタタタタ ((((GPGPGPGPRRRR)))) ののののロロロロケケケケーーーーシシシショョョョンンンン 22220000h-h-h-h-FFFFFhFhFhFh、、、、111122220h0h0h0h----1F1F1F1FFFFFhhhh、、、、222222220000h-h-h-h-2222FFhFFhFFhFFh、、、、333322220h0h0h0h----3F3F3F3FFFFFhhhh ははははババババンンンンククククさささされれれれてててていいいいまままますすすす。。。。BBBBSSSSRRRR
のののの上上上上位位位位はははは、、、、ここここののののババババンンンンククククをををを設設設設定定定定ししししまままますすすす。。。。すすすすべべべべててててのののの他他他他のののの GGGGPPPPRRRR はははは、、、、ババババンンンンククククセセセセレレレレククククトトトトレレレレジジジジススススタタタタ ((((BBBBSRSRSRSR)))) ビビビビッッッットトトトをををを無無無無視視視視ししししまままま
すすすす。。。。

3333:::: ここここれれれれららららのののの RRRRAAAAMMMM ののののババババンンンンククククはははは PIPIPIPICCCC17171717CCCC757575752222 ででででははははイイイインンンンププププリリリリメメメメンンンントトトトさささされれれれてててていいいいまままませせせせんんんん。。。。ここここののののババババンンンンククククででででどどどどののののレレレレジジジジススススタタタタをををを読読読読んんんんでででで
もももも、、、、‘‘‘‘0000’’’’ととととししししててててリリリリーーーードドドドししししまままますすすす。。。。
 1997 Microchip Technology Inc. Preliminary DS30264A-J-page 43
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表 7-表 7-表 7-表 7-3333::::  特殊 特殊 特殊 特殊機機機機能レ能レ能レ能レジジジジススススタ  タ  タ  タ                              

アアアアドドドドレレレレスススス 名名名名称称称称 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0
 POR,

BORででででのののの値値値値

他他他他ののののリリリリセセセセッッッッ
トトトトででででのののの値値値値
（（（（注注注注３３３３））））

 Unbanked:未未未未知知知知

00h INDF0 FSR0 の内容をアドレスデータメモリに使用 ( 物理的には存在しません ) ---- ---- ---- ----

01h FSR0 間接データメモリアドレスポインタ 0 xxxx xxxx uuuu uuuu

02h PCL PC の下位 8 ビット 0000 0000 0000 0000

03h(1) PCLATH PC の上位 8 ビットの保持レジスタ 0000 0000 uuuu uuuu

04h ALUSTA FS3 FS2 FS1 FS0 OV Z DC C 1111 xxxx 1111 uuuu

05h T0STA INTEDG T0SE T0CS T0PS3 T0PS2 T0PS1 T0PS0 — 0000 000- 0000 000-

06h(2) CPUSTA   — — STKAV GLINTD TO PD POR BOR --11 1100 --11 qquu

07h INTSTA PEIF T0CKIF T0IF INTF PEIE T0CKIE T0IE INTE 0000 0000 0000 0000

08h INDF1 FSR1 の内容をアドレスデータメモリに使用 ( 物理的には存在しません ) ---- ---- ---- ----

09h FSR1 間接データメモリアドレスポインタ 1 xxxx xxxx uuuu uuuu

0Ah WREG ワーキングレジスタ xxxx xxxx uuuu uuuu

0Bh TMR0L TMR0 レジスタ；下位バイト xxxx xxxx uuuu uuuu

0Ch TMR0H TMR0 レジスタ；上位バイト xxxx xxxx uuuu uuuu

0Dh TBLPTRL プログラムメモリテーブルポインタの下位バイト 0000 0000 0000 0000

0Eh TBLPTRH プログラムメモリテーブルポインタの上位バイト 0000 0000 0000 0000

0Fh BSR バンク選択レジスタ 0000 0000 0000 0000

Bank 0

10h PORTA RBPU — RA5/TX1/C
K1

RA4/RX1/D
T1

RA3/SDI/
SDA

RA2/SS/S
CL RA1/T0CKI RA0/INT 0-xx xxxx 0-uu uuuu

11h DDRB PORTB のデータ方向レジスタ 1111 1111 1111 1111

12h PORTB RB7/
SDO

RB6/
SCK

RB5/
TCLK3

RB4/
TCLK12

RB3/
PWM2

RB2/
PWM1

RB1/
CAP2

RB0/
CAP1

xxxx xxxx uuuu uuuu

13h RCSTA1 SPEN RX9 SREN CREN — FERR OERR RX9D 0000 -00x 0000 -00u

14h RCREG1 シリアルポート受信レジスタ xxxx xxxx uuuu uuuu

15h TXSTA1 CSRC TX9 TXEN SYNC — — TRMT TX9D 0000 --1x 0000 --1u

16h TXREG1 シリアルポート送信レジスタ (USART1 用 ) xxxx xxxx uuuu uuuu

17h SPBRG1 ボーレートジェネレータレジスタ (USART1 用 ) xxxx xxxx uuuu uuuu

Bank 1

10h DDRC PORTC のデータ方向レジスタ 1111 1111 1111 1111

11h PORTC RC7/
AD7

RC6/
AD6

RC5/
AD5

RC4/
AD4

RC3/
AD3

RC2/
AD2

RC1/
AD1

RC0/
AD0

xxxx xxxx uuuu uuuu

12h DDRD PORTD のデータ方向レジスタ 1111 1111 1111 1111

13h PORTD RD7/
AD15

RD6/
AD14

RD5/
AD13

RD4/
AD12

RD3/
AD11

RD2/
AD10

RD1/
AD9

RD0/
AD8

xxxx xxxx uuuu uuuu

14h DDRE PORTE のデータ方向レジスタ ---- 1111 ---- 1111

15h PORTE — — — — RE3/
CAP4 RE2/WR RE1/OE RE0/ALE ---- xxxx ---- uuuu

16h PIR1 RBIF TMR3IF TMR2IF TMR1IF CA2IF CA1IF TX1IF RC1IF x000 0010 u000 0010

17h PIE1 RBIE TMR3IE TMR2IE TMR1IE CA2IE CA1IE TX1IE RC1IE 0000 0000 0000 0000

凡凡凡凡例例例例 :::: xxxx==== 不不不不定定定定、、、、uuuu==== 不不不不変変変変、、、、－－－－ ==== 未未未未使使使使用用用用、、、、‘‘‘‘0000’’’’ととととししししててててリリリリーーーードドドド、、、、qqqq==== 条条条条件件件件にににによよよよっっっってててて決決決決ままままるるるる値値値値。。。。網網網網掛掛掛掛けけけけ部部部部分分分分はははは未未未未使使使使用用用用、、、、‘‘‘‘0000’’’’ととととししししててててリリリリーーーードドドド。。。。
注注注注 1111:::: ププププロロロロググググララララムムムムカカカカウウウウンンンンタタタタのののの上上上上位位位位ババババイイイイトトトトはははは直直直直接接接接アアアアククククセセセセススススすすすするるるるここここととととははははででででききききまままませせせせんんんん。。。。PPPPCCCCLATLATLATLATHHHH はははは PCPCPCPC<<<<15151515::::8888>>>> のののの保保保保持持持持レレレレジジジジススススタタタタでででで、、、、そそそそのののの内内内内

容容容容ははははププププロロロロググググララララムムムムカカカカウウウウンンンンタタタタのののの上上上上位位位位ババババイイイイトトトトかかかかららららアアアアッッッッププププデデデデーーーートトトトさささされれれれるるるるかかかか転転転転送送送送さささされれれれまままますすすす。。。。
     2: 2: 2: 2: CCCCPPPPUSUSUSUSTTTTAAAA ににににああああるるるる TTTTOOOO とととと PPPPDDDD ののののスススステテテテーーーータタタタススススビビビビッッッットトトトはははは、、、、MMMMCCCCLLLLRRRR リリリリセセセセッッッットトトトのののの影影影影響響響響をををを受受受受けけけけまままませせせせんんんん。。。。.... 
     3: 3: 3: 3: 他他他他のののの（（（（パパパパワワワワーーーーアアアアッッッッププププ以以以以外外外外））））リリリリセセセセッッッットトトトはははは、、、、MMMMCCCCLLLLRRRR ととととウウウウォォォォッッッッチチチチドドドドッッッッググググタタタタイイイイママママリリリリセセセセッッッットトトトをををを通通通通ししししたたたた外外外外部部部部リリリリセセセセッッッットトトトをををを含含含含みみみみまままますすすす。。。。
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Bank 2

10h TMR1 Timer1 のレジスタ xxxx xxxx uuuu uuuu

11h TMR2 Timer2 のレジスタ xxxx xxxx uuuu uuuu

12h TMR3L Timer3 のレジスタ；下位バイト xxxx xxxx uuuu uuuu

13h TMR3H Timer3 のレジスタ；上位バイト xxxx xxxx uuuu uuuu

14h PR1 Timer1 の周期レジスタ xxxx xxxx uuuu uuuu

15h PR2 Timer2 の周期レジスタ xxxx xxxx uuuu uuuu

16h PR3L/CA1L Timer3 の周期レジスタ；下位バイト / キャプチャ 1レジスタ；下位バイト xxxx xxxx uuuu uuuu

17h PR3H/CA1H Timer3 の周期レジスタ；上位バイト / キャプチャ 1レジスタ；上位バイト xxxx xxxx uuuu uuuu

Bank 3

10h PW1DCL DC1 DC0 — — — — — — xx-- ---- uu-- ----

11h PW2DCL DC1 DC0 TM2PW2 — — — — — xx0- ---- uu0- ----

12h PW1DCH DC9 DC8 DC7 DC6 DC5 DC4 DC3 DC2 xxxx xxxx uuuu uuuu

13h PW2DCH DC9 DC8 DC7 DC6 DC5 DC4 DC3 DC2 xxxx xxxx uuuu uuuu

14h CA2L キャプチャ 2 下位バイト xxxx xxxx uuuu uuuu

15h CA2H キャプチャ 2 上位バイト xxxx xxxx uuuu uuuu

16h TCON1 CA2ED1 CA2ED0 CA1ED1 CA1ED0 T16 TMR3CS TMR2CS TMR1CS 0000 0000 0000 0000

17h TCON2 CA2OVF CA1OVF PWM2ON PWM1ON CA1/PR3 TMR3ON TMR2ON TMR1ON 0000 0000 0000 0000

Bank 4:

10h PIR2 SSPIF BCLIF ADIF — CA4IF CA3IF TX2IF RC2IF 000- 0010 000- 0010

11h PIE2 SSPIE BCLIE ADIE — CA4IE CA3IE TX2IE RC2IE 000- 0000 000- 0000

12h Unimplemented — — — — — — — — ---- ---- ---- ----

13h RCSTA2 SPEN RX9 SREN CREN — FERR OERR RX9D 0000 -00x 0000 -00u

14h RCREG2 シリアルポート受信レジスタ (USART2 用 ) xxxx xxxx uuuu uuuu

15h TXSTA2 CSRC TX9 TXEN SYNC — — TRMT TX9D 0000 --1x 0000 --1u

16h TXREG2 シリアルポート送信レジスタ (USART2 用 ) xxxx xxxx uuuu uuuu

17h SPBRG2 ボーレートジェネレータ (USART2 用 ) xxxx xxxx uuuu uuuu

Bank 5:

10h DDRF PORTF のデータ方向レジスタ 1111 1111 1111 1111

11h PORTF RF7/
AN11

RF6/
AN10

RF5/
AN9

RF4/
AN8

RF3/
AN7

RF2/
AN6

RF1/
AN5

RF0/
AN4 0000 0000 0000 0000

12h DDRG PORTG のデータ方向レジスタ 1111 1111 1111 1111

13h PORTG RG7/
TX2/CK2

RG6/
RX2/DT2

RG5/
PWM3

RG4/
CAP3

RG3/
AN0

RG2/
AN1

RG1/
AN2

RG0/
AN3 xxxx 0000 uuuu 0000

14h ADCON0 CHS3 CHS2 CHS1 CHS0 — GO/DONE — ADON 0000 -0-0 0000 -0-0

15h ADCON1 ADCS1 ADCS0 ADFM — PCFG3 PCFG2 PCFG1 PCFG0 000- 0000 000- 0000

16h ADRESL A/D 結果レジスタ下位バイト xxxx xxxx uuuu uuuu

17h ADRESH A/D 結果レジスタ上位バイト xxxx xxxx uuuu uuuu

表 7-表 7-表 7-表 7-3333::::  特殊 特殊 特殊 特殊機機機機能レ能レ能レ能レジジジジススススタ タ タ タ (C(C(C(Contontontont.... ﾕﾕﾕﾕ d)d)d)d)                                

アアアアドドドドレレレレスススス 名名名名称称称称 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0
 POR,

BORででででのののの値値値値

他他他他ののののリリリリセセセセッッッッ
トトトトででででのののの値値値値
（（（（注注注注３３３３））））

凡凡凡凡例例例例 :::: xxxx==== 不不不不定定定定、、、、uuuu==== 不不不不変変変変、、、、－－－－ ==== 未未未未使使使使用用用用、、、、‘‘‘‘0000’’’’ととととししししててててリリリリーーーードドドド、、、、qqqq==== 条条条条件件件件にににによよよよっっっってててて決決決決ままままるるるる値値値値。。。。網網網網掛掛掛掛けけけけ部部部部分分分分はははは未未未未使使使使用用用用、、、、‘‘‘‘0000’’’’ととととししししててててリリリリーーーードドドド。。。。
注注注注 1111:::: ププププロロロロググググララララムムムムカカカカウウウウンンンンタタタタのののの上上上上位位位位ババババイイイイトトトトはははは直直直直接接接接アアアアククククセセセセススススすすすするるるるここここととととははははででででききききまままませせせせんんんん。。。。PPPPCCCCLATLATLATLATHHHH はははは PCPCPCPC<<<<15151515::::8888>>>> のののの保保保保持持持持レレレレジジジジススススタタタタでででで、、、、そそそそのののの内内内内

容容容容ははははププププロロロロググググララララムムムムカカカカウウウウンンンンタタタタのののの上上上上位位位位ババババイイイイトトトトかかかかららららアアアアッッッッププププデデデデーーーートトトトさささされれれれるるるるかかかか転転転転送送送送さささされれれれまままますすすす。。。。
     2: 2: 2: 2: CCCCPPPPUSUSUSUSTTTTAAAA ににににああああるるるる TTTTOOOO とととと PPPPDDDD ののののスススステテテテーーーータタタタススススビビビビッッッットトトトはははは、、、、MMMMCCCCLLLLRRRR リリリリセセセセッッッットトトトのののの影影影影響響響響をををを受受受受けけけけまままませせせせんんんん。。。。.... 
     3: 3: 3: 3: 他他他他のののの（（（（パパパパワワワワーーーーアアアアッッッッププププ以以以以外外外外））））リリリリセセセセッッッットトトトはははは、、、、MMMMCCCCLLLLRRRR ととととウウウウォォォォッッッッチチチチドドドドッッッッググググタタタタイイイイママママリリリリセセセセッッッットトトトをををを通通通通ししししたたたた外外外外部部部部リリリリセセセセッッッットトトトをををを含含含含みみみみまままますすすす。。。。
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Bank 6:

10h SSPADD I2C スレーブモードでの SSP アドレスレジスタ。I2C マスタモードでの SSP ボーレートリロー
ドレジスタ。

0000 0000 0000 0000

11h SSPCON1 WCOL SSPOV SSPEN CKP SSPM3 SSPM2 SSPM1 SSPM0 0000 0000 0000 0000

12h SSPCON2 GCEN AKSTAT AKDT AKEN RCEN PEN RSEN SEN 0000 0000 0000 0000

13h SSPSTAT SMP CKE D/A P S R/W UA BF 0000 0000 0000 0000

14h SSPBUF 同期シリアルポート受信バッファ / 送信レジスタ xxxx xxxx uuuu uuuu

15h 未使用 — — — — — — — — ---- ---- ---- ----

16h 未使用 — — — — — — — — ---- ---- ---- ----

17h 未使用 — — — — — — — — ---- ---- ---- ----

Bank 7:

10h PW3DCL DC1 DC0 TM2PW3 - - - - - xx0- ---- uu0- ----

11h PW3DCH DC9 DC8 DC7 DC6 DC5 DC4 DC3 DC2 xxxx xxxx uuuu uuuu

12h CA3L キャプチャ 3 下位バイト xxxx xxxx uuuu uuuu

13h CA3H キャプチャ 3 上位バイト xxxx xxxx uuuu uuuu

14h CA4L キャプチャ 4 下位バイト xxxx xxxx uuuu uuuu

15h CA4H キャプチャ 4 上位バイト xxxx xxxx uuuu uuuu

16h TCON3 — CA4OVF CA3OVF CA4ED1 CA4ED0 CA3ED1 CA3ED0 PWM3ON -000 0000 -000 0000

17h 未使用 — — — — — — — — ---- ---- ---- ----

 Unbanked

18h (5) PRODL 16 ビット製品の下位バイト (8 × 8 のハードウェア掛け算 ) xxxx xxxx uuuu uuuu

19h (5) PRODH 16 ビット製品の上位バイト (8 × 8 のハードウェア掛け算 ) xxxx xxxx uuuu uuuu

表 7-表 7-表 7-表 7-3333::::  特殊 特殊 特殊 特殊機機機機能レ能レ能レ能レジジジジスタ (Cスタ (Cスタ (Cスタ (Contontontont.... ﾕﾕﾕﾕ d)d)d)d)                                

アアアアドドドドレレレレスススス 名名名名称称称称 Bit 7 Bit 6 Bit 5 Bit 4 Bit 3 Bit 2 Bit 1 Bit 0
 POR,

BORででででのののの値値値値

他他他他ののののリリリリセセセセッッッッ
トトトトででででのののの値値値値
（（（（注注注注３３３３））））

凡凡凡凡例例例例 :::: xxxx==== 不不不不定定定定、、、、uuuu==== 不不不不変変変変、、、、－－－－ ==== 未未未未使使使使用用用用、、、、‘‘‘‘0000’’’’ととととししししててててリリリリーーーードドドド、、、、qqqq==== 条条条条件件件件にににによよよよっっっってててて決決決決ままままるるるる値値値値。。。。網網網網掛掛掛掛けけけけ部部部部分分分分はははは未未未未使使使使用用用用、、、、‘‘‘‘0000’’’’ととととししししててててリリリリーーーードドドド。。。。
注注注注 1111:::: ププププロロロロググググララララムムムムカカカカウウウウンンンンタタタタのののの上上上上位位位位ババババイイイイトトトトはははは直直直直接接接接アアアアククククセセセセススススすすすするるるるここここととととははははででででききききまままませせせせんんんん。。。。PPPPCCCCLATLATLATLATHHHH はははは PCPCPCPC<<<<15151515::::8888>>>> のののの保保保保持持持持レレレレジジジジススススタタタタでででで、、、、そそそそのののの内内内内

容容容容ははははププププロロロロググググララララムムムムカカカカウウウウンンンンタタタタのののの上上上上位位位位ババババイイイイトトトトかかかかららららアアアアッッッッププププデデデデーーーートトトトさささされれれれるるるるかかかか転転転転送送送送さささされれれれまままますすすす。。。。
     2: 2: 2: 2: CCCCPPPPUSUSUSUSTTTTAAAA ににににああああるるるる TTTTOOOO とととと PPPPDDDD ののののスススステテテテーーーータタタタススススビビビビッッッットトトトはははは、、、、MMMMCCCCLLLLRRRR リリリリセセセセッッッットトトトのののの影影影影響響響響をををを受受受受けけけけまままませせせせんんんん。。。。.... 
     3: 3: 3: 3: 他他他他のののの（（（（パパパパワワワワーーーーアアアアッッッッププププ以以以以外外外外））））リリリリセセセセッッッットトトトはははは、、、、MMMMCCCCLLLLRRRR ととととウウウウォォォォッッッッチチチチドドドドッッッッググググタタタタイイイイママママリリリリセセセセッッッットトトトをををを通通通通ししししたたたた外外外外部部部部リリリリセセセセッッッットトトトをををを含含含含みみみみまままますすすす。。。。
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7.2.2.1 ALU STATUS レジスタ (ALUSTA)

ALUSTA レジスタは、演算と論理ユニットのステータ
スビットと間接アドレスレジスタ用のモード制御ビッ
トを含んでいます。

ALUSTA レジスタは他のレジスタと同様に、命令のデ
スティネーションになることができます。ALUSTA レジ
スタが Z、DC、C ビットに影響する命令のデスティネー
ションである場合は、この 3個のビットへのライトは
できません。これらのビットはデバイスのロジックに
よってセットまたはクリアされます。したがってデス
ティネーションとしてALUSTAレジスタを伴う命令の結
果が意図したものと異なることがあります。

例えば、CLRF ALUSTA は上位 4ビットをクリアし、Z
ビットをセットします。これによって ALUSTA レジスタ
は 0000 u1uu(u= 不変 ) のままです。

したがって BCF、BSF、SWAPF、MOVWF の命令だけはど
のステータスビットにも影響しないので、これらの命
令だけをALUSTAレジスタを変えるのに使うことをお勧

図 図 図 図 7777- 6:6:6:6: ALUSALUSALUSALUSTTTTAAAA レジレジレジレジススススタタタタ (((( アアアアドレドレドレドレスススス：04：04：04：04hhhh、バ、バ、バ、バンンンンクククク
 1997 Microchip Technology Inc. Prelimin
この日本語データシートは参考資料で
(http://www.microchip.com から入
めします。他の命令がステータスビットにどのように
影響を与えるかについては、“命令セット一覧”をご覧
ください。    

演算と論理ユニット (ALU) は、2 つまたはシングル
のオペランドで演算と論理演算を実行することができ
ます。すべてのシングルオペランド命令は WREG レジス
タか与えられたファイルレジスタ上のどちらかで動作
します。2 つのオペランド命令では、オペランドの 1
つが WREG レジスタ、もう一方がファイルレジスタか 8
ビットの直接の定数のどちらかです。 

注注注注意 意 意 意 1:1:1:1: CCCC とととと DDDDCCCC ののののビビビビッッッットトトトはははは、、、、減減減減算算算算命命命命令令令令実実実実行行行行時時時時ににににはははは
bbbborrorrorrorroooowwwwととととdidididiggggit boit boit boit borrrrrorororowwwwビビビビッッッットトトトととととししししてててて動動動動作作作作
ししししまままますすすす。。。。一一一一例例例例ととととししししてててて SUBSUBSUBSUBLLLLWWWW とととと SSSSUBWUBWUBWUBWFFFF のののの命命命命
令令令令ををををごごごご覧覧覧覧くくくくだだだだささささいいいい。。。。

注注注注意 意 意 意 2:2:2:2: 2222 のののの補補補補数数数数をををを取取取取るるるる結結結結果果果果がががが +12+12+12+127777 をををを越越越越ええええるるるるかかかか、、、、
-12-12-12-128888 よよよよりりりり少少少少なななないいいい場場場場合合合合、、、、オオオオーーーーババババーーーーフフフフロロロローーーー
ビビビビッッッットトトトががががセセセセッッッットトトトさささされれれれまままますすすす。。。。

れれていていていていなななないいいい ) ) ) )                
さささされれ

R/W - 1 R/W - 1 R/W - 1 R/W - 1 R/W - x R/W - x R/W - x R/W - x
FS3 FS2 FS1 FS0 OV Z DC C R = 読み込み可能なビット

W = 書き込み可能なビット
-n = POR リセットでの値
       (x = 不定 )

bit7 bit0

bit 7-6:FS3:FS2: FSR1 モード選択ビット
00 = ポスト自動減分 FSR1 の値
01 = ポスト自動増分 FSR1 の値
1x = FSR1 の値は変化なし

bit 5-4:FS1:FS0: FSR0 モード選択ビット
00 = ポスト自動減分 FSR0 の値
01 = ポスト自動増分 FSR0 の値
1x = FSR0 の値は変化なし

bit 3: OV: オーバーフロービット
このビットは符号付演算用に使用します (2 の補数 )。7 ビットのマグニチュードのオーバーフローを示
し、状態を変化させるためにサインビット ( ビット 7) になります。 
1 =オーバーフローが符号付演算に対して起こった場合（この演算操作で）
0 =オーバーフローが起こらなかった場合

bit 2: Z: ゼロビット
1 =数値演算または論理演算の結果が 0
0 =数値演算または論理演算の結果が 0以外

bit 1: DC: ディジットキャリィ / ボロウビット (Digit carry/borrow bit）
ADDWF、ADDLW 命令用
1 =結果の下位 4ビット目からのキャリィが出力された場合
0 =結果の下位 4ビット目からのキャリィが出力されない場合
注意：borrow では極性は逆です。

bit 0: C: キャリィ /ボロウビット (carry/borrow bit)
ADDWF、ADDLW 命令用
1 =結果の最上位ビットからのキャリィが出力された場合 
注意： 減算は 2番目のオペランドの 2の補数を加えることにより実行されます。ローテート命令 (RRCF、
RLCF) では、このビットはソースレジスタの上位ビットまたは下位ビットにロードされます。
0 =結果の最上位ビットからのキャリィが出力されない場合
注意：borrow では極性は逆です。
ary DS30264A-J-page 47
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7.2.2.2 CPU STATUS レジスタ (CPUSTA)

CPUSTA レジスタは、CPU のステータスビットと制御
ビットを含んでいます。このレジスタは、全体的に割
込みをイネーブル /ディセーブルするために使われる
ビットを持っています。特定の割込みだけをイネーブ
ル /ディセーブルすることが必要な場合は、INTerrput
STAtus(INTSTA) レジスタと Peripheral Interrupt
Enable (PIE) レジスタを参照してください。

CPUSTA レジスタは、スタックが利用でき、パワーダ
ウン (PD) とタイムアウト (TO) ビットを含んでいるか
どうかを示します。TO、PD、STKAV ビットは書き込み
ができません。これらのビットはデバイスのロジック
によってセットまたはクリアされます。したがってデ
スティネーションとしてCPUSTAレジスタでの命令の結
果が意図したものと異なることがあります。

POR ビットは、パワーオンリセット、外部 MCLR リ
セット、WDT リセットの間の区別が可能です。BOR ビッ
トはブラウンアウトリセットが起こったかどうかを示
します。
DS30264A-J-page 48 Prelimin
この日本語データシートは参考資料で
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注注注注意 意 意 意 1:1:1:1: ブブブブララララウウウウンンンンアアアアウウウウトトトト回回回回路路路路ががががデデデディィィィセセセセーーーーブブブブルルルルのののの場場場場
合合合合 (((( ココココンンンンフフフフィィィィギギギギュュュュレレレレーーーーシシシショョョョンンンンワワワワーーーードドドドのののの
BODBODBODBODEEEENNNNビビビビッッッットトトトををををププププロロロロググググララララムムムムすすすするるるる時時時時) ) ) ) BBBBOOOORRRRスススス
テテテテーーーータタタタススススビビビビッッッットトトトはははは無無無無視視視視さささされれれれ、、、、必必必必ずずずずししししもももも予予予予
知知知知さささされれれれまままませせせせんんんん。。。。
図 図 図 図 7777- 7:7:7:7: CPUSCPUSCPUSCPUSTTTTAAAA レジレジレジレジススススタタタタ (((( アアアアドレドレドレドレスススス：06：06：06：06hhhh、バ、バ、バ、バンンンンクさクさクさクされれれれていていていていなななないいいい ) ) ) )                     

U - 0 U - 0 R - 1 R/W - 1 R - 1 R - 1 R/W - 0 R/W - 0
Å| Å| STKAV GLINTD TO PD POR BOR R = 読み込み可能なビット

W = 書き込み可能なビット
U = 未使用のビット、‘0’と し
てリード

- n = POR リセットでの値

bit7 bit0

bit 7-6:Unimplemented: 未使用：‘0’としてリード

bit 5: STKAV: スタックアベイラブルビット
このビットは、4 ビットのスタックポインタ値が Fh、または Fh から→ 0h にロールオーバーしているこ
と (スタックオーバーフロー )を示します。
1 =スタックが利用できます。
0 =スタックがフルか、スタックオーバーフローが起こっています (このビットをスタックオーバーフ
ローでクリアすると、デバイスのリセットだけがこのビットをセットします )。

bit 4: GLINTD : グローバルインターラプトディセーブルビット
このビットはすべての割込みをディセーブルします。割込みをイネーブルする時、イネーブルビットの
セットされた要因だけが割込みをすることができます。 
1 =すべての割込みをディセーブル
0 =マスクされていないすべての割込みをイネーブル

bit 3: TO: WDT タイムアウトステータスビット
1 =パワーアップ後、または CLRWDT 命令を実行後
0 =ウォッチドッグタイマタイムアウトの発生

bit 2: PD: パワーダウンステータスビット
1 =パワーアップ後、または CLRWDT 命令を実行後
0 =SLEEP 命令の実行後

bit 1: POR: パワーオンリセットステータスビット
1 =パワーオンリセットが発生しなかった場合
0 =パワーオンリセットが発生した場合 (パワーオンリセット発生後、ソフトウェアによりセットが必要 )

bit 0: BOR: ブラウンアウトリセットステータスビット
1 =ブラウンアウトリセットが発生しなかった場合
0 =ブラウンアウトリセットが発生した場合 ( ブラウンアウトリセット発生後、ソフトウェアによりセットが
必要 )
ary  1997 Microchip Technology Inc.
す。最新版の英文データシート
手可能）を参照して下さい。



PIC17C75X
7.2.2.3 TMR0  STATUS/CONTROL レジスタ (T0STA)

このレジスタには様々な制御ビットがあります。
ビット 7(INTEDG) はエッジの向きを制御するために使
用され、RA0/INT ピンの信号のエッジ上で RA0/INT 割
込みフラッグをセットします。その他のビットはタイ
マ 0プリスケーラとクロックソースを設定します。
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図 図 図 図 7777- 8:8:8:8:  T0S T0S T0S T0STTTTAAAA レジレジレジレジススススタタタタ (((( アアアアドレドレドレドレスススス：05：05：05：05hhhh、バ、バ、バ、バンンンンクさクさクさクされれれれていていていていなななないいいい ) ) ) )            

R/W - 0 R/W - 0 R/W - 0 R/W - 0 R/W - 0 R/W - 0 R/W - 0 U - 0
INTEDG T0SE T0CS T0PS3 T0PS2 T0PS1 T0PS0 － | R = 読み込み可能なビット

W = 書き込み可能なビット
U = 未使用のビット、‘0’
としてリード

-n = POR リセットでの値

bit7 bit0

bit 7: INTEDG : RA0/INT ピン割込みエッジ選択ビット
このビットはエッジの向きを選択し、そのエッジ上で割込みを検出します。
1 =RA0/INT ピンの立ち上がりエッジで割込みを発生
0 =RA0/INT ピンの立ち下がりエッジで割込みを発生

bit 6: T0SE: タイマ 0クロック入力エッジ選択ビット
このビットはエッジの向きを選択し、そのエッジ上で TMR0 をインクリメントします。
T0CS=0 の時 ( 外部クロック )
1 =RA1/T0CKI ピンの立ち上がりエッジで TMR0 をインクリメントし、そして (または )T0CKIF 割込みを
発生
0 =RA1/T0CKI ピンの立ち下がりエッジで TMR0 をインクリメントし、そして (または )T0CKIF 割込みを
発生
T0CS=1 の時 ( 内部クロック )
ドントケア

bit 5: T0CS: タイマ 0クロックソース選択ビット
このビットはタイマ 0をクロックソースに選択します。
1 =内部命令クロックサイクル (TCY)
0 =T0CKI ピンからの外部クロック入力

bit 4-1:T0PS3:T0PS0: タイマ 0プリスケール選択ビット
これらのビットはタイマ 0のプリスケール値を選択します。      

bit  0: Unimplemented: 未使用：‘0’としてリード

T0PS3:T0PS0

0000
0001
0010
0011
0100
0101
0110
0111
1xxx

1:1
1:2
1:4
1:8
1:16
1:32
1:64
1:128
1:256

ププププリリリリススススケケケケーーーールルルル値値値値
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7777....3333 ススススタッタッタッタッククククオペオペオペオペレレレレーシーシーシーショョョョンンンン

PIC17C75X デバイスには、16 × 16 ビットのハード
ウェアスタックがあります (図 7-1)。スタックはプロ
グラムメモリまたはデータメモリ空間とは別に用意さ
れており、スタックポインタは読み込み、書き込みと
もできません。CALL または LCALL 命令が実行されるか
割込みが認められる場合、PC( プログラムカウンタ )
がスタックに“PUSH”されます。スタックは RETURN、
RETLW、RETFIE の命令実行時に“POP”されます。PCLATH
は“PUSH”または“POP”動作の影響を受けません。

スタックはサーキュラバッファとして動作し、ス
タックポインタはすべてのリセット後‘0’に初期化さ
れます。スタックがオーバーフローしないことをソフ
トウエアで確認できるように、スタックアベイラブル
ビット (STKAV) があります。STKAV ビットはデバイス
のリセット後セットされます。スタックポインタが Fh
と等しい時、STKAV はクリアされます。スタックポイ
ンタが Fh から 0h にロールオーバーする時、STKAV は
デバイスがリセットされるまでクリアを保持します。    

デバイスが 16 回 "PUSH" された後 ("POP" なしに )、
17回目のプッシュが1回目のプッシュの値をオーバー
ライトします。18 回目のプッシュは 2回目のプッシュ
をオーバーライトします。

 

注注注注意 意 意 意 1:1:1:1: ススススタタタタッッッッククククののののアアアアンンンンダダダダーーーーフフフフロロロローーーーをををを示示示示すすすすスススステテテテーーーー
タタタタススススビビビビッッッットトトトははははあああありりりりまままませせせせんんんん。。。。SSSSTKATKATKATKAVVVV ビビビビッッッットトトトはははは
アアアアンンンンダダダダーーーーフフフフロロロローーーーをををを検検検検知知知知すすすするるるるたたたためめめめにににに使使使使用用用用すすすす
るるるるここここととととががががででででききききまままますすすす。。。。そそそそのののの場場場場合合合合、、、、ススススタタタタッッッックククク
ポポポポイイイインンンンタタタタははははススススタタタタッッッッククククののののトトトトッッッッププププににににななななりりりりまままま
すすすす。。。。

注注注注意 意 意 意 2:2:2:2: PUSPUSPUSPUSHHHH ままままたたたたはははは POPOPOPOPPPP とととと呼呼呼呼ばばばばれれれれるるるるニニニニーーーーモモモモニニニニッッッックククク
命命命命令令令令ははははあああありりりりまままませせせせんんんん。。。。ここここれれれれららららはははは CACACACALLLLLLLL、、、、
RETRETRETRETUUUURNRNRNRN、、、、RETLRETLRETLRETLWWWW、、、、RRRREEEETFITFITFITFIEEEE のののの命命命命令令令令のののの実実実実行行行行ままままたたたた
はははは割割割割込込込込みみみみベベベベククククタタタタにににに分分分分岐岐岐岐すすすするるるるここここととととかかかからららら発発発発生生生生
すすすするるるる動動動動作作作作でででですすすす。。。。

注注注注意 意 意 意 3:3:3:3: リリリリセセセセッッッットトトト後後後後、、、、““““PPPPOP”OP”OP”OP”動動動動作作作作がががが““““PUSPUSPUSPUSHHHH”動”動”動”動作作作作
のののの前前前前にににに発発発発生生生生ししししたたたた場場場場合合合合、、、、SSSSTKATKATKATKAVVVV ビビビビッッッットトトトははははククククリリリリ
アアアアさささされれれれまままますすすすがががが、、、、ここここれれれれははははススススタタタタッッッッククククががががフフフフルルルルでででで
ああああるるるる (((( アアアアンンンンダダダダーーーーフフフフロロロローーーーがががが発発発発生生生生ししししたたたた )))) よよよようううう
にににに見見見見ええええまままますすすす。。。。““““PUPUPUPUSSSSH”H”H”H”動動動動作作作作がががが次次次次をををを (((( ももももうううう 1111
つつつつのののの““““POPOPOPOPPPP””””)))) 発発発発生生生生ささささせせせせるるるる場場場場合合合合、、、、SSSSTKATKATKATKAVVVV ビビビビッッッッ
トトトトははははククククリリリリアアアアののののままままままままでででですすすす。。。。ここここののののビビビビッッッットトトトをををを
セセセセッッッットトトトすすすするるるるここここととととががががででででききききるるるるののののはははは、、、、デデデデババババイイイイスススス
ののののリリリリセセセセッッッットトトトののののみみみみでででですすすす。。。。
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7777.4.4.4.4 間間間間接ア接ア接ア接アドドドドレシレシレシレシンンンンググググ

間接アドレシングは、データメモリをアドレシング
するモードで、命令の中でデータメモリのアドレスは
固定されていません。すなわちリードやライトをする
ためのレジスタはプログラムにより変更できます。こ
れはデータメモリのデータテーブル用に有益です。図
7-9 に、間接アドレシングの動作を示します。これは、
FSR レジスタの値により指定されたデータメモリのア
ドレスへの値の移動を示しています。

例 7-1 に、最小の命令数で RAM をクリアするための
間接アドレシングの使用方法を示します。同様の考え
方で、データの定義された数のバイト (ブロック )を
USART 送信レジスタ (TXREG) に移動する時に使用でき
ます。送信されたデータのブロックの始動アドレスは、
簡単にプログラムにより変更できます。

図 図 図 図 7777- 9:9:9:9: 間間間間接接接接アドアドアドアドレレレレシンシンシンシング グ グ グ                         

Opcode Address

File = INDFx

FSR

命令
実行

命令
フェッチ

RAM

Opcode File
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7.7.7.7.4444.1.1.1.1 間間間間接接接接アアアアドドドドレレレレシシシシンンンンググググレレレレジジジジススススタタタタ

PIC17C75X には、間接アドレシング用に 4 つのレジ
スタがあります。

････ IIIINDFNDFNDFNDF0 0 0 0 と と と と FSFSFSFSRRRR0000
････ IIIINDFNDFNDFNDF1 1 1 1 と と と と FSFSFSFSRRRR1111

INDF0 と INDF1 のレジスタは物理的にインプリメン
トされていません。これらのレジスタへのリードとラ
イトは間接アドレシングを作動させますが、対応する
FSR レジスタの値はデータのアドレスです。FSR は 8
ビットのレジスタで、256 バイトのデータメモリのア
ドレス幅の中ならどこへでもアドレシングが可能で
す。バンクされたメモリでは、アクセスするメモリの
バンクは BSR の値により指定されます。

INDF0( または INDF1) のファイルを FSR により間接
読み込みをする場合は、全て‘0’が読み込まれます (
ゼロビットをセット )。同様に INDF0( または INDF1)
を間接書き込みする場合は、その動作は NOP と同じで、
ステータスビットは影響されません。

7.7.7.7.4444.2.2.2.2 間間間間接接接接アアアアドドドドレレレレシシシシンンンンググググのののの動動動動作作作作

間接アドレシングの能力はPIC16CXXファミリよりも
拡張されています。それぞれの FSR レジスタに伴い、2
つの制御ビットがあります。これらの 2つのビットは
FSR レジスタを下記のように設定します。

････ 間間間間接接接接アアアアククククセセセセススススのののの後後後後 FSFSFSFSRRRR のののの値値値値 (((( アアアアドドドドレレレレスススス )))) をををを自自自自動動動動的的的的
にににに減減減減ららららすすすす

････ 間間間間接接接接アアアアククククセセセセススススのののの後後後後 FSFSFSFSRRRR のののの値値値値 (((( アアアアドドドドレレレレスススス )))) をををを自自自自動動動動的的的的
にににに増増増増ややややすすすす

････ 間間間間接接接接アアアアククククセセセセススススのののの後後後後 FSFSFSFSRRRR のののの値値値値 (((( アアアアドドドドレレレレスススス )))) にににに変変変変化化化化なななな
しししし

これらの制御ビットはALUSTAレジスタに置かれてい
ます。FSR1レジスタがFS3:FS2ビットにより制御され、
FSR0 は FS1:FS0 ビットにより制御されます。

自動増分または自動減分機能を使用する場合、FSRへ
の影響は ALUSTA レジスタには反映されません。例え
ば、間接アドレスにより FSR と‘0’が等しくなって
も、Zビットはセットされません。

FSR レジスタが 0h の値を含んでいる場合、間接のラ
イトが NOP と等しい間、間接リードが 0h を読み込みま
す (ゼロビットはセットされる )。( ステータスビット
は影響を受けません )。

間接アドレシングは、全体のデータ空間の中でシン
グルサイクルのデータ転送が可能です。これは、MOVPF
と MOVFP 命令を使用することにより可能で、‘p’‘f’
のどちらかが INDF0( または INDF1) として設定されま
す。

間接アドレスのソースとディストネーションがバン
クされたメモリの中にある場合、アクセスされる場所
は BSR の値により決まります。.
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アドレス 20h から FFh までの RAM をクリアするため
の簡単なプログラムを例 7-1 に示します。

例 例 例 例 7-1:7-1:7-1:7-1: 間間間間接接接接アドアドアドアドレレレレシンシンシンシング グ グ グ             

7777.5.5.5.5 テテテテーブーブーブーブルルルルポイポイポイポインンンンタ（タ（タ（タ（TTTTBLPTRBLPTRBLPTRBLPTRLLLL とととと TBLTBLTBLTBLPPPPTRHTRHTRHTRH））））

ファイルレジスタの TBLPTRL と TBLPTRH は、64K の
プログラムメモリ空間をアドレスするために16ビット
のポインタを構成します。テーブルポインタはTABLWT、
TABLRD 命令により使用されます。

TABLRD、TABLWT 命令により、プログラムとデータ空
間の間でデータ転送が可能です。テーブルポインタは、
プログラムメモリの範囲内で働きます。データワード
の 16 ビットアドレスのとして適しています。これらの
レジスタのさらに詳細な説明やテーブルリード・テー
ブルライトの動作については、8.0 章をご覧ください。

7777.6.6.6.6 テテテテーブーブーブーブルルルルラッラッラッラッチチチチ (TBL(TBL(TBL(TBLAAAATH、TTH、TTH、TTH、TBBBBLATL)LATL)LATL)LATL)

テーブルラッチ (TBLAT) は 16 ビットのレジスタで、
レジスタの高位バイト低位バイトに関連する TBLATH、
TBLATL を伴います。それはデータメモリまたはプログ
ラムメモリにマップされません。データがプログラム
メモリとデータメモリ間を転送する間、テーブルラッ
チは一時的な保持ラッチとして使用されます(TABLRD、
TABLWT、TLRD、TLWT 命令の説明を参照 )。これらのレ
ジスタのさらに詳細な説明やテーブルリード・テーブ
ルライトの動作については、8.0 章をご覧ください。

    MOVLW  0x20         ; 
    MOVWF  FSR0         ; FSR0 = 20h 
    BCF    ALUSTA, FS1  ; Increment FSR 
    BSF    ALUSTA, FS0  ; after access 
    BCF    ALUSTA, C    ; C = 0 
    MOVLW  END_RAM + 1  ; 
LP  CLRF   INDF0        ; Addr(FSR) = 0 
    CPFSEQ FSR0         ; FSR0 = END_RAM+1? 
    GOTO   LP           ; NO, clear next 
    :                   ; YES, All RAM is 
    :                   ; cleared 
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7777....7777 ププププログログログログララララムカムカムカムカウウウウンタンタンタンタモモモモジュジュジュジューーーールルルル

プログラムカウンタ (PC) は 16 ビットのレジスタで
す。PCL は PC の下位バイトで、データメモリにマップ
されます。PCL は、その他のレジスタと全く同じよう
に読み込みと書き込みができるレジスタです。PCH は
PC の上位バイトで、直接アドレスすることはできませ
ん。PCH はデータメモリやプログラムメモリにマップ
されないので、8 ビットのレジスタ PCLATH(PC の高位
ラッチ )が、PC の上位バイト用の保持するラッチとし
て使用されます。PCLATH はデータメモリにマップされ
ます。PCLATH を通して PCH のリードとライトができま
す。

16 ビットワイドの PC は、Q1 中にそれぞれの命令を
フェッチした後増分されます (下記を除く )。

････ GGGGOOOOTOTOTOTO、、、、CALCALCALCALLLLL、、、、LLLLCCCCALLALLALLALL、、、、RETRETRETRETUUUURNRNRNRN、、、、RETLRETLRETLRETLWWWW、、、、RRRREEEETFITFITFITFIEEEE 命命命命
令令令令にににによよよよりりりり変変変変更更更更ししししたたたた場場場場合合合合。。。。

････ 割割割割込込込込みみみみ応応応応答答答答にににによよよよりりりり変変変変更更更更ししししたたたた場場場場合合合合。。。。
････ PPPPCCCCLLLL をををを対対対対象象象象ととととすすすするるるる命命命命令令令令にににによよよよりりりり書書書書きききき換換換換ええええがががが行行行行わわわわれれれれたたたた
場場場場合合合合

････ PPPPCCCCLLLL ににににラララライイイイトトトトすすすするるるる予予予予定定定定ののののああああるるるる場場場場合合合合

“スキップ”は、スキップされたアドレスでの強制
NOP サイクルと同等です。

図 7-10 と 7-11 に、様々な状態でのプログラムカウ
ンタの動作を示します。

図 図 図 図 7777- 10101010:::: プロプロプロプロググググラムラムラムラムカカカカウウウウンンンンタのタのタのタの動動動動作    作    作    作                

図 図 図 図 7777- 11111111:::: CALLCALLCALLCALL、、、、GOTGOTGOTGOTOOOO 命命命命令を令を令を令を使使使使用し用し用し用したたたたプロプロプロプロググググララララ
ムムムムカウカウカウカウンンンンタ   タ   タ   タ               

Internal data bus <8>

PCLATH 8

8

8

PCH PCL

8

15 0

7 5 4 0

12 8 7 0

8 7

PC<15:13>

PCLATH

Opcode

5

3

8

PCH PCL

1315
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図7-10を使った場合、異なった命令でのPCとPCLATH
の動作は次のようになります。:

a)a)a)a) LCALL    命命命命令令令令 ::::
8 ビットのディストネーションアドレスが命令
(opcode) の中に用意されます。PCLATH は不変で
す。

 PCLATH  → PCH 
Opcode<7:0>  → PCL 

b)b)b)b) PCPCPCPCLLLL ででででのののの ReReReReaaaad d d d 命命命命令令令令        ::::                
PCL をリードする命令はどれでも。
PCL → データバス → ALU またはディスト
ネーション
PCH → PCLATH

c)c)c)c)     PCPCPCPCLLLL ででででのののの WWWWrrrrite ite ite ite 命命命命令令令令 ::::                
PCL にライトする命令はどれでも。
8-bit data → データバス → PCL
PCLATH → PCH

d)d)d)d) PCPCPCPCLLLL ででででのののの ReReReReaaaad-Md-Md-Md-Moooodidididiffffy-Wy-Wy-Wy-Wrrrritititite e e e 命命命命令令令令    ::::    
PCL 上でリード - ライト - モディファイ動作を
する命令はどれでも。たとえば ADDWF PCL.
Read: PCL → データバス → ALU
Write: 8-bit result → データバス → PCL

PCLATH → PCH
e) RETURN 命命命命令令令令 :   

Stack<MRU> → PC<15:0>
図 7-11 を使った場合、GOTO と CALL 命令での PC と
PCLATH の動作は次のようになります。:

f)f)f)f) CALL, , , , GOTO    命命命命令令令令 ::::
13ビットのディストネーションアドレスが命令
(opcode) の中に用意されています。
Opcode<12:0> → PC<12:0>
PC<15:13> → PCLATH<7:5>
Opcode<12:8> → PCLATH<4:0>

リード - モディファイ - ライトは、その結果として
PCL に影響を与えるだけです。PCH には PCLATH の値が
ロードされます。例えば、ADDWF  PCL は現在のページ
の範囲内にジャンプすることになります。命令の前が
PC=03F0h、WREG=30h、PCLATH=03h の場合、命令後は
PC=0320hとなります。本当に16ビットの計算したジャ
ンプをするためには、16 ビットのディストネーション
アドレスを計算し、PCLATH に上位バイトを書き込み、
PCL に下位の値を書き込む必要があります。

次のような PC に関連した動作は PCLATH を変更しま
せん。:

a)a)a)a) LCALL, , , , RETLW, , , , RETFIE 命 命 命 命令令令令のののの場場場場合合合合。。。。
b)b)b)b) 割割割割込込込込みみみみベベベベククククタタタタがががが強強強強制制制制的的的的にににに PPPPCCCC にににに入入入入っっっったたたた場場場場合合合合
c)c)c)c) PCPCPCPCLLLL 上上上上ののののリリリリーーーードドドド ---- モモモモデデデディィィィフフフファァァァイイイイ ---- ラララライイイイトトトト命命命命令令令令 ((((

例例例例ええええばばばば BSBSBSBSFFFF PCLPCLPCLPCL)))) のののの場場場場合合合合。。。。
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PIC17C75X
7777....8888 ババババンクンクンクンク選選選選択レ択レ択レ択レジジジジススススタタタタ ((((BSR)BSR)BSR)BSR)

BSR は、データメモリエリアの中のバンクを切り替
えるために使用します ( 図 7-12)。PIC17C752 と
PIC17C756 デバイスでは、バイト全体が使われます。下
位の 4bit は周辺レジスタバンクを、上位の 4bit は汎
用メモリバンクを選択するために使用します。

すべての特殊機能レジスタ (SFR) は、データメモリ
空間にマップされています。多数のレジスタに適応さ
せるために、バンキング方式を使用します。SFR のセ
グメントはアドレス 10h から 17h にバンクされていま
す。バンク選択レジスタ (BSR) の下位 4bit は、現在ア
クティブな“周辺バンク”を選択します。1 つのバン
ク内に関連した機能の周辺レジスタを分類するように
努力が払われています。しかし、シングルタスクに関
連するすべての周辺機能をアドレスするためには、バ
ンクからバンクに切り替えることがなお必要です。こ
れを助けるために、MOVLB bank 命令が命令セットの中
に含まれています。

大きな汎用メモリ空間が必要なことから、汎用 RAM
バンキング方式を採用しました。BSR の上位 4bit は、
現在アクティブな汎用 RAM バンクを選択します。これ
を助けるために、MOVLR bank 命令が命令セットの中に
用意されています。
 1997 Microchip Technology Inc. Prelimin
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現在選択されたバンクがインプリメントされていな
い場合 (バンク 13 のような )、どのリードもすべてを
‘0’と読み込みます。いかなるライトもビットバケッ
トを満たされ、ALU ステータスビットは適当にセット
/クリアされます。 

      

注注注注意意意意 :::: 特特特特殊殊殊殊機機機機能能能能レレレレジジジジススススタタタタエエエエリリリリアアアアののののババババンンンンクククク 11115555 ののののレレレレ
ジジジジススススタタタタはははは、、、、MMMMicricricricroooochchchchiiiipppp 社社社社用用用用にににに指指指指定定定定さささされれれれてててていいいい
まままますすすす。。。。ここここののののババババンンンンククククののののレレレレジジジジススススタタタタををををリリリリーーーードドドドすすすするるるる
とととと、、、、そそそそののののたたたためめめめににににラララランンンンダダダダムムムムなななな値値値値ににににななななるるるるここここととととがががが
あああありりりりまままますすすす。。。。
図 図 図 図 7777- 12121212:::: BSBSBSBSRRRR 動動動動作   作   作   作                               

7 4 3 0

10h

17h

BSR

0  1 2 3 8 15

• • •

20h

FFh
• • •

(1)(2)

Bank 15Bank 8Bank 3Bank 2Bank 1Bank 0

0 1 2

Bank 2Bank 1Bank 0

15

Bank 15

SFR
Banks

GPR
Banks

Address
Range

注 1: 0 から 7 のバンクだけがインプリメントされています。インプリメントされていないバンクを選ぶことはお勧めできません。 
ババババンンンンクククク 11115555 はははは、、、、MicrochMicrochMicrochMicrochiiiipppp 社社社社用用用用にににに指指指指定定定定さささされれれれてててていいいいまままますすすす。。。。ここここののののババババンンンンククククののののレレレレジジジジススススタタタタををををリリリリーーーードドドドすすすするるるるとととと、、、、そそそそののののたたたためめめめラララランンンンダダダダムムムムなななな値値値値ににににななななるるるるここここととととががががあああありりりりまままますすすす。。。。

  2: バンク 0 とバンク 1 は PIC17C752 用にインプリメントされています。バンク 0 から 3 は PIC17C756 用にインプリメントされています。イン
プリメントされていないバンクを選ぶことはお勧めできません。.

3

Bank 3

4

Bank 4

4  5 6 7

Bank 7Bank 6Bank 5Bank 4

(Peripheral)

(RAM)
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NOTES:
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PIC17C75X
8888....0000 テーブルリードとテーブルライトテーブルリードとテーブルライトテーブルリードとテーブルライトテーブルリードとテーブルライト
PIC17C75X にはプロセッサがデータメモリ空間から
プログラムメモリ空間にデータを移動することが出来
る 4 つの命令があります ( 逆も可 )。プログラムメモ
リ空間は 16 ビット幅、データメモリ空間は 8ビット幅
なので、2つの動作は 16 ビットの値をデータメモリへ
(から )移動することが必要です。

TLWT t,f と TABLWT t,i,f 命令は、データメモリ空
間からプログラムメモリ空間へデータをライトする時
に使用します。TLRD t,f と TABLRD t,i,f 命令は、プ
ログラムメモリ空間からデータメモリ空間へデータを
ライトする時に使用します。

プログラムメモリは内部、外部とも可能です。プロ
グラムメモリを外部へアクセスするためには、デバイ
スは拡張マイクロコントローラかマイクロプロセッサ
モードで動作していることが必要です。

図 8-1 から 8-4 に、これら 4 つの命令の動作を示し
ます。

図 図 図 図 8888- 1:1:1:1: TTTTLLLLWWWWTTTT 命命命命令令令令の動の動の動の動作 作 作 作                     

TABLE POINTER

TABLE LATCH (16-bit)

PROGRAM MEMORY
DATA

MEMORY

TBLPTRH TBLPTRL

TABLATH TABLATL

f

TLWT  1,f TLWT  0,f

1

注 1: レジスタ‘f’からの 8ビットの値は、TABLAT 
(16 ビット ) の上位または下位バイトにロード
されます。
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図 図 図 図 8888- 2:2:2:2: TTTTABLWABLWABLWABLWTTTT 命命命命令の令の令の令の動動動動作  作  作  作                      

TABLE POINTER

TABLE LATCH (16-bit)

PROGRAM MEMORY
DATA

MEMORY

TBLPTRH TBLPTRL

TABLATH TABLATL

f

TABLWT  1,i,f TABLWT  0,i,f

1

Prog-Mem
(TBLPTR)

2

注 1: レジスタ‘f’からの 8ビットの値は、
TABLAT(16 ビット )の上位または下位バイトに
ロードされます。

   2: 16 ビットの TABLAT の値は、プログラムメモリ
(TBLPTR) をアドレスするために書かれたもので
す。

   3: “i”=1 なら、TBLPTR=TBLPTR+1、“i”=0 なら、
TBLPTR は不変。

3 3
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図 図 図 図 8888- 3:3:3:3: TTTTLLLLRRRRDDDD 命命命命令令令令の動の動の動の動作 作 作 作                     

TABLE POINTER

TABLE LATCH (16-bit)

PROGRAM MEMORY
DATA

MEMORY

TBLPTRH TBLPTRL

TABLATH TABLATL

f

TLRD  1,f TLRD  0,f

1

注 1: TABLAT(16 ビット ) の上位または下位バイトか
らの 8ビットの値は、レジスタ‘f’にロードさ
れます。
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図 図 図 図 8888- 4:4:4:4: TTTTABLRABLRABLRABLRDDDD 命命命命令の令の令の令の動動動動作  作  作  作                  

TABLE POINTER

TABLE LATCH (16-bit)

PROGRAM MEMORY
DATA

MEMORY

TBLPTRH TBLPTRL

TABLATH TABLATL

f

TABLRD  1,i,f TABLRD  0,i,f

1

Prog-Mem
(TBLPTR)

2

注 1: TABLAT(16 ビット ) の上位または下位バイトか
らの 8ビットの値は、レジスタ‘f’にロード
されます。

   2: プログラムメモリ (TBLPTR) の 16 ビットの値
は、TABLAT レジスタにロードされます。

   3: “i”=1 なら、TBLPTR=TBLPTR+1、“i”=0 なら、
TBLPTR は不変。

33
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PIC17C75X
8888....1111 内内内内部メ部メ部メ部メモモモモリへリへリへリへののののテーテーテーテーブブブブルラルラルラルライイイイトトトト

内部メモリへのテーブルライトの動作は、ロングラ
イト動作を引き起こします。ロングライトは、内部
EPROM をプログラミングするために必要です。命令の
実行はロングライトサイクルの間停止します。ロング
ライトは、イネーブルされた割込みにより終わります。
EPROM がうまくプログラムされたことを確認するため
には、最小のプログラミングタイムが必要です (仕様
＃ D114 参照 )。ロングライトを終わらせるためにイ
ネーブルされた 1 つの割込みだけを持つことにより、
意図しない割込みがロングライトを途中で終わらせな
いようにします。

内部プログラムメモリのロケーションをプログラミ
ングするためのイベントのシーケンスは、下記のとお
りです。

1111.... EEEEPPPPROROROROMMMM ププププロロロロググググララララムムムムののののラララライイイイトトトトをををを終終終終わわわわららららせせせせるるるる要要要要因因因因をををを除除除除いいいいてててて、、、、
すすすすべべべべててててのののの割割割割込込込込みみみみ要要要要因因因因ををををデデデディィィィセセセセーーーーブブブブルルルルににににししししまままますすすす。。。。

2222.... MMMMCCCCLRLRLRLR////VpVpVpVppppp ピピピピンンンンををををププププロロロロググググララララミミミミンンンンググググすすすするるるる電電電電圧圧圧圧にににに引引引引きききき上上上上げげげげまままま
すすすす。。。。

3333.... WWWWDDDDTTTT ををををククククリリリリアアアアししししまままますすすす。。。。
4444.... テテテテーーーーブブブブルルルルラララライイイイトトトトをををを実実実実行行行行ししししまままますすすす。。。。割割割割込込込込みみみみははははロロロロンンンンググググラララライイイイトトトトをををを
終終終終わわわわららららせせせせまままますすすす。。。。

5555.... ププププロロロロググググララララムムムムししししたたたたメメメメモモモモリリリリロロロロケケケケーーーーシシシショョョョンンンンををををベベベベリリリリフフフファァァァイイイイししししまままま
すすすす (((( テテテテーーーーブブブブルルルルリリリリーーーードドドド ))))。 。 。 。                     

注注注注意意意意 1111:::: 要要要要求求求求通通通通りりりりののののププププロロロロググググララララミミミミンンンンググググがががが必必必必要要要要でででですすすす。。。。必必必必要要要要
ななななデデデデババババイイイイススススのののの電電電電気気気気的的的的仕仕仕仕様様様様にににに書書書書かかかかれれれれてててていいいいるるるるタタタタ
イイイイミミミミンンンンググググ仕仕仕仕様様様様をををを参参参参照照照照ししししててててくくくくだだだだささささいいいい。。。。ここここれれれれららららのののの
仕仕仕仕様様様様 (((( 温温温温度度度度をををを含含含含むむむむ )))) をををを守守守守ららららなななないいいいとととと、、、、EEEEPPPPROROROROMMMM のののの
ロロロロケケケケーーーーシシシショョョョンンンンにににに正正正正常常常常ににににデデデデーーーータタタタががががププププロロロロググググララララムムムム
さささされれれれなななないいいい結結結結果果果果ととととななななりりりり、、、、状状状状態態態態ののののオオオオーーーーババババーーーータタタタイイイイムムムム
をををを失失失失ううううここここととととががががあああありりりりまままますすすす。。。。

注注注注意 意 意 意 2:2:2:2: VVVVpppppppp のののの電電電電圧圧圧圧レレレレベベベベルルルルがががが十十十十分分分分ででででなななないいいい場場場場合合合合、、、、テテテテーーーーブブブブ
ルルルルラララライイイイトトトトはははは 2222 ササササイイイイククククルルルルラララライイイイトトトトでででで、、、、ププププロロロロググググララララムムムム
メメメメモモモモリリリリはははは変変変変化化化化ししししまままませせせせんんんん。。。。
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8.18.18.18.1....1111 ロロロロンンンンググググラララライイイイトトトトのののの終終終終了了了了

割込み要因またはリセットが、ロングライトの動作
を終わらせる唯一のイベントです。割込み要因からロ
ングライトを終わらせるためには割込みイネーブル
ビットとフラグビットがセットされることが必要で
す。GLINTD ビットだけが割込みベクタアドレスへの分
岐をイネーブルにします。

T0CKI、RA0/INT、TMR0 割込み要因がロングライトを
終わらせるために使われる場合、もっとも高い優先権
のあるイネーブルされた割込みのインターラプトフラ
グが、ロングライトを終わらせ、自動的にクリアされ
ます。    

周辺割込みの要因をロングライトを終わらせるため
に使用する場合、割込みのイネーブルビットとフラグ
ビットをセットする必要があります。割込みフラグは、
割込みベクタアドレスに分岐することで自動的にはク
リアされません。
GLINTD ビットは、ロングライトが終わる時、プログ
ラムが割込みベクタに分岐するかどうかを決定しま
す。GLINTD をクリアするとプログラムは分岐され、
GLINTDをセットするとプログラムは割込みベクタアド
レスには分岐しません。

注注注注意意意意 1111:::: 割割割割込込込込みみみみががががペペペペンンンンデデデディィィィンンンンググググのののの場場場場合合合合、、、、TTTTAAAABLWBLWBLWBLWTTTT はははは打打打打ちちちち
切切切切らららられれれれまままますすすす ((((NNNNOOOOPPPP をををを実実実実行行行行 ))))。。。。イイイイネネネネーーーーブブブブルルルルさささされれれれてててて
いいいいるるるる TTTT0000CKCKCKCKIIII、、、、RRRRAAAA0/I0/I0/I0/INNNNTTTT、、、、TTTTMRMRMRMR0000 要要要要因因因因かかかかららららのののの、、、、ももももっっっっ
とととともももも高高高高いいいい優優優優先先先先権権権権をををを持持持持つつつつペペペペンンンンデデデディィィィンンンンググググのののの割割割割込込込込
みみみみががががそそそそののののフフフフララララググググををををククククリリリリアアアアししししまままますすすす。。。。

注注注注意 2:意 2:意 2:意 2: 割割割割込込込込みみみみががががププププロロロロググググララララムムムムののののラララライイイイトトトトタタタタイイイイミミミミンンンンググググにににに
使使使使用用用用さささされれれれてててていいいいなななないいいい場場場場合合合合、、、、割割割割込込込込みみみみををををデデデディィィィセセセセーーーーブブブブ
ルルルルすすすするるるる必必必必要要要要ががががあああありりりりまままますすすす。。。。ここここれれれれにににによよよよりりりり割割割割込込込込みみみみがががが
失失失失わわわわれれれれずずずず、、、、ままままたたたたロロロロンンンンググググラララライイイイトトトトをををを早早早早くくくく終終終終わわわわららららせせせせ
なななないいいいよよよよううううににににししししまままますすすす。。。。
表 表 表 表 8888- 1:1:1:1: 割割割割込込込込みみみみ ---- テーテーテーテーブブブブルラルラルラルライイイイトのトのトのトの相相相相互作互作互作互作用 用 用 用             

Interru pt
Source

GLINTD
Enable

Bit
Flag
Bit

Action

RA0/INT, TMR0, 
T0CKI

0

0
1
1

1

1
0
1

1

0
x
1

ロロロロンンンンググググテテテテーーーーブブブブルルルルラララライイイイトトトトをををを終終終終了了了了 (((( 内内内内部部部部ププププロロロロググググララララムムムムメメメメモモモモリリリリにににに
))))、、、、割割割割込込込込みみみみベベベベククククトトトトルルルルにににに分分分分岐岐岐岐 (((( 分分分分岐岐岐岐ががががフフフフララララググググビビビビッッッットトトトををををククククリリリリ
アアアア ))))。。。。
ななななしししし
ななななしししし
テテテテーーーーブブブブルルルルラララライイイイトトトトをををを終終終終了了了了、、、、割割割割込込込込みみみみベベベベククククトトトトルルルルにににに分分分分岐岐岐岐ししししなななないいいい ((((
フフフフララララググググがががが自自自自動動動動的的的的ににににククククリリリリアアアア ))))。。。。

Peripheral 0
0
1
1

1
1
0
1

1
0
x
1

テテテテーーーーブブブブルルルルラララライイイイトトトトをををを終終終終了了了了、、、、割割割割込込込込みみみみベベベベククククトトトトルルルルにににに分分分分岐岐岐岐。。。。
ななななしししし
ななななしししし
テテテテーーーーブブブブルルルルラララライイイイトトトトをををを終終終終了了了了、、、、割割割割込込込込みみみみベベベベククククトトトトルルルルにににに分分分分岐岐岐岐ししししなななないいいい ((((
フフフフララララググググががががセセセセッッッットトトトさささされれれれたたたたまままままままま ))))。。。。
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8888....2222 外外外外部メ部メ部メ部メモモモモリへリへリへリへののののテーテーテーテーブブブブルラルラルラルライイイイトトトト

外部メモリへのテーブルライトは、常に 2 サイクル
命令です。2 番目のサイクルがデータを外部メモリの
ロケーションに書き込みます。外部メモリをライトす
るためのイベントのシーケンスは、内部メモリのライ
トと同様です。        

注注注注意意意意 :::: 割割割割込込込込みみみみががががペペペペンンンンデデデディィィィンンンンググググのののの場場場場合合合合、、、、ままままたたたたはははは TTTTABABABABLLLLWTWTWTWT
のののの間間間間にににに起起起起ここここるるるる場場場場合合合合、、、、2222 ササササイイイイククククルルルルののののテテテテーーーーブブブブルルルルラララライイイイ
トトトトがががが終終終終了了了了ししししまままますすすす。。。。RRRRA0A0A0A0////ININININTTTT、、、、TTTTMRMRMRMR0000、、、、TTTT0C0C0C0CKKKKIIII のののの割割割割
込込込込みみみみフフフフララララググググはははは自自自自動動動動的的的的ににににククククリリリリアアアアさささされれれれるるるるかかかか、ペ、ペ、ペ、ペンンンン
デデデディィィィンンンンググググのののの周周周周辺辺辺辺割割割割込込込込みみみみがががが認認認認知知知知さささされれれれまままますすすす。。。。
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8.28.28.28.2....2222 テテテテーーーーブブブブルルルルラララライイイイトトトトココココーーーードドドド

TABLWT 命令の “i”オペランドは、16 ビット TBLPTR
レジスタの値が自動的に増分するよう (次のライト用
)に設定できます。 例 8-1 では、TBLPTR レジスタは自
動的には増分しません。

例 例 例 例 8-1:8-1:8-1:8-1: テテテテーーーーブルブルブルブルラララライト イト イト イト                     

  CLRWDT                  ; Clear WDT 
  MOVLW   HIGH (TBL_ADDR) ; Load the Table 
  MOVWF   TBLPTRH         ;   address 
  MOVLW   LOW (TBL_ADDR)  ; 
  MOVWF   TBLPTRL         ; 
  MOVLW   HIGH (DATA)     ; Load HI byte 
  TLWT    1, WREG         ;   in TABLATH 
  MOVLW   LOW (DATA)      ; Load LO byte 
  TABLWT  0,0,WREG        ;   in TABLATH 
                          ;   and write to 
                          ;   program memory
                          ;   (Ext. SRAM)
図 図 図 図 8888- 5:5:5:5: TTTTAAAABLWBLWBLWBLWTTTT ラララライトイトイトイトののののタイタイタイタイミミミミング ング ング ング      （外 （外 （外 （外部部部部メモメモメモメモリリリリ） ） ） ）                 

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4

AD15:AD0

Instruction
fetched

Instruction
executed

ALE

OE

WR

TABLWT INST (PC+1)

INST (PC-1) TABLWT cycle1 TABLWT cycle2

INST (PC+2)

Data write cycle

'1'

PC PC+1 TBL PC+2Data out

INST (PC+1) 

注意：  外部のライトで、GLINTD=‘1’、イネーブルビット =‘1’の場合、‘1’→フラグビットの時はテーブルライトを実
行。もっとも上位のペンディング割込みがクリアされます。
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図 図 図 図 8888- 6:6:6:6: 連連連連続し続し続し続したたたた TABLTABLTABLTABLWWWWTTTT ライライライライトトトトのタのタのタのタイイイイミンミンミンミンググググ (((( 外外外外部部部部メモメモメモメモリリリリ )   )   )   )                   

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4

AD15:AD0

Instruction
fetched

Instruction
executed

ALE

OE

WR

PC

TABLWT1 TABLWT2 INST (PC+2)

INST (PC-1) TABLWT1 cycle1 TABLWT1 cycle2 TABLWT2 cycle1 TABLWT2 cycle2

Data write cycle Data write cycle

INST (PC+3)

PC+1 TBL1 PC+2 TBL2 PC+3Data out 1 Data out 2

INST (PC+2)
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8888....3333 テテテテーブーブーブーブルルルルリーリーリーリードドドド

テーブルリードによりプログラムメモリを読み込む
ことが可能です。これにより定数がプログラムメモリ
空間の中に保存され、必要時にデータメモリに取り出
すことが可能です。例 8-2 はプログラムメモリアドレ
ス TBLPTR での 16 ビットの値のリードです。ダミーの
バイトが TABLATH からリードされた後、その TABLATH
はプログラムメモリアドレス TBLPTR+1 から 16 ビット
のデータをロードします。最初のリードはデータを
ラッチにロードし、ダミーのリードとみなすことが可
能です (未知のデータが‘f’にロードされる )。INDF0
は、自動増分または自動減分のどちらかに設定する必
要があります。
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例 例 例 例 8-2:8-2:8-2:8-2: テテテテーーーーブルブルブルブルリリリリード ード ード ード                     

  MOVLW   HIGH (TBL_ADDR) ; Load the Table 
  MOVWF   TBLPTRH         ;   address 
  MOVLW   LOW (TBL_ADDR)  ; 
  MOVWF   TBLPTRL         ; 
  TABLRD  0,0,DUMMY    ; Dummy read, 
                       ;  Updates TABLATH
  TLRD    1, INDF0     ; Read HI byte 
                       ;   of TABLATH 
  TABLRD  0,1,INDF0    ; Read LO byte 
                       ;   of TABLATH and 
                       ;   Update TABLATH 
図 図 図 図 8888- 7:7:7:7: TTTTAAAABLRBLRBLRBLRDDDD ののののタイタイタイタイミミミミング ング ング ング                                 

図 図 図 図 8888- 8:8:8:8: TTTTAAAABLRBLRBLRBLRDDDD ののののタイタイタイタイミミミミンンンンググググ (((( 連続連続連続連続ししししたたたた TATATATABBBBLRLRLRLRDDDD 命命命命令令令令 )   )   )   )           

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4

AD15:AD0

Instruction
fetched

Instruction
executed

ALE

OE

WR

TABLRD INST (PC+1) INST (PC+2)

INST (PC-1) TABLRD cycle1 TABLRD cycle2 INST (PC+1)

Data read cycle

PC PC+1 TBL Data in PC+2

'1'

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4

AD15:AD0

Instruction
fetched

Instruction
executed

TABLRD1 TABLRD2 INST (PC+2) INST (PC+3)

INST (PC+2)

ALE

OE

WR

INST (PC-1) TABLRD1 cycle1 TABLRD1 cycle2 TABLRD2 cycle1 TABLRD2 cycle2

Data read cycle Data read cycle

'1'

PC PC+1 PC+2 PC+3TBL1 Data in 1 TBL2 Data in 2
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9.09.09.09.0 ハードウェアマルチプライアハードウェアマルチプライアハードウェアマルチプライアハードウェアマルチプライア
PIC17C75X のデバイスにはすべて、デバイスの ALU に
含まれる 8× 8 のハードウェアマルチプライアがあり
ます。ハードウェアで乗算をすることにより、必要な
命令サイクルは１サイクルのみです。これは 16bit の
結果を与える符号無し乗算です。その結果は 16bit の
PRODuct レジスタ (PRODH:PRODL) に保存されます。乗
算器は、ALUSTA レジスタのどのフラグにも影響を与え
ません。

8 × 8 のマルチプライアをシングルサイクルで実行
させることにより、次のような利点があります。

････ よよよよりりりり高高高高度度度度にににに計計計計算算算算ででででききききるるるるススススルルルルーーーーププププッッッットトトト
････ 乗乗乗乗算算算算ののののアアアアルルルルゴゴゴゴリリリリズズズズムムムムにににに必必必必要要要要ななななココココーーーードドドドササササイイイイズズズズのののの縮縮縮縮小小小小

高性能化により、このデバイスを DSP( Digital
Signal Processor )として応用することが出来るよう
になりました。

 表 9-1 に、シングルサイクルのハードウェア乗算器
を使った PIC17CXXX デバイスと、ハードウェア乗算器
なしで同じ機能を実行する場合との性能の比較を示し
ます。

 例 9-1 に、8× 8 の符号無し乗算をするためのシー
ケンスを示します。乗算の 1つのアーギュメントがす
でに WREG レジスタにロードされている場合、必要とさ
れるのは 1つの命令だけです。
 1997 Microchip Technology Inc. Prelimin
この日本語データシートは参考資料で
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 例 9-2 に、8 × 8 の符号付き乗算をするためのシー
ケンスを示します。引数のサインビットを判断するた
めには、それぞれのアーギュメントの最上位ビット
(MSb) をテストし、適切な減算を行ないます。

例 例 例 例 9-1:9-1:9-1:9-1: 8888 ×××× 8888 のののの符符符符号無号無号無号無しししし乗算乗算乗算乗算ルルルルーチーチーチーチン ン ン ン         

例 例 例 例 9-2:9-2:9-2:9-2: 8888××××8888のののの符号符号符号符号付付付付き乗き乗き乗き乗算算算算ルールールールーチチチチン  ン  ン  ン                  

     MOVFP    ARG1, WREG  ; 
     MULWF    ARG2        ; ARG1 * ARG2 -> 
                          ;   PRODH:PRODL 

     MOVFP    ARG1, WREG 
     MULWF    ARG2        ; ARG1 * ARG2 -> 
                          ;   PRODH:PRODL 
     BTFSC    ARG2, SB    ; Test Sign Bit 
     SUBWF    PRODH, F    ; PRODH = PRODH 
                          ;         - ARG1 
     MOVFP    ARG2, WREG 
     BTFSC    ARG1, SB    ; Test Sign Bit 
     SUBWF    PRODH, F    ; PRODH = PRODH 
                          ;         - ARG2 
表 表 表 表 9999- 1:1:1:1: 性性性性能の能の能の能の比比比比較   較   較   較           

ルルルルーーーーチチチチンンンン 乗乗乗乗算算算算のののの方方方方法法法法
ププププロロロロググググララララムムムムメメメメモモモモリリリリ

(Wo(Wo(Wo(Worrrrdsdsdsds))))
ササササイイイイククククルルルル    
((((MaMaMaMaxxxx))))

時時時時間間間間

@ 33 MHz

8 8 8 8 x x x x 8 8 8 8 符符符符号号号号無無無無しししし ハハハハーーーードドドドウウウウエエエエアアアア乗乗乗乗算算算算器器器器をををを使使使使用用用用ししししなななないいいい 13 69 8.364 ms

ハハハハーーーードドドドウウウウエエエエアアアア乗乗乗乗算算算算器器器器をををを使使使使用用用用 1 1 0.121 ms

8 8 8 8 x x x x 8 8 8 8 符符符符号号号号付付付付きききき ハハハハーーーードドドドウウウウエエエエアアアア乗乗乗乗算算算算器器器器をををを使使使使用用用用ししししなななないいいい — — —

ハハハハーーーードドドドウウウウエエエエアアアア乗乗乗乗算算算算器器器器をををを使使使使用用用用 6 6 0.727 ms

11116 x6 x6 x6 x    16 符16 符16 符16 符号号号号無無無無しししし ハハハハーーーードドドドウウウウエエエエアアアア乗乗乗乗算算算算器器器器をををを使使使使用用用用ししししなななないいいい 21 242 29.333 ms

ハハハハーーーードドドドウウウウエエエエアアアア乗乗乗乗算算算算器器器器をををを使使使使用用用用 24 24 2.91 ms

11116 x6 x6 x6 x    16 符16 符16 符16 符号号号号付付付付きききき ハハハハーーーードドドドウウウウエエエエアアアア乗乗乗乗算算算算器器器器をををを使使使使用用用用ししししなななないいいい 52 254 30.788 ms

ハハハハーーーードドドドウウウウエエエエアアアア乗乗乗乗算算算算器器器器をををを使使使使用用用用 36 36 4.36 ms
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例 9-3 に、16× 16 の符号無し乗算をするためのシー
ケンスを示します。式 9-1 は、使用したアルゴリズム
を示します。32bitの結果は、4つのレジスタRES3:RES0
に保存されます。

式 式 式 式 9-1:9-1:9-1:9-1: 11116666 ×××× 11116666 の符の符の符の符号号号号無し無し無し無し乗乗乗乗算の算の算の算の
アアアアルゴルゴルゴルゴリリリリズムズムズムズム

RES3:RES0 = ARG1H:ARG1L • ARG2H:ARG2L

= (ARG1H • ARG2H • 216) +

(ARG1H • ARG2L • 28) +

(ARG1L • ARG2H • 28) +

(ARG1L • ARG2L)
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例 例 例 例 9-3:9-3:9-3:9-3: 11116666 ×××× 11116666 のののの符号符号符号符号無無無無し乗し乗し乗し乗算算算算ルールールールーチチチチンンンン

   MOVFP    ARG1L, WREG 
   MULWF    ARG2L       ; ARG1L * ARG2L -> 
                        ;   PRODH:PRODL 
   MOVPF    PRODH, RES1 ; 
   MOVPF    PRODL, RES0 ; 
; 
   MOVFP    ARG1H, WREG 
   MULWF    ARG2H       ; ARG1H * ARG2H -> 
                        ;   PRODH:PRODL 
   MOVPF    PRODH, RES3 ; 
   MOVPF    PRODL, RES2 ; 
; 
   MOVFP    ARG1L, WREG 
   MULWF    ARG2H       ; ARG1L * ARG2H -> 
                        ;   PRODH:PRODL 
   MOVFP    PRODL, WREG ; 
   ADDWF    RES1, F     ; Add cross 
   MOVFP    PRODH, WREG ;    products 
   ADDWFC   RES2, F     ; 
   CLRF     WREG, F     ; 
   ADDWFC   RES3, F     ; 
; 
   MOVFP    ARG1H, WREG ; 
   MULWF    ARG2L       ; ARG1H * ARG2L -> 
                        ;   PRODH:PRODL 
   MOVFP    PRODL, WREG ; 
   ADDWF    RES1, F     ; Add cross 
   MOVFP    PRODH, WREG ;    products 
   ADDWFC   RES2, F     ; 
   CLRF     WREG, F     ; 
   ADDWFC   RES3, F     ; 
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例 9-4 に、16× 16 の符号付き乗算をするためのシー
ケンスを示します。方程式 9-2 は、使用したアルゴリ
ズムを示します。32bit の結果は、4 つのレジスタ
RES3:RES0 に保存されます。アーギュメントのサイン
ビットを数えるためには、それぞれのアーギュメント
ペアの最上位ビット (MSb) をテストし、適切な減算を
行ないます。

式 式 式 式 9-29-29-29-2:::: 11116666 ×××× 11116666 の符の符の符の符号号号号付き付き付き付き乗乗乗乗算の算の算の算の
アアアアルゴルゴルゴルゴリリリリズムズムズムズム

RES3:RES0

= ARG1H:ARG1L • ARG2H:ARG2L

= (ARG1H • ARG2H • 216) +

(ARG1H • ARG2L • 28) +

(ARG1L • ARG2H • 28) +

(ARG1L • ARG2L) +

(-1 • ARG2H<7> • ARG1H:ARG1L • 216) +

(-1 • ARG1H<7> • ARG2H:ARG2L • 216)
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例 例 例 例 9-4:9-4:9-4:9-4: 11116666××××11116666のののの符符符符号付号付号付号付きききき乗算乗算乗算乗算ルルルルーチーチーチーチン ン ン ン                     

   MOVFP    ARG1L, WREG 
   MULWF    ARG2L       ; ARG1L * ARG2L -> 
                        ;   PRODH:PRODL 
   MOVPF    PRODH, RES1 ; 
   MOVPF    PRODL, RES0 ; 
; 
   MOVFP    ARG1H, WREG 
   MULWF    ARG2H       ; ARG1H * ARG2H -> 
                        ;   PRODH:PRODL 
   MOVPF    PRODH, RES3 ; 
   MOVPF    PRODL, RES2 ; 
; 
   MOVFP    ARG1L, WREG 
   MULWF    ARG2H       ; ARG1L * ARG2H -> 
                        ;   PRODH:PRODL 
   MOVFP    PRODL, WREG ; 
   ADDWF    RES1, F     ; Add cross 
   MOVFP    PRODH, WREG ;    products 
   ADDWFC   RES2, F     ; 
   CLRF     WREG, F     ; 
   ADDWFC   RES3, F     ; 
; 
   MOVFP    ARG1H, WREG ; 
   MULWF    ARG2L       ; ARG1H * ARG2L -> 
                        ;   PRODH:PRODL 
   MOVFP    PRODL, WREG ; 
   ADDWF    RES1, F     ; Add cross 
   MOVFP    PRODH, WREG ;    products 
   ADDWFC   RES2, F     ; 
   CLRF     WREG, F     ; 
   ADDWFC   RES3, F     ; 
; 
   BTFSS    ARG2H, 7    ; ARG2H:ARG2L neg? 
   GOTO     SIGN_ARG1   ; no, check ARG1 
   MOVFP    ARG1L, WREG ; 
   SUBWF    RES2        ; 
   MOVFP    ARG1H, WREG ; 
   SUBWFB   RES3 
; 
SIGN_ARG1 
   BTFSS    ARG1H, 7    ; ARG1H:ARG1L neg? 
   GOTO     CONT_CODE   ; no, done 
   MOVFP    ARG2L, WREG ; 
   SUBWF    RES2        ; 
   MOVFP    ARG2H, WREG ; 
   SUBWFB   RES3 
; 
CONT_CODE 
     : 
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PIC17C75X
10.010.010.010.0 I/I/I/I/OOOO ポートポートポートポート
PIC17C75Xデバイスは PORTAから PORTGの 7つの I/O
ポートを持っています。PORTB から PORTG には対応す
るデータディレクションレジスタ (DDR) があり、それ
らは入力または出力としてポートピンを設定するのに
使用されます。これら 7つのポートは 50 本の I/O ピン
から成っています。これらのポートピンのいくつかは、
代替機能で多重化されています。

  PORTC、PORTD、PORTE はシステムバスで多重化さ
れています。デバイスのコンフィギュレーションビッ
トが、マイクロプロセッサモードまたは拡張マイクロ
コントローラモードに選択されている時は、これらの
ピンはシステムバスとして設定されます。他の 2つの
マイクロコントローラモードでは、これらのピンは汎
用 I/O です。

 PORTA、PORTB、PORTE<3>、 PORTF、PORTG はデバイ
スの周辺機能と多重化されています。これらの周辺機
能は下記の通りです。

････ タタタタイイイイママママモモモモジジジジュュュューーーールルルル
････ キキキキャャャャププププチチチチャャャャモモモモジジジジュュュューーーールルルル
････ PPPPWWWWMMMM モモモモジジジジュュュューーーールルルル
････ UUUUSARSARSARSARTTTT/S/S/S/SCCCCIIII モモモモジジジジュュュューーーールルルル
････ SSSSSSSSPPPP モモモモジジジジュュュューーーールルルル
････ AAAA////DDDD モモモモジジジジュュュューーーールルルル
････ 外外外外部部部部割割割割込込込込みみみみピピピピンンンン

これらの周辺モジュールのいくつかがオンになる
と、ポートピンは自動的に代替機能を設定します。こ
れを行なうモジュールは下記の通りです。

････ PPPPWWWWMMMM モモモモジジジジュュュューーーールルルル
････ SSSSSSSSPPPP モモモモジジジジュュュューーーールルルル
････ UUUUSARSARSARSARTTTT/S/S/S/SCCCCIIII モモモモジジジジュュュューーーールルルル

周辺モジュールによりピンが自動的に出力として設
定される場合、ピンのデータディレクション(DDR)ビッ
トは不定です。周辺モジュールをディセーブルした後、
DDR ビットを必要な設定に再度初期化する必要があり
ます。

 他の周辺モジュール (入力を必要とする )は、それ
らのデータディレクションビットを適切に設定しなけ
ればなりません。     

注注注注意意意意 :::: 周辺入力であるピンは周辺入力であるピンは周辺入力であるピンは周辺入力であるピンは、、、、出力として出力として出力として出力として設設設設定できま定できま定できま定できま
すすすす (DDRx<y(DDRx<y(DDRx<y(DDRx<y>>>> はクリはクリはクリはクリアアアア ))))。。。。周辺のイベ周辺のイベ周辺のイベ周辺のイベンンンントはポートはポートはポートはポー
トピンのアクション出トピンのアクション出トピンのアクション出トピンのアクション出力力力力により決定されますにより決定されますにより決定されますにより決定されます。。。。
 1997 Microchip Technology Inc. Prelimin
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11110.10.10.10.1 PPPPORTORTORTORTAAAA レレレレジスジスジスジスタタタタ

PORTA は 6bit 幅のラッチです。PORTA には、対応す
るデータディレクションレジスタ(DDR)はありません。

PORTA を読み込むと、そのピンのステータスを読み
出します。

RA1 ピンは TMR0 クロック入力と、RA2 と RA3 は SSP
機能と、RA4 と RA5 は USART1 機能と多重化されます。
RA2、RA3、RA4、RA5 出力としての制御は、それぞれの
多重化された周辺モジュールにより自動的に設定され
ます。

10.1.1 出力としての RA2、RA3 の使用法

RA2 と RA3 ピンはオープンドレイン出力です。出力
としてRA2と(または)RA3ピンを使うには、単にPOTRA
レジスタに必要な値を書き込むだけです。‘0’はピン
をローで動かし、‘1’はピンをフロート (高インピー
ダンス )にします。外部プルアップ抵抗器はピンをハ
イするために使用する必要があります。RA2 と RA3 ピ
ンへのライトは、他の PORTA ピンには影響を与えませ
ん。       

図 図 図 図 10101010- 1111:::: RRRRAAAA0000 とととと RRRRAAAA1111 ののののブブブブロッロッロッロックククク図   図   図   図           

注注注注意意意意 :::: 出力とし出力とし出力とし出力としてててて RARARARA2222 やややや RARARARA3333 ピンを使ピンを使ピンを使ピンを使うううう時は、PORTA時は、PORTA時は、PORTA時は、PORTA
でのリーでのリーでのリーでのリードドドド----モディファモディファモディファモディファイイイイ----ライト命ライト命ライト命ライト命令令令令((((例え例え例え例え
ばばばば BCFBCFBCFBCF、、、、BSF、BTGBSF、BTGBSF、BTGBSF、BTG)))) ははははお勧めできませんお勧めできませんお勧めできませんお勧めできません。。。。
それはそれはそれはそれは、、、、ポートピンを読みポートピンを読みポートピンを読みポートピンを読み込込込込みみみみ、、、、必必必必要な動作を要な動作を要な動作を要な動作を
しししし、、、、そそそそれれれれからこの値をデータラッからこの値をデータラッからこの値をデータラッからこの値をデータラッチチチチに書き込むに書き込むに書き込むに書き込む
動作です動作です動作です動作です。。。。これは不注意これは不注意これは不注意これは不注意にににに RARARARA2222 やややや RARARARA3333 ピンが入ピンが入ピンが入ピンが入
力から出力力から出力力から出力力から出力にににに((((逆もあ逆もあ逆もあ逆もありりりり))))切り替切り替切り替切り替わわわわる場合がある場合がある場合がある場合があ
りますりますりますります。 。 。 。                                                                                                                                                                                                                                                                         
この可能性をさけこの可能性をさけこの可能性をさけこの可能性をさけるるるるためにためにためにために、、、、PORTPORTPORTPORTAAAA 用のシャド用のシャド用のシャド用のシャド
ウレジスタを使用ウレジスタを使用ウレジスタを使用ウレジスタを使用ししししますますますます。。。。このシこのシこのシこのシャャャャドウレジスドウレジスドウレジスドウレジス
タ上でビット動作タ上でビット動作タ上でビット動作タ上でビット動作ををををしししし、、、、それそれそれそれをををを PORTPORTPORTPORTAAAA に移動しに移動しに移動しに移動し
ますますますます。。。。

DATA BUS

RD_PORTA
(Q2)

注意： I/O ピンは VDD および Vss に対する保護ダイオード付。
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PIC17C75X
例 10-1 に、PORTA を初期化するための命令のシーケ
ンスを示します。そのポートを初期化するためには、
バンクセレクトレジスタ (BSR) をバンク 0に選択する
必要があります。次の例は、バンク切り換えのために
MOVLB 命令を使用して BSR レジスタにデータをロード
するものです。

例 例 例 例 10-110-110-110-1:::: PORTPORTPORTPORTAAAA の初の初の初の初期期期期化   化   化   化               

図 図 図 図 10101010- 2222:::: RRRRAAAA2222 ののののブブブブロッロッロッロックククク図    図    図    図            

    MOVLB  0      ; Select Bank 0 
    MOVLW  0xF3   ; 
    MOVPF  PORTA  ; Initialize PORTA 
                  ;   RA<3:2> are output low 
                  ;   RA<5:4> and RA<1:0> 
                  ;   are inputs 
                  ;   (outputs floating) 

Data Bus

WR_PORTA
(Q4)

Q D

Q CK

RD_PORTA
(Q2)

QD

EN

Peripheral data in

1

0

I2C Mode enable

SCL out

注意：I/O ピンは Vss に対する保護ダイオード付き。
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図 図 図 図 10101010- 3333:::: RRRRAAAA3333 ののののブブブブロッロッロッロックククク図   図   図   図           

図 図 図 図 10101010- 4444:::: RRRRAAAA4444 とととと RRRRAAAA5555 ののののブブブブロッロッロッロックククク図   図   図   図               

Data Bus

WR_PORTA
(Q4)

Q D

Q CK

RD_PORTA
(Q2)

QD

EN

Peripheral data in

SDA out

SSP Mode

“1”

注意：I/O ピンは Vss に対する保護ダイオード付き。

Data Bus

RD_PORTA
(Q2)

Serial port output signals

Serial port input signal

OE = SPEN,SYNC,TXEN, CREN, SREN for RA4

OE = SPEN (SYNC+SYNC,CSRC) for RA5

注意：I/O ピンは VDD と Vss に対する保護ダイオード付き。.
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す。最新版の英文データシート
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表 表 表 表 10101010- 1111:::: PPPPOOOORTRTRTRTAAAA のののの機機機機能能能能

表 表 表 表 10101010- 2222:::: PPPPOOOORTRTRTRTAAAA にににに関関関関連連連連すすすするレるレるレるレジジジジススススタタタタ //// ビッビッビッビット ト ト ト           

名名名名称称称称 BBBBit0it0it0it0 BuBuBuBufffffefefefer r r r TyTyTyTyppppeeee 機機機機能能能能

RRRRAAAA0/I0/I0/I0/INNNNTTTT bbbbit0it0it0it0 STSTSTST 入入入入力力力力ままままたたたたはははは外外外外部部部部割割割割込込込込みみみみ入入入入力力力力
RRRRAAAA1/T1/T1/T1/T0000CKICKICKICKI bbbbit1it1it1it1 STSTSTST 入入入入力力力力ままままたたたたはははは TTTTMRMRMRMR0000 タタタタイイイイママママ //// カカカカウウウウンンンンタタタタへへへへののののククククロロロロッッッックククク入入入入力力力力、、、、及及及及びびびび (((( ままままたたたたはははは )))) 外外外外部部部部

割割割割込込込込みみみみ入入入入力力力力。。。。

RRRRAAAA2/2/2/2/SSSSSSSS/SC/SC/SC/SCLLLL bbbbit2it2it2it2 STSTSTST 入入入入出出出出力力力力ままままたたたたはははは SPSPSPSPIIII 用用用用ののののススススレレレレーーーーブブブブ選選選選択択択択入入入入力力力力ままままたたたたはははは IIII2222CCCC ババババスススス用用用用ののののククククロロロロッッッックククク入入入入力力力力。。。。
出出出出力力力力ははははオオオオーーーーププププンンンンドドドドレレレレイイイインンンンタタタタイイイイププププ。。。。

RRRRAAAA3/S3/S3/S3/SDDDDI/SI/SI/SI/SDDDDAAAA bbbbit3it3it3it3 STSTSTST 入入入入出出出出力力力力ままままたたたたはははは SPSPSPSPIIII 用用用用ののののデデデデーーーータタタタ入入入入力力力力ままままたたたたはははは IIII2222CCCC ババババスススス用用用用ののののデデデデーーーータタタタ。。。。出出出出力力力力ははははオオオオーーーーププププ
ンンンンドドドドレレレレイイイインンンンタタタタイイイイププププ。。。。

RRRRAAAA4/R4/R4/R4/RXXXX1/D1/D1/D1/DTTTT1111 bbbbit4it4it4it4 STSTSTST 入入入入出出出出力力力力ままままたたたたはははは USUSUSUSAAAARTRTRTRT1111 非非非非同同同同期期期期受受受受信信信信、、、、ままままたたたたはははは UUUUSARSARSARSARTTTT1111 同同同同期期期期デデデデーーーータタタタ。。。。

RRRRAAAA5/T5/T5/T5/TXXXX1/C1/C1/C1/CKKKK1111 bbbbit5it5it5it5 STSTSTST 入入入入出出出出力力力力ままままたたたたはははは USUSUSUSAAAARTRTRTRT1111 非非非非同同同同期期期期送送送送信信信信、、、、ままままたたたたはははは UUUUSARSARSARSARTTTT1111 同同同同期期期期ククククロロロロッッッックククク。。。。
RRRRBBBBPUPUPUPU bbbbit7it7it7it7 — PPPPOOOORTRTRTRTBBBB ウウウウィィィィーーーーククククププププルルルルアアアアッッッッププププ用用用用のののの制制制制御御御御ビビビビッッッットトトト
凡凡凡凡例例例例 :::: STSTSTST==== シシシシュュュュミミミミッッッットトトトトトトトリリリリガガガガ入入入入力力力力

アアアアドドドドレレレレスススス 名名名名称称称称 Bit 7Bit 7Bit 7Bit 7 BBBBit 6it 6it 6it 6 Bit Bit Bit Bit 5555 Bit 4Bit 4Bit 4Bit 4 Bit 3Bit 3Bit 3Bit 3 Bit Bit Bit Bit 2 2 2 2 Bit 1Bit 1Bit 1Bit 1 Bit 0Bit 0Bit 0Bit 0 POR, BPOR, BPOR, BPOR, BOOOORRRR
ででででのののの値値値値

他他他他ののののリリリリセセセセッッッッ
トトトトででででのののの値値値値
(((( 注注注注１１１１ ))))

11110000h, Bank 0h, Bank 0h, Bank 0h, Bank 0 PORTAPORTAPORTAPORTA RBPURBPURBPURBPU — RA5/RA5/RA5/RA5/
TX1/CKTX1/CKTX1/CKTX1/CK1111

RA4/RA4/RA4/RA4/
RX1/DT1RX1/DT1RX1/DT1RX1/DT1

RA3RA3RA3RA3////
SDI/SDI/SDI/SDI/SSSSDADADADA

RA2/RA2/RA2/RA2/
SSSSSSSS/SCL/SCL/SCL/SCL RA1/T0CKIRA1/T0CKIRA1/T0CKIRA1/T0CKI RA0/INTRA0/INTRA0/INTRA0/INT

0-xx xxxx 0-uu uuuu

00005555h, Unbankedh, Unbankedh, Unbankedh, Unbanked T0STAT0STAT0STAT0STA INTEDG T0SE T0CS PS3 PS2 PS1 PS0 — 0000 000- 0000 000-

11113333h, Bank 0h, Bank 0h, Bank 0h, Bank 0 RCSTA1RCSTA1RCSTA1RCSTA1 SPEN RC9 SREN CREN — FERR OERR RC9D 0000 -00x 0000 -00u

11115555h, Bank 0h, Bank 0h, Bank 0h, Bank 0 TXSTA1TXSTA1TXSTA1TXSTA1 CSRC TX9 TXEN SYNC — — TRMT TX9D 0000 --1x 0000 --1u

凡凡凡凡例例例例 ::::  x x x x==== 不不不不定定定定、、、、uuuu==== 不不不不変変変変、、、、－－－－ ==== 未未未未使使使使用用用用、、、、‘‘‘‘0000’’’’ととととししししててててリリリリーーーードドドド。。。。網網網網掛掛掛掛けけけけのののの部部部部分分分分はははは PPPPORORORORTTTTAAAA でででではははは使使使使わわわわれれれれまままませせせせんんんん。。。。
注 1:注 1:注 1:注 1:  他 他 他 他のののの (((( パパパパワワワワーーーーアアアアッッッッププププ以以以以外外外外））））リリリリセセセセッッッットトトトはははは、、、、MMMMCCCCLLLLRRRR をををを通通通通るるるる外外外外部部部部リリリリセセセセッッッットトトトととととウウウウォォォォッッッッチチチチドドドドッッッッググググタタタタイイイイママママリリリリセセセセッッッットトトトをををを含含含含みみみみまままますすすす。。。。
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11110000.2.2.2.2 PPPPOOOORTRTRTRTBBBB とととと DDRDDRDDRDDRBBBB レレレレジスジスジスジスタタタタ

PORTB は 8 ビット幅の双方向性のポートです。対応
するデータディレクションレジスタは DDRB です。DDRB
の‘1’が入力として対応するポートピンを設定しま
す。DDRB レジスタの‘0’が出力として対応するポー
トピンを設定します。PORTB を読み込むと、そのピン
のステータスを読み出し、それに書き込むとポート
ラッチに書き入れます。

PORTB の各ピンには内部ウィークプルアップがあり
ます。１本の制御ビットですべてのプルアップをオン
にすることができます。これは RBPU(PORTA<7>) ビット
をクリアすることにより可能です。ウィークプルアッ
プはポートピンが出力として設定された時は自動的に
オフになります。このプルアップはどんなリセット時
でもイネーブルされます。

PORTB にもレベル変化割込み機能があります。入力
として設定されたピンのみこの割込みを発生させるこ
とはできます ( すなわち、出力として設定された
RB7:RB0 ピンがレベル変化割込みから除外されます )。
入力ピン (RB7:RB0 の ) は、PORTB のデータラッチの値
と比較されます。RB7:RB0 のミスマッチ出力は、PORTB
割込みフラグビット RBIF(PIR1<7>) をセットするため
に、一緒に OR されます。
DS30264A-J-page 68 Prelimin
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この割込みによりデバイスを SLEEP からウェークす
ることができます。次の方法により割込みサービス
ルーチンで割込みをクリアすることができます。 

a)a)a)a) PORPORPORPORTTTTBBBB ののののリリリリーーーードドドド ---- ラララライイイイトトトト (((( 例例例例ええええばばばば MMMMOVOVOVOVPPPPF F F F PPPPORTORTORTORTBBBB、、、、
PORPORPORPORTTTTB)B)B)B)。。。。ここここれれれれにににによよよよりりりりミミミミススススママママッッッッチチチチ状状状状態態態態がががが終終終終了了了了ししししまままま
すすすす。。。。

b)b)b)b) 次次次次にににに RRRRBIBIBIBIFFFF ビビビビッッッットトトトををををククククリリリリアアアアししししまままますすすす。。。。

ミスマッチ状態は RBIF ビットをセットし続けます。
PORTB のリードとライトによりミスマッチ状態が終了
しますので、RBIFビットをクリアすることができます。

このミスマッチの割込み機能は、このポートのソフ
トウェアで設定可能なプルアップにより、キーパッド
とのインターフェイスを容易にし、キーを押すことに
よるウェークアップを可能にします。一例として、ア
プリケーションノート AN552“キーストロークにおけ
るウェークアップのインプリメンティング”を参照し
てください。

レベル変化割込みは、PORTB をレベル変化割込みに
のみ使用している場合や、キーを押した時のウェーク
アップの使用にお勧めします。
図 図 図 図 10101010- 5555:::: RRRRBBBB5:RB5:RB5:RB5:RB4444 と と と と RB1RB1RB1RB1::::RBRBRBRB0000 ポポポポーーーートピトピトピトピンンンンのブのブのブのブロロロロックックックック図 図 図 図                     
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注意： I/O ピンには VDD と VSS に対して保護ダイオード付き。
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例 10-2 に、PORTB を初期化するための命令のシーケ
ンスを示します。そのポートを初期化するためには、
バンクセレクトレジスタ (BSR) をバンク 0に選択する
必要があります。次の例は、MOVLB 命令を使用して BSR
レジスタにデータをロードすものです。
 1997 Microchip Technology Inc. Prelimin
この日本語データシートは参考資料で
(http://www.microchip.com から入
例 例 例 例 10-210-210-210-2:::: PORPORPORPORTTTTBBBB の初の初の初の初期期期期化  化  化  化                      

MOVLB  0     ; Select Bank 0  
CLRF   PORTB  ; Initialize PORTB by clearing
              ;  output data latches 
MOVLW  0xCF   ; Value used to initialize 
              ;  data direction 
MOVWF  DDRB   ; Set RB<3:0> as inputs 
              ;   RB<5:4> as outputs 
              ;   RB<7:6> as inputs
図 図 図 図 10101010- 6666:::: RRRRBBBB3:RB3:RB3:RB3:RB2222 ポポポポートートートートピピピピンのンのンのンのブブブブロッロッロッロックククク図  図  図  図                      
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注意：I/O ピンは VDD と Vss に対する保護ダイオード付き。.
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図 図 図 図 10101010- 7777:::: RRRRBBBB6666 ポポポポーーーートピトピトピトピンンンンのブのブのブのブロロロロックックックック図 図 図 図         

図 図 図 図 10101010- 8888:::: RRRRBBBB7777 ポポポポーーーートピトピトピトピンンンンのブのブのブのブロロロロックックックック図 図 図 図         
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注意：I/O ピンは VDD と Vss に対する保護ダイオード付き。
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注意： I/O ピンは VDD と Vss に対する保護ダイオード付き。.
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表 表 表 表 10101010- 3333:::: PPPPOOOORTRTRTRTBBBB のののの機機機機能  能  能  能                  

表 表 表 表 10101010- 4444:::: PPPPOOOORTRTRTRTBBBB にににに関関関関連連連連すすすするレるレるレるレジジジジススススタタタタ //// ビッビッビッビット ト ト ト             

名名名名称称称称 BiBiBiBitttt BuBuBuBufffffefefefer r r r TyTyTyTyppppeeee 機機機機能能能能

RRRRBBBB0/C0/C0/C0/CAAAAP1P1P1P1 bbbbiiiit0t0t0t0 STSTSTST 入入入入出出出出力力力力ままままたたたたははははキキキキャャャャププププチチチチャャャャ 1111 入入入入力力力力ピピピピンンンン。。。。ソソソソフフフフトトトトウウウウェェェェアアアアででででププププロロロロググググララララムムムム可可可可能能能能なななな
ウウウウィィィィーーーーククククププププルルルルアアアアッッッッププププ、、、、及及及及びびびびレレレレベベベベルルルル変変変変化化化化割割割割込込込込みみみみ機機機機能能能能。。。。

RRRRBBBB1/C1/C1/C1/CAAAAP2P2P2P2 bbbbiiiit1t1t1t1 STSTSTST 入入入入出出出出力力力力ままままたたたたははははキキキキャャャャププププチチチチャャャャ 2222 入入入入力力力力ピピピピンンンン。。。。ソソソソフフフフトトトトウウウウェェェェアアアアででででププププロロロロググググララララムムムム可可可可能能能能なななな
ウウウウィィィィーーーーククククププププルルルルアアアアッッッッププププ、、、、及及及及びびびびレレレレベベベベルルルル変変変変化化化化割割割割込込込込みみみみ機機機機能能能能。。。。

RRRRBBBB2/P2/P2/P2/PWWWWM1M1M1M1 bbbbiiiit2t2t2t2 STSTSTST 入入入入出出出出力力力力ままままたたたたはははは PPPPWMWMWMWM1111 出出出出力力力力ピピピピンンンン。。。。ソソソソフフフフトトトトウウウウェェェェアアアアででででププププロロロロググググララララムムムム可可可可能能能能ななななウウウウィィィィーーーークククク
ププププルルルルアアアアッッッッププププ、、、、及及及及びびびびレレレレベベベベルルルル変変変変化化化化割割割割込込込込みみみみ機機機機能能能能。。。。

RRRRBBBB3/P3/P3/P3/PWWWWM2M2M2M2 bbbbiiiit3t3t3t3 STSTSTST 入入入入出出出出力力力力ままままたたたたはははは PPPPWMWMWMWM2222 出出出出力力力力ピピピピンンンン。。。。ソソソソフフフフトトトトウウウウェェェェアアアアででででププププロロロロググググララララムムムム可可可可能能能能ななななウウウウィィィィーーーークククク
ププププルルルルアアアアッッッッププププ、、、、及及及及びびびびレレレレベベベベルルルル変変変変化化化化割割割割込込込込みみみみ機機機機能能能能。。。。

RRRRBBBB4/T4/T4/T4/TCCCCLK1LK1LK1LK12222 bbbbiiiit4t4t4t4 STSTSTST 入入入入出出出出力力力力ままままたたたたははははタタタタイイイイママママ 1111 ととととタタタタイイイイママママ 2222 にににに外外外外部部部部ククククロロロロッッッックククク入入入入力力力力。。。。ソソソソフフフフトトトトウウウウェェェェアアアアででででププププ
ロロロロググググララララムムムム可可可可能能能能ななななウウウウィィィィーーーーククククププププルルルルアアアアッッッッププププ、、、、及及及及びびびびレレレレベベベベルルルル変変変変化化化化割割割割込込込込みみみみ機機機機能能能能。。。。

RRRRBBBB5/T5/T5/T5/TCCCCLK3LK3LK3LK3 bbbbiiiit5t5t5t5 STSTSTST 入入入入出出出出力力力力ままままたたたたははははタタタタイイイイママママ 3333 にににに外外外外部部部部ククククロロロロッッッックククク入入入入力力力力。。。。ソソソソフフフフトトトトウウウウェェェェアアアアででででププププロロロロググググララララムムムム可可可可
能能能能ななななウウウウィィィィーーーーククククププププルルルルアアアアッッッッププププ、、、、及及及及びびびびレレレレベベベベルルルル変変変変化化化化割割割割込込込込みみみみ機機機機能能能能。。。。

RRRRBBBB6/S6/S6/S6/SCCCCKKKK bbbbiiiit6t6t6t6 STSTSTST 入入入入出出出出力力力力ままままたたたたはははは SSSSPPPPIIII 用用用用ののののママママススススタタタタ //// ススススレレレレーーーーブブブブククククロロロロッッッックククク。。。。ソソソソフフフフトトトトウウウウェェェェアアアアででででププププロロロロググググ
ララララムムムム可可可可能能能能ななななウウウウィィィィーーーーククククププププルルルルアアアアッッッッププププ、、、、及及及及びびびびレレレレベベベベルルルル変変変変化化化化割割割割込込込込みみみみ機機機機能能能能。。。。

RRRRBBBB7/S7/S7/S7/SDDDDOOOO bbbbiiiit7t7t7t7 STSTSTST 入入入入出出出出力力力力ままままたたたたはははは SSSSPPPPIIII 用用用用ののののデデデデーーーータタタタ出出出出力力力力。。。。ソソソソフフフフトトトトウウウウェェェェアアアアででででププププロロロロググググララララムムムム可可可可能能能能なななな
ウウウウィィィィーーーーククククププププルルルルアアアアッッッッププププ、、、、及及及及びびびびレレレレベベベベルルルル変変変変化化化化割割割割込込込込みみみみ機機機機能能能能。。。。

凡凡凡凡例例例例 :::: STSTSTST==== シシシシュュュュミミミミッッッットトトトトトトトリリリリガガガガ入入入入力力力力

アアアアドドドドレレレレスススス 名名名名称称称称 BBBBit 7it 7it 7it 7 Bit 6Bit 6Bit 6Bit 6 Bit 5Bit 5Bit 5Bit 5 BBBBit 4it 4it 4it 4 Bit 3Bit 3Bit 3Bit 3 Bit 2 Bit 2 Bit 2 Bit 2 Bit 1Bit 1Bit 1Bit 1 Bit 0Bit 0Bit 0Bit 0 POPOPOPOR ･R ･R ･R ･ BOBOBOBORRRR でででで
のののの値値値値

他他他他ののののリリリリセセセセッッッッ
トトトトででででのののの値値値値
(1)(1)(1)(1)

12h12h12h12h PORTBPORTBPORTBPORTB RB7/RB7/RB7/RB7/
SDOSDOSDOSDO

RB6RB6RB6RB6////
SCKSCKSCKSCK

RB5/RB5/RB5/RB5/
TCLK3TCLK3TCLK3TCLK3

RB4/RB4/RB4/RB4/
TCLK12TCLK12TCLK12TCLK12

RB3/RB3/RB3/RB3/
PWM2PWM2PWM2PWM2

RB2/RB2/RB2/RB2/
PWM1PWM1PWM1PWM1

RB1RB1RB1RB1////
CAPCAPCAPCAP2222

RB0/RB0/RB0/RB0/
CAP1CAP1CAP1CAP1

xxxx xxxx uuuu uuuu

11111111h, Bank 0h, Bank 0h, Bank 0h, Bank 0 DDRBDDRBDDRBDDRB PPPPORTORTORTORTBBBB ののののデデデデーーーータタタタデデデディィィィレレレレククククシシシショョョョンンンンレレレレジジジジススススタタタタ 1111 1111 1111 1111

11110000h, Bank 0h, Bank 0h, Bank 0h, Bank 0 PORTAPORTAPORTAPORTA RBPURBPURBPURBPU — RA5/RA5/RA5/RA5/
TX1/CK1TX1/CK1TX1/CK1TX1/CK1

RA4/RA4/RA4/RA4/
RX1/DT1RX1/DT1RX1/DT1RX1/DT1

RA3/RA3/RA3/RA3/
SDI/SDASDI/SDASDI/SDASDI/SDA

RA2/RA2/RA2/RA2/
SSSSSSSS/SCL/SCL/SCL/SCL RA1/T0RA1/T0RA1/T0RA1/T0CCCCKIKIKIKI RA0/INTRA0/INTRA0/INTRA0/INT

0-xx xxxx 0-uu uuuu

00006666h, Unbankedh, Unbankedh, Unbankedh, Unbanked CPUSTACPUSTACPUSTACPUSTA — — STKAV GLINTD TO PD POR BOR --11 1100 --11 qq11

00007777h, Unbankedh, Unbankedh, Unbankedh, Unbanked INTSTAINTSTAINTSTAINTSTA PEIF T0CKIF T0IF INTF PEIE T0CKIE T0IE INTE 0000 0000 0000 0000

11116666h, Bank 1h, Bank 1h, Bank 1h, Bank 1 PIR1PIR1PIR1PIR1 RBIF TMR3IF TMR2IF TMR1IF CA2IF CA1IF TX1IF RC1IF 0000 0010 0000 0010

11117777h, Bank 1h, Bank 1h, Bank 1h, Bank 1 PIE1PIE1PIE1PIE1 RBIE TMR3IE TMR2IE TMR1IE CA2IE CA1IE TX1IE RC1IE 0000 0000 0000 0000

11116666h, Bank 3h, Bank 3h, Bank 3h, Bank 3 TCON1TCON1TCON1TCON1 CA2ED1 CA2ED0 CA1ED1 CA1ED0 T16 TMR3CS TMR2CS TMR1CS 0000 0000 0000 0000

11117777h, Bank 3h, Bank 3h, Bank 3h, Bank 3 TCON2TCON2TCON2TCON2 CA2OVF CA1OVF PWM2ON PWM1ON CA1/PR3 TMR3ON TMR2ON TMR1ON 0000 0000 0000 0000

凡凡凡凡例例例例 :::: xxxx==== 未未未未定定定定、、、、uuuu==== 不不不不変変変変、、、、－－－－ ==== 未未未未使使使使用用用用、、、、‘‘‘‘0000’’’’ととととししししててててリリリリーーーードドドド。。。。qqqq==== 条条条条件件件件にににによよよよっっっってててて決決決決ままままるるるる値値値値。。。。網網網網掛掛掛掛けけけけのののの部部部部分分分分はははは PPPPOOOORTRTRTRTBBBB でででではははは使使使使わわわわれれれれまままませせせせんんんん。。。。
注 1:注 1:注 1:注 1: 他他他他のののの (((( パパパパワワワワーーーーアアアアッッッッププププ以以以以外外外外 )))) リリリリセセセセッッッットトトトはははは、、、、MMMMCLCLCLCLRRRR をををを通通通通るるるる外外外外部部部部リリリリセセセセッッッットトトトととととウウウウォォォォッッッッチチチチドドドドッッッッググググタタタタイイイイママママリリリリセセセセッッッットトトトをををを含含含含みみみみまままますすすす。。。。
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11110000.3.3.3.3 PPPPOOOORTRTRTRTCCCC とととと DDRDDRDDRDDRCCCC レレレレジスジスジスジスタタタタ

PORTC は 8 ビットの双方向性のポートです。対応す
るデータディレクションレジスタは DDRC です。DDRC
の‘1’が入力として対応するポートピンを設定しま
す。DDRC レジスタの‘0’が出力として対応するポー
トピンを設定します。PORTC を読み込むと、そのピン
のステータスを読み出し、それに書き込むとポート
ラッチに書き入れます。

   PORTC はシステムバスと多重化されています。シ
ステムバスとして動作する時、PORTCはアドレス/デー
タバス (AD7:AD0) の下位バイトです。システムバスの
タイミングは、電気的特性の章で示します。      

注注注注意意意意 :::: デバデバデバデバイイイイススススののののココココンンンンフィフィフィフィギギギギュュュュレレレレーーーーシシシションョンョンョンビビビビッッッットトトトがががが、、、、
ママママイイイイククククロロロロププププロロロロセセセセッッッッササササモモモモーーーードドドドままままたたたたはははは拡拡拡拡張張張張ママママイイイイクククク
ロコロコロコロコンンンントトトトロロロローーーーララララモーモーモーモードドドドにににに選選選選択択択択さささされてれてれてれていいいいるるるる時時時時はははは、、、、
ここここののののポポポポーーーートトトトははははシシシシスススステテテテムムムムババババススススととととししししてててて設設設設定定定定さささされれれれまままま
すすすす。。。。他他他他のののの 2222 つつつつのマイクロコントローのマイクロコントローのマイクロコントローのマイクロコントローララララモードでモードでモードでモードで
は、このポートは汎は、このポートは汎は、このポートは汎は、このポートは汎用用用用 I/I/I/I/OOOO ですですですです。。。。
DS30264A-J-page 72 Prelimin
この日本語データシートは参考資料で
(http://www.microchip.com から入
例 10-3 に、PORTC を初期化するための命令のシーケ
ンスを示します。そのポートを初期化するためには、
バンクセレクトレジスタ (BSR) をバンク１に選択する
必要があります。次の例は、MOVLB 命令を使用して BSR
レジスタにデータをロードするものです。

例 例 例 例 10-310-310-310-3:::: PORPORPORPORTTTTCCCC の初の初の初の初期期期期化  化  化  化                          

MOVLB  1      ; Select Bank 1 
CLRF   PORTC  ; Initialize PORTC data 
              ; latches before setting 
              ; the data direction register 
MOVLW   0xCF  ; Value used to initialize 
              ; data direction 
MOVWF   DDRC  ; Set RC<3:0> as inputs 
              ; RC<5:4> as outputs 
              ; RC<7:6> as inputs 
図 図 図 図 10101010- 9999:::: RRRRCCCC7:RC7:RC7:RC7:RC0000 ポポポポートートートートピピピピンのンのンのンのブブブブロッロッロッロックククク図  図  図  図                  
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注意：I/O ピンは VDD と Vss に対する保護ダイオード付き。
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表 表 表 表 10101010- 5555:::: PPPPOOOORTRTRTRTCCCC のののの機機機機能  能  能  能                      

表 表 表 表 10101010- 6666:::: PPPPOOOORTRTRTRTCCCC にににに関関関関連連連連すすすするレるレるレるレジジジジススススタタタタ //// ビッビッビッビット ト ト ト             

名名名名称称称称 BBBBitititit BBBBuuuuffeffeffeffer r r r TTTTyyyypepepepe 機機機機能能能能

RRRRCCCC0/A0/A0/A0/ADDDD0000 bit0 TTTTTTTTLLLL 入入入入出出出出力力力力ままままたたたたははははシシシシスススステテテテムムムムババババススススののののアアアアドドドドレレレレスススス //// デデデデーーーータタタタピピピピンンンン

RRRRCCCC1/A1/A1/A1/ADDDD1111 bit1 TTTTTTTTLLLL 入入入入出出出出力力力力ままままたたたたははははシシシシスススステテテテムムムムババババススススののののアアアアドドドドレレレレスススス //// デデデデーーーータタタタピピピピンンンン

RRRRCCCC2/A2/A2/A2/ADDDD2222 bit2 TTTTTTTTLLLL 入入入入出出出出力力力力ままままたたたたははははシシシシスススステテテテムムムムババババススススののののアアアアドドドドレレレレスススス //// デデデデーーーータタタタピピピピンンンン

RRRRCCCC3/A3/A3/A3/ADDDD3333 bit3 TTTTTTTTLLLL 入入入入出出出出力力力力ままままたたたたははははシシシシスススステテテテムムムムババババススススののののアアアアドドドドレレレレスススス //// デデデデーーーータタタタピピピピンンンン

RRRRCCCC4/A4/A4/A4/ADDDD4444 bit4 TTTTTTTTLLLL 入入入入出出出出力力力力ままままたたたたははははシシシシスススステテテテムムムムババババススススののののアアアアドドドドレレレレスススス //// デデデデーーーータタタタピピピピンンンン

RRRRCCCC5/A5/A5/A5/ADDDD5555 bit5 TTTTTTTTLLLL 入入入入出出出出力力力力ままままたたたたははははシシシシスススステテテテムムムムババババススススののののアアアアドドドドレレレレスススス //// デデデデーーーータタタタピピピピンンンン

RRRRCCCC6/A6/A6/A6/ADDDD6666 bit6 TTTTTTTTLLLL 入入入入出出出出力力力力ままままたたたたははははシシシシスススステテテテムムムムババババススススののののアアアアドドドドレレレレスススス //// デデデデーーーータタタタピピピピンンンン

RRRRCCCC7/A7/A7/A7/ADDDD7777 bit7 TTTTTTTTLLLL 入入入入出出出出力力力力ままままたたたたははははシシシシスススステテテテムムムムババババススススののののアアアアドドドドレレレレスススス //// デデデデーーーータタタタピピピピンンンン
凡凡凡凡例例例例 ::::  T T T TTTTTL L L L = = = = TTTTTTTTL L L L 入入入入力力力力

アアアアドドドドレレレレスススス 名名名名称称称称 Bit 7Bit 7Bit 7Bit 7 BBBBit 6it 6it 6it 6 BBBBit 5it 5it 5it 5 Bit 4Bit 4Bit 4Bit 4 Bit Bit Bit Bit 3333 Bit 2Bit 2Bit 2Bit 2    Bit 1Bit 1Bit 1Bit 1 Bit 0Bit 0Bit 0Bit 0 POPOPOPORRRR・・・・BOBOBOBORRRR でででで
のののの値値値値

他他他他ののののリリリリセセセセッッッットトトト
ででででのののの値値値値 (1)(1)(1)(1)

11111111h, Bank 1h, Bank 1h, Bank 1h, Bank 1 PORTCPORTCPORTCPORTC RC7/RC7/RC7/RC7/
AD7AD7AD7AD7

RC6/RC6/RC6/RC6/
AD6AD6AD6AD6

RC5/RC5/RC5/RC5/
AD5AD5AD5AD5

RC4/RC4/RC4/RC4/
AD4AD4AD4AD4

RC3/RC3/RC3/RC3/
AD3AD3AD3AD3

RC2/RC2/RC2/RC2/
AD2AD2AD2AD2

RC1/RC1/RC1/RC1/
AD1AD1AD1AD1

RC0/RC0/RC0/RC0/
AD0AD0AD0AD0

xxxx xxxx uuuu uuuu

11110000h, Bank 1h, Bank 1h, Bank 1h, Bank 1 DDRCDDRCDDRCDDRC PORTPORTPORTPORTCCCC ののののデデデデーーーータタタタデデデディィィィレレレレククククシシシショョョョンンンンレレレレジジジジススススタタタタ 1111 1111 1111 1111

凡凡凡凡例例例例 :::: xxxx==== 不不不不定定定定、、、、uuuu==== 不不不不変変変変。。。。
注 1:注 1:注 1:注 1: 他他他他のののの (((( パパパパワワワワーーーーアアアアッッッッププププ以以以以外外外外 )))) リリリリセセセセッッッットトトトはははは、、、、MCMCMCMCLLLLRRRR をををを通通通通るるるる外外外外部部部部リリリリセセセセッッッットトトトととととウウウウォォォォッッッッチチチチドドドドッッッッググググタタタタイイイイママママリリリリセセセセッッッットトトトをををを含含含含みみみみまままますすすす。。。。
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11110000.4.4.4.4 PPPPOOOORTRTRTRTDDDD とととと DDRDDRDDRDDRDDDD レレレレジスジスジスジスタタタタ

PORTD は 8 ビットの双方向性のポートです。対応す
るデータディレクションレジスタは DDRD です。DDRD
の‘1’が入力として対応するポートピンを設定しま
す。DDRD レジスタの‘0’が出力として対応するポー
トピンを設定します。PORTD を読み込むと、そのピン
のステータスを読み出し、それに書き込むとポート
ラッチに書き入れます。

PORTD はシステムバスで多重化されています。シス
テムバスとして動作する時、PORTD はアドレス / デー
タバス (AD15:AD8) の上位バイトです。システムバスの
タイミングは、電気的特性の章で示します。      

注注注注意意意意 :::: デバデバデバデバイイイイススススののののココココンンンンフィフィフィフィギギギギュュュュレレレレーーーーシシシションョンョンョンビビビビッッッットトトトがががが、、、、
ママママイイイイククククロロロロププププロロロロセセセセッッッッササササモモモモーーーードドドドままままたたたたはははは拡拡拡拡張張張張ママママイイイイクククク
ロコロコロコロコンンンントトトトロロロローーーーララララモーモーモーモードドドドにににに選選選選択択択択さささされてれてれてれていいいいるるるる時時時時はははは、、、、
ここここののののポポポポーーーートトトトははははシシシシスススステテテテムムムムババババススススととととししししてててて設設設設定定定定さささされれれれまままま
すすすす。。。。他他他他のののの 2222 つつつつのマイクロコントローのマイクロコントローのマイクロコントローのマイクロコントローララララモードでモードでモードでモードで
は、このポートは汎は、このポートは汎は、このポートは汎は、このポートは汎用用用用 I/I/I/I/OOOO ですですですです。。。。
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例 10-4 に、PORTD を初期化するための命令のシーケ
ンスを示します。そのポートを初期化するためには、
バンクセレクトレジスタ (BSR) をバンク 1に選択する
必要があります。次の例は、MOVLB 命令を使用して BSR
レジスタにデータをロードするものです。

例 例 例 例 10-410-410-410-4:::: PORPORPORPORTTTTDDDD の初の初の初の初期期期期化  化  化  化                          

MOVLB  1      ;  Select Bank 1  
CLRF   PORTD  ; Initialize PORTD data  
             ; latches before setting 

             ; the data direction register 

MOVLW   0xCF   ; Value used to initialize 

             ; data direction  
MOVWF   DDRD  ; Set RD<3:0> as inputs  
             ; RD<5:4> as outputs 

             ; RD<7:6> as inputs 
図 図 図 図 10101010- 11110000:::: RRRRDDDD7:RD7:RD7:RD7:RD0000 ポポポポートートートートピピピピンのンのンのンのブブブブロッロッロッロックククク図図図図 ((((IIII////OOOO ポポポポーーーートモトモトモトモーーーードドドド )  )  )  )              
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注意：I/O ピンは VDD と Vss に対する保護ダイオード付き。
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表 表 表 表 10101010- 7777:::: PPPPOOOORTRTRTRTDDDD のののの機機機機能  能  能  能                  

表 表 表 表 10101010- 8888:::: PPPPOOOORTRTRTRTDDDD にににに関関関関連連連連すすすするレるレるレるレジジジジススススタタタタ //// ビッビッビッビット ト ト ト       

名名名名称称称称 BBBBitititit BBBBuuuuffffffffeeeer Tr Tr Tr Tyyyypepepepe 機機機機能能能能

RRRRDDDD0/A0/A0/A0/ADDDD8888 bit0 TTL 入入入入出出出出力力力力ままままたたたたははははシシシシスススステテテテムムムムババババススススののののアアアアドドドドレレレレスススス //// デデデデーーーータタタタピピピピンンンン
RRRRDDDD1/A1/A1/A1/ADDDD9999 bit1 TTL 入入入入出出出出力力力力ままままたたたたははははシシシシスススステテテテムムムムババババススススののののアアアアドドドドレレレレスススス //// デデデデーーーータタタタピピピピンンンン
RRRRDDDD2/A2/A2/A2/ADDDD10101010 bit2 TTL 入入入入出出出出力力力力ままままたたたたははははシシシシスススステテテテムムムムババババススススののののアアアアドドドドレレレレスススス //// デデデデーーーータタタタピピピピンンンン
RRRRDDDD3/A3/A3/A3/ADDDD11111111 bit3 TTL 入入入入出出出出力力力力ままままたたたたははははシシシシスススステテテテムムムムババババススススののののアアアアドドドドレレレレスススス //// デデデデーーーータタタタピピピピンンンン
RRRRDDDD4/A4/A4/A4/ADDDD12121212 bit4 TTL 入入入入出出出出力力力力ままままたたたたははははシシシシスススステテテテムムムムババババススススののののアアアアドドドドレレレレスススス //// デデデデーーーータタタタピピピピンンンン
RRRRDDDD5/A5/A5/A5/ADDDD13131313 bit5 TTL 入入入入出出出出力力力力ままままたたたたははははシシシシスススステテテテムムムムババババススススののののアアアアドドドドレレレレスススス //// デデデデーーーータタタタピピピピンンンン
RRRRDDDD6/A6/A6/A6/ADDDD14141414 bit6 TTL 入入入入出出出出力力力力ままままたたたたははははシシシシスススステテテテムムムムババババススススののののアアアアドドドドレレレレスススス //// デデデデーーーータタタタピピピピンンンン
RRRRDDDD7/A7/A7/A7/ADDDD15151515 bit7 TTL 入入入入出出出出力力力力ままままたたたたははははシシシシスススステテテテムムムムババババススススののののアアアアドドドドレレレレスススス //// デデデデーーーータタタタピピピピンンンン
凡凡凡凡例例例例 ::::  T T T TTTTTL L L L = = = = TTTTTTTTL L L L 入入入入力力力力

アアアアドドドドレレレレスススス 名名名名称称称称 Bit 7Bit 7Bit 7Bit 7 BBBBit 6it 6it 6it 6 BBBBit 5it 5it 5it 5 Bit 4Bit 4Bit 4Bit 4 Bit Bit Bit Bit 3333 Bit 2Bit 2Bit 2Bit 2    Bit 1Bit 1Bit 1Bit 1 Bit 0Bit 0Bit 0Bit 0 POPOPOPORRRR・・・・BOBOBOBORRRR でででで
のののの値値値値

他他他他ののののリリリリセセセセッッッットトトト
ででででのののの値値値値 (1)(1)(1)(1)

11113333h, Bank 1h, Bank 1h, Bank 1h, Bank 1 PORTDPORTDPORTDPORTD RD7/RD7/RD7/RD7/
AD15AD15AD15AD15

RD6/RD6/RD6/RD6/
AD14AD14AD14AD14

RD5/RD5/RD5/RD5/
AD13AD13AD13AD13

RD4/RD4/RD4/RD4/
AD12AD12AD12AD12

RD3/RD3/RD3/RD3/
AD11AD11AD11AD11

RD2/RD2/RD2/RD2/
AD10AD10AD10AD10

RD1/RD1/RD1/RD1/
AD9AD9AD9AD9

RD0/RD0/RD0/RD0/
AD8AD8AD8AD8

xxxx xxxx uuuu uuuu

11112222h, Bank 1h, Bank 1h, Bank 1h, Bank 1 DDRDDDRDDDRDDDRD PORTPORTPORTPORTDDDD ののののデデデデーーーータタタタデデデディィィィレレレレククククシシシショョョョンンンンレレレレジジジジススススタタタタ 1111 1111 1111 1111

凡凡凡凡例例例例 :::: xxxx==== 不不不不定定定定、、、、uuuu==== 不不不不変変変変。。。。
注 1:注 1:注 1:注 1: 他他他他のののの (((( パパパパワワワワーーーーアアアアッッッッププププ以以以以外外外外 )))) リリリリセセセセッッッットトトトはははは、、、、MMMMCLCLCLCLRRRR をををを通通通通るるるる外外外外部部部部リリリリセセセセッッッットトトトととととウウウウォォォォッッッッチチチチドドドドッッッッググググタタタタイイイイママママリリリリセセセセッッッットトトトをををを含含含含みみみみまままますすすす。。。。
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11110000.5.5.5.5 PPPPOOOORTRTRTRTEEEE とととと DDRDDRDDRDDREEEE レレレレジスジスジスジスタタタタ

PORTE は 4 ビットの双方向性のポートです。対応す
るデータディレクションレジスタは DDRE です。DDRE
の‘1’が入力として対応するポートピンを設定しま
す。DDRE レジスタの‘0’が出力として対応するポー
トピンを設定します。PORTE を読み込むと、そのピン
のステータスを読み出し、それに書き込むとポート
ラッチに書き入れます。

   PORTE はシステムバスと多重化されています。シ
ステムバスとして動作する時、PORTEはアドレス/デー
タバス (AD15:AD0) 用の制御シグナルを含んでいます。
これらの制御シグナルは、アドレスラッチイネーブル
(ALE)、アウトプットイネーブル (OE)、ライト (WR) で
す。制御シグナル OE と WR はアクティブ LOW のシグナ
ルです。システムバスのタイミングは、電気的特性の
章で示します。        

注注注注意意意意 :::: デバデバデバデバイイイイススススののののココココンンンンフィフィフィフィギギギギュュュュレレレレーーーーシシシションョンョンョンビビビビッッッットトトトがががが、、、、
ママママイイイイククククロロロロププププロロロロセセセセッッッッササササモモモモーーーードドドドままままたたたたはははは拡拡拡拡張張張張ママママイイイイクククク
ロコロコロコロコンンンントトトトロロロローーーーララララモーモーモーモードドドドにににに選選選選択択択択さささされてれてれてれていいいいるるるる時時時時はははは、、、、
ここここののののポポポポーーーートトトトののののここここれれれれららららののののピピピピンンンンははははシシシシスススステテテテムムムムババババススススとととと
して設定されますして設定されますして設定されますして設定されます。。。。他のピンは汎他のピンは汎他のピンは汎他のピンは汎用用用用 I/I/I/I/OOOO またはまたはまたはまたは
キャプチキャプチキャプチキャプチャャャャ4444 ピンですピンですピンですピンです。。。。他他他他のののの 2222 つのつのつのつのママママイクロコイクロコイクロコイクロコ
ントローラモードではントローラモードではントローラモードではントローラモードでは、、、、RE2:RERE2:RERE2:RERE2:RE0000 がががが汎汎汎汎用用用用 I/I/I/I/OOOO ピピピピ
ンですンですンですンです。。。。
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例 10-5 に、PORTE を初期化するための命令のシーケ
ンスを示します。そのポートを初期化するためには、
バンクセレクトレジスタ (BSR) をバンク 1に選択する
必要があります。次の例は、MOVLB 命令を使用して BSR
レジスタにロードするものです。

例 例 例 例 10-510-510-510-5:::: PORPORPORPORTTTTEEEE の初の初の初の初期期期期化  化  化  化                              

MOVLB  1      ; Select Bank 1 
CLRF   PORTE  ; Initialize PORTE data 
              ; latches before setting 
              ; the data direction 
              ; register 
MOVLW   0x03  ; Value used to initialize 
              ; data direction 
MOVWF   DDRE  ; Set RE<1:0> as inputs 
              ; RE<3:2> as outputs
              ; RE<7:4> are always
              ; read as '0'
図 図 図 図 10101010- 11111111:::: RRRREEEE2:RE2:RE2:RE2:RE0000 ののののブロブロブロブロッッッックククク図図図図 (I/(I/(I/(I/OOOO ポポポポートートートートモモモモーーーードドドド )      )      )      )              
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注意：I/O ピンは VDD と Vss に対する保護ダイオード付き。
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図 図 図 図 10101010- 11112222:::: RRRREEEE3/CAP3/CAP3/CAP3/CAP4444 ポーポーポーポートトトトピンピンピンピンののののブロブロブロブロッッッック図 ク図 ク図 ク図     

表 表 表 表 10101010- 9999:::: PPPPOOOORTRTRTRTEEEE のののの機機機機能  能  能  能                  

表 表 表 表 10101010- 11110000:::: PPPPOOOORTRTRTRTEEEE にににに関関関関連連連連すすすするレるレるレるレジジジジススススタタタタ //// ビッビッビッビット ト ト ト            

名名名名称称称称 BBBBitititit BBBBufufufufffffer er er er TTTTypypypypeeee 機機機機能能能能

RE0/ALE bit0 TTLTTLTTLTTL 入出力またはシ入出力またはシ入出力またはシ入出力またはシスススステムバスのアドレスラテムバスのアドレスラテムバスのアドレスラテムバスのアドレスラッッッッチイネーブチイネーブチイネーブチイネーブルルルル (ALE(ALE(ALE(ALE)))) 制御制御制御制御ピピピピンンンン
RE1/OE bit1 TTLTTLTTLTTL 入入入入出出出出力力力力ままままたたたたははははシシシシスススステテテテムムムムババババススススのののの出出出出力力力力イイイイネネネネーーーーブブブブルルルル ((((OOOOEEEE)))) 制制制制御御御御ピピピピンンンン
RE2/WR bit2 TTLTTLTTLTTL 入入入入出出出出力力力力ままままたたたたははははシシシシスススステテテテムムムムババババススススののののラララライイイイトトトト ((((WWWWRRRR)))) 制制制制御御御御ピピピピン ン ン ン 
RE3/CAP4 bit3 SSSSTTTT 入入入入出出出出力力力力ままままたたたたははははキキキキャャャャププププチチチチャャャャ 4444 入入入入力力力力ピピピピンンンン
凡凡凡凡例例例例 ::::  T T T TTTTTL=L=L=L=TTTTTTTTLLLL 入入入入力力力力、、、、STSTSTST==== シシシシュュュュミミミミッッッットトトトトトトトリリリリガガガガ入入入入力力力力

アアアアドドドドレレレレスススス 名名名名称称称称 Bit 7Bit 7Bit 7Bit 7 BBBBit 6it 6it 6it 6 BBBBit 5it 5it 5it 5 Bit Bit Bit Bit 4444 Bit 3Bit 3Bit 3Bit 3 BBBBiiiit 2 t 2 t 2 t 2 BBBBiiiit 1t 1t 1t 1 BiBiBiBit t t t 0000
POR・BOPOR・BOPOR・BOPOR・BORRRR でででで
のののの値値値値

他他他他ののののリリリリセセセセッッッットトトト
ででででのののの値値値値 (1)(1)(1)(1)

11115555h, Bank 1h, Bank 1h, Bank 1h, Bank 1 PORTEPORTEPORTEPORTE — — — — RE3/CAP4RE3/CAP4RE3/CAP4RE3/CAP4 RRRREEEE2/2/2/2/WRWRWRWR    RERERERE1111////OEOEOEOE    RERERERE0000/ALE/ALE/ALE/ALE ---- xxxx ---- uuuu

11114444h, Bank 1h, Bank 1h, Bank 1h, Bank 1 DDREDDREDDREDDRE PORTPORTPORTPORTEEEE デデデデーーーータタタタデデデディィィィレレレレククククシシシショョョョンンンンレレレレジジジジススススタタタタ ---- 1111 ---- 1111

11114444h, Bank 7h, Bank 7h, Bank 7h, Bank 7 CA4LCA4LCA4LCA4L CaptuCaptuCaptuCapturrrre4 の下位e4 の下位e4 の下位e4 の下位ババババイイイイトトトト xxxx xxxx uuuu uuuu

11115555h, Bank 7h, Bank 7h, Bank 7h, Bank 7 CA4HCA4HCA4HCA4H CaptuCaptuCaptuCapturrrre4 の上位e4 の上位e4 の上位e4 の上位ババババイイイイトトトト xxxx xxxx uuuu uuuu

11116666h, Bank 7h, Bank 7h, Bank 7h, Bank 7 TCON3TCON3TCON3TCON3 — CA4OVFCA4OVFCA4OVFCA4OVF CA3OVFCA3OVFCA3OVFCA3OVF CA4ED1CA4ED1CA4ED1CA4ED1 CA4ED0CA4ED0CA4ED0CA4ED0 CCCCAAAA3ED13ED13ED13ED1 CACACACA3333ED0ED0ED0ED0 PWPWPWPWMMMM3ON3ON3ON3ON -000 0000 -000 0000

凡凡凡凡例例例例 :::: ==== 不不不不定定定定、、、、uuuu==== 不不不不変変変変、、、、－－－－ ==== 未未未未使使使使用用用用、、、、‘‘‘‘0000’’’’ととととししししててててリリリリーーーードドドド。。。。網網網網掛掛掛掛けけけけのののの部部部部分分分分はははは PPPPOOOORTRTRTRTEEEE でででではははは使使使使わわわわれれれれまままませせせせんんんん。。。。
注 1:注 1:注 1:注 1: 他他他他のののの (((( パパパパワワワワーーーーアアアアッッッッププププ以以以以外外外外 )))) リリリリセセセセッッッットトトトはははは、、、、MMMMCLCLCLCLRRRR    をををを通通通通るるるる外外外外部部部部リリリリセセセセッッッットトトトととととウウウウォォォォッッッッチチチチドドドドッッッッググググタタタタイイイイママママリリリリセセセセッッッットトトトをををを含含含含みみみみまままますすすす。。。。
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11110000.6.6.6.6 PPPPOOOORTRTRTRTFFFF とととと DDRDDRDDRDDRFFFF レレレレジスジスジスジスタタタタ

PORTF は 8bit 幅の双方向性のポートです。対応する
データディレクションレジスタは DDRF です。DDRF の
‘1’が入力として対応するポートピンを設定します。
DDRF レジスタの‘0’が出力として対応するポートピ
ンを設定します。PORTF を読み込むと、そのピンのス
テータスを読み出し、それらに書き込むとそれぞれの
ポートラッチに書き入れます。 

8bit の PORTF はすべて、10 ビ bit の A/D コンバータ
の12チャンネルの内の8チャンネルと多重化されてい
ます。

リセットによってポート全体が自動的にアナログ入
力として設定されいますので、ディジタル I/O に設定
するためにはソフトウェアで行います。
DS30264A-J-page 78 Prelimin
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例 10-6 に、PORTF を初期化するための命令のシーケ
ンスを示します。そのポートを初期化するためには、
バンクセレクトレジスタ (BSR) をバンク 5に選択する
必要があります。次の例は、MOVLB 命令を使用して BSR
レジスタにデータをロードするものです。

例 例 例 例 10-610-610-610-6:::: PORPORPORPORTTTTFFFF の初の初の初の初期期期期化  化  化  化                              

   MOVLB  5      ; Select Bank 5 
   MOVLW  0x0E   ; Configure PORTF as 
   MOVPF  ADCON1 ; Digital 
   CLRF   PORTF  ; Initialize PORTF data 
                 ; latches before setting 
                 ; the data direction 
                 ; register 
   MOVLW   0x03  ; Value used to initialize 
                 ; data direction 
   MOVWF   DDRF  ; Set RF<1:0> as inputs 
                 ; RF<7:2> as outputs 
図 図 図 図 10101010- 11113333:::: RRRRFFFF7:RF7:RF7:RF7:RF0000 ののののブロブロブロブロッッッック図 ク図 ク図 ク図                 
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表 表 表 表 10101010- 11111111:::: PPPPOOOORTRTRTRTFFFF のののの機機機機能能能能

表 表 表 表 10101010- 11112222:::: PPPPOOOORTRTRTRTFFFF にににに関関関関連連連連すすすするレるレるレるレジジジジススススタタタタ //// ビッビッビッビット ト ト ト     

名名名名称称称称 BBBBitititit BBBBufufufufffffer er er er TTTTypypypypeeee 機機機機能能能能

RRRRFFFF0/A0/A0/A0/ANNNN4444 bibibibitttt0000 ST 入入入入出出出出力力力力ままままたたたたははははアアアアナナナナロロロロググググ入入入入力力力力 4444
RRRRFFFF1/A1/A1/A1/ANNNN5555 bibibibitttt1111 ST 入入入入出出出出力力力力ままままたたたたははははアアアアナナナナロロロロググググ入入入入力力力力 5555
RRRRFFFF2/A2/A2/A2/ANNNN6666 bibibibitttt2222 ST 入入入入出出出出力力力力ままままたたたたははははアアアアナナナナロロロロググググ入入入入力力力力 6666
RRRRFFFF3/A3/A3/A3/ANNNN7777 bibibibitttt3333 ST 入入入入出出出出力力力力ままままたたたたははははアアアアナナナナロロロロググググ入入入入力力力力 7777
RRRRFFFF4/A4/A4/A4/ANNNN8888 bibibibitttt4444 ST 入入入入出出出出力力力力ままままたたたたははははアアアアナナナナロロロロググググ入入入入力力力力 8888
RRRRFFFF5/A5/A5/A5/ANNNN9999 bibibibitttt5555 ST 入入入入出出出出力力力力ままままたたたたははははアアアアナナナナロロロロググググ入入入入力力力力 9999
RRRRFFFF6/A6/A6/A6/ANNNN10101010 bibibibitttt6666 ST 入入入入出出出出力力力力ままままたたたたははははアアアアナナナナロロロロググググ入入入入力力力力 10101010
RRRRFFFF7/A7/A7/A7/ANNNN11111111 bibibibitttt7777 ST 入入入入出出出出力力力力ままままたたたたははははアアアアナナナナロロロロググググ入入入入力力力力 11111111
凡凡凡凡例例例例 ::::  S S S STTTT==== シシシシュュュュミミミミッッッットトトトトトトトリリリリガガガガ入入入入力力力力

アアアアドドドドレレレレスススス 名名名名称称称称 Bit 7Bit 7Bit 7Bit 7 BBBBit 6it 6it 6it 6 BBBBit 5it 5it 5it 5 Bit Bit Bit Bit 4444 Bit 3Bit 3Bit 3Bit 3 BBBBiiiit 2 t 2 t 2 t 2 BBBBiiiit 1t 1t 1t 1 BiBiBiBit t t t 0000 POR・BOPOR・BOPOR・BOPOR・BORRRR でででで
のののの値値値値

他他他他ののののリリリリセセセセッッッットトトト
ででででのののの値値値値 (1)(1)(1)(1)

11110000h, Bank 5h, Bank 5h, Bank 5h, Bank 5 DDRFDDRFDDRFDDRF PORTPORTPORTPORTFFFF ののののデデデデーーーータタタタデデデディィィィレレレレククククシシシショョョョンンンンレレレレジジジジススススタタタタ 1111 1111 1111 1111

11111111h, Bank 5h, Bank 5h, Bank 5h, Bank 5 PORTFPORTFPORTFPORTF RF7/RF7/RF7/RF7/
AN11AN11AN11AN11

RF6/RF6/RF6/RF6/
AN10AN10AN10AN10

RF5/RF5/RF5/RF5/
AN9AN9AN9AN9

RF4/RF4/RF4/RF4/
AN8AN8AN8AN8

RF3/RF3/RF3/RF3/
AN7AN7AN7AN7

RRRRF2/F2/F2/F2/
AAAAN6N6N6N6

RRRRFFFF1/1/1/1/
AAAAN5N5N5N5

RRRRFFFF0/0/0/0/
AAAAN4N4N4N4

0000 0000 0000 0000

凡凡凡凡例例例例 :::: xxxx==== 不不不不定定定定、、、、uuuu==== 不不不不変変変変、、、、－－－－ ==== 未未未未使使使使用用用用、、、、‘‘‘‘0000’’’’ととととししししててててリリリリーーーードドドド。。。。網網網網掛掛掛掛けけけけのののの部部部部分分分分はははは PPPPORORORORTTTTFFFF でででではははは使使使使わわわわれれれれまままませせせせんんんん。。。。
注 1:注 1:注 1:注 1:     他他他他のののの（（（（パパパパワワワワーーーーアアアアッッッッププププ以以以以外外外外））））リリリリセセセセッッッットトトトはははは、、、、MMMMCLCLCLCLRRRR をををを通通通通るるるる外外外外部部部部リリリリセセセセッッッットトトトととととウウウウォォォォッッッッチチチチドドドドッッッッググググタタタタイイイイママママリリリリセセセセッッッットトトトをををを含含含含みみみみまままますすすす。。。。
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11110000.7.7.7.7 PPPPOOOORTRTRTRTGGGG とととと DDRDDRDDRDDRGGGG レレレレジスジスジスジスタタタタ

PORTG は 8 ビット幅の双方向性のポートです。対応
するデータ方向レジスタは DDRG です。DDRG の‘1’が
入力として対応するポートピンを設定します。DDRG レ
ジスタの‘0’が出力として対応するポートピンを設定
します。PORTG を読み込むと、そのピンのステータス
を読み出し、それらに書き込むとそれぞれのポート
ラッチに書き入れます。

PORTGの下位の4ビットは、10ビットのA/Dコンバー
タの12チャンネルの内の4チャンネルと多重化されて
います。

PORTG の残りのビットは周辺出力と入力で多重化さ
れています。つまり RG4 は CAP3 入力で、RG5 は PWM ３
出力と、RG6とRG7はUSART2機能と多重化されています。

 リセットによってはポート全体が自動的にアナロ
グ入力として設定されますので、ディジタル I/O に設
定するにはソフトウェアで行う必要があります。

例 10-7 に、PORTG を初期化するための命令のシーケ
DS30264A-J-page 80 Prelimin
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ンスを示します。そのポートを初期化するためには、
バンクセレクトレジスタ (BSR) をバンク 5に選択する
必要があります。次の例は、MOVLB 命令を使用して BSR
レジスタにデータをロードするものです。

例 例 例 例 10-710-710-710-7:::: PORPORPORPORTTTTGGGG の初の初の初の初期期期期化  化  化  化                              

   MOVLB  5      ; Select Bank 5 
   MOVLW  0x0E   ; Configure PORTG as 
   MOVPF  ADCON1 ; digital 
   CLRF   PORTG  ; Initialize PORTG data 
                 ; latches before setting 
                 ; the data direction 
                 ; register 
   MOVLW   0x03  ; Value used to initialize 
                 ; data direction 
   MOVWF   DDRG  ; Set RG<1:0> as inputs 
                 ; RG<7:2> as outputs 
図 図 図 図 10101010- 11114444:::: RRRRGGGG3:RG3:RG3:RG3:RG0000 ののののブロブロブロブロッッッック図 ク図 ク図 ク図                             
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図 図 図 図 10101010- 11115555:::: RRRRGGGG4444 ののののブブブブロッロッロッロックククク図    図    図    図            

図 図 図 図 10101010- 11116666:::: RRRRGGGG7:RG7:RG7:RG7:RG5555 ののののブロブロブロブロッッッック図 ク図 ク図 ク図                             
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注意：I/O ピンは VDD と Vss に対する保護ダイオード付き。
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表 表 表 表 10101010- 11113333:::: PPPPOOOORTRTRTRTGGGG のののの機機機機能能能能

表 表 表 表 10101010- 11114444:::: PPPPOOOORTRTRTRTGGGG にににに関関関関連す連す連す連するるるるレレレレジジジジススススタタタタ //// ビッビッビッビット ト ト ト     

名名名名称称称称 BBBBitititit BBBBufufufufffffer Typer Typer Typer Typeeee 機機機機能能能能

RRRRGGGG0/A0/A0/A0/ANNNN3333 bibibibitttt0000 ST 入入入入出出出出力力力力ままままたたたたははははアアアアナナナナロロロロググググ入入入入力力力力 3333
RRRRGGGG1/A1/A1/A1/ANNNN2222 bibibibitttt1111 ST 入入入入出出出出力力力力ままままたたたたははははアアアアナナナナロロロロググググ入入入入力力力力 2222
RRRRGGGG2/A2/A2/A2/ANNNN1/V1/V1/V1/VRRRREEEEFFFF----    bibibibitttt2222 ST 入入入入出出出出力力力力ままままたたたたははははアアアアナナナナロロロロググググ入入入入力力力力 1111 ままままたたたたはははは接接接接地地地地基基基基準準準準電電電電圧圧圧圧
RRRRGGGG3/A3/A3/A3/ANNNN0/V0/V0/V0/VRRRREEEEFFFF++++    bibibibitttt3333 ST 入入入入出出出出力力力力ままままたたたたははははアアアアナナナナロロロロググググ入入入入力力力力 0000 ままままたたたたはははは正正正正極極極極基基基基準準準準電電電電圧圧圧圧
RRRRGGGG4/C4/C4/C4/CAAAAP3P3P3P3 bibibibitttt4444 ST RRRRGGGG4444 ははははキキキキャャャャププププチチチチャャャャ 3333 入入入入力力力力ピピピピンンンンででででもももも可可可可能能能能
RRRRGGGG5/P5/P5/P5/PWWWWM3M3M3M3 bibibibitttt5555 ST RRRRGGGG5555 はははは PWPWPWPWMMMM3333 出出出出力力力力ピピピピンンンンででででもももも可可可可能能能能
RRRRGGGG6/R6/R6/R6/RXXXX2/D2/D2/D2/DTTTT2222 bibibibitttt6666 ST RRRRGGGG6666 はははは USUSUSUSAAAART2RT2RT2RT2((((SCSCSCSCIIII)))) 非非非非同同同同期期期期受受受受信信信信ままままたたたたはははは UUUUSSSSARARARARTTTT2(S2(S2(S2(SCCCCIIII)))) 同同同同期期期期デデデデーーーータタタタととととししししてててて

もももも選選選選択択択択可可可可能能能能
RRRRGGGG7/T7/T7/T7/TXXXX2/C2/C2/C2/CKKKK2222 bibibibitttt7777 ST RRRRGGGG7777 はははは USUSUSUSAAAART2RT2RT2RT2((((SCSCSCSCIIII)))) 非非非非同同同同期期期期送送送送信信信信ままままたたたたはははは UUUUSSSSARARARARTTTT2(S2(S2(S2(SCCCCIIII)))) 同同同同期期期期ククククロロロロッッッッククククととととしししし

ててててもももも選選選選択択択択可可可可能能能能
凡凡凡凡例例例例 ::::  S S S STTTT==== シシシシュュュュミミミミッッッットトトトトトトトリリリリガガガガ入入入入力力力力

アアアアドドドドレレレレスススス 名名名名称称称称 Bit 7Bit 7Bit 7Bit 7 BBBBit 6it 6it 6it 6 BBBBit 5it 5it 5it 5 Bit Bit Bit Bit 4444 Bit 3Bit 3Bit 3Bit 3 BBBBiiiit 2 t 2 t 2 t 2 BBBBiiiit 1t 1t 1t 1 BBBBiiiit 0t 0t 0t 0
POR・BOPOR・BOPOR・BOPOR・BORRRR でででで
のののの値値値値

他他他他ののののリリリリセセセセッッッットトトト
ででででのののの値値値値 (1)(1)(1)(1)

11112222h, Bank 5h, Bank 5h, Bank 5h, Bank 5 DDRGDDRGDDRGDDRG PORTPORTPORTPORTGGGG ののののデデデデーーーータタタタデデデディィィィレレレレククククシシシショョョョンンンンレレレレジジジジススススタタタタ 1111 1111 1111 1111

11113333h, Bank 5h, Bank 5h, Bank 5h, Bank 5 PORTGPORTGPORTGPORTG RG7/RG7/RG7/RG7/
TX2/CK2TX2/CK2TX2/CK2TX2/CK2

RG6/RG6/RG6/RG6/
RX2/DT2RX2/DT2RX2/DT2RX2/DT2

RG5/RG5/RG5/RG5/
PWM3PWM3PWM3PWM3

RG4/RG4/RG4/RG4/
CAP3CAP3CAP3CAP3

RG3/RG3/RG3/RG3/
AN0AN0AN0AN0

RRRRG2/G2/G2/G2/
AAAAN1N1N1N1

RRRRG1/G1/G1/G1/
AAAAN2N2N2N2

RRRRGGGG0/0/0/0/
AAAAN3N3N3N3

xxxx 0000 uuuu 0000

凡凡凡凡例例例例 :::: xxxx==== 不不不不定定定定、、、、uuuu==== 不不不不変変変変、、、、－－－－ ==== 未未未未使使使使用用用用、、、、‘‘‘‘0000’’’’ととととししししててててリリリリーーーードドドド。。。。網網網網掛掛掛掛けけけけのののの部部部部分分分分はははは PPPPORORORORTTTTGGGG でででではははは使使使使わわわわれれれれまままませせせせんんんん。。。。
注 1:注 1:注 1:注 1: 他他他他のののの (((( パパパパワワワワーーーーアアアアッッッッププププ以以以以外外外外 )))) リリリリセセセセッッッットトトトはははは、、、、MMMMCLCLCLCLRRRR をををを通通通通るるるる外外外外部部部部リリリリセセセセッッッットトトトととととウウウウォォォォッッッッチチチチドドドドッッッッググググタタタタイイイイママママリリリリセセセセッッッットトトトをををを含含含含みみみみまままますすすす。。。。
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11110000.8.8.8.8 IIII////OOOO ププププロロロログラグラグラグラミミミミングングングングのののの注意注意注意注意点点点点

10.8.1 双方向 I/O ポート

どのライト命令も、内部でライト動作が後に続く
リードのような動作をします。例えば、BCF と BSF 命
令はそのレジスタを CPU に読み込み、ビット動作を実
行し、その結果をレジスタに書き戻します。これらの
命令は入力と出力が混在しているポートに使用する時
は注意が必要です。例えば、PORTB のビット 5への BSF
動作により、PORTB の 8 ビットすべてが CPU に読み込
まれます。そして 5ビット目をセットし、修正された
8 ビットのデータが PORTB の出力ラッチに書き込まれ
ます。もし PORTB の 0 ビット目が双方向の入出力ピン
として使われ、0 ビット目が入力として定義されてい
る場合、このピンに与えられている入力信号が CPU に
読み込まれ、データラッチに再び書き込まれ、前の内
容はオーバーライトされてしまいます。そのピンが入
力モードを保持している限り、問題は起こりませんが、
ビット0が出力モードに切り変わった場合、データラッ
チの内容が不明になり、意図しないデータが出力され
ることがあります。

ポートのリードはポートピンの値を読み込むことで
す。ポートレジスタへのライトはポートラッチに値を
書き込むことです。あるポートでリード・モディファ
イ・ライト命令 (例えば BCF、BSF、BTG など ) を使用
する場合、そのポートピンの値が読み込まれ、この値
に対して求められる操作が行われ、その結果がポート
ラッチに書き込まれます。

例 10-8 に、I/O ポートでの 2つのシーケンシャルな
リード・モディファイ・ライト命令の影響を示します。 
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10.8.2 I/O ポートの連続動作

I/O ポートへの実際のライトは命令サイクルの最後
に起こりますが、リードに対しては、データは命令サ
イクルの始めに有効になっている必要があります (図
10-17 参照 )。そのためにリード動作が後に続くライト
が同じ I/O ポートで実行された場合には注意が必要で
す。その I/O ポートの値を読み込む命令を実行する前
に、ピンの電圧 (負荷による )が安定できるような命
令のシーケンスにする必要があります。そうでないと、
そのピンの“新しい”状態ではなく前の状態が CPU に
読み込まれてしまうことがあります。不確かな時はNOP
またはこの I/O ポートをアクセスしない他の命令を使
用し、ポートをアクセスする命令が連続しないように
してください。

; Initial PORT settings: PORTB<7:4> Inputs
;                        PORTB<3:0> Outputs
; PORTB<7:6> have pull-ups and are
; not connected to other circuitry
;
;                     PORT latch  PORT pins
;                     ----------  ---------
;
   BCF   PORTB, 7   ; 01pp pppp   11pp pppp
   BCF   PORTB, 6   ; 10pp pppp   11pp pppp

   BCF   DDRB, 7    ; 10pp pppp   11pp pppp
   BCF   DDRB, 6    ; 10pp pppp   10pp pppp
;
; Note that the user may have expected the
; pin values to be 00pp pppp. The 2nd BCF
; caused RB7 to be latched as the pin value
; (High). 

注注注注意意意意 :::: ローまたはハイをローまたはハイをローまたはハイをローまたはハイを出出出出力しているピンに対し力しているピンに対し力しているピンに対し力しているピンに対し、、、、外外外外
部デバイスから駆部デバイスから駆部デバイスから駆部デバイスから駆動動動動 (((( ワイヤワイヤワイヤワイヤーーーードドドド orororor、、、、ワイヤーワイヤーワイヤーワイヤー
ドドドド andandandand)))) することは、このピンのすることは、このピンのすることは、このピンのすることは、このピンのレレレレベルが変化ベルが変化ベルが変化ベルが変化
ししししててててししししままままううううたたたため避め避め避め避けけけけててててくくくくだだだだささささい。結い。結い。結い。結果果果果ととととししししてててて、、、、
過過過過大大大大電電電電流流流流ががががデデデデババババイイイイススススににににダダダダメメメメーーーージジジジをををを与与与与ええええるるるるこここことととと
がありますがありますがありますがあります。。。。
図 図 図 図 10101010- 11117777:::: 連連連連続的続的続的続的なななな I/I/I/I/OOOO 動動動動作   作   作   作           

PC PC + 1 PC + 2 PC + 3

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4

Instruction
fetched

RB7:RB0

MOVWF PORTB
write to
PORTB

NOP

Port pin
sampled here

NOP
MOVF PORTB,W

Instruction
executed MOVWF PORTB

write to
PORTB

NOPMOVF PORTB,W

注意：

この例では、PORTB へのライトに引き続き
PORTB からのリードを示しています。

なお、

データセットアップタイム＝ (0.25TCY-TPD)

TCY ＝命令サイクル

TPD ＝伝達の遅れ

したがってクロック周波数が高いと、ライ
トに続いてリードの時は問題が起きる場合
があります。
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PIC17C75X
11.011.011.011.0 タイマリソースの概要タイマリソースの概要タイマリソースの概要タイマリソースの概要
PIC17C75X には 4個のタイマモジュールがあります。
各モジュールはイベントが起こったことを示すために
割込みを発生できます。これらのタイマは下記のよう
に呼ばれています。

････ タタタタイイイイママママ 0000 －－－－ププププロロロロググググララララムムムム可可可可能能能能なななな 8888bibibibitttt ののののププププリリリリススススケケケケーーーー
ララララをををを伴伴伴伴うううう 11116bi6bi6bi6bitttt ののののタタタタイイイイママママ

････ タタタタイイイイママママ 1111 －－－－ 8888bibibibitttt タタタタイイイイママママ
････ タタタタイイイイママママ 2222 －－－－ 8888bibibibitttt タタタタイイイイママママ
････ タタタタイイイイママママ 3333 －－－－ 11116b6b6b6biiiitttt タタタタイイイイママママ

拡張タイムベース機能としては、4 つの入力キャプ
チャと 3つのパルス幅モジュレーション (PWM) 出力が
あります。PWM はタイマ 1 とタイマ 2 のリソースを使
用し、入力キャプチャはタイマ 3のリソースを使用し
ます。

11111111.1.1.1.1 タタタタイイイイママママ 0000 の概の概の概の概要要要要

タイマ 0 モジュールは、単純な 16bit のオーバーフ
ローカウンタです。クロックソースは内部システムク
ロック(Fosc/4)または外部クロックのどちらでも可能
です。

タイマ０が外部クロックソースを使用する時、イン
クリメントするのに、エッジの立ち上がりか立ち下が
りを選択できるようになっています。

タイマ 0 モジュールにはプログラム可能なプリス
ケーラがあります。PS3:PS0 ビット (T0STA<4:1>) がプ
リスケール値を決定します。TMR0 は次のような比でイ
ンクリメントできます。1：1、1：2、1：4、1：8、1：
16、1：32、1：64、1：128、1：256。

外部クロックの同期は、プリスケーラの後で起こり
ます。プリスケーラが使われる時、外部クロック周波
数はデバイスの周波数より高いことがあります。T0CKI
ピンでの最大外部周波数は、クロックに要求されるハ
イとローの幅から、50MHz です。

11111111.2.2.2.2 タタタタイイイイママママ 1111 の概の概の概の概要要要要

タイマ 1 モジュールは、8bit の周期レジスタ (PR1)
のついた 8bit のタイマ / カウンタです。TMR1 の値が
周期とマッチする値から 0h にロールオーバーすると、
TMR1IF フラグがセットされ、イネーブルなら割込みが
発生します。カウンタモードでは、そのクロックは
RB4/TCLK12 ピンからの入力で、タイマ 2モジュール用
のクロックとしても選択可能です。

TMR1 は 16bit タイマを作るために TMR2 と結合する
こともできます。TMR1 レジスタは LSB で、TMR2 は MSB
です。16bit のタイマモード時は、対応する 16bit の
周期レジスタ (PR2:PR1) があります。TMR2:TMR1 の値
が周期とマッチする値から 0ｈにロールオーバーする
と、TMR1IF フラグがセットされ、イネーブルなら割込
みが発生します。
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11111.31.31.31.3 タタタタイイイイママママ 2222 の概の概の概の概要要要要

タイマ 2 モジュールは、8bit の周期レジスタ (PR2)
のついた 8bit のタイマ / カウンタです。TMR2 の値が
周期とマッチする値から 0h にロールオーバーすると、
TMR2IF フラグがセットされ、イネーブルなら割込みが
発生します。カウンタモードでは、そのクロックは
RB4/TCLK12ピンからの入力で、これはタイマ1モジュー
ル用のクロックとして提供することも可能です。

TMR2 は 16bit タイマを作るために TMR1 と結合する
こともできます。TMR2 レジスタは MSB で、TMR1 は LSB
です。16bit のタイマモード時は、対応する 16bit の
周期レジスタ (PR2:PR1) があります。TMR2:TMR1 の値
が周期とマッチする値から 0ｈにロールオーバーする
と、TMR1IF フラグがセットされ、イネーブルなら割込
みが発生します。

11111.41.41.41.4 タタタタイマイマイマイマ３３３３の概の概の概の概要要要要

タイマ 3 モジュールは、16bit の周期レジスタのつ
いた 16bit のタイマ / カウンタです。TMR3H:TMR3L の
値が0hにロールオーバーすると、TMR3IFビットがセッ
トされ、イネーブルなら割込みが発生します。カウン
タモードでは、そのクロックは RB5/TCLK3 ピンからの
入力です。

4 つのキャプチャモードでの動作時には、周期レジ
スタは（4つのうちの）2番目の 16bit のキャプチャレ
ジスタになります。

11111.51.51.51.5 タタタタイイイイママママ //// カウカウカウカウンンンンタのタのタのタの役役役役割割割割

タイマモジュールは汎用ですが、それらと結合する
専用のリソースを持っています。タイマ 1 とタイマ 2
は 3 つのパルス幅モジュレーション (PWM) 出力用のタ
イムベースで、タイマ 3は 4 つの入力キャプチャ用の
タイムベースです。
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12.012.012.012.0 タイタイタイタイママママ 0000
タイマ 0 モジュールは、16bit のタイマ / カウンタ
TMR0 から成っています。上位バイトはレジスタ TMR0H
で、下位バイトはレジスタ TMR0L です。ソフトウェア
でプログラム可能な 8bit のプリスケーラが、タイマ 0
を有効な 24 ビットオーバーフロータイマにします。ク
ロックソースは、内部命令クロックまたは RA1/T0CKI
ピンからの外部クロックのどちらかを、ソフトウェア
でプログラム可能です。このモジュールの制御ビット
は、レジスタ T0STA 内にあります (図 12-1)。
 1997 Microchip Technology Inc. Prelimin
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図 図 図 図 12121212- 1111:::: TTTT0000STSTSTSTAAAA レレレレジジジジススススタタタタ (((( アアアアドドドドレスレスレスレス：：：：05h、05h、05h、05h、ババババンクンクンクンクさささされてれてれてれていいいいなななないいいい )  )  )  )                  

R/W - 0 R/W - 0 R/W - 0 R/W - 0 R/W - 0 R/W - 0 R/W - 0 U - 0
INTEDG T0SE T0CS T0PS3 T0PS2 T0PS1 T0PS0 — R R R R = 読= 読= 読= 読みみみみ込込込込みみみみ可可可可能能能能ななななビビビビッッッットトトト

W W W W = 書= 書= 書= 書きききき込込込込みみみみ可可可可能能能能ななななビビビビッッッットトトト
U U U U = 未= 未= 未= 未使使使使用用用用ののののビビビビッッッット ト ト ト 
                            ‘‘‘‘0000’’’’ととととししししててててリリリリーーーードドドド
----n n n n = P= P= P= POOOORRRR リリリリセセセセッッッットトトトででででのののの値値値値

bit7 bit0

bit 7: INTEDG : RA0/INT ピン割込みエッジ選択ビット
このビットはエッジを選択し、そのエッジで割込みを検出します。
1 =RA0/INT ピンの立ち上がりエッジで割込みを発生
0 =RA0/INT ピンの立ち下がりエッジで割込みを発生

bit 6: T0SE: タイマ 0クロック入力エッジ選択ビット
このビットはエッジを選択し、そのエッジ上で TMR0 をインクリメントします。
T0CS=0 の時 ( 外部クロック )
1 =RA1/T0CKI ピンの立ち上がりエッジで TMR0 をインクリメントし、そして (または )T0CKIF 割込みを
発生
0 =RA1/T0CKI ピンの立ち下がりエッジで TMR0 をインクリメントし、そして (または )T0CKIF 割込みを
発生
T0CS=1 の時 ( 内部クロック )
Don't care （無視）

bit 5: T0CS: タイマ 0クロックソース選択ビット
このビットは TMR0 のクロックソースを選択します。
1 =内部命令クロックサイクル (TCY)
0 =T0CKI ピンからの外部クロック入力

bit 4-1:T0PS3:T0PS0: タイマ 0プリスケール選択ビット
これらのビットは TMR0 のプリスケール値を選択します。      

bit  0: Unimplemented: 未使用：‘0’としてリード

T0PS3:T0PS0

0000
0001
0010
0011
0100
0101
0110
0111
1xxx

1:1
1:2
1:4
1:8

1:16
1:32
1:64

1:128
1:256

ププププリリリリススススケケケケーーーールルルル値値値値
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11112222.1.1.1.1 タタタタイイイイママママ 0000 の動の動の動の動作作作作

T0CS(T0STA<5>) ビットがセットされると、TMR0 は内
部クロックでインクリメントします。T0CS がクリアさ
れると、TMR0 は外部クロックでインクリメントします
(RA1/T0CKIピン)。外部クロックのエッジはソフトウェ
アで選択可能です。T0SE(T0STA<6>) ビットがセットさ
れると、タイマは RA1/T0CKI ピンの立ち上がりエッジ
でインクリメントします。T0SE がクリアされると、タ
イマは RA1/T0CKI ピンの立ち下がりエッジでインクリ
メントします。プリスケーラは 1:1 から 1:256 にプリ
スケール出来るようにプログラムできます。タイマは
0000h から FFFFh までインクリメントし、0000h にロー
ルオーバーします。オーバーフローでは、TMR0 割込み
フラグビット (T0IF) がセットされます。TMR0 の割込
みは対応する TMR0 割込みイネーブルビット (T0IE) を
クリアすることによりマスクが可能です。TMR0 割込み
フラグビット (T0IF) は、TMR0 割込みベクタに分岐す
ると自動的にクリアされます。
DS30264A-J-page 88 Prelimin
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11112.22.22.22.2 外外外外部ク部ク部ク部クロロロロックックックックにににによるよるよるよるタタタタイイイイママママ 0000 の使の使の使の使いいいい方方方方

外部クロック入力がタイマ 0 に使用されると、内部
位相クロックで同期されます。図 12-3 に外部クロック
の同期を示します。この同期はプリスケーラの後で行
われます。プリスケーラの出力 (PSOUT) は、立ち上が
りまたは立ち下がりエッジを検出するために命令サイ
クル毎に 2度サンプリングされます。外部クロックに
必要なタイミングは、電気的仕様の章で詳しく説明し
ます。

12.2.0 外部クロックエッジからの遅延

プリスケーラ出力が内部クロックに同期しているの
で、外部クロックのエッジが起こった時から TMR0 が実
際にインクリメントする時まで少しの遅れがありま
す。図 12-3 は、この遅延が 3Tosc と 7Tosc の間で起こ
ることを示しています。このように、例えば 2つのエッ
ジ (例えば周期 ) 間の間隔を測定すると、± 4Tosc 以
内の精度です (± 121ns ＠ 33MHz)。
図 図 図 図 12121212- 2222:::: タタタタイイイイママママ 0000 モジモジモジモジュュュュールールールールののののブロブロブロブロッッッック図 ク図 ク図 ク図                             

図 図 図 図 12121212- 3333:::: 外外外外部ク部ク部ク部クロロロロックックックックにににによよよよるるるる TTTTMRMRMRMR0000 ののののタタタタイミイミイミイミンンンング  グ  グ  グ                      

RA1/T0CKI Synchronization
Prescaler
(8 stage
async ripple
counter)

T0SE
(T0STA<6>)

Fosc/4

T0CS
(T0STA<5>)

T0PS3:T0PS0
(T0STA<4:1>)

Q2 Q4

0

1
TMR0H<8> TMR0L<8>

Interrupt on overflow
sets T0IF

(INTSTA<5>)

4

PSOUT

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4

Prescaler
output

(PSOUT)

Sampled

Prescaler
output

Increment
TMR0

TMR0 T0 T0 + 1 T0 + 2

(note 3)

(note 2)

.
 

(note 1)

注 1: T0CKI エッジから TMR0 のインクリメントまでの遅延は、3Tosc から 7Tosc。
   2: ↑ =PSOUT はここでサンプルされます。
   3: PSOUT のハイタイムは短すぎるので、サンプリング回路で取りそこないます。
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11112222.3.3.3.3 TTTTMMMMRRRR0000 ののののリリリリーーーードドドド //// ライライライライトトトトの注の注の注の注意意意意点点点点

TMR0 は 16bit のタイマ /カウンタですが、単一の命
令サイクルの間は一度に8bitのみリードまたはライト
が可能です。いかなるリード、ライトの間も注意が必
要です。

12.3.1 16bit 値のリード

16bitの値全体を読み込むと、下位(または上位)バ
イトのリード後、その値が FFh から 00h に変化すると
いう問題が起きることがあります。

例 12-1 に、16bit のリードを示します。適切なリー
ドをするために、このルーチンの間に割込みをディ
セーブルする必要があります。

例 例 例 例 12-112-112-112-1:::: 16bi16bi16bi16bitttt のリのリのリのリーーーード   ド   ド   ド                   

MOVPF   TMR0L, TMPLO    ;read low tmr0 
MOVPF   TMR0H, TMPHI    ;read high tmr0 
MOVFP   TMPLO, WREG     ;tmplo −>−>−>−> wreg 
CPFSLT  TMR0L           ;tmr0l < wreg? 
RETURN                  ;no then return 
MOVPF   TMR0L, TMPLO    ;read low tmr0 
MOVPF   TMR0H, TMPHI    ;read high tmr0 
RETURN                  ;return 
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12.3.2 TMR0 への 16bit 値のライト

TMR0L または TMR0H のどちらかにライトすることに
より、次のサイクル (続くライト )で TMR0 の半分のイ
ンクリメントを禁止し、残り半分のインクリメントを
禁止しないので、例 12-2 に示すように、2つの連続し
た命令で最初に TMR0L、次に TMR0H にライトする場合、
割込みをディセーブルする必要があります。TMR0L、
TMR0H どちらへのライトもプリスケーラをクリアしま
す。 

例 例 例 例 12-212-212-212-2:::: 16b16b16b16biiiitttt のラのラのラのライイイイト  ト  ト  ト                  

11112.42.42.42.4 ププププリスリスリスリスケケケケーラーラーラーラのののの指定指定指定指定

タイマ 0 には 8bit のプリスケーラがあります。プリ
スケーラの指定はソフトウェアにより完全に制御され
ます。すなわちプログラム実行中に変更することがで
きます。プリスケーラの指定を変更する時、その前に
プリスケーラのクリアをすることをお勧めします。プ
リスケーラの値は“不定”で、現在の値より少ない値
を指定すると、その不定の時間を計算に入れることが
難しくなります。

BSF     CPUSTA, GLINTD ; Disable interrupts
MOVFP   RAM_L, TMR0L   ;
MOVFP   RAM_H, TMR0H   ;
BCF     CPUSTA, GLINTD ; Done, enable
                       ;    interrupts
図 図 図 図 12121212- 4444:::: TTTTMMMMRRRR0000 ののののタタタタイミイミイミイミンンンング：グ：グ：グ：上上上上位ま位ま位ま位またたたたは下は下は下は下位位位位バイバイバイバイトトトトのラのラのラのライイイイト  ト  ト  ト                  

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4

AD15:AD0

ALE

TMR0L

TMR0H

MOVFP W,TMR0L
Write to TMR0L

MOVFP TMR0L,W
Read TMR0L
(Value = NT0)

MOVFP TMR0L,W
Read TMR0L
(Value = NT0)

MOVFP TMR0L,W
Read TMR0L

(Value = NT0 +1)

T0 T0+1 New T0   (NT0) New T0+1

PC PC+1 PC+2 PC+3 PC+4

Fetch

Instruction
executed
ary DS30264A-J-page 89
す。最新版の英文データシート
手可能）を参照して下さい。



PIC17C75X
図 図 図 図 12121212- 5555:::: タタタタイマイマイマイマモモモモードードードードででででのののの TMTMTMTMRRRR0000 のリのリのリのリーーーードドドド //// ラララライト イト イト イト                     

表 表 表 表 12121212- 1111:::: タタタタイイイイママママ 0000 に関に関に関に関連連連連するするするするレレレレジスジスジスジスタタタタ //// ビビビビッッッット   ト   ト   ト          

アアアアドドドドレレレレスススス 名名名名称称称称 Bit 7Bit 7Bit 7Bit 7 BiBiBiBit t t t 6666 Bit Bit Bit Bit 5555 Bit 4Bit 4Bit 4Bit 4 Bit 3Bit 3Bit 3Bit 3 Bit 2 Bit 2 Bit 2 Bit 2 Bit 1Bit 1Bit 1Bit 1 Bit 0Bit 0Bit 0Bit 0 PPPPOR・BOOR・BOOR・BOOR・BORRRR ででででのののの
値値値値

他他他他ののののリリリリセセセセッッッットトトト
ででででのののの値値値値 (((( 注注注注 1111))))

00005555h, Unbankedh, Unbankedh, Unbankedh, Unbanked TTTT0STA0STA0STA0STA INTEDG T0SE T0CS T0PS3 T0PS2 T0PS1 T0PS0 — 0000 000- 0000 000-

00006666h, Unbankedh, Unbankedh, Unbankedh, Unbanked CCCCPUSTAPUSTAPUSTAPUSTA — — STKAV GLINTD TO PD POR BOR --11 1100 --11 qq11

00007777h, Unbankedh, Unbankedh, Unbankedh, Unbanked IIIINTSTANTSTANTSTANTSTA PEIF T0CKIF T0IF INTF PEIE T0CKIE T0IE INTE 0000 0000 0000 0000

0000BBBBh, Unbankedh, Unbankedh, Unbankedh, Unbanked TTTTMR0LMR0LMR0LMR0L TTTTMR0 レジスタMR0 レジスタMR0 レジスタMR0 レジスタ；；；；下下下下位位位位ババババイイイイトトトト xxxx xxxx uuuu uuuu

0000CCCCh, Unbankedh, Unbankedh, Unbankedh, Unbanked TTTTMR0HMR0HMR0HMR0H TTTTMR0 レジスタMR0 レジスタMR0 レジスタMR0 レジスタ；；；；上上上上位位位位ババババイイイイトトトト xxxx xxxx uuuu uuuu

凡凡凡凡例例例例 :::: xxxx==== 未未未未知、知、知、知、uuuu==== 不不不不変変変変、、、、－－－－ ==== 未未未未使用使用使用使用、、、、‘‘‘‘0000’とし’とし’とし’としててててリードリードリードリード、、、、qqqq==== 条件に条件に条件に条件によよよよってってってって決決決決まる値まる値まる値まる値。。。。網掛け網掛け網掛け網掛けのののの部分は部分は部分は部分はタタタタイイイイママママ 0000 ででででは使わは使わは使わは使われれれれませんませんませんません。。。。
注 注 注 注 1:1:1:1: 他他他他の（パの（パの（パの（パワワワワーアッーアッーアッーアッププププ以外）以外）以外）以外）リリリリセットセットセットセットはははは、、、、MMMMCCCCLLLLRRRR をををを通通通通る外部る外部る外部る外部リリリリセットセットセットセットととととウォッウォッウォッウォッチチチチドッドッドッドッググググタイマタイマタイマタイマリリリリセットセットセットセットをををを含みま含みま含みま含みますすすす。。。。

Instruction
executed

MOVFP
DATAL,TMR0L
Write TMR0L

MOVFP
DATAH,TMR0H
Write TMR0H

MOVPF
TMR0L,W

Read TMR0L

MOVPF
TMR0L,W

Read TMR0L

MOVPF
TMR0L,W

Read TMR0L

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4

AD15:AD0

ALE

WR_TRM0L

WR_TMR0H

RD_TMR0L

TMR0H

TMR0L

12 12 13 AB

FE FF 56 57 58

Instruction
fetched

MOVFP
DATAL,TMR0L
Write TMR0L

MOVFP
DATAH,TMR0H
Write TMR0H

MOVPF
TMR0L,W

Read TMR0L

MOVPF
TMR0L,W

Read TMR0L

MOVPF
TMR0L,W

Read TMR0L

MOVPF
TMR0L,W

Read TMR0L

Previously
Fetched
Instruction

この例では、古い TMR0 の値は 12FEh で、AB56h の新しい値を書き込みます。
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PIC17C75X
11113333....0000 タイタイタイタイママママ 1111、タイ、タイ、タイ、タイママママ 2222、タイ、タイ、タイ、タイママママ 3333、、、、
PPPPWWWWMMMM、キャプチャ、キャプチャ、キャプチャ、キャプチャ

PIC17C75X は、制御に関する応用へのインプリメン
テーションを容易にするために豊富なタイマとタイム
ベースの機能を備えています。これらのタイムベース
機能は 3 つの PWM出力と 4 つのキャプチャ入力を含
みます。

タイマ 1 とタイマ 2 は、2 つの 8bit のインクリメン
トするタイマで、各々8bit の周期レジスタ (PR1と PR2)
と別々のオーバーフロー割込みフラグを持っていま
す。タイマ 1 とタイマ 2 はタイマとして ( 内部 Fosc/4
クロックでインクリメント )、またはカウンタとして
(RB4/TCLK12 ピンの外部クロックの立ち下がりエッ
ジでインクリメント ) のどちらかで動作することがで
きます。それらは単一の 16bit のタイマ / カウンタとし
て動作するようソフトウェアの設定も可能です。これ
らのタイマは PWM( パルス幅モジュレーション ) モ
ジュールのタイムベースとしても使用します。

タイマ 3 は 16bit のタイマ / カウンタで、TMR3H と
TMR3L レジスタを使用します。タイマ 3にはさらに 2
つのレジスタ (PR3H/CA1H:PR3L/CA1L) も持ち、16bit
の周期レジスタまたは 16bit のキャプチャレジスタと
して設定可能です。TMR3 は内部システムクロック
(Fosc/4) から、または RB5/TCLK3 ピンの外部シグナル
 1997 Microchip Technology Inc. Prelimin
この日本語データシートは参考資料で
(http://www.microchip.com から入
からインクリメントするように、ソフトウェアで設定
できます。タイマ 3 は 16bit のキャプチャすべてに対
してのタイムベースです。

他の 6 つのレジスタはキャプチャ 2、キャプチャ 3、
キャプチャ 4 レジスタ (CA2H:CA2L、CA3H:CA3L、
CA4H:CA4L) を形成しています。

図 13-1、13-2、13-3 は、PWM1、PWM2、PWM3、キャ
プチャ 1、キャプチャ 2、キャプチャ 3、キャプチャ 4
と同様にタイマ 1、タイマ 2、タイマ 3の動作のための
制御レジスタです。

表 13-1 に、これらタイムベースの機能に必要なタイ
マのリソースを示します。各タイマは、多機能を動か
すためにオープンリソースです。

表 表 表 表 13131313-1111:::: 必必必必要な要な要な要なタタタタイムイムイムイムベベベベースースースース機機機機能能能能 //// リリリリ
ソソソソース     ース     ース     ース     

Time-base Function Timer Resource

PPPPWWWWMMMM1111 TTTTiiiimmmmeeeerrrr1111
PPPPWWWWMMMM2222 TTTTiiiimmmmeeeerrrr1 o1 o1 o1 or r r r TTTTiiiimmmmeeeerrrr2222
PPPPWWWWMMMM3333 TTTTiiiimmmmeeeerrrr1 o1 o1 o1 or r r r TTTTiiiimmmmeeeerrrr2222
CCCCaaaappppttttuuuurrrreeee1111 TTTTiiiimmmmeeeerrrr3333
CCCCaaaappppttttuuuurrrreeee2222 TTTTiiiimmmmeeeerrrr3333
CCCCaaaappppttttuuuurrrreeee3333 TTTTiiiimmmmeeeerrrr3333
CCCCaaaappppttttuuuurrrreeee4444 TTTTiiiimmmmeeeerrrr3333
図 図 図 図 13131313-1111:::: TTTTCCCCOOOONNNN1111 レレレレジジジジススススタタタタ (((( アアアアドドドドレレレレスススス ::::16161616hhhh、、、、バンバンバンバンクククク 3333)   )   )   )      

R/W - 0 R/W - 0 R/W - 0 R/W - 0 R/W - 0 R/W - 0 R/W - 0 R/W - 0
CA2ED1 CA2ED0 CA1ED1 CA1ED0 T16 TMR3CS TMR2CS TMR1CS R R R R = = = = 読読読読みみみみ込込込込みみみみ可可可可能能能能ななななビビビビッッッットトトト

W W W W = = = = 書書書書きききき込込込込みみみみ可可可可能能能能ななななビビビビッッッットトトト
----n n n n = = = = PPPPOOOORRRR リリリリセセセセッッッットトトトででででのののの値値値値

bit7 bit0

bit 7-6: CA2ED1:CA2ED0: キャプチャ 2モード選択ビット
00 = 立ち下がりエッジ毎にキャプチャ
01 = 立ち上がりエッジ毎にキャプチャ
10 = 4 回毎の立ち上がりエッジでキャプチャ
11 = 16 回毎の立ち上がりエッジでキャプチャ

bit 5-4: CA1ED1:CA1ED0: キャプチャ 1モード選択ビット
00 = 立ち下がりエッジ毎にキャプチャ
01 = 立ち上がりエッジ毎にキャプチャ
10 = 4 回毎の立ち上がりエッジでキャプチャ
11 = 16 回毎の立ち上がりエッジでキャプチャ

bit 3: T16: タイマ 2: タイマ 1モード選択ビット
1 = タイマ 2とタイマ 1が 16bit のタイマを作る
0 = タイマ 2とタイマ 1は 2 個の 8bit のタイマ

bit 2: TMR3CS: タイマ 3クロックソース選択ビット
1 = TMR3 は RB5/TCLK3 ピンの立ち下がりエッジでインクリメント
0 = TMR3 は内部クロックでインクリメント

bit 1: TMR2CS: タイマ 2クロックソース選択ビット
1 = TMR2 は RB4/TCLK12 ピンの立ち下がりエッジでインクリメント
0 = TMR2 は内部クロックでインクリメント

bit 0: TMR1CS: タイマ 1クロックソース選択ビット
1 = TMR1 は RB4/TCLK12 ピンの立ち下がりエッジでインクリメント
0 = TMR1 は内部クロックでインクリメント
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図 図 図 図 13131313-2222:::: TTTTCCCCOOOONNNN2222 レレレレジジジジススススタタタタ (((( アアアアドドドドレスレスレスレス：：：：17h17h17h17h、バ、バ、バ、バンンンンクククク 3333)   )   )   )       

R - 0 R - 0 R/W - 0 R/W - 0 R/W - 0 R/W - 0 R/W - 0 R/W - 0
CA2OVF CA1OVF PWM2ON PWM1ON CA1/PR3 TMR3ON TMR2ON TMR1ON R R R R = = = = 読読読読みみみみ込込込込みみみみ可可可可能能能能ななななビビビビッッッットトトト

W W W W = = = = 書書書書きききき込込込込みみみみ可可可可能能能能ななななビビビビッッッットトトト
----n n n n = = = = PPPPOOOORRRR リリリリセセセセッッッットトトトででででのののの値値値値

bit7 bit0

bit 7: CA2OVF: キャプチャ 2オーバーフローステータスビット
このビットは、次のキャプチャイベントが起こる前にキャプチャ値がキャプチャレジスタペア (CA2H:CA2L) から
リードされていなかったことを示します。キャプチャレジスタは最も古いリードされていないキャプチャ値を保持
します ( オーバーフローする直前のキャプチャ )。続いて起こるキャプチャイベントは、キャプチャレジスタがリー
ドされるまで ( 両方のバイト )、TMR3 の値でキャプチャレジスタをアップデートしません。
1 = オーバーフローがキャプチャ 2レジスタで起こった場合
0 = オーバーフローがキャプチャ 2レジスタで起こらなかった場合

bit 6: CA1OVF: キャプチャ 1オーバーフローステータスビット
このビットは、次のキャプチャイベントが起こる前にキャプチャ値がキャプチャレジスタペア
(PR3H/CA1H:PR3L/CA1L) からリードされていなかったことを示します。キャプチャレジスタは最も古いリードされ
ていないキャプチャ値を保持します ( オーバーフローする直前のキャプチャ)。続いて起こるキャプチャイベントは、
キャプチャレジスタがリードされるまで ( 両方のバイト )、TMR3 の値でキャプチャレジスタをアップデートしませ
ん。
1 = オーバーフローがキャプチャ 1レジスタで起こった場合
0 = オーバーフローがキャプチャ 1レジスタで起こらなかった場合

bit 5: PWM2ON: PWM2 オンビット
1 = PWM2 はイネーブル (RB3/PWM2 ピンは DDRB<3> ビットの状態を無視 )
0 = PWM2 はディセーブル (RB3/PWM2 ピンはデータ方向指示のためDDRB<3> ビットの状態を使用 )

bit 4: PWM1ON: PWM1 オンビット
1 = PWM1 はイネーブル (RB2/PWM1 ピンは DDRB<2> ビットの状態を無視 )
0 = PWM1 はディセーブル (RB2/PWM1 ピンはデータ方向指示のためDDRB<2> ビットの状態を使用 )

bit 3: CA1/PR3: CA1/PR3 レジスタモード選択ビット
1 = キャプチャ 1をイネーブル (PR3H/CA1H:PR3L/CA1L はキャプチャ 1 レジスタ。タイマ 3 は周期レジスタなしに動く )
0 = 周期レジスタをイネーブル (PR3H/CA1H:PR3L/CA1L はタイマ 3 用の周期レジスタ )

bit 2: TMR3ON : Timer3 オンビット
1 = タイマ 3を始動
0 = タイマ 3を停止

bit 1: TMR2ON : Timer2 オンビット
このビットは TMR2 レジスタのインクリメントを制御します。TMR2:TMR1 が 16bit のタイマを作る時 (T16 をセッ
ト )、TMR2ON をセットする必要があります。これによりタイマのMSB がインクリメントするのを可能にします。
1 = タイマ 2を始動 (T16 ビット (TCON1<3> をセットするならイネーブルが必要 )
0 = タイマ 2を停止

bit 0: TMR1ON : Timer1 オンビット
T16 をセット時 (16bit タイマモード )   
1 = 16bitTMR2:TMR1 を始動
0 = 16bitTMR2:TMR1 を停止

T16 をクリア時 (8bit タイマモード )   
1 = 8bit タイマ 1を始動
0 = 8bit タイマ 1を停止
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図 図 図 図 13131313-3333:::: TTTTCCCCOOOONNNN3333 レレレレジジジジススススタタタタ (((( アアアアドドドドレスレスレスレス：：：：16h16h16h16h、バ、バ、バ、バンンンンクククク 7777)    )    )    )       

U-0 R - 0 R - 0 R/W - 0 R/W - 0 R/W - 0 R/W - 0 R/W - 0
- CA4OVF CA3OVF CA4ED1 CA4ED0 CA3ED1 CA3ED0 PWM3ON R R R R = = = = 読読読読みみみみ込込込込みみみみ可可可可能能能能ななななビビビビッッッットトトト

W W W W = = = = 書書書書きききき込込込込みみみみ可可可可能能能能ななななビビビビッッッットトトト
U U U U = = = = 未未未未使使使使用用用用ののののビビビビッッッットトトト、、、、
  ‘  ‘  ‘  ‘0000’’’’ととととししししててててリリリリーーーードドドド
----n n n n ====PPPPOOOORRRR リリリリセセセセッッッットトトトででででのののの値値値値

bit7 bit0

bit 7: Unimplemented: 未使用：‘0’としてリード

bit 6: CA4OVF: キャプチャ 4オーバーフローステータスビット
このビットは、次のキャプチャイベントが起こる前にキャプチャ値がキャプチャレジスタペア(CA4H:CA4L)からリー
ドされていなかったことを示します。キャプチャレジスタは最も古いリードされていないキャプチャ値を保持します
( オーバーフローする直前のキャプチャ)。続いて起こるキャプチャイベントは、キャプチャレジスタがリードされる
まで ( 両方のバイト )、TMR3 の値でキャプチャレジスタをアップデートしません。
1 = オーバーフローがキャプチャ 4レジスタで起こった場合
0 = オーバーフローがキャプチャ 4レジスタで起こらなかった場合

bit 5: CA3OVF: キャプチャ 3オーバーフローステータスビット
このビットは、次のキャプチャイベントが起こる前にキャプチャ値がキャプチャレジスタペア(CA3H:CA3L)からリー
ドされていなかったことを示します。キャプチャレジスタは最も古いリードされていないキャプチャ値を保持します
( オーバーフローする直前のキャプチャ)。続いて起こるキャプチャイベントは、キャプチャレジスタがリードされる
まで ( 両方のバイト )、TMR3 の値でキャプチャレジスタをアップデートしません。
1 = オーバーフローがキャプチャ 3レジスタで起こった場合
0 = オーバーフローがキャプチャ 3レジスタで起こらなかった場合

bit 4-3: CA4ED1:CA4ED0: キャプチャ 4モード選択ビット
00  = 立ち下がりエッジ毎にキャプチャ
01  = 立ち上がりエッジ毎にキャプチャ
10  = 4 回毎の立ち上がりエッジでキャプチャ
11  = 16 回毎の立ち上がりエッジでキャプチャ

bit 2-1: CA3ED1:CA3ED0: キャプチャ 3モード選択ビット
00  = 立ち下がりエッジ毎にキャプチャ
01  = 立ち上がりエッジ毎にキャプチャ
10  = 4 回毎の立ち上がりエッジでキャプチャ
11  = 16 回毎の立ち上がりエッジでキャプチャ

bit 0: PWM3ON: PWM3 オンビット
1 = PWM3 はイネーブル (RG5/PWM3 ピンは DDRG<5> ビットの状態を無視 )
0 = PWM3 はディセーブル (RG5/PWM3 ピンはデータ方向定義に DDRG<5> ビットの状態を使用 )
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13131313....1111 タタタタイイイイママママ 1111 ととととタイタイタイタイママママ 2222

11113333.1.1  .1.1  .1.1  .1.1      8bi8bi8bi8bitttt モモモモードードードードででででのタのタのタのタイイイイママママ 1111 ととととタイタイタイタイママママ 2222

タイマ 1 とタイマ 2 は両方とも、T16 ビットがクリ
アの時は 8bit モードで動作します。これら 2つのタイ
マは、内部命令サイクルクロック (TCY)、または
RB4/TCLK12 ピンからの外部クロックソースからイン
クリメントするようそれぞれに設定することができま
す。タイマクロックソースは TMRxCS ビットにより設
定します ( タイマ 1 では x=1、タイマ 2 では x=2)。
TMRxCS がクリアされると、クロックソースは内部に
なり、命令サイクル毎に 1 度インクリメントします
(Fosc/4)。TMRxCS がセットされると、クロックソース
はRB4/ TCLK12ピンになり、カウンタがRB4/ TCLK12
ピンの立ち下がりエッジ毎にインクリメントします。

タイマは 00h から、周期レジスタ (PRx) と等しくな
るまでインクリメントします。さらに次のインクリメ
ントサイクルで00hにリセットします。タイマがリセッ
トされると、タイマ割込みフラグがセットされます。
TMR1と TMR2は独立した割込みフラグビットを持っ
ています。TMR1割込みフラグビットがTMR1IFにラッ
チされ、TMR2 割込みフラグビットが TMR2IF にラッ
チされます。

各タイマは対応する割込みイネーブルビット
(TMRxIE) も持っています。タイマ割込みは、このビッ
トをセット / クリアすることによりイネーブル / ディ
セーブルできます。周辺割込みをイネーブルするため
には、周辺割込みイネーブルビットをセットし (PEIE=
‘1’)、全体割込みをイネーブルする (GLINTD=‘0’)
必要があります。
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タイマは、ソフトウェアの制御でオンやオフができ
ます。制御ビットのタイマ (TMRxON) がセットされる
と、タイマはクロックソースからインクリメントしま
す。TMRxON がクリアされると、タイマはオフにな
り、タイマ割込みフラグをセットできないようにしま
す。

13131313....1111....1111....1111 タタタタイイイイママママ 1111 ととととタタタタイイイイママママ 2222 のののの外外外外部部部部ククククロロロロッッッックククク入入入入力力力力

TMRxCS がセットされると、クロックソースは
RB4/TCLK12 ピンになり、カウンタが RB4/TCLK12 ピ
ンの立ち下がりエッジ毎にインクリメントします。
TCLK12 入力は内部位相クロックと同期しています。
これにより、立ち下がりエッジが TCLK12 に現れた時
から、TMR1 か TMR2 が実際にインクリメントする時
まで遅れがあります。必要な外部クロック入力のタイ
ミングについては、電気的仕様の章を参照してくださ
い。
図 図 図 図 13131313-4444:::: 2222 つつつつのののの 8b8b8b8biiiitttt ののののタイタイタイタイママママ //// カウカウカウカウンンンンタタタタモモモモードードードードででででのタのタのタのタイイイイママママ 1111 ととととタタタタイイイイママママ 2      2      2      2      

Fosc/4

RB4/TCLK12

TMR1ON
(TCON2<0>)

TMR1CS
(TCON1<0>)

TMR1

PR1

Reset

Equal

Set TMR1IF
(PIR1<4>)

0

1

Comparator<8>Comparator x8

Fosc/4
TMR2ON
(TCON2<1>)

TMR2CS
(TCON1<1>)

TMR2

PR2

Reset

Equal

Set TMR2IF
(PIR1<5>)

1

0

Comparator<8>Comparator x8
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11113333.1.2  .1.2  .1.2  .1.2      16bi16bi16bi16bitttt モモモモードードードードででででののののタタタタイイイイママママ 1111 ととととタタタタイイイイママママ 2222

16bit モードを選択するには、T16 ビットをセットし
ます。このモードでは、TMR2 と TMR1 は、16bit のタ
イマを作るように連結されます (TMR2:TMR1)。16bit
タイマは、16bit 周期レジスタ (PR2:PR1) と一致するま
でインクリメントします。続くタイマクロックでは、
そのタイマの値は 0h にリセットし、TMR1IF ビットが
セットされます。

16bit タイマ用のクロックソースを選択すると、
TMR1CS ビットが 16bit のタイマ全体を制御し、
TMR2CS は無視されますが、TMR2ON はセットを確実
にする必要があります(TMR2をインクリメントさせる
ため )。TMR1CS をクリアすると、タイマは命令サイ
クル毎に 1度インクリメントします (Fosc/4)。TMR1CS
がセットされると、タイマは RB4/TCLK12 ピンの立ち
下がりエッジ毎にインクリメントします。16bit のタイ
マをインクリメントするためには、TMR1ON と
TMR2ON の両方のビットをセットする必要がありま
す ( 表 13-2)。

表 表 表 表 13131313-2222:::: 16b16b16b16biiiitttt タタタタイマイマイマイマののののタタタターーーーニンニンニンニング  グ  グ  グ              

TTTT16161616 TTTTMMMMRRRR2222OOOONNNN TTTTMMMMRRRR1111OOOONNNN RRRReeeessssuuuultltltlt

1 1 1 16161616----bbbbit tiit tiit tiit timmmmeeeer r r r 
((((TTTTMMMMRRRR2222::::TTTTMMMMRRRR1111) ) ) ) OOOONNNN

1 0 1 OOOOnnnnlllly y y y TTTTMMMMRRRR1 1 1 1 iiiinnnnccccrrrreeeemmmmeeeennnnttttssss
1 x 0 16161616----bbbbit tiit tiit tiit timmmmeeeer r r r OOOOFFFFFFFF
0 1 1 TTTTiiiimmmmeeeerrrrs s s s iiiin 8n 8n 8n 8----bbbbit it it it mmmmooooddddeeee
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13131313....1111....2222....1111 TTTTMMMMRRRR2222::::TTTTMMMMRRRR1111 のののの外外外外部部部部ククククロロロロッッッックククク入入入入力力力力

TMR1CS がセットされると、16bit の TMR2:TMR1 は
クロック入力TCLK12の立ち下がりエッジでインクリ
メントします。RB4/TCLK12 ピンの入力は、命令サイ
クル毎に 2回、内部位相クロックによりサンプリング
され同期されます。これにより、立ち下がりエッジが
RB4/TCLK12 に現れた時から、TMR2:TMR1 が実際に
インクリメントする時まで遅れがあります。必要な外
部クロック入力のタイミングについては、電気的仕様
の章を参照してください。
図 図 図 図 13131313-5555:::: 16b16b16b16biiiitttt ののののタイタイタイタイママママ //// カカカカウウウウンタンタンタンタモモモモードードードードででででのののの TTTTRRRRMMMM2222 とととと TTTTRRRRMMMM1       1       1       1       
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Fosc/4

TMR1ON
(TCON2<0>)

TMR1CS
(TCON1<0>) TMR1 x 8

PR1 x 8

Reset

EqualSet Interrupt TMR1IF
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1

0

Comparator<8>Comparator x16
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表 表 表 表 13131313-3333:::: タタタタイイイイママママ 1111 ととととタイタイタイタイママママ 2222 レレレレジジジジスタスタスタスタのののの概要   概要   概要   概要                       

アアアアドドドドレレレレスススス 名名名名称称称称 BBBBit it it it 7777 BBBBiiiit t t t 6666 BBBBit it it it 5555 BBBBit it it it 4444 BBBBiiiit t t t 3333 BBBBiiiit t t t 2 2 2 2 BBBBit it it it 1111 BBBBit it it it 0000 PPPPOOOORRRR・・・・BBBBOOOORRRR
ででででのののの値値値値

他他他他ののののリリリリセセセセッッッッ
トトトトででででのののの値値値値
(((( 注注注注 1111))))

16h16h16h16h, , , , BBBBaaaannnnk 3k 3k 3k 3 TTTTCCCCOOOONNNN1111 CCCCAAAA2222EEEEDDDD1111 CCCCAAAA2222EEEEDDDD0000 CCCCAAAA1111EEEEDDDD1111 CCCCAAAA1111EEEEDDDD0000 TTTT16161616 TTTTMMMMRRRR3333CCCCSSSS TTTTMMMMRRRR2222CCCCSSSS TTTTMMMMRRRR1111CCCCSSSS 0000 0000 0000 0000

17h17h17h17h, , , , BBBBaaaannnnk 3k 3k 3k 3 TTTTCCCCOOOONNNN2222 CA2OVF CA1OVF PWM2ON PWM1ON CA1/PR3 TMR3ON TMR2ON TMR1ON 0000 0000 0000 0000

16h16h16h16h, , , , BBBBaaaannnnk 7k 7k 7k 7 TTTTCCCCOOOONNNN3333 — CA4OVF CA3OVF CA4ED1 CA4ED0 CA3ED1 CA3ED0 PWM3ON -000 0000 -000 0000

10h10h10h10h, , , , BBBBaaaannnnk 2k 2k 2k 2 TTTTMMMMRRRR1111 タタタタイイイイママママ１１１１ののののレレレレジジジジススススタタタタ xxxx xxxx uuuu uuuu

11h11h11h11h, , , , BBBBaaaannnnk 2k 2k 2k 2 TTTTMMMMRRRR2222 タタタタイイイイママママ２２２２ののののレレレレジジジジススススタタタタ xxxx xxxx uuuu uuuu

16h16h16h16h, , , , BBBBaaaannnnk 1k 1k 1k 1 PPPPIIIIRRRR1111 RBIF TMR3IF TMR2IF TMR1IF CA2IF CA1IF TX1IF RC1IF 0000 0010 0000 0010

17h17h17h17h, , , , BBBBaaaannnnk 1k 1k 1k 1 PPPPIIIIEEEE1111 RBIE TMR3IE TMR2IE TMR1IE CA2IE CA1IE TX1IE RC1IE 0000 0000 0000 0000

07h07h07h07h, , , , UUUUnbnbnbnbaaaanknknknkeeeedddd IIIINNNNTTTTSSSSTTTTAAAA PEIF T0CKIF T0IF INTF PEIE T0CKIE T0IE INTE 0000 0000 0000 0000

06h06h06h06h, , , , UUUUnbnbnbnbaaaanknknknkeeeedddd CCCCPPPPUUUUSSSSTTTTAAAA — — STKAV GLINTD TO PD POR BOR --11 1100 --11 qq11

14h14h14h14h, , , , BBBBaaaannnnk 2k 2k 2k 2 PPPPRRRR1111 タタタタイイイイママママ１１１１のののの周周周周期期期期レレレレジジジジススススタタタタ xxxx xxxx uuuu uuuu

15h15h15h15h, , , , BBBBaaaannnnk 2k 2k 2k 2 PPPPRRRR2222 タタタタイイイイママママ２２２２のののの周周周周期期期期レレレレジジジジススススタタタタ xxxx xxxx uuuu uuuu

10h10h10h10h, , , , BBBBaaaannnnk 3k 3k 3k 3 PPPPWWWW1111DDDDCCCCLLLL DC1 DC0 — — — — — — xx-- ---- uu-- ----

11h11h11h11h, , , , BBBBaaaannnnk 3k 3k 3k 3 PPPPWWWW2222DDDDCCCCLLLL DC1 DC0 TM2PW2 — — — — — xx0- ---- uu0- ----

10h10h10h10h, , , , BBBBaaaannnnk 7k 7k 7k 7 PPPPWWWW3333DDDDCCCCLLLL DC1 DC0 TM2PW3 — — — — — xx0- ---- uu0- ----

12h12h12h12h, , , , BBBBaaaannnnk 3k 3k 3k 3 PPPPWWWW1111DDDDCCCCHHHH DC9 DC8 DC7 DC6 DC5 DC4 DC3 DC2 xxxx xxxx uuuu uuuu

13h13h13h13h, , , , BBBBaaaannnnk 3k 3k 3k 3 PPPPWWWW2222DDDDCCCCHHHH DC9 DC8 DC7 DC6 DC5 DC4 DC3 DC2 xxxx xxxx uuuu uuuu

11h11h11h11h, , , , BBBBaaaannnnk 7k 7k 7k 7 PPPPWWWW3333DDDDCCCCHHHH DC9 DC8 DC7 DC6 DC5 DC4 DC3 DC2 xxxx xxxx uuuu uuuu

凡凡凡凡例例例例 :::: xxxx==== 不不不不定定定定、、、、uuuu==== 不不不不変変変変、、、、－－－－ ==== 未未未未使使使使用用用用、、、、‘‘‘‘0000’’’’ととととししししててててリリリリーーーードドドド、、、、qqqq==== 条条条条件件件件にににによよよよっっっってててて決決決決ままままるるるる値値値値。。。。網網網網掛掛掛掛けけけけのののの部部部部分分分分ははははタタタタイイイイママママ 1111 ととととタタタタイイイイママママ 2222 でででで
はははは使使使使わわわわれれれれまままませせせせんんんん。。。。

注 1注 1注 1注 1:::: 他他他他のののの（（（（パパパパワワワワーーーーアアアアッッッッププププ以以以以外外外外））））リリリリセセセセッッッットトトトはははは、、、、MMMMCCCCLLLLRRRR をををを通通通通るるるる外外外外部部部部リリリリセセセセッッッットトトトとととと WWWWDDDDTTTT タタタタイイイイママママリリリリセセセセッッッットトトトをををを含含含含みみみみまままますすすす。 。 。 。 
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11113333.1.3  .1.3  .1.3  .1.3      タイタイタイタイママママ 1111 ととととタタタタイイイイママママ 2222 でのでのでのでのパパパパルスルスルスルス幅幅幅幅変調変調変調変調
((((PPPPWMWMWMWM)))) 出出出出力力力力の使の使の使の使いいいい方方方方

3つの高スピードのパルス幅変調 (PWM)出力が用意
されています。PWM1 出力はそのタイムベースとして
タイマ 1 を使用し、PWM2 と PWM3 は、タイムベー
スとしてタイマ1タイマ2のどちらかを使用するよう、
それぞれにソフトウェアで設定できます。PWM 出力
は、RB2/PWM1、RB3/PWM2、RG5/PWM3 ピン上にあ
ります。

各 PWM 出力は 10bit の最大分解能を持っています。
10bit の分解能では、PWM出力の周波数は 32.2kHz( ＠
32MHz クロック ) で、8bit の分解能では PWM 出力の
周波数は 128.9kHz です。出力のデューティサイクルは
0%から 100% まで変えることができます。

図 13-6 に、簡略化された PWMモジュールのブロッ
ク図を示します。

デューティサイクルレジスタは、グリッチ無しの動
作のためにダブルバッファされています。図 13-7 に、
デューティサイクルレジスタがダブルバッファされな
い場合、グリッチがどのように起こるかを示します。
 1997 Microchip Technology Inc. Prelimin
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PWM1 出力をイネーブルするためには PWM1ON
ビット (TCON2<4>) をセットする必要があります。
PWM1ON ビットがセットされると、RB2/PWM1 ピン
が PWM1 出力として設定され、データ方向指示ビット
(DDRB<2>) に関係しない出力として無理に設定され
ます。PWM1ON ビットがクリアされると、ピンはポー
トピンとして動き、その方向はデータ方向指示ビット
(DDRB<2>) により制御されます。同様に、PWM2ON
(TCON2<5>) ビットが RB3/PWM2 ピンの設定を制御
し、PWM3ON(TCON3<0>) ビットが RG5/PWM3 ピン
の設定を制御します。  

図 図 図 図 13131313-6666:::: PPPPWWWWMMMM のののの簡略簡略簡略簡略ブブブブロッロッロッロックククク図       図       図       図       
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Duty Cycle registers PWxDCL<7:6>

Clear Timer,
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(Slave)

Comparator

TMRx

Comparator

PRy

(Note 1)

R
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Q

PWMxON

    PWMx

Read
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注 1： 8bit のタイマは 10bit のタイムベースを
     生成するために２ bit の内部 Q クロックまたは
     ２ bit のプリスケーラと結合しています。
図 図 図 図 13131313-7777:::: PPPPWWWWMMMM 出出出出力       力       力       力       

0 10 20 30 40 0

PWM
output

タイマー
割込み

新しい
PWM 値を書く

タイマー割込み
新しい PWM値が
スレーブへ転送される

注意： 点線は、デューティサイクルレジスタがダブルバッファされなかった場合の PWM 出力を示します。
       タイマが新しいデューティサイクルの値を越えた後にライトした場合、現在のサイクルが“グリッチ”を発生

       この例では、PWM 周期 =50 です。古いデューティサイクルは 30 で、新しいデューティサイクルの値は 10 です。

させている間は PWM は全くリセットされません。
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13131313....1111....3333....1111 PPPPWWWWMMMM 周周周周期期期期

PWM1 出力の周期はタイマ 1 とその周期レジスタ
(PR1) により決まります。PWM2 と PWM3 出力の周期
は、タイムベースとしてタイマ 1またはタイマ 2のど
ちらを使用するかをソフトウェアで設定します。
PWM2 に関して、TM2PW2 ビット (PW2DCL <5>) がク
リアされると、タイムベースが TMR1 と PR1 により決
定され、TM2PW2 がセットされると、タイムベースは
タイマ 2と PR2 により決定されます。PWM3 に関して
は、TM2PW3 ビット (PW3DCL<5>) がクリアされると、
タイムベースがTMR1とPR1により決定され、TM2PW3
がセットされると、タイムベースはタイマ 2と PR2 に
より決定されます。

 2 つの異なったタイマで 2 つの異なった PWM 出力
を動かすことにより、異なった PWM 周期を可能にし
ます。タイマ 1 からすべての PWMを動かすことによ
り、タイマ 2を 8bit タイマとして自由に動かせるので、
リソースを最も有効に使用できます。PWM のどれか
が使用されている場合、タイマ 1とタイマ 2は 16bit の
タイマとしては使用できません。

PWM周期は次のように計算します。

PWM1の周期  = [(PR1) + 1] x 4TOSC

PWM2の周期  = [(PR1) + 1] x 4TOSC   または
[(PR2) + 1] x 4TOSC

PWM3の周期  = [(PR1) + 1] x 4TOSC   または
[(PR2) + 1] x 4TOSC

PWMxのデューティサイクルは、10bitの値DCx<9:0>
により決まります。上位 8bit はレジスタ PWxDCH か
らで、下位 2bit は PWxDCL<7:6> からです (PWxDCH:
PWxDCL<7:6>)。表 13-4 に、周期レジスタに与えた値
の最大 PWM周波数 (FPWM) を示します。

  PWM が達成できる分解能のビット数は、PWM 周
波数 (FPWM) と同様にデバイスの動作周波数によりま
す。

与えられた PWM 周波数に対する最大 PWM分解能 (
ビット ) は :      

ここで FPWM = 1 /  PWMの周期

PWMx duty cycle は次の通りです。

PWMx Duty Cycle =(DCx) x TOSC

ただし DCx は、PWxDCH:PWxDCL からの 10bit の値
を表わします。

DCx=0 の場合デューティサイクルはゼロで、PRx=
PWxDCH なら、PWM出力は 4つの Qクロックの 1つ
に対して Low になります (PWxDCL<7:6> ビットの状
態による )。100% のデューティサイクルにするには、
PWxDCH の値は PRx の値より大きくなくてはいけま
せん。

log ( FPWM

log (2)

FOSC )
bits=
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両方の PWM 出力に対するデューティサイクルレジ
スタは、ダブルバッファされています。これらのレジ
スタに書き込むと、マスタラッチに保持されます。
TMR1(またはTMR2)がオーバーフローし新しいPWM
周期が始まると、マスタラッチの値はスレーブラッチ
に転送され、PWMxピンは強制的にハイになります。      

また、デューティサイクルレジスタでの ADDWF
PW1DCH のような“リード・モディファイ･ライト”
動作はどれも避ける必要があります。これにより予測
できないデューティサイクル出力を引き起こすことが
あります。 

表 表 表 表 13131313-4444:::: PPPPWWWWMMMM 周周周周波数 波数 波数 波数 対対対対 33333333MMMMHHHHzzzz ででででのののの
分分分分解能      解能      解能      解能      

13131313....1111....3333....2222 PPPPWWWWMMMM 割割割割込込込込みみみみ

PWMモジュールは、TMR1、TMR2 の割込みを使用
します。TMR1 または TMR2 がその周期レジスタと等
しくなると、タイマ割込みが発生し、それに続くイン
クリメントによりゼロにクリアされます。この割込み
は、PWM サイクルの始まりもマークします。タイマ
がロールオーバーする前に新しいデューティサイクル
の値を書き込むことができます。TMR1 割込みは
TMR1IF ビットにラッチされ、TMR2 割込みは TMR2IF
ビットにラッチされます。これらのフラグはソフト
ウェアでクリアする必要があります。

注注注注意意意意 :::: PPPPWWWW1111DDDDCCCCHHHH、、、、PPPPWWWW1111DDDDCCCCLLLL、、、、PPPPWWWW2222DDDDCCCCHHHH、、、、PPPPWWWW2222DDDDCCCCLLLL、、、、
PPPPWWWW3333DDDDCCCCHHHH、、、、PPPPWWWW3333DDDDCCCCLLLL のレジスタに関してのレジスタに関してのレジスタに関してのレジスタに関してはははは、、、、ララララ
イト動作イト動作イト動作イト動作はははは“マスタラッチ“マスタラッチ“マスタラッチ“マスタラッチ””””に書き込みに書き込みに書き込みに書き込み、、、、リーリーリーリー
ドドドド動動動動作は“作は“作は“作は“ススススレレレレーーーーブブブブララララッッッッチ”にチ”にチ”にチ”に読読読読みみみみ込込込込みみみみまままますすすす。。。。
結果として結果として結果として結果として、、、、デューティサイクルデューティサイクルデューティサイクルデューティサイクルレレレレジスタに書ジスタに書ジスタに書ジスタに書
きききき込込込込ままままれれれれたたたたももももののののををををリリリリーーーードドドドババババッッッッククククすすすするるるるここここととととははははでででで
きませんきませんきませんきません。。。。

PPPPWWWWM M M M 
FFFFrrrreeeeququququeeeennnnccccyyyy

FFFFrrrreeeeqqqquuuueeeennnnccccy y y y ((((kkkkHHHHzzzz))))

32323232....2222 64646464....5555 90909090....66666666 121212128888....9999 555511115555....6666

PPPPRRRRx x x x VVVVaaaalllluuuueeee 0000xxxxFFFFFFFF 0x0x0x0x7777FFFF 0000xxxx5555AAAA 0000xxxx3333FFFF 0000xxxx0000FFFF
HHHHiiiigh gh gh gh 
RRRReeeessssoooolllluuuutitititioooonnnn

11110000----bbbbiiiitttt 9999----bbbbitititit 8888....5555----bbbbitititit 8888----bbbbitititit 6666----bbbbitititit

SSSSttttaaaandndndndaaaarrrrd d d d 
RRRReeeessssoooolllluuuutitititioooonnnn

8888----bbbbitititit 7777----bbbbitititit 6666....5555----bbbbitititit 6666----bbbbitititit 4444----bbbbitititit
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PIC17C75X
13131313....1111....3333....3333 外外外外部部部部ククククロロロロッッッッククククソソソソーーーースススス

PWM はタイマのクロックソースにかかわらず動作
します。外部クロックを使うには、理解が必要な派生
する効果があります。外部 TCLK12 入力は内部で同期
されているので ( 命令サイクル毎に 1 度サンプリング
) タイマがインクリメントする時間の TCLK12 のタイ
ム変化は、1TCY と同様に変わります (1 命令サイクル
)。これにより PWM 出力の周期と同じようにデュー
ティサイクルでジッタが起こります。

外部クロックがプロセッサクロックと同期しなけれ
ば、ジッタは± 1TCYです。PWM出力の 1つをTCLK12
入力のクロックソースとして使用すると、同期クロッ
クを与えます。

一般に、PWM の外部クロックソースを使用する場
合、周波数はデバイスの周波数 (Fosc) よりかなり小さ
くする必要があります。

表 表 表 表 13131313-5555:::: PPPPWWWWMMMM にににに関連関連関連関連すすすするレるレるレるレジジジジススススタタタタ //// ビッビッビッビットトトト

アアアアドドドドレレレレスススス 名名名名称称称称 BBBBiiiit t t t 7777 BBBBiiiit t t t 6666 BBBBiiiit t t t 5555 BBBB

11116666hhhh, , , , BBBBaaaank 3nk 3nk 3nk 3 TTTTCCCCOOOONNNN1111 CCCCAAAA2222EEEEDDDD1111 CCCCAAAA2222EEEEDDDD0000 CCCCAAAA1111EEEEDDDD1111 CCCCAAAA
 1997 Microchip Technology Inc. Prelimin
この日本語データシートは参考資料で
(http://www.microchip.com から入
13.1.3.3.1 外部クロック入力の最大分解能 / 周波数

PWMのタイムベース用(タイマ1またはタイマ2)に
外部クロックを使用すると、PWM 出力を最大 8bit の
分解能に制限します。PWxDCL<7:6> ビットをクリア
し続ける必要があります。他のどんな値を使っても、
PWM出力は歪みます。すべての分解能は、内部クロッ
クモードを選択するとサポートされます。最大の到達
できる周波数も低くなります。これはタイマ用の外部
クロック入力に必要なタイミングの結果です ( 電気的
仕様の章を参照 )。タイマクロックソースが RB4
/TCLK12 ピンである場合、最大の PWM 周波数は表
13-4 に示す通りです ( 標準分解能モード )。 

             

BBBBiiiit t t t 3333 BBBBit it it it 2 2 2 2 BBBBit it it it 1111 BBBBit it it it 0000
PPPPOOOORRRR・・・・BBBBOOOORRRR
ででででのののの値値値値

他他他他ののののリリリリセセセセッッッッ
トトトトででででのののの値値値値
(((( 注注注注 1111))))

TTTT16161616 TTTTMMMMRRRR3333CCCCSSSS TTTTMMMMRRRR2222CCCCSSSS TTTTMMMMRRRR1111CCCCSSSS 0000 0000 0000 0000
                        

iiiit t t t 4444

1111EEEEDDDD0000

11117777hhhh, , , , BBBBaaaank 3nk 3nk 3nk 3 TTTTCCCCOOOONNNN2222 CA2OVF CA1OVF PWM2ON PWM1ON CA1/PR3 TMR3ON TMR2ON TMR1ON 0000 0000 0000 0000

11116666hhhh, , , , BBBBaaaank 7nk 7nk 7nk 7 TTTTCCCCOOOONNNN3333 — CA4OVF CA3OVF CA4ED1 CA4ED0 CA3ED1 CA3ED0 PWM3ON -000 0000 -000 0000

11110000hhhh, , , , BBBBaaaank 2nk 2nk 2nk 2 TTTTMMMMRRRR1111 タタタタイイイイママママ１１１１ののののレレレレジジジジススススタタタタ xxxx xxxx uuuu uuuu

11111111hhhh, , , , BBBBaaaank 2nk 2nk 2nk 2 TTTTMMMMRRRR2222 タタタタイイイイママママ２２２２ののののレレレレジジジジススススタタタタ xxxx xxxx uuuu uuuu

11116666hhhh, , , , BBBBaaaank 1nk 1nk 1nk 1 PPPPIIIIRRRR1111 RBIF TMR3IF TMR2IF TMR1IF CA2IF CA1IF TX1IF RC1IF 0000 0010 0000 0010

11117777hhhh, , , , BBBBaaaank 1nk 1nk 1nk 1 PPPPIIIIEEEE1111 RBIE TMR3IE TMR2IE TMR1IE CA2IE CA1IE TX1IE RC1IE 0000 0000 0000 0000

00007777hhhh, , , , UUUUnnnnbbbbaaaannnnkkkkeeeedddd IIIINNNNTTTTSSSSTTTTAAAA PEIF T0CKIF T0IF INTF PEIE T0CKIE T0IE INTE 0000 0000 0000 0000

00006666hhhh, , , , UUUUnnnnbbbbaaaannnnkkkkeeeedddd CCCCPPPPUUUUSSSSTTTTAAAA — — STKAV GLINTD TO PD POR BOR --11 1100 --11 qq11

11114444hhhh, , , , BBBBaaaank 2nk 2nk 2nk 2 PPPPRRRR1111 タタタタイイイイママママ１１１１のののの周周周周期期期期レレレレジジジジススススタタタタ xxxx xxxx uuuu uuuu

11115555hhhh, , , , BBBBaaaank 2nk 2nk 2nk 2 PPPPRRRR2222 タタタタイイイイママママ２２２２のののの周周周周期期期期レレレレジジジジススススタタタタ xxxx xxxx uuuu uuuu

11110000hhhh, , , , BBBBaaaank 3nk 3nk 3nk 3 PPPPWWWW1111DDDDCCCCLLLL DC1 DC0 — — — — — — xx-- ---- uu-- ----

11111111hhhh, , , , BBBBaaaank 3nk 3nk 3nk 3 PPPPWWWW2222DDDDCCCCLLLL DC1 DC0 TM2PW2 — — — — — xx0- ---- uu0- ----

11110000hhhh, , , , BBBBaaaank 7nk 7nk 7nk 7 PPPPWWWW3333DDDDCCCCLLLL DC1 DC0 TM2PW3 — — — — — xx0- ---- uu0- ----

11112222hhhh, , , , BBBBaaaank 3nk 3nk 3nk 3 PPPPWWWW1111DDDDCCCCHHHH DC9 DC8 DC7 DC6 DC5 DC4 DC3 DC2 xxxx xxxx uuuu uuuu

11113333hhhh, , , , BBBBaaaank 3nk 3nk 3nk 3 PPPPWWWW2222DDDDCCCCHHHH DC9 DC8 DC7 DC6 DC5 DC4 DC3 DC2 xxxx xxxx uuuu uuuu

11111111hhhh, , , , BBBBaaaank 7nk 7nk 7nk 7 PPPPWWWW3333DDDDCCCCHHHH DC9 DC8 DC7 DC6 DC5 DC4 DC3 DC2 xxxx xxxx uuuu uuuu

凡凡凡凡例例例例 :::: xxxx==== 不不不不定定定定、、、、uuuu==== 不不不不変変変変、、、、－－－－ ==== 未未未未使使使使用用用用、、、、‘‘‘‘0000’’’’ととととししししててててリリリリーーーードドドド、、、、qqqq==== 条条条条件件件件にににによよよよっっっってててて決決決決ままままるるるる値値値値。。。。網網網網掛掛掛掛けけけけのののの部部部部分分分分はははは PPPPWWWWMMMM モモモモジジジジュュュューーーールルルルでででではははは使使使使わわわわ
れれれれまままませせせせんんんん。。。。

注 1注 1注 1注 1:::: 他他他他のののの（（（（パパパパワワワワーーーーアアアアッッッッププププ以以以以外外外外））））リリリリセセセセッッッットトトトはははは、、、、MMMMCCCCLLLLRRRR をををを通通通通るるるる外外外外部部部部リリリリセセセセッッッットトトトとととと WWWWDDDDTTTT タタタタイイイイママママリリリリセセセセッッッットトトトをををを含含含含みみみみまままますすすす。。。。
ary DS30264A-J-page 99
す。最新版の英文データシート
手可能）を参照して下さい。



PIC17C75X
13131313....2222 タタタタイイイイママママ 3333

タイマ 3 は TMR3H と TMR3L レジスタから成る 16bit
のタイマです。TMR3H はタイマの上位バイトで、TMR3L
は下位バイトです。このタイマは 16bit の周期レジスタが
付いています (PR3H/CA1H:PR3L/CA1L)。この周期レジス
タは、もう 1つの 16bit キャプチャレジスタにソフトウェ
アで設定できます。

TMR3CS ビット (TCON1<2>) がクリアされると、タイ
マは命令サイクル毎にインクリメントします (Fosc/4)。
TMR3CS がセットされると、カウンタがRB5/TCLK3 ピン
の立ち下がりエッジ毎にインクリメントします。どちら
のモードでも、タイマ / カウンタをインクリメントするた
めには、TMR3ON ビットをセットする必要があります。
TMR3ON ビットがクリアされると、タイマはインクリメ
ントしないか、フラグビット TMR3IF をセットします。

タイマ 3には次のような 2つの動作モードがあり、それ
は CA1/PR3 ビット (TCON2<3>) によります。

････ 3333 つつつつののののキキキキャャャャププププチチチチャャャャとととと 1111 つつつつのののの周周周周期期期期レレレレジジジジススススタタタタモモモモーーーードドドド
････ 4444 つつつつののののキキキキャャャャププププチチチチャャャャレレレレジジジジススススタタタタモモモモーーーードドドド
PIC17C75X には、キャプチャピンで検出するイベント
が起ったときに TMR3 の 16bit 値を取り込む最大 4 つの
16bit キャプチャレジスタがあります。4 つのキャプチャ
ピンがあり (RB0/CAP1、RB1/CAP2、RG4/CAP3、RE3
DS30264A-J-page 100 Prelimin
この日本語データシートは参考資料で
(http://www.microchip.com から入
/CAP4)、各キャプチャレジスタペアに対して 1 つです。
キャプチャピンは I/O ピンとマルチプレクスされていま
す。イベントは次の通りです。

････ 立立立立ちちちち上上上上ががががりりりりエエエエッッッッジジジジ
････ 立立立立ちちちち下下下下ががががりりりりエエエエッッッッジジジジ
････ 4444 回回回回毎毎毎毎のののの立立立立ちちちち上上上上ががががりりりりエエエエッッッッジジジジ
････ 11116666 回回回回毎毎毎毎のののの立立立立ちちちち上上上上ががががりりりりエエエエッッッッジジジジ
各 16bit キャプチャレジスタには、それぞれに伴う割込
みフラグが付いています。キャプチャが実行されるとフ
ラグがセットされます。キャプチャモジュールはタイマ 3
ブロックの核の部分です。図 13-8 と 13-9 に、2つの動作
モードのブロック図を示します。

11113.2.1 3.2.1 3.2.1 3.2.1         3333 つつつつののののキャキャキャキャププププチャチャチャチャとととと 1111 つつつつのののの周期周期周期周期レレレレジスジスジスジス
タタタタモーモーモーモードドドド

このモードでは、レジスタ PR3H/CA1H と PR3L/CA1L
は 16bit の周期レジスタを構成します。図 13-8 にブロック
図を示します。タイマは周期レジスタと等しくなるまで
インクリメントし、それから次のタイマクロックで 0000h
にリセットします。TMR3 割込みフラグビット (TMR3IF)
をこのポイントでセットします。この割込みは、TMR3割
込みイネーブルビット(TMR3IE)をクリアすることにより
ディセーブルできます。TMR3IF はソフトウェアでクリア
する必要があります。
図 図 図 図 13131313-8888:::: 3333 つつつつのキのキのキのキャャャャプチプチプチプチャャャャとととと 1111 つつつつの周の周の周の周期期期期レジレジレジレジススススタをタをタをタを持持持持つタつタつタつタイイイイママママ 3333 ののののブブブブロッロッロッロックククク図      図      図      図      
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2
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PIC17C75X
制御ビットCA1/PR3 をクリアすると、このモード (3
キャプチャ、1周期 ) を選択します。このモードでは、
キャプチャ1レジスタは上位バイト(PR3H/CA1H)と下
位バイト (PR3L/CA1L) から成り、TMR3 の周期制御レ
ジスタとして設定されます。キャプチャ 1はこのモー
ドではディセーブルで、対応する割込みビット CA1IF
はセットされません。TMR3 は周期レジスタの値と等
しくなるまでインクリメントし、次のタイマクロック
で 0000h にリセットします。

他のキャプチャはすべてこのモードではアクティブ
です。 

13131313....2222....1111....1111 キキキキャャャャププププチチチチャャャャ動動動動作作作作

CAxED1 と CAxED0 ビットはどのキャプチャでイベ
ントが起こるかを決定します。可能なイベントは下記
の通りです。

････ 立立立立ちちちち下下下下ががががりりりりエエエエッッッッジジジジ毎毎毎毎ののののキキキキャャャャププププチチチチャャャャ
････ 立立立立ちちちち上上上上ががががりりりりエエエエッッッッジジジジ毎毎毎毎ののののキキキキャャャャププププチチチチャャャャ
････ 4444 回回回回毎毎毎毎のののの立立立立ちちちち上上上上ががががりりりりエエエエッッッッジジジジののののキキキキャャャャププププチチチチャャャャ
････ 11116666 回回回回毎毎毎毎のののの立立立立ちちちち上上上上ががががりりりりエエエエッッッッジジジジののののキキキキャャャャププププチチチチャャャャ

キャプチャが起こると、割込みフラグが CAx1F ビッ
トにラッチされます。この割込みは対応するマスク
ビットCAxIEをセットすることによりイネーブルにで
きます。割込みを認識するために、周辺割込みイネー
ブルビット (PEIE) をセットし、全体割込みディセーブ
ルビット (GLINTD) をクリアする必要があります。
CAxIF 割込みフラグビットはソフトウエアでクリアし
ます。

 キャプチャのプリスケール選択が変わると、プリス
ケーラはリセットされずイベントが発生することがあ
ります。そのために、変化後の最初のキャプチャがあ
いまいになります。しかし次のキャプチャにはタイム
ベースをセットします。プリスケーラはチップリセッ
トでリセットされます。

 キャプチャピン CAPx は、多重化されたピンです。
ポートピンとして使用すると、キャプチャはディセー
ブルになりません。しかしCAxIE をクリアすることに
よりキャプチャ割込みを簡単にディセーブルできま
す。CAPx ピンを出力ピンとして使用すると、ポート
ピンにライトすることによりキャプチャを作動できま
す。これは開発期間中にキャプチャ割込みをエミュ
レートするときに役に立ちます。
 1997 Microchip Technology Inc. Prelimin
この日本語データシートは参考資料で
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キャプチャピン CAPx の入力は内部位相クロックに
内部で同期します。これは入力波形に一定の制限を強
制的に与えます ( タイミングの電気的仕様を参照 )。

キャプチャのオーバーフローステータスフラグビッ
トはダブルバッファされています。1 つのキャプチャ
されたワードがすでにキャプチャレジスタ
(CAxH:CAxL) にあると、そのマスタビットはセットさ
れ、もう 1 つの“イベント”が CAPx ピンに起こった
場合、新しいイベントは TMR3 値をキャプチャレジス
タに転送せず、前のリードしていないキャプチャ値を
保護します。キャプチャレジスタの上位下位両バイト
を ( どの順番でも ) リードする時は、マスタオーバー
フロービットをスレーブオーバーフロービット
(CAxOVF) に転送してから、マスタビットをリセット
します。その時 CAxOVF の値を決めるために TCONx
をリードできます。

キャプチャレジスタとキャプチャオーバーフローフ
ラグビットをリードするための推奨のシーケンスを例
13-1 に示します。  
ary DS30264A-J-page 101
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PIC17C75X
11113333.2.2  .2.2  .2.2  .2.2      4444 つつつつののののキャキャキャキャププププチャチャチャチャモモモモードードードード

このモードはビットCA1/PR3をセットすることによ
り選択されます。ブロック図を図 13-9 に示します。こ
のモードでは、TMR3 は周期レジスタなしに動き、
0000h から FFFFh にインクリメントし、0000h にロー
ルオーバーします。TMR3 割込みフラグ (TMR3IF) は
このロールオーバーでセットされます。TMR3IF ビッ
トをソフトウェアでクリアする必要があります。

レジスタ PR3H/CA1H と PR3L/CA1L は 16bit のキャ
プチャレジスタ (キャプチャ1)を作り、ピンRB0/CAP1
のイベントを取り込みます。キャプチャモードは
CA1ED1 と CA1ED0 ビットにより設定します。キャプ
チャ 1 割込みフラグビット (CA1IF) は、キャプチャイ
ベントの検出でセットされます。対応する割込みマス
DS30264A-J-page 102 Prelimin
この日本語データシートは参考資料で
(http://www.microchip.com から入
クビットは CA1IE です。キャプチャ1オーバーフロー
ステータスビットは CA1OVF です。同じ方法ですべて
のキャプチャが動作します。キャプチャの動作につい
ては 13.2.1 章を参照してください。
図 図 図 図 13131313-9999:::: 4444 つつつつのキのキのキのキャャャャプチプチプチプチャャャャを持を持を持を持つつつつタイタイタイタイママママ 3333 ののののブブブブロッロッロッロックククク図           図           図           図           
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PIC17C75X
11113333.2.3  .2.3  .2.3  .2.3      キャキャキャキャププププチャチャチャチャレレレレジスジスジスジスタタタタのリのリのリのリーーーードドドド

キャプチャのオーバーフローステータスフラグビッ
トはダブルバッファされています。1 つのキャプチャ
されたワードがすでにキャプチャレジスタにあると、
そのマスタビットはセットされ、もう 1つの“イベン
ト”が CAPx ピンに起こっています。新しいイベント
は TMR3 値をキャプチャレジスタに転送せず、前の
リードしていないキャプチャ値を保護します。キャプ
チャレジスタの上位下位両バイトを ( どの順番でも )
リードする時は、マスタオーバーフロービットをス
レーブオーバーフロービット (CAxOVF) に転送してか
ら、マスタビットをリセットします。その時 CAxOVF
の値を決めるために TCONx をリードできます。
 1997 Microchip Technology Inc. Prelimin
この日本語データシートは参考資料で
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キャプチャレジスタとキャプチャオーバーフローフ
ラグビットをリードするための命令のシーケンスを例
13-1 に示します。キャプチャソースによって、リード
するには異なったレジスタが必要です。 
例 例 例 例 13131313----1111:::: キャキャキャキャププププチチチチャャャャレジレジレジレジススススタをタをタをタをリリリリードードードードすすすするたるたるたるためめめめのシのシのシのシーーーーケンケンケンケンス ス ス ス                             

表 表 表 表 13131313-6666:::: キキキキャプャプャプャプチチチチャにャにャにャに関関関関連す連す連す連するるるるレジレジレジレジススススタ    タ    タ    タ        

     MOVLB 3                  ; Select Bank 3 
     MOVPF CA2L, LO_BYTE      ; Read Capture2 low byte, store in LO_BYTE 
     MOVPF CA2H, HI_BYTE      ; Read Capture2 high byte, store in HI_BYTE 
     MOVPF TCON2, STAT_VAL    ; Read TCON2 into file STAT_VAL

アアアアドドドドレレレレスススス 名名名名称称称称 BBBBiiiit t t t 7777 BBBBit it it it 6666 BBBBiiiit t t t 5555 BBBBiiiit t t t 4444 BBBBiiiit t t t 3333 BBBBiiiit t t t 2 2 2 2 BBBBiiiit t t t 1111 BBBBiiiit t t t 0000
PPPPOOOORRRR・・・・BBBBOOOORRRR
ででででのののの値値値値

他他他他ののののリリリリセセセセッッッッ
トトトトででででのののの値値値値
(((( 注注注注 1111))))

16h16h16h16h, , , , BBBBaaaannnnk 3k 3k 3k 3 TTTTCCCCOOOONNNN1111 CCCCAAAA2222EEEEDDDD1111 CCCCAAAA2222EEEEDDDD0000 CCCCAAAA1111EEEEDDDD1111 CCCCAAAA1111EEEEDDDD0000 TTTT16161616 TTTTMMMMRRRR3333CCCCSSSS TTTTMMMMRRRR2222CCCCSSSS TTTTMMMMRRRR1111CCCCSSSS 0000 0000 0000 0000

17h17h17h17h, , , , BBBBaaaannnnk 3k 3k 3k 3 TTTTCCCCOOOONNNN2222 CA2OVF CA1OVF PWM2ON PWM1ON CA1/PR3 TMR3ON TMR2ON TMR1ON 0000 0000 0000 0000

16h16h16h16h, , , , BBBBaaaannnnk 7k 7k 7k 7 TTTTCCCCOOOONNNN3333 — CA4OVF CA3OVF CA4ED1 CA4ED0 CA3ED1 CA3ED0 PWM3ON -000 0000 -000 0000

12h12h12h12h, , , , BBBBaaaannnnk 2k 2k 2k 2 TTTTMMMMRRRR3333LLLL 16b16b16b16bititititTTTTMMMMRRRR3333 レレレレジジジジススススタタタタのののの下下下下位位位位ババババイイイイトトトト用用用用保保保保持持持持レレレレジジジジススススタタタタ xxxx xxxx uuuu uuuu

13h13h13h13h, , , , BBBBaaaannnnk 2k 2k 2k 2 TTTTMMMMRRRR3333HHHH 16b16b16b16bititititTTTTMMMMRRRR3333 レレレレジジジジススススタタタタのののの上上上上位位位位ババババイイイイトトトト用用用用保保保保持持持持レレレレジジジジススススタタタタ xxxx xxxx uuuu uuuu

16h16h16h16h, , , , BBBBaaaannnnk 1k 1k 1k 1 PPPPIIIIRRRR1111 RBIF TMR3IF TMR2IF TMR1IF CA2IF CA1IF TX1IF RC1IF 0000 0010 0000 0010

17h17h17h17h, , , , BBBBaaaannnnk 1k 1k 1k 1 PPPPIIIIEEEE1111 RBIE TMR3IE TMR2IE TMR1IE CA2IE CA1IE TX1IE RC1IE 0000 0000 0000 0000

10h10h10h10h, , , , BBBBaaaannnnk 4k 4k 4k 4 PPPPIIIIRRRR2222 SSPIF BCLIF ADIF — CA4IF CA3IF TX2IF RC2IF 000- 0010 000- 0010

11h11h11h11h, , , , BBBBaaaannnnk 4k 4k 4k 4 PPPPIIIIEEEE2222 SSPIE BCLIE ADIE — CA4IE CA3IE TX2IE RC2IE 000- 0000 000- 0000

07h07h07h07h, , , , UUUUnbnbnbnbaaaanknknknkeeeedddd IIIINNNNTTTTSSSSTTTTAAAA PEIF T0CKIF T0IF INTF PEIE T0CKIE T0IE INTE 0000 0000 0000 0000

06h06h06h06h, , , , UUUUnbnbnbnbaaaanknknknkeeeedddd CCCCPPPPUUUUSSSSTTTTAAAA — — STKAV GLINTD TO PD POR BOR --11 1100 --11 qq11

16h16h16h16h, , , , BBBBaaaannnnk 2k 2k 2k 2 PPPPRRRR3333LLLL////CCCCAAAA1111LLLL タタタタイイイイママママ３３３３周周周周期期期期レレレレジジジジススススタタタタ、、、、下下下下位位位位ババババイイイイトトトト／／／／キキキキャャャャププププチチチチャャャャ１１１１レレレレジジジジススススタタタタ、、、、下下下下位位位位ババババイイイイトトトト xxxx xxxx uuuu uuuu

17h17h17h17h, , , , BBBBaaaannnnk 2k 2k 2k 2 PPPPRRRR3333HHHH////CCCCAAAA1111HHHH タタタタイイイイママママ３３３３周周周周期期期期レレレレジジジジススススタタタタ、、、、上上上上位位位位ババババイイイイトトトト／／／／キキキキャャャャププププチチチチャャャャ１１１１レレレレジジジジススススタタタタ、、、、上上上上位位位位ババババイイイイトトトト xxxx xxxx uuuu uuuu

14h14h14h14h, , , , BBBBaaaannnnk 3k 3k 3k 3 CCCCAAAA2222LLLL キキキキャャャャププププチチチチャャャャ２２２２下下下下位位位位ババババイイイイトトトト xxxx xxxx uuuu uuuu

15h15h15h15h, , , , BBBBaaaannnnk 3k 3k 3k 3 CCCCAAAA2222HHHH キキキキャャャャププププチチチチャャャャ２２２２上上上上位位位位ババババイイイイトトトト xxxx xxxx uuuu uuuu

12h12h12h12h, , , , BBBBaaaannnnk 7k 7k 7k 7 CCCCAAAA3333LLLL キキキキャャャャププププチチチチャャャャ３３３３下下下下位位位位ババババイイイイトトトト xxxx xxxx uuuu uuuu

13h13h13h13h, , , , BBBBaaaannnnk 7k 7k 7k 7 CCCCAAAA3333HHHH キキキキャャャャププププチチチチャャャャ３３３３上上上上位位位位ババババイイイイトトトト xxxx xxxx uuuu uuuu

14h14h14h14h, , , , BBBBaaaannnnk 7k 7k 7k 7 CCCCAAAA4444LLLL キキキキャャャャププププチチチチャャャャ４４４４下下下下位位位位ババババイイイイトトトト xxxx xxxx uuuu uuuu

15h15h15h15h, , , , BBBBaaaannnnk 7k 7k 7k 7 CCCCAAAA4444HHHH キキキキャャャャププププチチチチャャャャ４４４４上上上上位位位位ババババイイイイトトトト xxxx xxxx uuuu uuuu

凡凡凡凡例例例例 :::: xxxx==== 不不不不定定定定、、、、uuuu==== 不不不不変変変変、、、、－－－－ ==== 未未未未使使使使用用用用、、、、‘‘‘‘0000’’’’ととととししししててててリリリリーーーードドドド、、、、qqqq==== 条条条条件件件件にににによよよよっっっってててて決決決決ままままるるるる値値値値。。。。網網網網掛掛掛掛けけけけのののの部部部部分分分分ははははキキキキャャャャププププチチチチャャャャでででではははは使使使使わわわわれれれれまままま
せせせせんんんん。。。。

注 1注 1注 1注 1:::: 他他他他のののの（（（（パパパパワワワワーーーーアアアアッッッッププププ以以以以外外外外））））リリリリセセセセッッッットトトトはははは、、、、MMMMCCCCLLLLRRRR をををを通通通通るるるる外外外外部部部部リリリリセセセセッッッットトトトとととと WWWWDDDDTTTT タタタタイイイイママママリリリリセセセセッッッットトトトをををを含含含含みみみみまままますすすす。。。。
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11113333.2.4  .2.4  .2.4  .2.4      タイタイタイタイママママ 3333 のののの外外外外部ク部ク部ク部クロロロロックックックック入入入入力力力力

TMR3CS がセットされると、16bit の TMR3 はクロッ
ク入力 TCLK3 の立ち下がりエッジでインクリメント
します。RB5/TCLK3 ピンの入力はサンプリングされ、
内部位相クロックにより２回毎の命令サイクルで同期
しています。これにより、立ち下がりエッジが TCLK3
に現れた時から、TMR3 が実際にインクリメントする
時まで遅れがあります。必要な外部クロック入力のタ
イミングについては、電気的仕様の章を参照してくだ
さい。図 13-10 に、外部クロックから動作する時のタ
イミング図を示します。 
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11113.2.5 3.2.5 3.2.5 3.2.5         タイタイタイタイママママ 3333 ののののリリリリードードードードととととライライライライトトトト

タイマ 3 は 16bit のタイマで、一度に 8bit しかリード
またはライトができないので、タイマが動作中にリー
ドまたはライトする時は注意が必要です。最良の方法
はタイマを停止してリードまたはライトの動作をし、
それからタイマ 3 を再始動させます (TMR3ON ビット
を使用 )。しかしタイマ 3 をフリーランニングの状態
にしておく必要がある場合、注意しなければなりませ
ん。16bit の TMR3 にライトする時は例 13-2、16bit の
TMR3 をリードする時は例 13-3 のように使用します。
割込みをこのルーチンの間はディセーブルにしなけれ
ばなりません。
例 例 例 例 13131313----2222:::: TTTTMMMMRRRR3333 へのへのへのへのラララライイイイト ト ト ト                                 

例 例 例 例 13131313----3333:::: TTTTMMMMRRRR3333 からからからからののののリリリリーーーード         ド         ド         ド         

図 図 図 図 13131313-10101010:::: タタタタイイイイママママ 1111、、、、タイタイタイタイママママ 2222、タ、タ、タ、タイイイイママママ 3333 のののの動動動動作作作作 (((( カカカカウンウンウンウンタタタタモーモーモーモードドドド )      )      )      )      

     BSF     CPUSTA, GLINTD     ; Disable interrupts 
     MOVFP   RAM_L,  TMR3L      ; 
     MOVFP   RAM_H,  TMR3H      ; 
     BCF     CPUSTA, GLINTD     ; Done, enable interrupts 

     MOVPF   TMR3L, TMPLO      ; read low TMR3 
     MOVPF   TMR3H, TMPHI      ; read high TMR3 
     MOVFP   TMPLO, WREG       ; tmplo −> wreg 
     CPFSLT  TMR3L, WREG       ; TMR3L < wreg? 
     RETURN                    ; no then return 
     MOVPF   TMR3L, TMPLO      ; read low TMR3 
     MOVPF   TMR3H, TMPHI      ; read high TMR3 
     RETURN                    ; return 

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4

Instruction
executed

MOVWF MOVFP 
TMRx,WTMRx

MOVFP 
TMRx,W

Write to TMRx Read TMRx Read TMRx

34h 35h A8h A9h 00h

'A9h' 'A9h'

TCLK12

TMR1, TMR2, or TMR3 

PR1, PR2, or PR3H:PR3L

WR_TMR

RD_TMR

TMRxIF

or TCLK3

注意 1：TCLK12 は Q2 と Q4 でサンプリングされます。
     2：↓はサンプリングポイントを示します。

     3：TCLK12 ↓からタイマのインクリメントまでの潜伏期間は 2Tosc と 6Tosc の間です。
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図 図 図 図 13131313-11111111:::: タタタタイイイイママママ 1111、、、、タイタイタイタイママママ 2222、タ、タ、タ、タイイイイママママ 3333 のののの動動動動作作作作 (((( タタタタイマイマイマイマモモモモーーーードドドド )      )      )      )      

Q1Q2 Q3 Q4 Q1Q2 Q3 Q4 Q1Q2 Q3 Q4 Q1Q2 Q3 Q4 Q1Q2 Q3 Q4 Q1Q2 Q3 Q4 Q1Q2 Q3 Q4 Q1Q2 Q3 Q4 Q1Q2 Q3 Q4 Q1Q2 Q3 Q4 Q1Q2 Q3 Q4

AD15:AD0

ALE

Instruction
fetched

TMR1

PR1

TMR1ON

WR_TMR1

WR_TCON2

TMR1IF

RD_TMR1

TMR1
reads 03h

TMR1
reads 04h

MOVWF
TMR1

Write TMR1

MOVF
TMR1, W

Read TMR1

MOVF
TMR1, W

Read TMR1

BSF
TCON2, 0
Stop TMR1

BCF
TCON2, 0

Start TMR1

MOVLB 3 NOP NOP NOP NOP NOP

04h 05h 03h 04h 05h 06h 07h 08h 00h
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NOTES: 
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11114444....0000 ユニバーサル同期非同期の受信とユニバーサル同期非同期の受信とユニバーサル同期非同期の受信とユニバーサル同期非同期の受信と
送送送送信信信信 ((((UUUUSASASASARRRRTTTT)))) モジュールモジュールモジュールモジュール

各 USART モジュールは、シリアル I/O モジュールで
す。PIC17C75X で利用できるのは、2 つの USART モ
ジュールで、それらは USART1 と USART2 として設
定されています。これらのモジュールの動作の説明は、
使用されているレジスタやピンの名称に関しての一般
的なものです。表 14-1 に、一般的な名称とUSART1 と
USART2の動作の説明で使用する実際の名称を示しま
す。各レジスタの制御ビットは同じ機能なので、名称
も同じです ( 区別する必要はありません )。

送信ステータスと制御レジスタ(TXSTA)を図14-1に
示し、受信ステータスと制御レジスタ (RCSTA) を図
14-2 に示します。
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この日本語データシートは参考資料で
(http://www.microchip.com から入
表 表 表 表 14141414-1111:::: UUUUSSSSAAAARRRRTTTT モモモモジジジジューューューュールルルルの総の総の総の総称 称 称 称                             

総総総総称称称称 USART1 名名名名称称称称 USART2 名名名名称称称称

レレレレジジジジススススタタタタ
RCRCRCRCSSSSTTTTAAAA RCRCRCRCSSSSTTTTAAAA1111 RCRCRCRCSSSSTTTTAAAA2222
TTTTXXXXSSSSTTTTAAAA TTTTXXXXSSSSTTTTAAAA1111 TTTTXXXXSSSSTTTTAAAA2222
SPSPSPSPBRBRBRBRGGGG SSSSPPPPBRBRBRBRGGGG1111 SSSSPPPPBRBRBRBRGGGG2222
RCRRCRRCRRCREEEEGGGG RCRRCRRCRRCREEEEGGGG1111 RCRRCRRCRRCREEEEGGGG2222
TTTTXXXXRRRREEEEGGGG TTTTXXXXRRRREEEEGGGG1111 TTTTXXXXRRRREEEEGGGG2222

割割割割込込込込みみみみ制制制制御御御御ビビビビッッッットトトト
RCRCRCRCIIIIEEEE RCRCRCRC1111IIIIEEEE RCRCRCRC2222IIIIEEEE
RCRCRCRCIIIIFFFF RCRCRCRC1111IIIIFFFF RCRCRCRC2222IIIIFFFF
TTTTXXXXIIIIEEEE TTTTXXXX1111IIIIEEEE TTTTXXXX2222IIIIEEEE
TTTTXXXXIIIIFFFF TTTTXXXX1111IIIIFFFF TTTTXXXX2222IIIIFFFF

ピピピピンンンン
RRRRXXXX////DDDDTTTT RRRRAAAA4444////RRRRXXXX1111////DDDDTTTT1111 RRRRGGGG6666////RRRRXXXX2222////DDDDTTTT2222
TTTTXXXX////CCCCKKKK RRRRAAAA5555////TTTTXXXX1111////CCCCKKKK1111 RRRRGGGG7777////TTTTXXXX2222////CCCCKKKK2222
図 図 図 図 14141414-1111:::: TTTTXXXXSSSSTTTTAAAA1111 レジレジレジレジススススタタタタ (((( アドアドアドアドレレレレス：ス：ス：ス：15h15h15h15h、、、、バンバンバンバンクククク 0000))))

                             TTTTXXXXSSSSTTTTAAAA2222 レレレレジジジジススススタタタタ (((( アアアアドレドレドレドレスススス：：：：15h15h15h15h、、、、ババババンンンンクククク 4444))))            

R/W - 0 R/W - 0 R/W - 0 R/W - 0 U - 0 U - 0 R - 1 R/W - x
CSRC TX9 TXEN SYNC — — TRMT TX9D R R R R = = = = 読読読読みみみみ込込込込みみみみ可可可可能能能能ななななビビビビッッッットトトト

W W W W = = = = 書書書書きききき込込込込みみみみ可可可可能能能能ななななビビビビッッッットトトト
----n n n n = = = = PPPPOOOORRRR リリリリセセセセッッッットトトトででででのののの値値値値
                            ((((xxxx==== 不不不不定定定定 ))))

bit7 bit0

bit 7: CSRC:  クロックソース選択ビット
同期モード時
1 = マスタモード (BRGから内部に発生したクロック )
0 = スレーブモード ( 外部ソースからのクロック )
非同期モード時
無視

bit 6: TX9: 9bit の送信選択ビット
1 = 9bit の送信を選択
0 = 8bit の送信を選択

bit 5: TXEN : 送信イネーブルビット
1 = 送信をイネーブル
0 = 送信をディセーブル
SREN/CREN は SYNC モードでの TXEN よりも優先される。

bit 4: SYNC: USART モード選択ビット
( 同期 / 非同期 )
1 = 同期モード
0 = 非同期モード

bit 3-2: Unimplemented: 未使用 : ‘０’としてリード

bit 1: TRMT : 送信シフトレジスタ (TSR) エンプティビット
1 = TSR は空
0 = TSR はフル

bit 0: TX9D: 送信データの 9番目のビット ( ソフトウェアでパリティを計算するのに使用可能 )
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PIC17C75X
USART は、CRT 端子やパーソナルコンピュータの
ように周辺機能のデバイスと通信することができる全
二重非同期システムとして設定することができます。
または A/D あるいは D/A の集積回路やシリアル
EEPROM などのように周辺機能のデバイスと通信す
ることができる半二重同期システムとして設定するこ
とができます。USART は次のモードに設定すること
ができます。

････ 非非非非同同同同期期期期 (((( 全全全全二二二二重重重重 ))))
････ 同同同同期期期期－－－－ママママススススタタタタ (((( 半半半半二二二二重重重重 ))))
････ 同同同同期期期期－－－－ススススレレレレーーーーブブブブ (((( 半半半半二二二二重重重重 ))))
DS30264A-J-page 108 Prelimin
この日本語データシートは参考資料で
(http://www.microchip.com から入
SPEN(RCSTA<7>) ビットは、シリアルコミュニケー
ションインターフェイスとして I/O ピンを設定するた
めにセットする必要があります。

USART モジュールは RCSTA と TXSTA レジスタの
USART コンフィギュレーションビットの状態によっ
て、RX/DT と TX/CX ピンの方向を制御します。I/O の
方向を制御するビットは次の通りです。

････ SPSPSPSPEEEENNNN
････ TTTTXXXXEEEENNNN
････ SSSSRRRREEEENNNN
････ CRCRCRCREEEENNNN
････ CCCCSSSSRCRCRCRC
図 図 図 図 14141414-2222:::: RRRRCCCCSSSSTTTTAAAA1111 レレレレジジジジススススタタタタ (((( アアアアドドドドレスレスレスレス：：：：13h13h13h13h、バ、バ、バ、バンンンンクククク 0000) ) ) ) 

                                                                                                           RRRRCCCCSSSSTTTTAAAA2222 レジレジレジレジススススタタタタ (((( アアアアドドドドレスレスレスレス：：：：13h13h13h13h、バ、バ、バ、バンンンンクククク 4444))))                 

R/W - 0 R/W - 0 R/W - 0 R/W - 0 U - 0 R -  0 R - 0 R - x
SPEN RX9 SREN CREN — FERR OERR RX9D R R R R = = = = 読読読読みみみみ込込込込みみみみ可可可可能能能能ななななビビビビッッッットトトト

W W W W = = = = 書書書書きききき込込込込みみみみ可可可可能能能能ななななビビビビッッッットトトト
----n n n n = = = = PPPPOOOORRRR リリリリセセセセッッッットトトトででででのののの値値値値
                                ((((xxxx==== 未未未未知知知知 ))))

bit7 bit 0

bit 7: SPEN: シリアルポートイネーブルビット
1 = TX/CK と RX/DT をシリアルポートピンとして設定
0 = シリアルポートをディセーブル

bit 6: RX9: 9bit の受信選択ビット
1 = 9bit の受信を選択
0 = 8bit の受信を選択

bit 5: SREN: シングル受信イネーブルビット
このビットはシングルバイトの受信をイネーブル。バイトの受信後、このビットは自動的にクリアされ
る。
同期モード時
1 = 受信をイネーブル
0 = 受信をディセーブル
注意：このビットは同期スレーブ受信では無視される。
非同期モード時
無視

bit 4: CREN: 継続受信イネーブルビット
このビットはシリアルデータの継続受信をイネーブル。
非同期モード時
1 = 継続受信をイネーブル
0 = 継続受信をディセーブル
同期モード時
1 = CREN がクリアされるまで継続受信をイネーブル (CREN が SREN よりも優先 )
0 = 継続受信をディセーブル

bit 3: Unimplemented: 未使用 :‘0’としてリード

bit 2: FERR: フレーミングエラービット
1 = フレーミングエラー (RCREGのリードによりアップデート )
0 = フレーミングエラーなし

bit 1: OERR: オーバーランエラービット
1 = オーバーラン (CREN をクリアすることによりクリア )
0 = オーバーランエラーなし

bit 0: RX9D: 受信データの 9番目のビット (ソフトウェアでパリティビットを計算可能 )
ary  1997 Microchip Technology Inc.
す。最新版の英文データシート
手可能）を参照して下さい。



PIC17C75X
図 図 図 図 14141414-3333:::: UUUUSSSSAAAARRRRTTTT 送送送送信 信 信 信                     

図 図 図 図 14141414-4444:::: UUUUSSSSAAAARRRRTTTT 受受受受信 信 信 信                         
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14141414....1111 UUUUSSSSAAAARRRRTTTT ボボボボーーーーレーレーレーレートトトトジェジェジェジェネネネネレーレーレーレータタタタ ((((BBBBRRRRGGGG))))

BRG は USART の非同期、同期の両モードをサポー
トしています。それは与えられた 8bit のボーレート
ジェネレータです。SPBRGレジスタはフリーランニン
グの 8bit タイマの周期を制御します。表 14-2 に異なっ
た USART モードに対するボーレートの計算の公式を
示します。これらは、USART が同期マスタモード ( 内
部クロック ) か非同期モードの時にのみ適用します。

必要なボーレートと Fosc が与えられると、0 と 255
の間で最も近い整数値を下記の公式を使って数えるこ
とができます。それからボーレートのエラーが決まり
ます。 

表 表 表 表 14141414-2222:::: ボボボボーレーレーレーレーーーートのトのトのトの公公公公式      式      式      式      

SSSSYYYYNNNNCCCC MMMMooooddddeeee BBBBaaaauuuud d d d RRRRaaaatttteeee
0
1

非同期
同期

FOSC/(64(X+1))
FOSC/(4(X+1))

X=SPBRG での値 (0 から 255)
DS30264A-J-page 110 Prelimin
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例14-1に次の条件に対するボーレートエラーの計算
を示します。

FOSC = 16 MHz
要求 ボーレート = 9600
SYNC = 0

例 例 例 例 14141414----1111:::: ボボボボーーーーレーレーレーレートトトトエラエラエラエラーーーーの計の計の計の計算 算 算 算                         

SPBRG に新しい値を書き込むことにより BRG タイ
マがリセットされ ( またはクリアされ )、これにより新
しいボーレートを出力する前に BRG がタイマオー
バーフローを待たないことを確実にします。 

要求ボーレート=Fosc / (64 (X + 1)) 

9600 = 16000000 /(64 (X + 1))

X = 25.042 = 25

計算されたボーレート=16000000 / (64 (25 + 1))

= 9615

Error = (計算されたボーレート - 要求ボーレート ) 

                     要求ボーレート

= (9615 - 9600) / 9600

= 0.16%
表 表 表 表 14141414-3333:::: ボボボボーレーレーレーレーーーートジトジトジトジェェェェネレネレネレネレーーーータにタにタにタに関関関関連す連す連す連するるるるレジレジレジレジススススタ   タ   タ   タ      

アアアアドドドドレレレレスススス 名名名名称称称称 BBBBiiiit t t t 7777 BBBBit it it it 6666 BBBBiiiit t t t 5555 BBBBiiiit t t t 4444 BBBBit it it it 3333 BBBBiiiit t t t 2 2 2 2 BBBBiiiit t t t 1111 BBBBit it it it 0000
PPPPOOOORRRR・・・・BBBBOOOORRRR でででで

のののの値値値値
他他他他ののののリリリリセセセセッッッットトトト
ででででのののの値値値値 (((( 注注注注 1111))))

U UUU
S SSSA AAA
R RRR
T TTT
1 111 13h13h13h13h, , , , BBBBaaaank 0nk 0nk 0nk 0 RCRCRCRCSSSSTTTTAAAA1111 SPEN RX9 SREN CREN — FERR OERR RX9D 0000 -00x 0000 -00u

15h15h15h15h, , , , BBBBaaaank 0nk 0nk 0nk 0 TTTTXXXXSSSSTTTTAAAA1111 CSRC TX9 TXEN SYNC — — TRMT TX9D 0000 --1x 0000 --1u

17h17h17h17h, , , , BBBBaaaank 0nk 0nk 0nk 0 SPSPSPSPBBBBRRRRGGGG1111 ボーレートジェネレータレジスタ xxxx xxxx uuuu uuuu

U UUU
S SSSA AAA
R RRR
T TTT
2 222 13h13h13h13h, , , , BBBBaaaank 4nk 4nk 4nk 4 RCRCRCRCSSSSTTTTAAAA2222 SPEN RX9 SREN CREN — FERR OERR RX9D 0000 -00x 0000 -00u

15h15h15h15h, , , , BBBBaaaank 4nk 4nk 4nk 4 TTTTXXXXSSSSTTTTAAAA2222 CSRC TX9 TXEN SYNC — — TRMT TX9D 0000 --1x 0000 --1u

17h17h17h17h, , , , BBBBaaaank 4nk 4nk 4nk 4 SPSPSPSPBBBBRRRRGGGG2222 ボーレートジェネレータレジスタ xxxx xxxx uuuu uuuu

凡凡凡凡例例例例 :::: xxxx==== 不不不不定定定定、、、、uuuu==== 不不不不変変変変、、、、－－－－ ==== 未未未未使使使使用用用用、、、、‘‘‘‘0000’’’’ととととししししててててリリリリーーーードドドド。。。。網網網網掛掛掛掛けけけけ部部部部分分分分ははははボボボボーーーーレレレレーーーートトトトジジジジェェェェネネネネレレレレーーーータタタタでででではははは使使使使用用用用ししししまままませせせせんんんん。。。。
注 1注 1注 1注 1:::: 他他他他のののの（（（（パパパパワワワワーーーーアアアアッッッッププププ以以以以外外外外））））リリリリセセセセッッッットトトトはははは、、、、MMMMCCCCLLLLRRRR をををを通通通通るるるる外外外外部部部部リリリリセセセセッッッットトトトととととウウウウォォォォッッッッチチチチドドドドッッッッググググタタタタイイイイママママリリリリセセセセッッッットトトトをををを含含含含みみみみまままますすすす。。。。
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表 表 表 表 14141414-4444:::: 同同同同期モ期モ期モ期モーーーードにドにドにドに関関関関するするするするボボボボーレーレーレーレーーーート   ト   ト   ト      

BAUD
RATE

(K) 

FOSC = 33 MHz
SPBRG
value 

(decimal)

FOSC = 25 MHz
SPBRG
value 

(decimal)

FOSC = 20 MHz
SPBRG
value 

(decimal)

FOSC = 16 MHz
SPBRG
value 

(decimal)KBAUD %ERROR KBAUD %ERROR KBAUD %ERROR KBAUD %ERROR

0.3 NA — — NA — — NA — — NA — —

1.2 NA — — NA — — NA — — NA — —

2.4 NA — — NA — — NA — — NA — —

9.6 NA — — NA — — NA — — NA — —

19.2 NA — — NA — — 19.53 +1.73 255 19.23 +0.16 207

76.8 77.10 +0.39 106 77.16 +0.47 80 76.92 +0.16 64 76.92 +0.16 51

96 95.93 -0.07 85 96.15 +0.16 64 96.15 +0.16 51 95.24 -0.79 41

300 294.64 -1.79 27 297.62 -0.79 20 294.1 -1.96 16 307.69 +2.56 12

500 485.29 -2.94 16 480.77 -3.85 12 500 0 9 500 0 7

HIGH 8250 — 0 6250 — 0 5000 — 0 4000 — 0

LOW 32.22 — 255 24.41 — 255 19.53 — 255 15.625 — 255

BAUD
RATE
(K) 

FOSC = 10 MHz
SPBRG
value 

(decimal)

FOSC = 7.159 MHz
SPBRG
value 

(decimal)

FOSC = 5.068 MHz
SPBRG
value 

(decimal)KBAUD %ERROR KBAUD %ERROR KBAUD %ERROR

0.3 NA — — NA — — NA — —

1.2 NA — — NA — — NA — —

2.4 NA — — NA — — NA — —

9.6 9.766 +1.73 255 9.622 +0.23 185 9.6 0 131

19.2 19.23 +0.16 129 19.24 +0.23 92 19.2 0 65

76.8 75.76 -1.36 32 77.82 +1.32 22 79.2 +3.13 15

96 96.15 +0.16 25 94.20 -1.88 18 97.48 +1.54 12

300 312.5 +4.17 7 298.3 -0.57 5 316.8 +5.60 3

500 500 0 4 NA — — NA — —

HIGH 2500 — 0 1789.8 — 0 1267 — 0

LOW 9.766 — 255 6.991 — 255 4.950 — 255

BAUD
RATE
(K) 

FOSC = 3.579 MHz
SPBRG
value 

(decimal)

FOSC = 1 MHz
SPBRG
value 

(decimal)

FOSC = 32.768 kHz
SPBRG
value 

(decimal)KBAUD %ERROR KBAUD %ERROR KBAUD %ERROR

0.3 NA — — NA — — 0.303 +1.14 26

1.2 NA — — 1.202 +0.16 207 1.170 -2.48 6

2.4 NA — — 2.404 +0.16 103 NA — —

9.6 9.622 +0.23 92 9.615 +0.16 25 NA — —

19.2 19.04 -0.83 46 19.24 +0.16 12 NA — —

76.8 74.57 -2.90 11 83.34 +8.51 2 NA — —

96 99.43 _3.57 8 NA — — NA — —

300 298.3 -0.57 2 NA — — NA — —

500 NA — — NA — — NA — —

HIGH 894.9 — 0 250 — 0 8.192 — 0

LOW 3.496 — 255 0.976 — 255 0.032 — 255
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表 表 表 表 14141414-5555:::: 非非非非同期同期同期同期モモモモードードードードにににに関す関す関す関するるるるボーボーボーボーレレレレート   ート   ート   ート      

BAUD
RATE

(K) 

FOSC = 33 MHz
SPBRG
value 

(decimal)

FOSC = 25 MHz
SPBRG
value 

(decimal)

FOSC = 20 MHz
SPBRG
value 

(decimal)

FOSC = 16 MHz
SPBRG
value 

(decimal)KBAUD %ERROR KBAUD %ERROR KBAUD %ERROR KBAUD %ERROR

0.3 NA — — NA — — NA — — NA — —

1.2 NA — — NA — — 1.221 +1.73 255 1.202 +0.16 207

2.4 2.398 -0.07 214 2.396 0.14 162 2.404 +0.16 129 2.404 +0.16 103

9.6 9.548 -0.54 53 9.53 -0.76 40 9.469 -1.36 32 9.615 +0.16 25

19.2 19.09 -0.54 26 19.53 +1.73 19 19.53 +1.73 15 19.23 +0.16 12

76.8 73.66 -4.09 6 78.13 +1.73 4 78.13 +1.73 3 83.33 +8.51 2

96 103.12 +7.42 4 97.65 +1.73 3 104.2 +8.51 2 NA — —

300 257.81 -14.06 1 390.63 +30.21 0 312.5 +4.17 0 NA — —

500 515.62 +3.13 0 NA — — NA — — NA — —

HIGH 515.62 — 0 — — 0 312.5 — 0 250 — 0

LOW 2.014 — 255 1.53 — 255 1.221 — 255 0.977 — 255

BAUD
RATE
(K) 

FOSC = 10 MHz
SPBRG
value 

(decimal)

FOSC = 7.159 MHz
SPBRG
value 

(decimal)

FOSC = 5.068 MHz
SPBRG
value 

(decimal)KBAUD %ERROR KBAUD %ERROR KBAUD %ERROR

0.3 NA — — NA — — 0.31 +3.13 255

1.2 1.202 +0.16 129 1.203 _0.23 92 1.2 0 65

2.4 2.404 +0.16 64 2.380 -0.83 46 2.4 0 32

9.6 9.766 +1.73 15 9.322 -2.90 11 9.9 -3.13 7

19.2 19.53 +1.73 7 18.64 -2.90 5 19.8 +3.13 3

76.8 78.13 +1.73 1 NA — — 79.2 +3.13 0

96 NA — — NA — — NA — —

300 NA — — NA — — NA — —

500 NA — — NA — — NA — —

HIGH 156.3 — 0 111.9 — 0 79.2 — 0

LOW 0.610 — 255 0.437 — 255 0.309 — 255

BAUD
RATE
(K) 

FOSC = 3.579 MHz
SPBRG
value 

(decimal)

FOSC = 1 MHz
SPBRG
value 

(decimal)

FOSC = 32.768 kHz
SPBRG
value 

(decimal)KBAUD %ERROR KBAUD %ERROR KBAUD %ERROR

0.3 0.301 +0.23 185 0.300 +0.16 51 0.256 -14.67 1

1.2 1.190 -0.83 46 1.202 +0.16 12 NA — —

2.4 2.432 +1.32 22 2.232 -6.99 6 NA — —

9.6 9.322 -2.90 5 NA — — NA — —

19.2 18.64 -2.90 2 NA — — NA — —

76.8 NA — — NA — — NA — —

96 NA — — NA — — NA — —

300 NA — — NA — — NA — —

500 NA — — NA — — NA — —

HIGH 55.93 — 0 15.63 — 0 0.512 — 0

LOW 0.218 — 255 0.061 — 255 0.002 — 255
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14141414....2222 UUUUSSSSAAAARRRRTTTT 非非非非同同同同期モ期モ期モ期モーーーードドドド

このモードでは、USART は標準の非ゼロ復帰 (NRZ)
フォーマットを使用します (1 スタートビット、8また
は 9データビット、1ストップビット )。最も一般的な
データフォーマットは8bitです。8bitのオンチップボー
レートジェネレータはオシレータから標準のボーレー
ト周波数を得るために使われます。USART の送信機
と受信機は機能的には独立していますが、同じデータ
フォーマットとボーレートを使います。ボーレート
ジェネレータは、ビットシフトレートの× 64 のクロッ
クを作ります。パリティはハードウェアではサポート
されていませんが、ソフトウェアで実行することがで
きます ( ９番目のデータビットとして保持することも
可能)。非同期モードは、SLEEPの間は止まっています。

非同期モードは SYNCビット (TXSTA<4>) をクリア
することにより選ばれます。

USART の非同期モジュールは次のような重要な要
素から成っています。

････ ボボボボーーーーレレレレーーーートトトトジジジジェェェェネネネネレレレレーーーータタタタ
････ ササササンンンンププププリリリリンンンンググググ回回回回路路路路
････ 非非非非同同同同期期期期送送送送信信信信機機機機
････ 非非非非同同同同期期期期受受受受信信信信機機機機

14.2.1 USART 非同期送信機

USART送信機のブロック図を図14-3に示します。送
信機の中心は、送信シフトレジスタです (TSR)。シフ
トレジスタはリード / ライト送信バッファ(TXREG) か
らのデータを得ます。TXREGはソフトウェアでのデー
タにロードします。TSR はストップビットが前の負荷
から送信されるまでロードされません。ストップビッ
トが送信されるとすぐ、TSRは TXREG( 有効なら ) か
らの新しいデータでロードされます。TXREG がその
データを TSR に転送すると ( 現在の BRG サイクルの
最後に１つの TCY の中で起こる )、TXREG は空にな
り、割込みビット TXIF がセットされます。この割込
みは TXIE ビットをセット / クリアすることによりイ
ネーブル / ディセーブルできます。TXIF は TXIE を無
視してセットされ、ソフトウェアではリセットできず、
新しいデータが TXREG にロードされた時にだけリ
セットします。TXIF が TXREGのステータスを示して
いる間に、TRMT(TXSTA<1>) ビットが TSR のステー
タスを示します。TRMTは TSR が空の時にセットされ
るリードのみのビットです。割込みなしの論理はこの
ビットにつながるので、TSR が空かどうかを確かめる
ためにこのビットをポーリングしなければなりませ
ん。       

送信はTXEN(TXSTA<5>)ビットをセットすることに
よりイネーブルになります。現実の送信は TXREG に
データがロードされ、ボーレートジェネレータ (BRG)
がシフトクロックを作るまで起こりません (図 14-5参
照 )。送信は最初に TXREG をロードし、TXEN をセッ
トすることにより始動させることもできます。一般的
には、最初に送信を始動させたとき TSR は空で、
TXREG への転送が結果的に、TSR にただちに転送す

注注注注意意意意 :::: TTTTSSSSRRRR はユーザ用ではないはユーザ用ではないはユーザ用ではないはユーザ用ではないののののでででで、、、、デーデーデーデータタタタメモリにメモリにメモリにメモリに
はマッピングされていはマッピングされていはマッピングされていはマッピングされていまままませんせんせんせん。。。。
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ることになり、TXREG を空にすることにもなります。
このように連続した転送が可能です (図14-6参照 )。送
信中にTXENをクリアすることにより送信は打ち切ら
れます。これが送信機をリセットし、TX/CKピンは高
インピーダンスに戻ります。

9bit の送信を選ぶためには、TX9(TXSTA<6>) ビット
をセットし、9 番目のビット値を TX9D(TXSTA<0>) に
書き込まなければなりません。9 番目のビット値は、
8bit のデータを TXREG に書き込む前に、書き込む必
要があります。これは TXREG へのデータ書き込みが
結果的にTSRへの即値データ転送になるからです(TSR
が空の場合 )。

  非同期の送信をセットする場合は次のように進め
ます。

1111.... 適適適適当当当当ななななボボボボーーーーレレレレーーーートトトトにににに SPSPSPSPBRBRBRBRGGGG レレレレジジジジススススタタタタをををを初初初初期期期期化化化化
すすすするるるる。。。。

2222.... SSSSYNYNYNYNCCCC ビビビビッッッットトトトををををククククリリリリアアアアしししし、、、、SSSSPPPPEEEENNNN ビビビビッッッットトトトををををセセセセッッッッ
トトトトすすすするるるるここここととととにににによよよよりりりり非非非非同同同同期期期期ののののシシシシリリリリアアアアルルルルポポポポーーーートトトトををををイイイイ
ネネネネーーーーブブブブルルルルににににすすすするるるる。。。。

3333.... 割割割割込込込込みみみみがががが必必必必要要要要なななな場場場場合合合合、、、、TTTTXXXXIIIIEEEE ビビビビッッッットトトトををををセセセセッッッットトトトすすすす
るるるる。。。。

4444.... 9b9b9b9biiiitttt のののの送送送送信信信信がががが必必必必要要要要なななな場場場場合合合合はははは、、、、TTTTXXXX9999 ビビビビッッッットトトトををををセセセセッッッッ
トトトトすすすするるるる。。。。

5555.... TTTTXXXXRRRREEEEGGGG レレレレジジジジススススタタタタににににデデデデーーーータタタタををををロロロローーーードドドドすすすするるるる。。。。
6666.... 9b9b9b9biiiitttt のののの送送送送信信信信をををを選選選選んんんんだだだだ場場場場合合合合はははは、、、、9999 番番番番目目目目ののののビビビビッッッットトトトはははは

TTTTXXXX9999DDDD ににににロロロローーーードドドドすすすするるるる必必必必要要要要ががががああああるるるる。。。。
7777.... TTTTXXXXEEEENNNN ををををセセセセッッッットトトトすすすするるるるここここととととにににによよよよりりりり送送送送信信信信ををををイイイイネネネネーーーーブブブブ

ルルルルににににすすすするるるる (((( 送送送送信信信信開開開開始始始始 ))))。。。。

送信データを TXREG に書き込み、送信をイネーブ
ル (TXEN をセット ) することにより、反対の順番でこ
れら 2つのイベントを実行するよりも早く送信を始動
させることができます。       

注注注注意意意意 :::: 送信を終了するた送信を終了するた送信を終了するた送信を終了するためめめめにはにはにはには、、、、SPSPSPSPEEEENNNNビットかビットかビットかビットかTTTTXXXXEEEENNNN
ビットをクリアしビットをクリアしビットをクリアしビットをクリアしまままますすすす。。。。これによこれによこれによこれによりりりり送信の論理送信の論理送信の論理送信の論理
をリセットしをリセットしをリセットしをリセットし、、、、送信が再イネーブ送信が再イネーブ送信が再イネーブ送信が再イネーブルルルルされた時にされた時にされた時にされた時に
正しい状態にしま正しい状態にしま正しい状態にしま正しい状態にしますすすす。。。。
ary DS30264A-J-page 113
す。最新版の英文データシート
手可能）を参照して下さい。
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図 図 図 図 14141414-5555:::: 非非非非同期同期同期同期ママママスタスタスタスタ送送送送信       信       信       信       

図 図 図 図 14141414-6666:::: 非非非非同期同期同期同期ママママスタスタスタスタ送送送送信信信信 (((( 連連連連続続続続 )        )        )        )        

表 表 表 表 14141414-6666:::: 非非非非同期同期同期同期送送送送信に信に信に信に関関関関連す連す連す連するるるるレジレジレジレジススススタ   タ   タ   タ       

アアアアドドドドレレレレスススス 名名名名称称称称 BBBBit it it it 7777 BBBBit it it it 6666 BBBBiiiit t t t 5555 BBBBit it it it 4444 BBBBit it it it 3333 BBBBit it it it 2 2 2 2 BBBBiiiit t t t 1111 BBBBiiiit t t t 0000 PPPPOOOORRRR・・・・BBBBOOOORRRR でででで
のののの値値値値

他他他他ののののリリリリセセセセッッッットトトト
ででででのののの値値値値 (((( 注注注注 1111))))

11116h6h6h6h, , , , BBBBaaaank 1nk 1nk 1nk 1 PPPPIIIIRRRR1111 RBIF TMR3IF TMR2IF TMR1IF CA2IF CA1IF TX1IF RC1IF 0000 0010 0000 0010

11117h7h7h7h, , , , BBBBaaaank 1nk 1nk 1nk 1 PPPPIIIIEEEE1111 RBIE TMR3IE TMR2IE TMR1IE CA2IE CA1IE TX1IE RC1IE 0000 0000 0000 0000

11113h3h3h3h, , , , BBBBaaaank 0nk 0nk 0nk 0 RRRRCCCCSSSSTTTTAAAA1111 SPEN RX9 SREN CREN — FERR OERR RX9D 0000 -00x 0000 -00u

11116h6h6h6h, , , , BBBBaaaank 0nk 0nk 0nk 0 TTTTXXXXRRRREEEEGGGG1111 シリアルポート送信レジスタ (USART1) xxxx xxxx uuuu uuuu

11115h5h5h5h, , , , BBBBaaaank 0nk 0nk 0nk 0 TTTTXXXXSSSSTTTTAAAA1111 CSRC TX9 TXEN SYNC — — TRMT TX9D 0000 --1x 0000 --1u

11117h7h7h7h, , , , BBBBaaaank 0nk 0nk 0nk 0 SSSSPPPPBBBBRRRRGGGG1111 ボーレートジェネレータレジスタ (USART1) xxxx xxxx uuuu uuuu

11110h0h0h0h, , , , BBBBaaaank 4nk 4nk 4nk 4 PPPPIIIIRRRR2222 SSPIF BCLIF ADIF — CA4IF CA3IF TX2IF RC2IF 000- 0010 000- 0010

11111h1h1h1h, , , , BBBBaaaank 4nk 4nk 4nk 4 PPPPIIIIEEEE2222 SSPIE BCLIE ADIE — CA4IE CA3IE TX2IE RC2IE 000- 0000 000- 0000

11113h3h3h3h, , , , BBBBaaaank 4nk 4nk 4nk 4 RRRRCCCCSSSSTTTTAAAA2222 SPEN RX9 SREN CREN — FERR OERR RX9D 0000 -00x 0000 -00u

11116h6h6h6h, , , , BBBBaaaank 4nk 4nk 4nk 4 TTTTXXXXRRRREEEEGGGG2222 シリアルポート送信レジスタ (USART2) xxxx xxxx uuuu uuuu

11115h5h5h5h, , , , BBBBaaaank 4nk 4nk 4nk 4 TTTTXXXXSSSSTTTTAAAA2222 CSRC TX9 TXEN SYNC — — TRMT TX9D 0000 --1x 0000 --1u

11117h7h7h7h, , , , BBBBaaaank 4nk 4nk 4nk 4 SSSSPPPPBBBBRRRRGGGG2222 ボーレートジェネレータレジスタ (USART2) xxxx xxxx uuuu uuuu

凡凡凡凡例例例例 :::: xxxx==== 不不不不定定定定、、、、uuuu==== 不不不不変変変変、、、、－－－－ ==== 未未未未使使使使用用用用、、、、‘‘‘‘0000’’’’ととととししししててててリリリリーーーードドドド。。。。網網網網掛掛掛掛けけけけ部部部部分分分分はははは非非非非同同同同期期期期送送送送信信信信ににににはははは使使使使わわわわれれれれまままませせせせんんんん。。。。
注 1注 1注 1注 1:::: 他他他他のののの（（（（パパパパワワワワーーーーアアアアッッッッププププ以以以以外外外外））））リリリリセセセセッッッットトトトはははは、、、、MMMMCCCCLLLLRRRR をををを通通通通るるるる外外外外部部部部リリリリセセセセッッッットトトトととととウウウウォォォォッッッッチチチチドドドドッッッッググググタタタタイイイイママママリリリリセセセセッッッットトトトをををを含含含含みみみみまままますすすす。。。。

Word 1
Stop Bit

Word 1
Transmit Shift Reg

Start Bit Bit 0 Bit 1 Bit 7/8

Write to TXREG
Word 1

BRG output
(shift clock)

TX 

TXIF bit

TRMT bit

        (TX/CK pin)

Transmit Shift Reg.

Write to TXREG

BRG output
(shift clock)

TX

TXIF bit

TRMT bit

Word 1 Word 2

Word 1 Word 2

Start Bit Stop Bit Start Bit

Transmit Shift Reg.

Word 1 Word 2
Bit 0 Bit 1 Bit 7/8 Bit 0

注意：このタイミング図は２つの連続した送信を示します。

        (TX/CK pin)
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14141414....2222....2222 UUUUSSSSAAAARRRRTTTT のののの非非非非同同同同期期期期受受受受信信信信機機機機

受信機のブロック図を図 14-4 に示します。データは
RX/DT ピンから来て、データ回復ブロックを動かしま
す。主な受信のシリアルシフタがビットレートまたは
Fosc で動作しているのに反して、データ回復ブロック
は現実にはボーレートの１６倍のハイスピードでを動
作しているシフタです。

非同期モードが選ばれると、受信はビット
CREN(RCSTA<4>) をセットすることによりイネーブ
ルになります。

受信機の中心は受信(シリアル)シフトレジスタです
(RSR)。ストップビットをサンプリングした後、RSR
に受信されたデータは RCREG に転送されます ( 空の
場合 )。転送が終了すると、割込みビット RCIF がセッ
トされます。現実の割込みはRCIE ビットをセット / ク
リアすることによりイネーブル / ディセーブルが可能
です。RCIF はリードのみのビットで、ハードウェアに
よりクリアされます。RCREG が読み込まれた時と空
の時はクリアされます。RCREG はダブルバッファレ
ジスタ ( ２個の深い FIFO) です。２バイトのデータが
RCREG FIFO に受信・転送され、３番目のバイトが
RSR にシフティングを始めることは可能です。3 番目
のバイトのストップビットの検出では、RCREG がま
だフルの場合は、オーバーランエラービット
OERR(RCSTA<1>) がセットされます。RSR のワード
は失われます。RCREG は FIFO の 2 個のバイトを取り
出すために 2 度読み込むことができます。OERR ビッ
トをソフトウェアでクリアする必要があり、これは受
信の論理をリセットすることにより行われます(CREN
をセット )。OERR ビットがセットされる場合、RSR
から RCREG への転送は禁止されていますので、もし
セットされている場合はOERRビットをクリアするこ
 1997 Microchip Technology Inc. Prelimin
この日本語データシートは参考資料で
(http://www.microchip.com から入
とが重要です。エラービット FERR(RCSTA<2>) のフ
レーミングは、ストップビットが検出されないとセッ
トされます。 

              

14141414....2222....3333 ササササンンンンププププリリリリンンンンググググ

RX/DT ピンのデータは、RX/DT ピンが高レベルまた
は低レベルであるかどうかを決めるために多数検出回
路により 3回サンプリングされます。サンプリングは
x16 クロックの 7 番目、8 番目、9 番目の立ち下がり
エッジで行われます ( 図 14-7)。

x16 のクロックはフリーランニングクロックで、3回
のサンプリングポイントは16回毎の立ち下がりエッジ
の頻度で起こります。

注注注注意意意意 :::: FFFFEEEERRRRRRRRとととと 9999 番目の受信ビットは受番目の受信ビットは受番目の受信ビットは受番目の受信ビットは受信信信信データと同データと同データと同データと同
じ方法でバッファじ方法でバッファじ方法でバッファじ方法でバッファさささされます。れます。れます。れます。RRRRCCCCRRRREEEEGGGG レジスタレジスタレジスタレジスタ
を読み込むことにを読み込むことにを読み込むことにを読み込むことによよよよりりりり、、、、RRRRXXXX9999DDDD とととと FFFFEEEERRRRRRRR ビットビットビットビット
にににに次次次次のののの受受受受信信信信さささされれれれたたたたデデデデーーーータタタタのののの値値値値ををををロロロローーーードドドドででででききききまままま
すすすす。。。。したがって古したがって古したがって古したがって古いいいい FFFFEEEERRRRRRRR とととと RRRRXXXX9999DDDD の情報を失の情報を失の情報を失の情報を失
わないためにわないためにわないためにわないために、、、、RRRRCRCRCRCREEEEGGGG を読み込む前を読み込む前を読み込む前を読み込む前にににに RRRRCCCCSSSSTTTTAAAA
レジスタを読み込レジスタを読み込レジスタを読み込レジスタを読み込むむむむことが重要ですことが重要ですことが重要ですことが重要です。 。 。 。 
図 図 図 図 14141414-7777:::: RRRRXXXX ピピピピンのンのンのンのササササンプンプンプンプリリリリングングングング方方方方式     式     式     式     

RX

baud CLK

x16 CLK

Start bit Bit0

Samples

   1       2       3      4      5       6      7      8       9     10    11     12    13    14    15     16    1       2      3

Baud CLK for all but start bit
(RX/DT pin)
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PIC17C75X
非同期の受信をセットする場合は次のように進めま
す。

1111.... 適当適当適当適当ななななボーレートボーレートボーレートボーレートにににに SSSSPPPPBBBBRRRRGGGG レジスタレジスタレジスタレジスタをををを初期化す初期化す初期化す初期化す
るるるる。。。。

2222.... SSSSYYYYNNNNCCCC ビットをクリアしビットをクリアしビットをクリアしビットをクリアし、、、、SPSPSPSPEEEENNNN ビットビットビットビットををををセットすセットすセットすセットす
るるるるここここととととにににによよよよりりりり非非非非同同同同期期期期ののののシシシシリリリリアアアアルルルルポポポポーーーートトトトををををイイイイネネネネーーーーブブブブ
ルにルにルにルにすすすするるるる。。。。

3333.... 割込割込割込割込みみみみが必要な場合、が必要な場合、が必要な場合、が必要な場合、RCRCRCRCIIIIEEEE ビットをセビットをセビットをセビットをセッッッットするトするトするトする。。。。
4444.... 9b9b9b9biiiitttt の受信が必要な場合はの受信が必要な場合はの受信が必要な場合はの受信が必要な場合は、、、、RRRRXXXX9999 ビッビッビッビットトトトをセットをセットをセットをセット

するするするする。。。。
5555.... CRCRCRCREEEENNNN ビッビッビッビットトトトをセットすることによをセットすることによをセットすることによをセットすることによりりりり受信をイ受信をイ受信をイ受信をイ

ネーネーネーネーブブブブルにするルにするルにするルにする。。。。
6666.... RCRCRCRCIIIIFFFF ビッビッビッビットトトトは受信が完了した時にセは受信が完了した時にセは受信が完了した時にセは受信が完了した時にセッッッットされトされトされトされ、、、、

RCRCRCRCIIIIEEEE ビビビビッッッットトトトががががセセセセッッッットトトトさささされれれれてててていいいいるるるるとととと割割割割込込込込みみみみがががが発発発発生生生生
DS30264A-J-page 116 Prelimin
この日本語データシートは参考資料で
(http://www.microchip.com から入
すすすするるるる。。。。
7777.... ９９９９番番番番目のビットを取るため目のビットを取るため目のビットを取るため目のビットを取るためににににははははRRRRCCCCSSSSTTTTAAAAを読み込みを読み込みを読み込みを読み込み

(((( イネイネイネイネーーーーブルの場ブルの場ブルの場ブルの場合合合合 ))))、受信中にエラ、受信中にエラ、受信中にエラ、受信中にエラーーーーが起こったが起こったが起こったが起こった
かかかかどどどどうかを確かめるためにうかを確かめるためにうかを確かめるためにうかを確かめるためにはははは FFFFEEEERRRRRRRR ビビビビットを読みットを読みットを読みットを読み
込込込込むむむむ。。。。

8888.... ８８８８ bbbbiiiitttt の受信データにの受信データにの受信データにの受信データに対対対対ししししてててて RCRCRCRCRRRREEEEGGGG をををを読み込む読み込む読み込む読み込む。。。。
9999.... オオオオーーーーバーランエラーが起こバーランエラーが起こバーランエラーが起こバーランエラーが起こっっっった場合はた場合はた場合はた場合は、、、、OOOOEEEERRRRRRRRビッビッビッビッ

トトトトををををクリアすることによりクリアすることによりクリアすることによりクリアすることによりエエエエラーをクリアするラーをクリアするラーをクリアするラーをクリアする。。。。                        

注注注注意意意意 :::: 受信を終了するため受信を終了するため受信を終了するため受信を終了するためににににはははは、、、、SSSSRRRREEEENNNN ビットビットビットビット、、、、CRCRCRCREEEENNNN
ビットビットビットビット、、、、SSSSPPPPEEEENNNN ビットのいずれかビットのいずれかビットのいずれかビットのいずれかををををクリアしまクリアしまクリアしまクリアしま
すすすす。。。。これにより受信の論理これにより受信の論理これにより受信の論理これにより受信の論理ををををリセットしリセットしリセットしリセットし、、、、受信受信受信受信
がががが再再再再イイイイネネネネーーーーブブブブルルルルさささされれれれたたたた時時時時にににに正正正正ししししいいいい状状状状態態態態ににににししししまままま
すすすす。。。。
図 図 図 図 14141414-8888:::: 非非非非同期同期同期同期受受受受信         信         信         信         

表 表 表 表 14141414-7777:::: 非非非非同期同期同期同期受受受受信に信に信に信に関関関関連す連す連す連するるるるレジレジレジレジススススタ   タ   タ   タ       

アアアアドドドドレレレレスススス 名名名名称称称称 BBBBit it it it 7777 BBBBit it it it 6666 BBBBiiiit t t t 5555 BBBBit it it it 4444 BBBBit it it it 3333 BBBBit it it it 2 2 2 2 BBBBiiiit t t t 1111 BBBBiiiit t t t 0000 PPPPOOOORRRR・・・・BBBBOOOORRRR でででで
のののの値値値値

他他他他ののののリリリリセセセセッッッットトトト
ででででのののの値値値値 (((( 注注注注 1111))))

11116h6h6h6h, , , , BBBBaaaank 1nk 1nk 1nk 1 PPPPIIIIRRRR1111 RBIF TMR3IF TMR2IF TMR1IF CA2IF CA1IF TX1IF RC1IF 0000 0010 0000 0010

11117h7h7h7h, , , , BBBBaaaank 1nk 1nk 1nk 1 PPPPIIIIEEEE1111 RBIE TMR3IE TMR2IE TMR1IE CA2IE CA1IE TX1IE RC1IE 0000 0000 0000 0000

11113h3h3h3h, , , , BBBBaaaank 0nk 0nk 0nk 0 RRRRCCCCSSSSTTTTAAAA1111 SPEN RX9 SREN CREN — FERR OERR RX9D 0000 -00x 0000 -00u

11114h4h4h4h, , , , BBBBaaaank 0nk 0nk 0nk 0 RRRRCRCRCRCREEEEGGGG1111 RX7 RX6 RX5 RX4 RX3 RX2 RX1 RX0 xxxx xxxx uuuu uuuu

11115h5h5h5h, , , , BBBBaaaank 0nk 0nk 0nk 0 TTTTXXXXSSSSTTTTAAAA1111 CSRC TX9 TXEN SYNC — — TRMT TX9D 0000 --1x 0000 --1u

11117h7h7h7h, , , , BBBBaaaank 0nk 0nk 0nk 0 SSSSPPPPBBBBRRRRGGGG1111 ボーレートジェネレータレジスタ xxxx xxxx uuuu uuuu

11110h0h0h0h, , , , BBBBaaaank 4nk 4nk 4nk 4 PPPPIIIIRRRR2222 SSPIF BCLIF ADIF — CA4IF CA3IF TX2IF RC2IF 000- 0010 000- 0010

11111h1h1h1h, , , , BBBBaaaank 4nk 4nk 4nk 4 PPPPIIIIEEEE2222 SSPIE BCLIE ADIE — CA4IE CA3IE TX2IE RC2IE 000- 0000 000- 0000

11113h3h3h3h, , , , BBBBaaaank 4nk 4nk 4nk 4 RRRRCCCCSSSSTTTTAAAA2222 SPEN RX9 SREN CREN — FERR OERR RX9D 0000 -00x 0000 -00u

11114h4h4h4h, , , , BBBBaaaank 4nk 4nk 4nk 4 RRRRCRCRCRCREEEEGGGG2222 RX7 RX6 RX5 RX4 RX3 RX2 RX1 RX0 xxxx xxxx uuuu uuuu

11115h5h5h5h, , , , BBBBaaaank 4nk 4nk 4nk 4 TTTTXXXXSSSSTTTTAAAA2222 CSRC TX9 TXEN SYNC — — TRMT TX9D 0000 --1x 0000 --1u

11117h7h7h7h, , , , BBBBaaaank 4nk 4nk 4nk 4 SSSSPPPPBBBBRRRRGGGG2222 ボーレートジェネレータレジスタ xxxx xxxx uuuu uuuu

凡凡凡凡例例例例 :::: xxxx==== 不不不不定定定定、、、、uuuu==== 不不不不変変変変、、、、－－－－ ==== 未未未未使使使使用用用用、、、、‘‘‘‘0000’’’’ととととししししててててリリリリーーーードドドド。。。。網網網網掛掛掛掛けけけけ部部部部分分分分はははは非非非非同同同同期期期期受受受受信信信信ににににはははは使使使使わわわわれれれれまままませせせせんんんん。。。。
注 1注 1注 1注 1:::: 他他他他のののの（（（（パパパパワワワワーーーーアアアアッッッッププププ以以以以外外外外））））リリリリセセセセッッッットトトトはははは、、、、MMMMCCCCLLLLRRRR をををを通通通通るるるる外外外外部部部部リリリリセセセセッッッットトトトととととウウウウォォォォッッッッチチチチドドドドッッッッググググタタタタイイイイママママリリリリセセセセッッッットトトトをををを含含含含みみみみまままますすすす。 。 。 。     
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このタイミング図は 3 個のワードが RX 入力上に生じていることを示しています。OERR( オーバーラン )

ビットがセットされるので、RCREG( 受信バッファ)は 3 番目のワードの後読み込まれます。

注意：
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14141414....3333 UUUUSSSSAAAARRRRTTTT 同同同同期期期期マスマスマスマスタタタタモーモーモーモードドドド

マスタ同期モードでは、データは半二重の方法で送
信されます。すなわち送信と受信は同時には起こりま
せん。データを送信している時は受信は禁止され、逆
もまた同じです。SYNC(TXSTA<4>) ビットをセットす
ることにより同期モードになります。さらに
SPEN(RCSTA<7>) ビットは、I/O ピンをそれぞれ CK(
クロック)とDT(データ)ラインに設定するためにセッ
トされます。マスタモードはプロセッサが CK ライン
上でマスタクロックを送信することを示します。
CSRC(TXSTA<7>) ビットをセットすることにより、マ
スタモードになります。

14141414....3333....1111 UUUUSSSSAAAARRRRTTTT 同同同同期期期期ママママススススタタタタ送送送送信信信信

USART送信機のブロック図を図14-3に示します。送
信機の中心は、送信 ( シリアル ) シフトレジスタです
(TSR)。シフトレジスタはリード / ライト送信バッファ
TXREG からのデータを得ます。TXREG にはソフト
ウェアでのデータがロードされます。TSR は最後の
ビットがその前の負荷から送信されるまでロードされ
ません。最後のビットが送信されるとすぐ、TSR は
TXREG( 有効なら ) からの新しいデータでロードされ
ます。TXREG がそのデータを TSR に転送すると ( 現
在の BRG サイクルの最後の１つの Tcy の中で起こる
)、TXREG は空になり、TXIF ビットがセットされま
す。この割込みは TXIE ビットをセット / クリアする
ことによりイネーブル / ディセーブルできます。TXIF
はビット TXIE の状態を無視してセットされ、ソフト
ウェアではクリアできません。新しいデータがTXREG
にロードされた時にだけリセットします。TXIF が
TXREG のステータスを示している間に、
TRMT(TXSTA<1>) が TSR のステータスを示します。
TRMTはTSRが空の時セットされるリードのみのビッ
トです。割込みの論理はこのビットにつながれていな
いので、TSRが空かどうかを確かめるためにこのビッ
トをポーリングしなければなりません。TSRはユーザ
用ではないので、データメモリには表われません。

送信はTXEN(TXSTA<5>)ビットをセットすることに
よりイネーブルになります。現実の送信は TXREG に
データがロードされるまで起こりません。最初のデー
タビットはTK/CKピンのクロックの次に有効な立ち上
がりエッジでシフトアウトします。データ出力は、同
期クロックの立ち下がりエッジのあたりでは安定して
います ( 図 14-10 参照 )。送信は最初に TXREG をロー
ドし、TXEN をセットすることにより始動させること
もできます。これは、遅いボーレートが選ばれた時に
便利で、TXEN、CREN、SRENビットがクリアされた
時、BRGが RESET 状態を続けるためです。TXENビッ
トをセットすると、ただちにシフトクロックを作りな
がら BRG を始動します。一般的には、最初に送信を
始動させたとき TSR は空で、TXREG への転送が結果
的に、TSR にただちに転送することになり TXREG を
空にすることにもなります。連続した転送は可能です。

送信中に TXEN をクリアすることにより送信は打ち
切られ、送信機をリセットします。RK/DT と TX/CK
ピンは高インピーダンスに戻ります。送信中に CREN
か SREN のどちらかがセットされると、送信は打ち切
られ、RX/DT ピンが高インピーダンス状態に戻ります
 1997 Microchip Technology Inc. Prelimin
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( 受信として )。CSRC ビットがセットされると ( 内部
クロック )、TX/CK ピンは出力のままです。送信機の
論理は、ピンから分離するけれどもリセットされませ
ん。送信機をリセットするためには、TXEN ビットを
クリアする必要があります。SREN ビットがセットさ
れると ( 継続中のシングルワードの送信と受信に割込
むために )、シングルワードが受信された後、SREN は
クリアされます。またシリアルポートは、TXEN ビッ
トがまだセットされているので送信状態に戻ります。
DT ラインはただちに高インピーダンスの受信モード
から送信に切り替わり、駆動を開始します。これを避
けるためには、TXEN をクリアする必要があります。

9bit の送信を選ぶためには、TX9(TXSTA<6>) ビット
をセットし、9 番目のビットを TX9D(TXSTA<0>) に書
き込まなければなりません。9番目のビットは、8bit の
データを TXREG に書き込む前に、書き込む必要があ
ります。これは TXREG へのデータ書き込みが結果的
に、TSR への即値データ転送になるからです (TSR が
空の場合 )。TSR が空で、TXREG が、“新しい”TX9D
を書き込む前に書き込まれる場合は、TX9D の“現在
の”値はロードされます。

  同期のマスター送信をセットする場合は次のよう
に進めます。

1111.... 適適適適当当当当ななななボボボボーーーーレレレレーーーートトトトにににに SPSPSPSPBRBRBRBRGGGG レレレレジジジジススススタタタタをををを初初初初期期期期化化化化
すすすする。る。る。る。(((( 詳詳詳詳細細細細ははははボボボボーーーーレレレレーーーートトトトジジジジェェェェネネネネレレレレーーーータタタタのののの章章章章参参参参
照照照照 ))))。。。。

2222.... SSSSYNYNYNYNCCCC、、、、SPSPSPSPEEEENNNN、、、、CCCCSSSSRRRRCCCC ビビビビッッッットトトトををををセセセセッッッットトトトすすすするるるるこここことととと
にににによよよよりりりり同同同同期期期期ののののママママススススタタタタシシシシリリリリアアアアルルルルポポポポーーーートトトトををををイイイイネネネネーーーーブブブブ
ルルルルににににすすすするるるる。。。。

3333.... CRCRCRCREEEENNNN ビビビビッッッットトトトとととと SSSSRRRREEEENNNN ビビビビッッッットトトトをををを確確確確実実実実ににににククククリリリリアアアアすすすす
るるるる (((( ここここれれれれららららののののビビビビッッッットトトトははははセセセセッッッットトトトすすすするるるるとととと送送送送信信信信ををををオオオオーーーー
ババババーーーーラララライイイイドドドドすすすするるるる ))))。。。。

4444.... 割割割割込込込込みみみみがががが必必必必要要要要なななな場場場場合合合合はははは、、、、TTTTXXXXIIIIEEEE ビビビビッッッットトトトををををセセセセッッッットトトト
すすすするるるる ((((GGGGLLLLIIIINNNNTTTTDDDDビビビビッッッットトトトををををククククリリリリアアアアしししし PPPPEEEEIIIIEEEE ビビビビッッッットトトトをををを
セセセセッッッットトトトすすすするるるるここここととととがががが必必必必要要要要 ))))。。。。

5555.... 9b9b9b9biiiitttt のののの送送送送信信信信がががが必必必必要要要要なななな場場場場合合合合はははは、、、、TTTTXXXX9999 ビビビビッッッットトトトををををセセセセッッッッ
トトトトすすすするるるる。。。。

6666.... TTTTXXXXRRRREEEEGGGG レレレレジジジジススススタタタタににににデデデデーーーータタタタををををロロロローーーードドドドすすすするるるるここここととととにににに
よよよよりりりり送送送送信信信信をををを開開開開始始始始すすすするるるる。。。。

7777.... 9b9b9b9biiiitttt のののの送送送送信信信信をををを選選選選んんんんだだだだ場場場場合合合合はははは、、、、9999 番番番番目目目目ののののビビビビッッッットトトトはははは
TTTTXXXX9999DDDD ににににロロロローーーードドドドすすすするるるる必必必必要要要要ががががああああるるるる。。。。

8888.... TTTTXXXXEEEENNNN ををををセセセセッッッットトトトすすすするるるるここここととととにににによよよよりりりり送送送送信信信信ををををイイイイネネネネーーーーブブブブ
ルルルルににににすすすするるるる。。。。

送信データを TXREG に書き込み、送信をイネーブ
ル (TXEN をセット ) することにより、反対の順番でこ
れら 2つのイベントを実行するよりも早く送信を始動
させることができます。       

注注注注意意意意 :::: 送信を終了するた送信を終了するた送信を終了するた送信を終了するためめめめにはにはにはには、、、、SPSPSPSPEEEENNNNビットかビットかビットかビットかTTTTXXXXEEEENNNN
ビットをクリアしビットをクリアしビットをクリアしビットをクリアしまままますすすす。。。。これによこれによこれによこれによりりりり送信の論理送信の論理送信の論理送信の論理
をリセットしをリセットしをリセットしをリセットし、、、、送信が再イネーブ送信が再イネーブ送信が再イネーブ送信が再イネーブルルルルされた時にされた時にされた時にされた時に
正しい状態にしま正しい状態にしま正しい状態にしま正しい状態にしますすすす。。。。
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表 表 表 表 14141414-8888:::: 同同同同期マ期マ期マ期マススススタ送タ送タ送タ送信信信信に関に関に関に関連連連連するするするするレレレレジスジスジスジスタ タ タ タ                        

図 図 図 図 14141414-9999:::: 同同同同期送期送期送期送信 信 信 信                         

図 図 図 図 14141414-10101010:::: 同同同同期送期送期送期送信信信信 ((((TTTTXXXXEEEENNNN を通を通を通を通るるるる )     )     )     )             

アアアアドドドドレレレレスススス 名名名名称称称称 BBBBit it it it 7777 BBBBit it it it 6666 BBBBiiiit t t t 5555 BBBBit it it it 4444 BBBBit it it it 3333 BBBBit it it it 2 2 2 2 BBBBiiiit t t t 1111 BBBBiiiit t t t 0000 PPPPOOOORRRR,,,,
BBBBOOOORRRR ででででのののの値値値値

他他他他ののののリリリリセセセセッッッットトトト
ででででのののの値 値 値 値 (((( 注注注注１１１１））））

11116h6h6h6h, , , , BBBBaaaank 1nk 1nk 1nk 1 PPPPIIIIRRRR1111 RBIF TMR3IF TMR2IF TMR1IF CA2IF CA1IF TX1IF RC1IF 0000 0010 0000 0010

11117h7h7h7h, , , , BBBBaaaank 1nk 1nk 1nk 1 PPPPIIIIEEEE1111 RBIE TMR3IE TMR2IE TMR1IE CA2IE CA1IE TX1IE RC1IE 0000 0000 0000 0000

11113h3h3h3h, , , , BBBBaaaank 0nk 0nk 0nk 0 RRRRCCCCSSSSTTTTAAAA1111 SPEN RX9 SREN CREN — FERR OERR RX9D 0000 -00x 0000 -00u

11116h6h6h6h, , , , BBBBaaaank 0nk 0nk 0nk 0 TTTTXXXXRRRREEEEGGGG1111 TX7 TX6 TX5 TX4 TX3 TX2 TX1 TX0 xxxx xxxx uuuu uuuu

11115h5h5h5h, , , , BBBBaaaank 0nk 0nk 0nk 0 TTTTXXXXSSSSTTTTAAAA1111 CSRC TX9 TXEN SYNC — — TRMT TX9D 0000 --1x 0000 --1u

11117h7h7h7h, , , , BBBBaaaank 0nk 0nk 0nk 0 SSSSPPPPBBBBRRRRGGGG1111 ボーレートジェネレータレジスタ xxxx xxxx uuuu uuuu

11110h0h0h0h, , , , BBBBaaaank 4nk 4nk 4nk 4 PPPPIIIIRRRR2222 SSPIF BCLIF ADIF — CA4IF CA3IF TX2IF RC2IF 000- 0010 000- 0010

11111h1h1h1h, , , , BBBBaaaank 4nk 4nk 4nk 4 PPPPIIIIEEEE2222 SSPIE BCLIE ADIE — CA4IE CA3IE TX2IE RC2IE 000- 0000 000- 0000

11113h3h3h3h, , , , BBBBaaaank 4nk 4nk 4nk 4 RRRRCCCCSSSSTTTTAAAA2222 SPEN RX9 SREN CREN — FERR OERR RX9D 0000 -00x 0000 -00u

11116h6h6h6h, , , , BBBBaaaank 4nk 4nk 4nk 4 TTTTXXXXRRRREEEEGGGG2222 TX7 TX6 TX5 TX4 TX3 TX2 TX1 TX0 xxxx xxxx uuuu uuuu

11115h5h5h5h, , , , BBBBaaaank 4nk 4nk 4nk 4 TTTTXXXXSSSSTTTTAAAA2222 CSRC TX9 TXEN SYNC — — TRMT TX9D 0000 --1x 0000 --1u

11117h7h7h7h, , , , BBBBaaaank 4nk 4nk 4nk 4 SSSSPPPPBBBBRRRRGGGG2222 ボーレートジェネレータレジスタ xxxx xxxx uuuu uuuu

凡凡凡凡例例例例 :::: xxxx==== 不不不不定定定定、、、、uuuu==== 不不不不変変変変、、、、－－－－ ==== 未未未未使使使使用用用用、、、、‘‘‘‘0000’’’’ととととししししててててリリリリーーーードドドド。。。。網網網網掛掛掛掛けけけけ部部部部分分分分はははは同同同同期期期期ママママススススタタタタ送送送送信信信信ににににはははは使使使使用用用用ししししまままませせせせんんんん。。。。
注 1注 1注 1注 1:::: 他他他他のののの（（（（パパパパワワワワーーーーアアアアッッッッププププ以以以以外外外外））））リリリリセセセセッッッットトトトはははは、、、、MMMMCCCCLLLLRRRR をををを通通通通るるるる外外外外部部部部リリリリセセセセッッッットトトトととととウウウウォォォォッッッッチチチチドドドドッッッッググググタタタタイイイイママママリリリリセセセセッッッットトトトをををを含含含含みみみみまままますすすす。 。 。 。     
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14141414....3333....2222 UUUUSSSSAAAARRRRTTTT のののの同同同同期期期期ママママススススタタタタ受受受受信信信信

同期モードが選ばれると、受信は SREN(RCSTA<5>)
ビットまたはCREN(RCSTA<4>)ビットのどちらかをセッ
トすることによりイネーブルになります。データはク
ロックの立ち下がりエッジでRX/DTピンにてサンプリン
グされます。SRENがセットされると、シングルワードの
みが受信されます。CRENがセットされると、受信はCREN
がリセットされるまで続きます。両方のビットがセット
される場合は、CREN が優先します。最後のビットをク
ロックした後、受信シフトレジスタ (RSR) に受信された
データは RCREG に転送されます ( 空の場合 )。転送が終
了すると、割込みビット RCIF がセットされます。現実の
割込みはRCIEビットをセット /クリアすることによりイ
ネーブル / ディセーブルが可能です。RCIF はリードオン
リーのビットで、ハードウェアにより RESET されます。
この場合ではRCREGが読み込まれた時と空の時にリセッ
トされます。RCREG はダブルバッファレジスタで、2 個
の深い FIFOです。2バイトのデータが RCREG FIFO に受
信・転送され、3 番目のバイトが RSR にシフティングを
始めることは可能です。３番目のバイトの最後のビット
のクロッキングでは、RCREGがまだフルの場合は、オー
バーランエラービットOERR(RCSTA<1>)がセットされま
す。RSR のワードは失われます。RCREGは FIFO の 2個
のバイトを取り出すために2度読み込むことができます。
OERRビットはソフトウェアでクリアする必要があり、こ
れは CREN ビットをクリアすることにより実行します。
OERR がセットされている場合、RSRから RCREGへの転
送は禁止されていますので、もしセットされている場合
は OERR ビットをクリアすることが重要です。9 番目の
受信ビットは受信データと同じ方法でバッファされま
す。RCREG レジスタのリードにより、RX9D ビットと
FERR ビットを次の受信データの値でロードすることが
可能です。したがって古い FERR と RX9D の情報を失わ
ないために、RCREG を読み込む前に RCSTA レジスタを
読み込むことが重要です。 
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同期のマスタ受信をセットする場合は次のように進
めます。

1111.... 適適適適当当当当ななななボボボボーーーーレレレレーーーートトトトにににに SPSPSPSPBRBRBRBRGGGG レレレレジジジジススススタタタタをををを初初初初期期期期化化化化
すすすするるるる。。。。詳詳詳詳細細細細はははは 11114444....1111 章章章章をををを参参参参照照照照。。。。

2222.... ビビビビッッッットトトト SSSSYYYYNNNNCCCC、、、、SPSPSPSPEEEENNNN、、、、CCCCSSSSRRRRCCCC ををををセセセセッッッットトトトすすすするるるるこここことととと
にににによよよよりりりり同同同同期期期期ののののママママススススタタタタシシシシリリリリアアアアルルルルポポポポーーーートトトトををををイイイイネネネネーーーーブブブブ
ルルルルににににすすすするるるる。。。。

3333.... 割割割割込込込込みみみみがががが必必必必要要要要なななな場場場場合合合合、、、、RCRCRCRCIIIIEEEE ビビビビッッッットトトトををををセセセセッッッットトトトすすすす
るるるる。。。。

4444.... 9b9b9b9biiiitttt のののの受受受受信信信信がががが必必必必要要要要なななな場場場場合合合合はははは、、、、RRRRXXXX9999 ビビビビッッッットトトトををををセセセセッッッッ
トトトトすすすするるるる。。。。

5555.... 単単単単独独独独受受受受信信信信がががが必必必必要要要要なななな場場場場合合合合はははは、、、、ビビビビッッッットトトト SSSSRRRREEEENNNN ををををセセセセッッッッ
トトトトすすすするるるる。。。。継継継継続続続続受受受受信信信信のののの場場場場合合合合ははははビビビビッッッットトトト CRCRCRCREEEENNNN ををををセセセセッッッッ
トトトトすすすするるるる。。。。

6666.... RCRCRCRCIIIIFFFF ビビビビッッッットトトトはははは受受受受信信信信がががが完完完完了了了了ししししたたたた時時時時ににににセセセセッッッットトトトさささされれれれ、、、、
割割割割込込込込みみみみはははは RCRCRCRCIIIIEEEE ビビビビッッッットトトトががががセセセセッッッットトトトさささされれれれるるるるとととと発発発発生生生生すすすす
るるるる。。。。

7777.... 9999番番番番目目目目ののののビビビビッッッットトトトをををを取取取取るるるるたたたためめめめににににははははRCRCRCRCSSSSTTTTAAAAをををを読読読読みみみみ込込込込
みみみみ (((( イイイイネネネネーーーーブブブブルルルルのののの場場場場合合合合 ))))、、、、受受受受信信信信中中中中ににににエエエエララララーーーーがががが起起起起
ここここっっっったたたたかかかかどどどどううううかかかかをををを確確確確かかかかめめめめるるるる。。。。

8888.... RCRRCRRCRRCREEEEGGGG をををを読読読読みみみみ込込込込むむむむここここととととにににによよよよりりりり 8888bbbbiiiitttt のののの受受受受信信信信デデデデーーーー
タタタタをををを読読読読みみみみ込込込込むむむむ。。。。

9999.... エエエエララララーーーーがががが起起起起ここここっっっったたたた場場場場合合合合はははは、、、、CRCRCRCREEEENNNN ををををククククリリリリアアアアすすすするるるる
ここここととととにににによよよよりりりりエエエエララララーーーーををををククククリリリリアアアアすすすするるるる。。。。

       

注注注注意意意意 :::: 受信を終了するた受信を終了するた受信を終了するた受信を終了するためめめめにはにはにはには、、、、SSSSRRRREEEENNNN ビットビットビットビット、、、、CRCRCRCREEEENNNN
ビットビットビットビット、、、、SSSSPPPPEEEENNNN ビットのいずれかビットのいずれかビットのいずれかビットのいずれかををををクリアしまクリアしまクリアしまクリアしま
すすすす。。。。これにより受信の論理これにより受信の論理これにより受信の論理これにより受信の論理ををををリセットしリセットしリセットしリセットし、、、、受信受信受信受信
がががが再再再再イイイイネネネネーーーーブブブブルルルルさささされれれれたたたた時時時時のののの正正正正ししししいいいい状状状状態態態態ににににししししまままま
すすすす。。。。
図 図 図 図 14141414-11111111:::: 同同同同期受期受期受期受信信信信 (((( マスマスマスマスタタタタモーモーモーモードドドド、、、、SSSSRRRREEEENNNN)       )       )       )       
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SREN bit

SREN bit

RCIF bit

Read 
RCREG

Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4Q2 Q1 Q2 Q3 Q4Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4

'0'

bit0 bit1 bit2 bit3 bit4 bit5 bit6 bit7

'0'

Q1 Q2 Q3 Q4

(RX/DT pin)

(TX/CK pin)

注意： タイミング図は SREN=1 の時の SYNC のマスタモードを表わしています。
ary DS30264A-J-page 119
す。最新版の英文データシート
手可能）を参照して下さい。
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表 表 表 表 14141414-9999:::: 同期マスタ受信に関連するレジスタ       

アアアアドドドドレレレレスススス 名名名名称称称称 BBBBit it it it 7777 BBBBit it it it 6666 BBBBiiiit t t t 5555 BBBBit it it it 4444 BBBBit it it it 3333 BBBBit it it it 2 2 2 2 BBBBiiiit t t t 1111 BBBBiiiit t t t 0000
PPPPOOOORRRR,,,,

BBBBOOOORRRR ででででのののの値値値値
他他他他ののののリリリリセセセセッッッットトトト
ででででのののの値値値値（（（（注注注注１１１１））））

11116h6h6h6h, , , , BBBBaaaank 1nk 1nk 1nk 1 PPPPIIIIRRRR1111 RBIF TMR3IF TMR2IF TMR1IF CA2IF CA1IF TX1IF RC1IF 0000 0010 0000 0010

11117h7h7h7h, , , , BBBBaaaank 1nk 1nk 1nk 1 PPPPIIIIEEEE1111 RBIE TMR3IE TMR2IE TMR1IE CA2IE CA1IE TX1IE RC1IE 0000 0000 0000 0000

11113h3h3h3h, , , , BBBBaaaank 0nk 0nk 0nk 0 RRRRCCCCSSSSTTTTAAAA1111 SPEN RX9 SREN CREN — FERR OERR RX9D 0000 -00x 0000 -00u

11114h4h4h4h, , , , BBBBaaaank 0nk 0nk 0nk 0 RRRRCRCRCRCREEEEGGGG1111 RX7 RX6 RX5 RX4 RX3 RX2 RX1 RX0 xxxx xxxx uuuu uuuu

11115h5h5h5h, , , , BBBBaaaank 0nk 0nk 0nk 0 TTTTXXXXSSSSTTTTAAAA1111 CSRC TX9 TXEN SYNC — — TRMT TX9D 0000 --1x 0000 --1u

11117h7h7h7h, , , , BBBBaaaank 0nk 0nk 0nk 0 SSSSPPPPBBBBRRRRGGGG1111 ボーレートジェネレータレジスタ xxxx xxxx uuuu uuuu

11110h0h0h0h, , , , BBBBaaaank 4nk 4nk 4nk 4 PPPPIIIIRRRR2222 SSPIF BCLIF ADIF — CA4IF CA3IF TX2IF RC2IF 000- 0010 000- 0010

11111h1h1h1h, , , , BBBBaaaank 4nk 4nk 4nk 4 PPPPIIIIEEEE2222 SSPIE BCLIE ADIE — CA4IE CA3IE TX2IE RC2IE 000- 0000 000- 0000

11113h3h3h3h, , , , BBBBaaaank 4nk 4nk 4nk 4 RRRRCCCCSSSSTTTTAAAA2222 SPEN RX9 SREN CREN — FERR OERR RX9D 0000 -00x 0000 -00u

11114h4h4h4h, , , , BBBBaaaank 4nk 4nk 4nk 4 RRRRCRCRCRCREEEEGGGG2222 RX7 RX6 RX5 RX4 RX3 RX2 RX1 RX0 xxxx xxxx uuuu uuuu

11115h5h5h5h, , , , BBBBaaaank 4nk 4nk 4nk 4 TTTTXXXXSSSSTTTTAAAA2222 CSRC TX9 TXEN SYNC — — TRMT TX9D 0000 --1x 0000 --1u

11117h7h7h7h, , , , BBBBaaaank 4nk 4nk 4nk 4 SSSSPPPPBBBBRRRRGGGG2222 ボーレートジェネレータレジスタ xxxx xxxx uuuu uuuu

凡凡凡凡例例例例 :::: xxxx==== 不不不不定定定定、、、、uuuu==== 不不不不変変変変、、、、－－－－ ==== 未未未未使使使使用用用用、、、、‘‘‘‘0000’’’’ととととししししててててリリリリーーーードドドド。。。。網網網網掛掛掛掛けけけけ部部部部分分分分はははは同同同同期期期期ママママススススタタタタ受受受受信信信信ににににはははは使使使使わわわわれれれれまままませせせせんんんん。。。。
注 1注 1注 1注 1:::: 他他他他のののの（（（（パパパパワワワワーーーーアアアアッッッッププププ以以以以外外外外））））リリリリセセセセッッッットトトトはははは、、、、MMMMCCCCLLLLRRRR をををを通通通通るるるる外外外外部部部部リリリリセセセセッッッットトトトととととウウウウォォォォッッッッチチチチドドドドッッッッググググタタタタイイイイママママリリリリセセセセッッッットトトトをををを含含含含みみみみまままますすすす。。。。
DS30264A-J-page 120 Preliminary  1997 Microchip Technology Inc.
この日本語データシートは参考資料です。最新版の英文データシート
(http://www.microchip.com から入手可能）を参照して下さい。
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14141414....4444 UUUUSSSSAAAARRRRTTTT 同同同同期期期期スレスレスレスレーーーーブモブモブモブモーーーードドドド

同期スレーブモードは、外部からシフトクロックが
TX/CKピンに与えられているという点でマスタモード
とは違います ( マスタモードでは内部から供給されま
す )。これによりデバイスは SLEEP モード中にデータ
を 転 送 ま た は 受 信 す る こ と が で き ま す。
CSRC(TXSTA<7>) ビットをクリアすることによりス
レーブモードになります。

14141414....4444....1111 UUUUSSSSAAAARRRRTTTT 同同同同期期期期ススススレレレレーーーーブブブブ送送送送信信信信

同期マスタとスレーブモードの操作は、SLEEP モー
ドの場合を除いて全く同じです。

2 個のワードを TXREG に書き込み、SLEEP 命令を
実行すると、次のことが起こります。シフトクロック
が供給されると、最初のワードはただちに TSRに転送
され送信されます。2 番目のワードは TXREG に残り
ます。TXIF はセットされません。最初のワードが TSR
からシフトアウトされた時には、TXREG は 2 番目の
ワードを TSR に転送し、TXIF フラグがセットされま
す。TXIE がイネーブルになると、割込みが SLEEP か
らチップをウェークし、全割込みがイネーブルされる
と、プログラムは割込みベクタ (0020h) に分岐します。

  同期スレーブ送信をセットする場合は次のように
進めます。

1111.... SSSSYYYYNNNNCCCC ビビビビッッッットトトトとととと SPSPSPSPEEEENNNN ビビビビッッッットトトトををををセセセセッッッットトトトしししし、、、、CCCCSSSSRCRCRCRC
ビビビビッッッットトトトををををククククリリリリアアアアすすすするるるるここここととととにににによよよよりりりり同同同同期期期期ののののススススレレレレーーーーブブブブ
シシシシリリリリアアアアルルルルポポポポーーーートトトトををををイイイイネネネネーーーーブブブブルルルルににににすすすするるるる。。。。

2222.... CRCRCRCREEEENNNN ビビビビッッッットトトトををををククククリリリリアアアアすすすするるるる。。。。
3333.... 割割割割込込込込みみみみがががが必必必必要要要要なななな場場場場合合合合はははは、、、、TTTTXXXXIIIIEEEE ビビビビッッッットトトトををををセセセセッッッットトトト

すすすするるるる。。。。
4444.... ９９９９ bbbbiiiitttt のののの送送送送信信信信がががが必必必必要要要要なななな場場場場合合合合はははは、、、、TTTTXXXX9999 ビビビビッッッットトトトををををセセセセッッッッ

トトトトすすすするるるる。。。。
5555.... TTTTXXXXRRRREEEEGGGG ににににデデデデーーーータタタタををををロロロローーーードドドドすすすするるるるここここととととにににによよよよりりりり送送送送信信信信

をををを開開開開始始始始すすすするるるる。。。。
6666.... 9b9b9b9biiiitttt のののの送送送送信信信信をををを選選選選んんんんだだだだ場場場場合合合合はははは、、、、9999 番番番番目目目目ののののビビビビッッッットトトトはははは

TTTTXXXX9999DDDD ににににロロロローーーードドドドすすすするるるる必必必必要要要要ががががああああるるるる。。。。
7777.... TTTTXXXXEEEENNNN ををををセセセセッッッットトトトすすすするるるるここここととととにににによよよよりりりり送送送送信信信信ををををイイイイネネネネーーーーブブブブ

ルルルルににににすすすするるるる。。。。

送信データを TXREG に書き込み、送信をイネーブ
ル (TXEN をセット ) することにより、反対の順番でこ
れら 2つのイベントを実行するよりも早く送信を始動
させることができます。        

注注注注意意意意 :::: 送信を終了するために送信を終了するために送信を終了するために送信を終了するためにはははは、、、、SPSPSPSPEEEENNNNビットかビットかビットかビットかTTTTXXXXEEEENNNN
ビットをクリアしますビットをクリアしますビットをクリアしますビットをクリアします。。。。これによりこれによりこれによりこれにより送送送送信の論理信の論理信の論理信の論理
をリセットしをリセットしをリセットしをリセットし、、、、送信が再イネーブル送信が再イネーブル送信が再イネーブル送信が再イネーブルさささされた時にれた時にれた時にれた時に
正しい状態にします正しい状態にします正しい状態にします正しい状態にします。。。。
 1997 Microchip Technology Inc. Prelimin
この日本語データシートは参考資料で
(http://www.microchip.com から入
14141414....4444....2222 UUUUSSSSAAAARRRRTTTT 同同同同期期期期ススススレレレレーーーーブブブブ受受受受信信信信

同期マスタとスレーブモードの操作は、SLEEP モー
ドの場合を除いて全く同じです。さらに SREN もス
レーブモードでは関係ありません。

SLEEP 命令より前に受信をイネーブルすると
(CREN)、1 個のワードが SLEEP 中に受信されること
があります。完全にそのワードを受信することで、RSR
はそのデータを RCREG に転送します (RCIF をセット
)。そして RCIE ビットがセットされると、発生した割
込みが SLEEP からチップをウェークさせます。全割込
みがイネーブルされると、プログラムは割込みベクタ
(0020h) に分岐します。

  同期スレーブ受信をセットする場合は次のように
進めます。

1111.... SSSSYNYNYNYNCCCC ビビビビッッッットトトトとととと SPSPSPSPEEEENNNN ビビビビッッッットトトトををををセセセセッッッットトトトしししし、、、、CCCCSSSSRCRCRCRC
ビビビビッッッットトトトををををククククリリリリアアアアすすすするるるるここここととととにににによよよよりりりり同同同同期期期期ののののママママススススタタタタシシシシ
リリリリアアアアルルルルポポポポーーーートトトトををををイイイイネネネネーーーーブブブブルルルルににににすすすするるるる。。。。

2222.... 割割割割込込込込みみみみがががが必必必必要要要要なななな場場場場合合合合はははは、、、、RCRCRCRCIIIIEEEE ビビビビッッッットトトトををををセセセセッッッットトトト
すすすするるるる。。。。

3333.... 9b9b9b9biiiitttt のののの受受受受信信信信がががが必必必必要要要要なななな場場場場合合合合はははは、、、、RRRRXXXX9999 ビビビビッッッットトトトををををセセセセッッッッ
トトトトすすすするるるる。。。。

4444.... 受受受受信信信信ををををイイイイネネネネーーーーブブブブルルルルすすすするるるるたたたためめめめににににはははは、、、、CRCRCRCREEEENNNN ビビビビッッッットトトト
ををををセセセセッッッットトトトすすすするるるる

5555.... RCRCRCRCIIIIFFFF ビビビビッッッットトトトはははは受受受受信信信信がががが完完完完了了了了ししししたたたた時時時時ににににセセセセッッッットトトトさささされれれれ
るるるる。。。。RCRCRCRCIIIIEEEE ビビビビッッッットトトトががががセセセセッッッットトトトさささされれれれるるるるとととと割割割割込込込込みみみみがががが発発発発
生生生生すすすするるるる。。。。

6666.... 9999番番番番目目目目ののののビビビビッッッットトトトをををを取取取取るるるるたたたためめめめににににははははRCRCRCRCSSSSTTTTAAAAをををを読読読読みみみみ込込込込
みみみみ (((( イイイイネネネネーーーーブブブブルルルルのののの場場場場合合合合 ))))、、、、受受受受信信信信中中中中ににににエエエエララララーーーーがががが起起起起
ここここっっっったたたたかかかかどどどどううううかかかかをををを確確確確かかかかめめめめるるるる。。。。

7777.... RCRRCRRCRRCREEEEGGGG をををを読読読読みみみみ込込込込むむむむここここととととにににによよよよりりりり 8888bbbbiiiitttt のののの受受受受信信信信デデデデーーーー
タタタタをををを読読読読みみみみ込込込込むむむむ。。。。

8888.... エエエエララララーーーーがががが起起起起ここここっっっったたたた場場場場合合合合はははは、、、、CRCRCRCREEEENNNN ビビビビッッッットトトトををををククククリリリリ
アアアアすすすするるるるここここととととにににによよよよりりりりエエエエララララーーーーををををククククリリリリアアアアすすすするるるる。。。。

        

注注注注意意意意 :::: 受信を打ち切るた受信を打ち切るた受信を打ち切るた受信を打ち切るためめめめにはにはにはには、、、、SPSPSPSPEEEENNNNビットビットビットビットかかかかSSSSRRRREEEENNNN
ビッビッビッビットトトト (((( 単単単単独受信モードの独受信モードの独受信モードの独受信モードの時時時時 ))))、また、また、また、またはははは CRCRCRCREEEENNNN
ビッビッビッビットトトト((((継続継続継続継続受受受受信モードの信モードの信モードの信モードの時時時時))))ををををククククリアしますリアしますリアしますリアします。。。。
これにより受信のこれにより受信のこれにより受信のこれにより受信の論論論論理をリセットし理をリセットし理をリセットし理をリセットし、、、、受信が再受信が再受信が再受信が再
イネーブルされたイネーブルされたイネーブルされたイネーブルされた時時時時に正しい状態にしますに正しい状態にしますに正しい状態にしますに正しい状態にします。。。。
ary DS30264A-J-page 121
す。最新版の英文データシート
手可能）を参照して下さい。
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表 表 表 表 14141414-10101010:::: 同同同同期ス期ス期ス期スレレレレーブーブーブーブ送送送送信に信に信に信に関関関関連す連す連す連するるるるレジレジレジレジススススタ    タ    タ    タ         

表 表 表 表 14141414-11111111:::: 同同同同期ス期ス期ス期スレレレレーブーブーブーブ受受受受信に信に信に信に関関関関連す連す連す連するるるるレジレジレジレジススススタ   タ   タ   タ       

アアアアドドドドレレレレスススス 名名名名称称称称 BBBBit it it it 7777 BBBBit it it it 6666 BBBBiiiit t t t 5555 BBBBit it it it 4444 BBBBit it it it 3333 BBBBit it it it 2 2 2 2 BBBBiiiit t t t 1111 BBBBiiiit t t t 0000
PPPPOOOORRRR,,,,

BBBBOOOORRRR ででででのののの値値値値
他他他他ののののリリリリセセセセッッッットトトト
ででででのののの値値値値（（（（注注注注１１１１））））

11116h6h6h6h, , , , BBBBaaaank 1nk 1nk 1nk 1 PPPPIIIIRRRR1111 RBIF TMR3IF TMR2IF TMR1IF CA2IF CA1IF TX1IF RC1IF 0000 0010 0000 0010

11117h7h7h7h, , , , BBBBaaaank 1nk 1nk 1nk 1 PPPPIIIIEEEE1111 RBIE TMR3IE TMR2IE TMR1IE CA2IE CA1IE TX1IE RC1IE 0000 0000 0000 0000

11113h3h3h3h, , , , BBBBaaaank 0nk 0nk 0nk 0 RRRRCCCCSSSSTTTTAAAA1111 SPEN RX9 SREN CREN — FERR OERR RX9D 0000 -00x 0000 -00u

11115h5h5h5h, , , , BBBBaaaank 0nk 0nk 0nk 0 TTTTXXXXSSSSTTTTAAAA1111 CSRC TX9 TXEN SYNC — — TRMT TX9D 0000 --1x 0000 --1u

11116h6h6h6h, , , , BBBBaaaank 0nk 0nk 0nk 0 TTTTXXXXRRRREEEEGGGG1111 TX7 TX6 TX5 TX4 TX3 TX2 TX1 TX0 xxxx xxxx uuuu uuuu

11117h7h7h7h, , , , BBBBaaaank 0nk 0nk 0nk 0 SSSSPPPPBBBBRRRRGGGG1111 ボーレートジェネレータレジスタ xxxx xxxx uuuu uuuu

11110h0h0h0h, , , , BBBBaaaank 4nk 4nk 4nk 4 PPPPIIIIRRRR2222 SSPIF BCLIF ADIF — CA4IF CA3IF TX2IF RC2IF 000- 0010 000- 0010

11111h1h1h1h, , , , BBBBaaaank 4nk 4nk 4nk 4 PPPPIIIIEEEE2222 SSPIE BCLIE ADIE — CA4IE CA3IE TX2IE RC2IE 000- 0000 000- 0000

11113h3h3h3h, , , , BBBBaaaank 4nk 4nk 4nk 4 RRRRCCCCSSSSTTTTAAAA2222 SPEN RX9 SREN CREN — FERR OERR RX9D 0000 -00x 0000 -00u

11116h6h6h6h, , , , BBBBaaaank 4nk 4nk 4nk 4 TTTTXXXXRRRREEEEGGGG2222 TX7 TX6 TX5 TX4 TX3 TX2 TX1 TX0 xxxx xxxx uuuu uuuu

11115h5h5h5h, , , , BBBBaaaank 4nk 4nk 4nk 4 TTTTXXXXSSSSTTTTAAAA2222 CSRC TX9 TXEN SYNC — — TRMT TX9D 0000 --1x 0000 --1u

11117h7h7h7h, , , , BBBBaaaank 4nk 4nk 4nk 4 SSSSPPPPBBBBRRRRGGGG2222 ボーレートジェネレータレジスタ xxxx xxxx uuuu uuuu

凡凡凡凡例例例例 :::: xxxx==== 不不不不定定定定、、、、uuuu==== 不不不不変変変変、、、、－－－－ ==== 未未未未使使使使用用用用、、、、‘‘‘‘0000’’’’ととととししししててててリリリリーーーードドドド。。。。網網網網掛掛掛掛けけけけ部部部部分分分分はははは同同同同期期期期ススススレレレレーーーーブブブブ送送送送信信信信ににににはははは使使使使わわわわれれれれまままませせせせんんんん。。。。
注 1注 1注 1注 1:::: 他他他他のののの（（（（パパパパワワワワーーーーアアアアッッッッププププ以以以以外外外外））））リリリリセセセセッッッットトトトはははは、 、 、 、 MMMMCCCCLLLLRRRR をををを通通通通るるるる外外外外部部部部リリリリセセセセッッッットトトトととととウウウウォォォォッッッッチチチチドドドドッッッッググググタタタタイイイイママママリリリリセセセセッッッットトトトをををを含含含含みみみみまままますすすす。。。。

アアアアドドドドレレレレスススス 名名名名称称称称 BBBBit it it it 7777 BBBBit it it it 6666 BBBBiiiit t t t 5555 BBBBit it it it 4444 BBBBit it it it 3333 BBBBit it it it 2 2 2 2 BBBBiiiit t t t 1111 BBBBiiiit t t t 0000
PPPPOOOORRRR,,,,

BBBBOOOORRRR ででででのののの値値値値
他他他他ののののリリリリセセセセッッッットトトト
ででででのののの値値値値（（（（注注注注１１１１））））

11116h6h6h6h, , , , BBBBaaaank1nk1nk1nk1 PPPPIIIIRRRR1111 RBIF TMR3IF TMR2IF TMR1IF CA2IF CA1IF TX1IF RC1IF 0000 0010 0000 0010

11117h7h7h7h, , , , BBBBaaaank1nk1nk1nk1 PPPPIIIIEEEE1111 RBIE TMR3IE TMR2IE TMR1IE CA2IE CA1IE TX1IE RC1IE 0000 0000 0000 0000

11113h3h3h3h, , , , BBBBaaaank0nk0nk0nk0 RRRRCCCCSSSSTTTTAAAA1111 SPEN RX9 SREN CREN — FERR OERR RX9D 0000 -00x 0000 -00u

11114h4h4h4h, , , , BBBBaaaank0nk0nk0nk0 RRRRCRCRCRCREEEEGGGG1111 RX7 RX6 RX5 RX4 RX3 RX2 RX1 RX0 xxxx xxxx uuuu uuuu

11115h5h5h5h, , , , BBBBaaaank 0nk 0nk 0nk 0 TTTTXXXXSSSSTTTTAAAA1111 CSRC TX9 TXEN SYNC — — TRMT TX9D 0000 --1x 0000 --1u

11117h7h7h7h, , , , BBBBaaaank 0nk 0nk 0nk 0 SSSSPPPPBBBBRRRRGGGG1111 ボーレートジェネレータレジスタ xxxx xxxx uuuu uuuu

11110h0h0h0h, , , , BBBBaaaank 4nk 4nk 4nk 4 PPPPIIIIRRRR2222 SSPIF BCLIF ADIF — CA4IF CA3IF TX2IF RC2IF 000- 0010 000- 0010

11111h1h1h1h, , , , BBBBaaaank 4nk 4nk 4nk 4 PPPPIIIIEEEE2222 SSPIE BCLIE ADIE — CA4IE CA3IE TX2IE RC2IE 000- 0000 000- 0000

11113h3h3h3h, , , , BBBBaaaank 4nk 4nk 4nk 4 RRRRCCCCSSSSTTTTAAAA2222 SPEN RX9 SREN CREN — FERR OERR RX9D 0000 -00x 0000 -00u

11114h4h4h4h, , , , BBBBaaaank 4nk 4nk 4nk 4 RRRRCRCRCRCREEEEGGGG2222 RX7 RX6 RX5 RX4 RX3 RX2 RX1 RX0 xxxx xxxx uuuu uuuu

11115h5h5h5h, , , , BBBBaaaank 4nk 4nk 4nk 4 TTTTXXXXSSSSTTTTAAAA2222 CSRC TX9 TXEN SYNC — — TRMT TX9D 0000 --1x 0000 --1u

11117h7h7h7h, , , , BBBBaaaank 4nk 4nk 4nk 4 SSSSPPPPBBBBRRRRGGGG2222 ボーレートジェネレータレジスタ xxxx xxxx uuuu uuuu

凡凡凡凡例例例例 :::: xxxx==== 不不不不定定定定、、、、uuuu==== 不不不不変変変変、、、、－－－－ ==== 未未未未使使使使用用用用、、、、‘‘‘‘0000’’’’ととととししししててててリリリリーーーードドドド。。。。網網網網掛掛掛掛けけけけ部部部部分分分分はははは同同同同期期期期ののののススススレレレレーーーーブブブブ受受受受信信信信ににににはははは使使使使わわわわれれれれまままませせせせんんんん。。。。
注 1注 1注 1注 1:::: 他他他他のののの（（（（パパパパワワワワーーーーアアアアッッッッププププ以以以以外外外外））））リリリリセセセセッッッットトトトはははは、、、、MMMMCCCCLLLLRRRR をををを通通通通るるるる外外外外部部部部リリリリセセセセッッッットトトトととととウウウウォォォォッッッッチチチチドドドドッッッッググググタタタタイイイイママママリリリリセセセセッッッットトトトをををを含含含含みみみみまままますすすす。。。。
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11115555....0000 同期シリアルポー同期シリアルポー同期シリアルポー同期シリアルポートトトト ((((SSSSSSSSPPPP)))) モモモモ
ジュール ジュール ジュール ジュール 

同期シリアルポート (SSP) モジュールは他の周辺回
路またはマイクロコントローラデバイスと通信するの
に便利なシリアルインターフェイスです。これらの周
辺回路デバイスはシリアル EEPROM、シフトレジス
タ、ディスプレイドライバ、A/D コンバータなどがあ
ります。SSP モジュールは次の 2 種類のモードのどち
らか 1つで動作することができます。

• Serial Peripheral Interface (SPI)
• Inter-Integrated Circuit (I2C)

アプリケーションノート AN578“IIII2222CCCC ママママルルルルチチチチママママススススタタタタ
環環環環境境境境ででででのののの SSSSSSSSPPPP モモモモジジジジュュュューーーールルルルのののの使使使使いいいい方方方方”を参照してくださ
い。

図 15-1、15-2、15-3 に、3 つの異なった動作モード
のブロック図を示します。

図 図 図 図 15151515-1111:::: SSSSPPPPIIII モーモーモーモードドドドのブのブのブのブロロロロックックックック図 図 図 図                     
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図 図 図 図 15151515-3333:::: IIII    2 2 2 2     C C C C マスマスマスマスタタタタモーモーモーモードドドドのブのブのブのブロロロロックックックック図 図 図 図                     

Read Write

SSPSR reg

Match detect

SSPADD reg

Start and 
Stop bit detect

SSPBUF reg

Internal
data bus

Addr Match

Set, Reset
S, P bits

(SSPSTAT reg)

SCL

shift
clock

MSb LSbSDA

Read Write

SSPSR reg

Match detect

SSPADD reg

Start and Stop bit 
detect / generate

SSPBUF reg

Internal
data bus

Addr Match

Set/Clear S bit

Clear/Set P, bits
(SSPSTAT reg)

SCL

shift
clock

MSb LSbSDA

Baud Rate Generator

7
SSPADD<6:0>

and

and Set SSPIF
ary DS30264A-J-page 123
す。最新版の英文データシート
手可能）を参照して下さい。



PIC17C75X
図 図 図 図 15151515-4444:::: SSSSSSSSPSPSPSPSTTTTAAAATTTT：同：同：同：同期期期期シリシリシリシリアアアアルポルポルポルポーーーートストストストステテテテータータータータススススレジレジレジレジススススタタタタ (((( アアアアドドドドレスレスレスレス：：：：13h13h13h13h、バ、バ、バ、バンンンンクククク 6666)   )   )   )               

R/W-0 R/W-0 R-0 R-0 R-0 R-0 R-0 R-0

SMP CKE D/A P S R/W UA BF R R R R ==== 読読読読みみみみ込込込込みみみみ可可可可能能能能ななななビビビビッッッットトトト
W W W W ==== 書書書書きききき込込込込みみみみ可可可可能能能能ななななビビビビッッッットトトト
U U U U ==== 未未未未使使使使用用用用ののののビビビビッッッットトトト、、、、
‘‘‘‘0000’’’’ととととししししててててリリリリーーーードドドド

- - - - n n n n ====PPPPOOOORRRR リリリリセセセセッッッットトトトででででのののの値値値値

bit7 bit0

bit 7: SMP: SPI データ入力サンプル位相
SPI マスタモード時
1 = データ出力時間の最後にサンプリングされた入力データ
0 = データ出力時間の中間でサンプリングされた入力データ
SPI スレーブモード時
SPI をスレーブモードで使用する時は SMP をクリアする。
I2C マスタまたはスレーブモードにおいて
1= 標準スピードモードのためにスルーレート制御 (100kHz と 1MHz) をディセーブル
0= 高スピードモードのためにスルーレート (400kHz) をイネーブル

bit 6: CKE : SPI クロックエッジ選択 ( 図 15-8、15-11、15-12 参照 )
CKP = 0
1 = SCKの立ち上がりエッジで送信されたデータ
0 = SCKの立ち下がりエッジで送信されたデータ
CKP = 1
1 = SCKの立ち下がりエッジで送信されたデータ
0 = SCKの立ち上がりエッジで送信されたデータ

bit  5: D/A: データ / アドレスビット (I2C スレーブモードのみ )
1 = 受信または送信した最後のバイトがデータであることを示す。
0 = 受信または送信した最後のバイトがアドレスであることを示す。

bit  4: P: ストップビット (I2Cモードのみ。このビットは SSPモジュールがディセーブルされた時クリアされ、SSPENがクリアされる )。
1 = ストップビットが最後に検出されたことを示す ( このビットは RESET 上は‘0’)。
0 = ストップビットが検出されなかったことを示す。

bit  3: S: スタートビット(I2Cモードのみ。このビットはSSPモジュールがディセーブルになり、SSPENがクリアされた時クリアされる)。
1 = スタートビットが最後に検出されたことを示す ( このビットは RESET 上は‘0’)。
0 = スタートビットが検出されなかったことを示す。

bit  2: R/W: リード / ライトビットの情報 (I2C モードのみ )。
このビットは最終アドレスマッチに続く R/Wビット情報を保持。このビットはアドレスマッチから次の
スタートビット、ストップビット、ACK ビットまでだけが有効。
 I2C スレーブモードにおいて
1 = リード
0 = ライト
 I2C マスタモードにおいて
1 = 送信中
0 = 送信中ではない。 SSP が IDLE モードであれば、このビットと SAE、RCE、SPE、または AKEとの論
理和をとることで示めされます。

bit  1: UA: アップデートアドレス (10bit の I2C スレーブモードのみ )。
1 = SSPADDレジスタのアドレスを更新する必要があることを示す。
0 = アドレス更新の必要なし。

bit  0: BF: バッファフルステータスビット

受信 (SPI と I2C モード )
1 = 受信完了。SSPBUF はフル。
0 = 受信中。SSPBUF は空。

送信 (I2C モードのみ )
1 = データ送信中 (ACKとストップビットを含まず )。SSPBUF はフル。
0 = データ送信完了 (ACK とストップビットを含まず )。SSPBUF は空。
DS30264A-J-page 124 Preliminary  1997 Microchip Technology Inc.
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図 図 図 図 15151515-5555:::: SSSSSSSSPPPPCCCCOOOONNNN1111：同：同：同：同期期期期シリシリシリシリアアアアルポルポルポルポーーーート制ト制ト制ト制御御御御レジレジレジレジススススタタタタ 1111(((( アアアアドドドドレレレレスススス 11h11h11h11h、、、、バンバンバンバンクククク 6666)  )  )  )              

R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0

WCOL SSPOV SSPEN CKP SSPM3 SSPM2 SSPM1 SSPM0 R R R R ==== 読読読読みみみみ込込込込みみみみ可可可可能能能能ななななビビビビッッッットトトト
W W W W ==== 書書書書きききき込込込込みみみみ可可可可能能能能ななななビビビビッッッットトトト
U U U U ==== 未未未未使使使使用用用用ののののビビビビッッッットトトト、、、、
‘‘‘‘0’0’0’0’ととととししししててててリリリリーーーードドドド

- - - - n n n n ====     PPPPOOOORRRR リリリリセセセセッッッットトトトででででのののの値値値値

bit7 bit0

bit 7: WCOL : ライト衝突検出ビット 
マスタモード 
1 = I2C 条件が送信をスタートさせるのに有効ではない間に、SSPBUF レジスタへのライトが試みられた
場合 

0 = 衝突なし
スレーブモード 
1 = 前のワードをまだ送信中に SSPBUF レジスタに書き込みが (ソフトウェアでクリアが必要 )。
0 = 衝突なし

bit  6: SSPOV: 受信オーバーフロー指示ビット

SPI モード
1 = SSPBUF レジスタがまだ前のデータを保持している時に新しい１バイトを受信。オーバーフローの
場合には SSPSR のデータは失われる。オーバーフローはスレーブモードでのみ起こる。オーバー
フローを避けるためには、データ送信を行なっている時でも SSPBUF を読み込む必要がある。マス
タモードでは、それぞれの新しい受信 ( および送信 ) は SSPBUF レジスタへのライトによって開始
されるので、オーバーフロービットはセットされない。

0 = オーバーフローなし。

 I2C モード
1 = SSPBUF レジスタがまだ前のバイトを保持している時に新しい１バイトを受信。送信モードでは
SSPOVは Don't care。SSPOV はどちらかのモードでもソフトウェアでクリアが必要。

0 = オーバーフローなし。

bit  5: SSPEN: 同期シリアルポートイネーブルビット

 SPI モード
1 = シリアルポートをイネーブルにし、SCK、SDO、SDI をシリアルポートピンとして構成。
0 = シリアルポートをディセーブルにし、上記のピンを I/O ポートピンとして構成。

 I2C モード
1 = シリアルポートをイネーブルにし、SDA、SCL ピンをシリアルポートピンとして構成。
0 = シリアルポートをディセーブルにし、上記のピンを I/O ポートピンとして構成。

注注注注意意意意 ::::     両両両両モモモモーーーードドドドににににおおおおいいいいてててて、、、、イイイイネネネネーーーーブブブブルルルルのののの時時時時ははははここここれれれれららららののののピピピピンンンンはははは入入入入力力力力ままままたたたたはははは出出出出力力力力ととととししししてててて適適適適切切切切にににに構構構構成成成成すすすするるるる必必必必要要要要ががががあああありりりりまままますすすす。。。。

bit  4: CKP: クロック極性選択ビット
SPI モード
1 = クロックのアイドル状態はハイレベル。 
0 = クロックのアイドル状態はローレベル。
I2C スレーブモード
SCK リリース制御 
1 = イネーブルクロック 
0 = クロックをローに保持(クロックストレッチ)(データのセットアップ時間確保のために使用される)。
 I2C マスターモード
このモードでは使用されない。

bit  3-0: SSPM3:SSPM0: 同期シリアルポートモード選択ビット
0000  = SPI マスタモード、クロック = FOSC/4 
0001  = SPI マスタモード、クロック = FOSC/16 
0010  = SPI マスタモード、クロック = FOSC/64 
0011  = SPI マスタモード、クロック = TMR2 output/2 
0100  = SPI スレーブモード、クロック = SCK ピン。   SS ピン制御はイネーブル。 
0101  = SPI スレーブモード、  クロック = SCK ピン。   SS ピン制御はディセーブル。  SS は I/O ピンとして
使用可能。 
0110  = I2C スレーブモード、 7-bit アドレス 
0111  = I2C スレーブモード、 10-bit アドレス 
1000  = I2C  マスタモード、クロック = FOSC / (4 * (SSPADD+1) ) 
1xx1  = 予備 
1x1x  = 予備 
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図 図 図 図 15151515-6666:::: SSSSSSSSPPPPCCCCOOOONNNN2222：同：同：同：同期期期期シリシリシリシリアアアアルポルポルポルポーーーート制ト制ト制ト制御御御御レジレジレジレジススススタタタタ 2222(((( アアアアドドドドレレレレスススス 12h12h12h12h、、、、バンバンバンバンクククク 6666))))                

R/W-0 R-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0

GCEN ACKSTAT ACKDT ACKEN RCEN PEN RSEN SEN R R R R ==== 読読読読みみみみ込込込込みみみみ可可可可能能能能ななななビビビビッッッットトトト
W W W W ==== 書書書書きききき込込込込みみみみ可可可可能能能能ななななビビビビッッッットトトト
U U U U ==== 未未未未使使使使用用用用ののののビビビビッッッットトトト、、、、
‘‘‘‘0’0’0’0’ととととししししててててリリリリーーーードドドド

- - - - n n n n ====     PPPPOOOORRRR リリリリセセセセッッッットトトトででででのののの値値値値

bit7 bit0

bit 7: GCEN: ジェネラルコールイネーブルビット (I2C スレーブモードのみ )
1 = ジェネラルコールアドレスが SSPSR に受信されると割込みをイネーブル。
0 = ジェネラルコールアドレスをディセーブル。

bit 6: ACKSTAT : アクノリッジステータスビット (I2C マスタモードのみ )
マスタ送信モード：
1 = アクノリッジはスレーブから受信されない。
0 = アクノリッジはスレーブから受信。

bit 5: ACKDT : アクノリッジデータビット (I2C マスタモードのみ )
マスタ受信モード：
受信の最後にアクノリッジのシーケンスを始める時に送信される値が
1 = 応答せず。
0 = 応答。

bit 4: ACKEN : アクノリッジシーケンスイネーブルビット (I2C マスタモードのみ )
マスタ受信モード：
1 = SDA と SCL ピンで応答のシーケンスを開始し、AKD データビットを送信。自動的にハードウェア
でクリアされる。

0 = アクノリッジのシーケンスがアイドル。
注注注注 ::::                                IIII2222CCCC モモモモジジジジュュュューーーールルルルががががアアアアイイイイドドドドルルルルモモモモーーーードドドドででででははははなななないいいい場場場場合合合合、、、、ここここののののビビビビッッッットトトトががががセセセセッッッットトトトさささされれれれななななかかかかっっっったたたたりりりり (((( ススススププププーーーーリリリリンンンンググググななななしししし ))))、、、、

SSSSSPSPSPSPBBBBUUUUFFFF ががががラララライイイイトトトトさささされれれれなななないいいいここここととととががががあああありりりりまままますすすす (((( ままままたたたたはははは SSSSSSSSPPPPBBBBUUUUFFFF へへへへののののラララライイイイトトトトががががデデデディィィィセセセセーーーーブブブブルルルルさささされれれれまままますすすす ))))。。。。

bit 3: RCEN: 受信イネーブルビット (I2C マスタモードのみ )
1 = I2C の受信モードをイネーブル。
0 = 受信がアイドル。
注注注注 ::::                                IIII2222CCCC モモモモジジジジュュュューーーールルルルががががアアアアイイイイドドドドルルルルモモモモーーーードドドドででででははははなななないいいい場場場場合合合合、、、、ここここののののビビビビッッッットトトトががががセセセセッッッットトトトさささされれれれななななかかかかっっっったたたたりりりり (((( ススススププププーーーーリリリリンンンンググググななななしししし ))))、、、、

SSSSSPSPSPSPBBBBUUUUFFFF ががががラララライイイイトトトトさささされれれれなななないいいいここここととととががががあああありりりりまままますすすす (((( ままままたたたたはははは SSSSSSSSPPPPBBBBUUUUFFFF へへへへののののラララライイイイトトトトががががデデデディィィィセセセセーーーーブブブブルルルルさささされれれれまままますすすす ))))。。。。

bit  2: PEN: ストップコンディションイネーブルビット (I2C マスタモードのみ )
SCKが制御を解除
1 = SDA と SCL ピンでストップコンディションを開始。自動的にハードウェアでクリアされる。
0 = ストップコンディションがアイドル。
注注注注 ::::                                IIII2222CCCC モモモモジジジジュュュューーーールルルルががががアアアアイイイイドドドドルルルルモモモモーーーードドドドででででははははなななないいいい場場場場合合合合、、、、ここここののののビビビビッッッットトトトががががセセセセッッッットトトトさささされれれれななななかかかかっっっったたたたりりりり (((( ススススププププーーーーリリリリンンンンググググななななしししし ))))、、、、

SSSSSPSPSPSPBBBBUUUUFFFF ががががラララライイイイトトトトさささされれれれなななないいいいここここととととががががあああありりりりまままますすすす (((( ままままたたたたはははは SSSSSSSSPPPPBBBBUUUUFFFF へへへへののののラララライイイイトトトトががががデデデディィィィセセセセーーーーブブブブルルルルさささされれれれまままますすすす ))))。。。。

bit  1:     RSEN: 再スタートコンディションイネーブルビット (I2C マスタモードのみ )
1 = SDA と SCL ピンで再スタートコンディションを開始。自動的にハードウェアでクリアされる。
0 = 再スタートコンディションがアイドル。
注注注注 ::::                                IIII2222CCCC モモモモジジジジュュュューーーールルルルががががアアアアイイイイドドドドルルルルモモモモーーーードドドドででででははははなななないいいい場場場場合合合合、、、、ここここののののビビビビッッッットトトトががががセセセセッッッットトトトさささされれれれななななかかかかっっっったたたたりりりり (((( ススススププププーーーーリリリリンンンンググググななななしししし ))))、、、、

SSSSSPSPSPSPBBBBUUUUFFFF ががががラララライイイイトトトトさささされれれれなななないいいいここここととととががががあああありりりりまままますすすす (((( ままままたたたたはははは SSSSSSSSPPPPBBBBUUUUFFFF へへへへののののラララライイイイトトトトががががデデデディィィィセセセセーーーーブブブブルルルルさささされれれれまままますすすす ))))。。。。

bit  0:     SEN: スタートコンディションイネーブルビット (I2C マスタモードのみ )
1 = SDA と SCL ピンでスタートコンディションを開始。自動的にハードウェアでクリアされる。
0 = スタートコンディションがアイドル。
注注注注 ::::                                IIII2222CCCC モモモモジジジジュュュューーーールルルルががががアアアアイイイイドドドドルルルルモモモモーーーードドドドででででははははなななないいいい場場場場合合合合、、、、ここここののののビビビビッッッットトトトががががセセセセッッッットトトトさささされれれれななななかかかかっっっったたたたりりりり (((( ススススププププーーーーリリリリンンンンググググななななしししし ))))、、、、

SSSSSPSPSPSPBBBBUUUUFFFF ががががラララライイイイトトトトさささされれれれなななないいいいここここととととががががあああありりりりまままますすすす (((( ままままたたたたはははは SSSSSSSSPPPPBBBBUUUUFFFF へへへへののののラララライイイイトトトトががががデデデディィィィセセセセーーーーブブブブルルルルさささされれれれまままますすすす ))))。。。。
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SPI モードにより、8bit のデータを同期させて送信と
受信を同時にすることができます。SPI の 4 つのモー
ドすべてがサポートされています。通信を行うために
は、一般的に次の 3本のピンが使われます。

････ シシシシリリリリアアアアルルルルデデデデーーーータタタタ出出出出力 力 力 力 ((((SSSSDDDDOOOO))))
････ シシシシリリリリアアアアルルルルデデデデーーーータタタタ入入入入力力力力 ((((SSSSDDDDIIII))))
････ シシシシリリリリアアアアルルルルククククロロロロッッッックククク ((((SSSSCCCCKKKK))))

スレーブモード動作のときは、さらに 4 番目のピン
が使われることもあります。

････ ススススレレレレーーーーブブブブ選選選選択択択択 ((((SSSSSSSS))))

SPI の初期化時には、いくつかのオプションを設定す
る必要があります。それは SSPCON1 レジスタ
(SSPCON1<5:0>) と SSPSTAT<7:6> の制御ビットを適
切にプログラムすることにより行われます。これらの
制御ビットにより、次のような設定が可能です。

････ ママママススススタタタタモモモモーーーードドドド ((((SSSSCCCCKKKK ははははククククロロロロッッッックククク出出出出力力力力 ))))
････ ススススレレレレーーーーブブブブモモモモーーーードドドド ((((SSSSCCCCKKKK ははははククククロロロロッッッックククク入入入入力力力力 ))))
････ ククククロロロロッッッッククククのののの極極極極性性性性 ((((SSSSCCCCKKKK ののののアアアアイイイイドドドドルルルル状状状状態態態態））））
････ デデデデーーーータタタタ入入入入力力力力ササササンンンンププププルルルル位位位位相相相相 (((( デデデデーーーータタタタ出出出出力力力力時時時時間間間間のののの中中中中間間間間
ままままたたたたはははは終終終終わわわわりりりり ))))

････ ククククロロロロッッッッククククエエエエッッッッジジジジ (((( 出出出出力力力力デデデデーーーータタタタをををを SSSSCCCCKKKK のののの立立立立ちちちち上上上上がががが
りりりり //// 立立立立ちちちち下下下下ががががりりりりエエエエッッッッジジジジののののどどどどちちちちららららににににすすすするるるるかかかか ))))

････ ククククロロロロッッッッククククレレレレーーーートトトト (((( ママママススススタタタタモモモモーーーードドドドののののみみみみ ))))
････ ススススレレレレーーーーブブブブ選選選選択択択択モモモモーーーードドドド (((( ススススレレレレーーーーブブブブモモモモーーーードドドドののののみみみみ ))))

SSPは送信/受信シフトレジスタ(SSPSR)とバッファ
レジスタ (SSPBUF) で構成されています。SSPSR はデ
バイスの入力と出力のデータをシフトします。MSb を
先にシフトします。SSPBUF は受信されたデータが用
意できるまで、SSPSR に書き込まれたデータを保持し
ます。8bit のデータが受信されてしまうと、そのバイ
トは SSPBUF レジスタに移されます。それからバッ
ファフル検出ビットBF(SSPSTAT<0>)と割込みフラグ
ビット SSPIF(PIR2<7>) がセットされます。この受信さ
れたデータ (SSPBUF) をダブルバッファすることによ
り、受信されたばかりのデータを読み出す前に次のバ
イトの受信が始まるのを可能にします。データの送信
/受信中のSSPBUFレジスタへのライトは無視され、書
き込み衝突検出ビットWCOL(SSPCON1<7>) がセット
されます。ソフトウェアでWCOL ビットをクリアする
必要があります。それによって SSPBUF レジスタへの
次のライトをうまく完了するかどうかを決定できま
す。
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アプリケーションソフトウェアが有効なデータを受
信しようとしている時、転送するデータの次のバイト
をSSPBUFに書き込む前にそのSSPBUFを読み込む必
要があります。SSPBUF が受信されたデータにロード
されている時 ( 送信完了 )、バッファフルビット
BF(SSPSTAT<0>) がそのことを示します。SSPBUF が
読み込まれた時、ビット BFがクリアされます。SPI が
送信のみの場合、このデータは不適切なことがありま
す。一般的には、送信 / 受信が完了した時を決めるの
に SSP 割込みが使われます。SSPBUF はリードまたは
ライトされる必要があります。その割込み方法を使わ
ない場合は、ソフトウェアポーリングによって、書き
込み衝突が起こらないよう確実にすることができま
す。例 15-1 にデータ送信のための SSPBUF(SSPSR) の
ロード方法を示します。網掛けの命令は受信された
データが有効な場合にだけ必要です。

例 例 例 例 15151515----1111:::: SSSSSPSPSPSPBBBBUUUUFFFF((((SSSSSSSSPPPPSSSSRRRR)))) レレレレジスジスジスジスタタタタのののの
ロロロローーーード    ド    ド    ド    

     MOVLB 6              ; Bank 6 
LOOP BTFSS SSPSTAT, BF    ; Has data been 
                          ;   received 
                          ;   (transmit 
                          ;   complete)? 
    GOTO  LOOP            ; No 
     MOVPF SSPBUF, RXDATA  ; Save in user RAM 
     MOVFP TXDATA, SSPBUF  ; New data to xmit 
ary DS30264A-J-page 127
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SPIモード時のSSPモジュールのブロック図(図15-7)
は、SSPSR が直接リードまたはライトができず、
SSPBUF レジスタをアドレス指定することによりアク
セスできるのみであることを示します。さらに、SSP
ステータスレジスタ(SSPSTAT)が種々のステータス条
件を示します。 

図 図 図 図 15151515-7777:::: SSSSSSSSPPPP ブブブブロロロロックックックック図図図図 ((((SSSSPPPPIIII モーモーモーモードドドド )    )    )    )    
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シリアルポートをイネーブルにするためには、SSP
イネーブルビットSSPEN(SSPCON1<5>)をセットしな
ければなりません。SPI モードをリセットまたは再設
定するためには、ビット SSPEN をクリアし、SSPCON
レジスタを再初期化し、さらにビット SSPENをセット
します。これにより、SDI、SDO、SCK、SS ピンがシ
リアルポートピンとして設定されます。シリアルポー
ト機能として作用するためのピンとして、それぞれの
データ方向指示ビット (DDR レジスタ内 ) を適切にプ
ログラムする必要があります。すなわち、

････ SSSSDDDDIIII は自動的は自動的は自動的は自動的にににに SSSSPPPPIIII モモモモジジジジュールにより制御ュールにより制御ュールにより制御ュールにより制御
････ SSSSDDDDOOOO はははは DDDDDDDDRBRBRBRB<<<<7777>>>> をクリアをクリアをクリアをクリア
････ SSSSCCCCKKKK(((( マスタモーマスタモーマスタモーマスタモードドドド )))) はははは DDDDDDDDRBRBRBRB<<<<6666>>>> をクリアをクリアをクリアをクリア
････ SSSSCCCCKKKK(((( スレーブモースレーブモースレーブモースレーブモードドドド )))) はははは DDDDDDDDRBRBRBRB<<<<6666>>>> をセットをセットをセットをセット
････ SSSSSSSS はははは PPPPOOOORRRRTTTTAAAA<<<<2222>>>> をセットをセットをセットをセット                

必要でないシリアルポート機能は、対応するデータ
方向(DDR)レジスタに反対の値をプログラムすること
により無視されます。例えば、データを (ディスプレィ
ドライブバへ)送信しているだけのマスタモードでは、
（（DDR に）‘0’をライトすることにより、SDI と SS
の両方が汎用オープンドレイン出力として使われま
す。

 図15-9に2個のマイクロコントローラ間の一般的な
接続を示します。マスタコントローラ ( プロセッサ 1)
は SCK 信号を送ってデータ転送を開始します。データ
はプログラムされたクロックエッジで両方のシフトレ
ジスタからシフトアウトされ、そのクロックの反対の
エッジでラッチされます。両方のプロセッサは、同じ
クロック極性 (CKP) にプログラムされる必要があり、
そうすれば両方のコントローラが同時にデータの送信
と受信を行ないます。そのデータが有効かどうか ( ダ
ミーデータかどうか ) はアプリケーションソフトウェ
アによります。これによりデータ送信に関して、次の
3つの場合が考えられます。

････ マスタがデーマスタがデーマスタがデーマスタがデータタタタを送る－スレーブがダミを送る－スレーブがダミを送る－スレーブがダミを送る－スレーブがダミーーーーデータをデータをデータをデータを
送る送る送る送る

････ マスタがデーマスタがデーマスタがデーマスタがデータタタタを送る－スレーブがデーを送る－スレーブがデーを送る－スレーブがデーを送る－スレーブがデータタタタを送るを送るを送るを送る
････ マスタがダミマスタがダミマスタがダミマスタがダミーーーーデータを送る－スレーブデータを送る－スレーブデータを送る－スレーブデータを送る－スレーブががががデータをデータをデータをデータを
送る送る送る送る

注注注注意意意意 :::: ススススレレレレーーーーブブブブ選選選選択択択択をををを動動動動作作作作すすすするるるるたたたためめめめににににはははは、、、、入入入入力力力力ととととししししてててて SSSSSSSS
ピピピピンンンンをををを設設設設定定定定すすすするるるる必必必必要要要要ががががあああありりりりまままますすすす。。。。ここここれれれれはははは‘‘‘‘1111’’’’をををを
PPPPOOOORRRRTTTTAAAA<<<<2222>>>> ににににラララライイイイトトトトすすすするるるるここここととととにににによよよよりりりり動動動動作作作作ししししまままますすすす。。。。
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マスタが SCK を制御するので、いつでもデータ転送
を開始できます。マスタはスレーブ ( プロセッサ 2、図
15-9) がいつデータを出すかをソフトウェアプロトコ
ルによって決めます。

 マスタモードでは、SSPBUF レジスタに書き込まれ
ると同時にデータが送信 / 受信されます。SPI が受信だ
けを行なう場合は、SCK 出力をディセーブルすること
ができます ( 入力としてプログラムする )。SSPSR レ
ジスタはプログラムされたクロックレートでSDIピン
に与えられた信号のシフトインを継続します。各バイ
トが受信されると、通常の受信されたバイトのように
SSPBUF レジスタにロードされます ( 割込みとステー
タスビットがセット )。これは“ライン状態モニタ”
モードとしての受信アプリケーションに便利です。

 クロック極性はビットCKP(SSPCON1<4>) を適切に
プログラムすることにより選択されます。これにより、
図 15-8、15-11、15-12 に示すように、SPI 通信用の波
 1997 Microchip Technology Inc. Prelimin
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形が与えられ、そこではMSB が最初に送信されます。
マスタモードでは、SPI クロックレート ( ビットレー
ト ) は次のうちいずれか 1つにプログラム可能です。

････ FFFFOOOOSSSSCCCC////4 4 4 4 (((( ままままたたたたはははは    TTTTCCCCYYYY))))
････ FFFFOOOOSSSSCCCC////11116 6 6 6 (((( ままままたたたたはははは 4444 ････    TTTTCCCCYYYY))))
････ FFFFOOOOSSSSCCCC////66664 4 4 4 (((( ままままたたたたはははは 11116666 ････    TTTTCCCCYYYY) ) ) )     
････ タタタタイイイイママママ 2222 出出出出力力力力 ////2222

これにより、最大ビットクロック周波数 (33MHz に
て )8.25MHz が可能になります。

図 15-8 に、マスタモードの波形を示します。CKE=1
の時、SDO データは SCK のクロックエッジの手前で
有効です。入力サンプルの変化は SMP ビットの状態を
基本にして示してあります。SSPBUF が受信データに
ロードされる時の時間が示されています。
図 図 図 図 15151515-8888:::: SSSSPPPPIIII モーモーモーモードドドドのタのタのタのタイイイイミンミンミンミンググググ (((( ママママスタスタスタスタモモモモーーーードドドド )        )        )        )        

SCK
(CKP = 0

SCK
(CKP = 1

SCK
(CKP = 0

SCK
(CKP = 1

4 clock
modes

Input
Sample

Input
Sample

SDI

bit7 bit0

SDO bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0

bit7 bit0

SDI

SSPIF

(SMP = 1)

(SMP = 0)

(SMP = 1)

CKE = 1)

CKE = 0)

CKE = 1)

CKE = 0)

(SMP = 0)

Write to
SSPBUF

SSPSR to
SSPBUF

SDO bit7 bit6 bit5 bit4 bit3 bit2 bit1 bit0

(CKE = 0)

(CKE = 1)
ary DS30264A-J-page 129
す。最新版の英文データシート
手可能）を参照して下さい。



PIC17C75X
15151515....1111....2222 ススススレレレレーーーーブブブブモモモモーーーードドドド

スレーブモードでは、SCK に現れた外部クロックパ
ルスによりデータの送信と受信が行われます。最後の
ビットがラッチされると、割込みフラグビット
SSPIF(PIR2<7>) がセットされます。一方スレーブモー
ドでは、外部クロックが SCK ピンの外部クロックソー
スにより与えられます。この外部クロックは、電気的
仕様に規定されている最小のハイタイムとロータイム
を守る必要があります。

 またスリープモードでは、スレーブはデータを送信
/ 受信でき、スリープからデバイスをウェークできま
す。
DS30264A-J-page 130 Prelimin
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15151515....1111....3333 ススススレレレレーーーーブブブブ選選選選択択択択同同同同期期期期化化化化

SSピンによって同期スレーブモードが可能です。SPI
はイネーブルされたSSピン制御(SSPCON1<3:0>=04h)
でスレーブモードにする必要があります。そのピンは
入力としての機能の SS ピンとしてローに駆動しては
いけません。RA2 データラッチはハイにしなければな
りません。SS ピンがローの時、送信と受信がイネーブ
ルになり、SDO ピンが駆動されます。SS ピンがハイ
になると、SDO ピンが送信中のバイトの途中であって
も駆動せず、フローティング出力となります。アプリ
ケーションによっては、外部のプルアップ / プルダウ
ン抵抗が望ましい場合があります。        

2 ワイヤ通信をエミュレートするには、SDO ピンを
SDI ピンに接続することができます。SPI がレシーバ
としての動作を必要とする時はSDOピンを入力として
設定します。これにより、SDOからの送信がディセー
ブルされます。SDI はバス衝突を起こすことがないた
め、常に入力 (SDI 機能 ) のままにされます。

図 15-11 では、SS ピンが送信 / 受信を終了します。
SSPIFビットはSCKの最後のエッジ後セットされます。
図 15-12 では、SS ピンによりデータの最初のビットが
出力になります。SSPIF ビットは最後の SCK エッジ後
にセットされます。

注注注注意意意意 :::: SPSPSPSPIIII ががががイイイイネネネネーーーーブブブブルルルルさささされれれれたたたた SSSSSSSS ピピピピンンンン制制制制御御御御 ((((SSSSSSSSPPPPCCCCOOOONNNN
<<<<3333::::0000>=>=>=>=0000111100000000)))) ででででススススレレレレーーーーブブブブモモモモーーーードドドドににににななななるるるると、と、と、と、SSSSSSSS ピピピピンンンン
がががが VVVVDDDDDDDD ににににセセセセッッッットトトトさささされれれれるるるる場場場場合合合合 SSSSPPPPIIII モモモモジジジジュュュューーーールルルルははははリリリリ
セセセセッッッットトトトさささされれれれまままますすすす。。。。

注注注注意意意意 :::: SPSPSPSPIIII がががが CCCCKKKKEEEE====‘‘‘‘1111’’’’ののののススススレレレレーーーーブブブブモモモモーーーードドドドでででで使使使使用用用用さささされれれれるるるる
場場場場合合合合、、、、SSSSSSSS ピピピピンンンン制制制制御御御御ををををイイイイネネネネーーーーブブブブルルルルすすすするるるる必必必必要要要要ががががあああありりりりまままま
すすすす。。。。
図 図 図 図 15151515-9999:::: SSSSPPPPIIII ママママススススタタタタ //// スレスレスレスレーーーーブ接ブ接ブ接ブ接続 続 続 続             
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図 図 図 図 15151515-10101010:::: ススススレーレーレーレーブブブブ同期同期同期同期化化化化のタのタのタのタイイイイミンミンミンミング グ グ グ                         
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図 図 図 図 15151515-11111111:::: SSSSPPPPIIII モモモモーーーードドドドのタのタのタのタイイイイミンミンミンミンググググ ((((CCCCKKKKEEEE====0000 でのでのでのでのススススレーレーレーレーブブブブモーモーモーモードドドド )      )      )      )      
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図 図 図 図 15151515-12121212:::: SSSSPPPPIIII モーモーモーモードドドドのタのタのタのタイイイイミンミンミンミンググググ ((((CCCCKKKKEEEE====1111 でのでのでのでのススススレーレーレーレーブブブブモーモーモーモードドドド )      )      )      )      

表 表 表 表 15151515-1111:::: SSSSPPPPIIII 動作動作動作動作にににに関連関連関連関連すすすするレるレるレるレジジジジスタ   スタ   スタ   スタ               

アアアアドドドドレレレレスススス 名名名名称称称称 BBBBit it it it 7777 BBBBit it it it 6666 BBBBit it it it 5555 BBBBiiiit t t t 4444 BBBBiiiit t t t 3333 BBBBit it it it 2222 BBBBit it it it 1111 BBBBiiiit t t t 0000 PPPPOOOORRRR,,,,
BBBBOOOORRRR ででででのののの値値値値

他他他他ののののリリリリセセセセッッッットトトト
ででででのののの値値値値（（（（注注注注１１１１））））

07h, Unbanked INTSTA PEIF T0CKIF T0IF INTF PEIE T0CKIE T0IE INTE 0000 0000 0000 0000

10h, Bank 4 PIR2 SSPIF BCLIF ADIF — CA4IF CA3IF TX2IF RC2IF 000- 0010 000- 0010

11h, Bank 4 PIE2 SSPIE BCLIE ADIE — CA4IE CA3IE TX2IE RC2IE 000- 0000 000- 0000

14h, Bank 6 SSPBUF 同期シリアルポート受信バッファ / 送信レジスタ xxxx xxxx uuuu uuuu

11h, Bank 6 SSPCON1 WCOL SSPOV SSPEN CKP SSPM3 SSPM2 SSPM1 SSPM0 0000 0000 0000 0000

13h, Bank 6 SSPSTAT SMP CKE D/A P S R/W UA BF 0000 0000 0000 0000

凡凡凡凡例例例例 :::: xxxx==== 不不不不定定定定、、、、uuuu==== 不不不不変変変変、、、、－－－－ ==== 未未未未使使使使用用用用、、、、‘‘‘‘0000’’’’ととととししししててててリリリリーーーードドドド。。。。網網網網掛掛掛掛けけけけ部部部部分分分分はははは SPSPSPSPIIII モモモモーーーードドドドのののの SSSSSSSSPPPP でででではははは使使使使わわわわれれれれまままませせせせんんんん。。。。
注 1注 1注 1注 1:::: 他他他他のののの（（（（パパパパワワワワーーーーアアアアッッッッププププ以以以以外外外外））））リリリリセセセセッッッットトトトはははは、、、、MMMMCCCCLLLLRRRR をををを通通通通るるるる外外外外部部部部リリリリセセセセッッッットトトトととととウウウウォォォォッッッッチチチチドドドドッッッッググググタタタタイイイイママママリリリリセセセセッッッットトトトをををを含含含含みみみみまままますすすす。。。。
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15151515....2222 SSSSSSSSP P P P IIII2222CCCC の動の動の動の動作作作作

I2C モードの SSP モジュールはすべてのマスタとス
レーブ機能 ( ジェネラルコールサポートを含む ) を完
全に満たし、フリーバス ( マルチマスタ機能 ) を決定
するためにハードウェアのスタートビットとストップ
ビットでの割込みを備えています。SSP モジュールは
7bit と 10bit の標準モード仕様はもとより、規格を満た
しています。付録 Eに I2C バス設定の概要があります。

 

図 図 図 図 15151515-13131313:::: SSSSSSSSPPPP ブブブブロロロロックックックック図図図図 ((((IIII2222C C C C モモモモーーーードドドド )    )    )    )    

図 図 図 図 15151515-14141414:::: IIII2 2 2 2 C C C C ママママススススタタタタモーモーモーモードドドドのブのブのブのブロロロロックックックック図 図 図 図                 
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2 本のピンがデータ転送用に使われます。それらは
クロックである SCL ピンと、データである SDA ピン
です。I2C モードをイネーブルすると、ポート A 上に
あるピンは自動的に設定されます。SSP イネーブル
ビット SSPEN(SSPCON1<5>) をセットすることによ
り、SSP モジュール機能をイネーブルにします。

SSP モジュールには I2C 動作のために、次のような 6
種類のレジスタがあります。 

････ SSSSSSSSPPPP 制制制制御御御御レレレレジジジジススススタタタタ 1111((((SSSSSSSSPPPPCCCCONONONON1111))))
････ SSSSSSSSPPPP 制制制制御御御御レレレレジジジジススススタタタタ 2222((((SSSSSSSSPPPPCCCCONONONON2222))))
････ SSSSSSSSPPPP スススステテテテーーーータタタタススススレレレレジジジジススススタタタタ ((((SSSSSSSSPPPPSSSSTTTTAAAATTTT))))
････ シシシシリリリリアアアアルルルル受受受受信信信信 //// 送送送送信信信信ババババッッッッフフフファァァァ ((((SSPSSPSSPSSPBBBBUUUUFFFF))))
････ SSSSSSSSPPPP シシシシフフフフトトトトレレレレジジジジススススタタタタ ((((SSSSSSSSPPPPSSSSRRRR)))) 直直直直接接接接アアアアククククセセセセスススス不不不不可可可可
････ SSSSSSSSPPPP アアアアドドドドレレレレススススレレレレジジジジススススタタタタ ((((SSPSSPSSPSSPAAAADDDDDDDD))))

SSPCON1レジスタによりI2C動作の制御が可能です。
4 種類のモード選択ビット (SSPCON1<3:0>) により次
の I2C モードから 1つを選択することができます。

････ IIII2222C C C C ススススレレレレーーーーブブブブモモモモーーーード ド ド ド ((((7777----bbbbit it it it アアアアドドドドレレレレスススス ))))
････ IIII2222C C C C ススススレレレレーーーーブブブブモモモモーーーードドドド ((((11110000----bbbbit it it it アアアアドドドドレレレレスススス ))))
････ IIII2222C C C C ママママススススタタタターーーーモモモモーーーードドドド、 、 、 、 ククククロロロロッッッック ク ク ク = = = = OOOOSSSSCCCC////4 4 4 4 ((((SSPSSPSSPSSPAAAADD  DD  DD  DD  
++++1111))))

SSPEN ビットのセットを持った I2C モードの選択に
より、SCL と SDA ピンがオープンドレインとなりま
す。これらのピンが PORTA にあり、そのために入力
にプログラムする必要はありません。

SSPSTAT レジスタはデータ転送の状態を示します。
この情報にはSTARTと STOPビットの検出が含まれ、
受信されたバイトがデータかアドレスか、次のバイト
が 10bit のアドレスの終わりかどうか、そしてこれが
リードまたはライトのデータ転送かどうかを表わしま
す。

SSPBUF は転送データをライトまたはリードするレ
ジスタです。SSPSR レジスタはそのデータをデバイス
に対してシフトインまたはシフトアウトします。受信
動作では、SSPBUF と SSPSR はダブルバッファされた
レシーバを作ります。これにより、受信したデータの
最後のバイトを読み込む前に、次のバイトの受信開始
が可能になります。完全なバイトが受信された時、
SSPBUFレジスタにそれを転送し、フラグビットSSPIF
がセットされます。SSPBUF レジスタが読み込まれる
前に他の完全なバイトが受信されると、レシーバオー
バーフローが起こり、ビット SSPOV(SSPCON1<6>) が
セットされ、SSPSR のバイトは失われます。

SSPADD レジスタはスレーブアドレスを保持しま
す。10bit のモードでは、アドレスの上位バイトを書き
込む必要があります (1111  0  A9  A8  0)。上位バイトの
アドレス一致に続き、アドレスの下位バイトをロード
する必要があります (A7:A0)。
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15151515....2222....1111 ススススレレレレーーーーブブブブモモモモーーーードドドド

スレーブモードでは、SCL と SDAのピンを入力とし
て設定する必要があります。SSP モジュールは入力状
態を無視して、必要な時にデータを出力します(スレー
ブトランスミッタ )。

アドレスが一致するか、一致アドレスからのデータ
転送が受信された時、ハードウエアが自動的に応答
(ACK) パルスを発生し、SSPSR レジスタが受信した値
を SSPBUF レジスタにロードします。

SSPモジュールがこのACKパルスを与えなくなる条
件があります。それは次のうちのどちらかまたは両方
です。

aaaa)))) 転転転転送送送送がががが受受受受信信信信さささされれれれるるるる前前前前にににに、、、、ババババッッッッフフフファァァァフフフフルルルルビビビビッッッットトトト
BBBBFFFF((((SSPSSSPSSSPSSSPSTTTTAAAATTTT<<<<0000>>>>)))) ががががセセセセッッッットトトトさささされれれれてててていいいいたたたた。。。。

bbbb)))) 転転転転送送送送がががが受受受受信信信信さささされれれれるるるる前前前前にににに、、、、オオオオーーーーババババーーーーフフフフロロロローーーービビビビッッッットトトト
SSSSSSSSPPPPOVOVOVOV((((SSPSSPSSPSSPCCCCOOOONNNN1111<<<<6666>>>>)))) ががががセセセセッッッットトトトさささされれれれてててていいいいたたたた。。。。

この場合、SSPSR レジスタの値は SSPBUF にロード
されませんが、ビット SSPIF(PIR2<7>) がセットされま
す。表 15-2 にデータ転送バイトが受信され、BF と
SSPOV ビットの状態が与えられた時に起こる状況を
示します。網かけの部分は、ソフトウェアでオーバー
フロー条件を正しくクリアしなかった場合の条件を示
します。フラグビット BFは、ビット SSPOVがソフト
ウェア中でクリアされている間にSSPBUFレジスタを
リードすることでクリアされます。

 SCL クロック入力は完全な動作をするために、最小
のハイとローの時間規定を守ことが必要です。SSP モ
ジュールの必要規格と同様に、I2C の規格のハイタイ
ムとロータイムをタイミングパラメータ #100 と #101
に示します。

15.2.1.1 アドレス指定

SSPモジュールがイネーブルされると、SSPはSTART
コンディションが起きるのを待ちます。START コン
ディションの後、８ bit が SSPSR レジスタにシフトさ
れます。入力されたすべてのビットはクロック (SCL)
ラインの立ち上がりエッジでサンプリングされます。
SSPSR<7:1> レジスタの値は SSPADD レジスタの値と
比較されます。アドレスは８番目のクロック (SCL) パ
 1997 Microchip Technology Inc. Prelimin
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ルスの立ち下がりエッジで比較されます。もしアドレ
スが一致し、BFと SSPOV ビットがクリアの場合、次
のことが起こります。

aaaa)))) SSSSSPSSPSSPSSPSRRRRレレレレジジジジススススタタタタのののの値値値値ががががSSSSSSSSPPPPBBBBUUUUFFFFレレレレジジジジススススタタタタににににロロロローーーー
ドドドドさささされれれれるるるる。。。。

bbbb)))) ババババッッッッフフフファァァァフフフフルルルルビビビビッッッットトトト BBBBFFFF ががががセセセセッッッットトトトさささされれれれるるるる。。。。
cccc)))) AAAACCCCKKKK パパパパルルルルススススをををを発発発発生生生生。。。。
dddd)))) SSSSSSSSPPPP割割割割込込込込みみみみフフフフララララググググビビビビッッッットトトトSSSSSSSSPPPPIIIIFFFF((((PPPPIIIIRRRR2222<<<<7777>>>>))))がががが９９９９番番番番

目目目目ののののSSSSCCCCLLLLパパパパルルルルススススのののの立立立立ちちちち下下下下ががががりりりりエエエエッッッッジジジジででででセセセセッッッットトトトささささ
れれれれるるるる (((( イイイイネネネネーーーーブブブブルルルルのののの時時時時、、、、割割割割込込込込みみみみがががが発発発発生生生生 ))))。。。。

10bit のアドレスモードでは、２アドレスバイトがス
レーブに受信される必要があります。最初のアドレス
バイトの上位５ bit(MSbs) は、これが 10bit アドレスか
どうかを示しています。ビット R/W(SSPSTAT<2>) は
ライトを示している必要があり、それによりスレーブ
デバイスは２番目のアドレスバイトを受信します。
10bit アドレスでは最初のバイトは‘1111 0 A9 A8 0’
で、ただしA9 と A8はアドレスの上位２ bit です。10bit
アドレスで起こるイベントの順番は次のようになり、
ステップ７－９はスレーブトランスミッタ用です。

1111.... アドレスの最初アドレスの最初アドレスの最初アドレスの最初のののの (((( 上上上上位位位位 )))) ババババイイイイトを受トを受トを受トを受信信信信 (((( ビットビットビットビット
SSSSSSSSPPPPIIIIFFFF、、、、BBBBFFFF とビッとビッとビッとビットトトト UAUAUAUA((((SSSSSSSSPSPSPSPSTTTTAAAATTTT<<<<1111>>>>)))) をセッをセッをセッをセットトトト ))))。。。。

2222.... アドレスの２番アドレスの２番アドレスの２番アドレスの２番目目目目のののの (((( 下下下下位位位位 )))) ババババイイイイトトトトででででSSSSSSSSPPPPADADADADDDDDレジレジレジレジ
スタをアップデスタをアップデスタをアップデスタをアップデーーーートトトト (((( ビビビビッッッットトトト UUUUAAAA をクリアし、をクリアし、をクリアし、をクリアし、SSSSCCCCLLLL
ラインをリリーラインをリリーラインをリリーラインをリリースススス（開放）（開放）（開放）（開放）))))。。。。

3333.... SSSSSSSSPPPPBBBBUUUUFFFF レジスタをリーレジスタをリーレジスタをリーレジスタをリードドドド (((( ビビビビッッッットトトト BBBBFFFF ををををクリクリクリクリアアアア ))))
し、フラグビッし、フラグビッし、フラグビッし、フラグビットトトト SSSSSSSSPPPPIIIIFFFF をクリアをクリアをクリアをクリア。。。。

4444.... アドレスの２番アドレスの２番アドレスの２番アドレスの２番目目目目のののの (((( 下下下下位位位位 )))) バイトを受バイトを受バイトを受バイトを受信信信信 (((( ビットビットビットビット
SSSSSSSSPPPPIIIIFFFF、、、、BBBBFFFF、、、、UUUUAAAA をセッをセッをセッをセットトトト ))))。。。。

5555.... アドレスの最初アドレスの最初アドレスの最初アドレスの最初のののの (((( 上上上上位位位位 ) ) ) ) ババババイトでイトでイトでイトで、、、、SSPSSPSSPSSPADADADADDDDD レジレジレジレジ
スタをアップデスタをアップデスタをアップデスタをアップデーーーート。一致ト。一致ト。一致ト。一致でででで SSSSCCCCLLLL ラララライイイインがリリーンがリリーンがリリーンがリリー
スされ、それにスされ、それにスされ、それにスされ、それによよよよりビッりビッりビッりビットトトト UUUUAAAA がクリアされるがクリアされるがクリアされるがクリアされる。。。。

6666.... SSSSSSSSPPPPBBBBUUUUFFFF レジスタをリーレジスタをリーレジスタをリーレジスタをリードドドド (((( ビビビビッッッットトトト BBBBFFFF ををををクリクリクリクリアアアア ))))
し、フラグビッし、フラグビッし、フラグビッし、フラグビットトトト SSSSSSSSPPPPIIIIFFFF をクリアをクリアをクリアをクリア。。。。

7777.... 繰り返繰り返繰り返繰り返しししし SSSSTTTTAAAARRRRTTTT 条件を受条件を受条件を受条件を受信信信信。。。。
8888.... アドレスの最初アドレスの最初アドレスの最初アドレスの最初のののの (((( 上上上上位位位位 )))) ババババイイイイトを受トを受トを受トを受信信信信 (((( ビットビットビットビット
SSSSSSSSPPPPIIIIFFFF、、、、BBBBFFFF をセッをセッをセッをセットトトト ))))。。。。

9999.... SSSSSSSSPPPPBBBBUUUUFFFF レジスタをリーレジスタをリーレジスタをリーレジスタをリードドドド (((( ビビビビッッッットトトト BBBBFFFF ををををクリクリクリクリアアアア ))))
し、フラグビッし、フラグビッし、フラグビッし、フラグビットトトト SSSSSSSSPPPPIIIIFFFF をクリアをクリアをクリアをクリア        

注注注注意意意意 :::: 10101010bbbbiiiitttt モモモモーーーードドドドでででで RRRREEEESSSSTTTTAAAARRRRTTTT 条条条条件件件件 (((( スススステテテテッッッッププププ７７７７ )))) のののの後後後後
にににに続続続続けけけけるるるるににににはははは、、、、最最最最初初初初のののの 7b7b7b7biiiitttt アアアアドドドドレレレレススススとととと一一一一致致致致ささささせせせせるるるる
必必必必要要要要ががががああああるるるるだだだだけけけけでででですすすす。。。。アアアアドドドドレレレレススススのののの後後後後半半半半でででではははは
SSSSSSSSPPPPAAAADDDDDDDD ををををアアアアッッッッププププデデデデーーーートトトトししししまままませせせせんんんん。。。。
表 表 表 表 15151515-2222:::: デデデデータータータータ転転転転送受送受送受送受信信信信時の時の時の時のババババイトイトイトイト動動動動作    作    作    作    

デデデデーーーータタタタ転転転転送送送送受受受受信信信信時時時時ののののスススス
テテテテーーーータタタタススススビビビビッッッットトトト

SSPSSSPSSSPSSSPSR R R R →  SSSSSSSSPPPPBBBBUUUUFFFF AAAACCCCKKKK パパパパルルルルススススのののの生生生生成成成成
ビビビビッッッットトトト SSPSSPSSPSSPIIIIFFFF ののののセセセセッッッットトトト

(((( イイイイネネネネーーーーブブブブルルルル時時時時のののの SSSSSSSSPPPP 割割割割込込込込みみみみ ))))BBBBFFFF SSSSSSSSPPPPOVOVOVOV

0 0 Yes Yes Yes

1 0 No No Yes

1 1 No No Yes

0 1 No No Yes
ary DS30264A-J-page 135
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15.2.1.2 スレーブ受信

アドレスバイトの R/Wビットがクリアで、アドレス
の一致が起こった時、SSPSTAT レジスタの R/W ビッ
トはクリアされます。受信されたアドレスは SSPBUF
レジスタにロードされます。

アドレスバイトのオーバーフロー条件があると、応
答 (ACK) パルスは与えられません。オーバーフロー条
件では、ビットBF(SSPSTAT<0>) がセットされている
か、ビット SSPOV(SSPCON1<6>) がセットされている
かどちらかで定義されます。

SSP 割込みは各データの転送毎に発生します。フラ
グビットSSPIF(PIR2<7>)はソフトウェアでクリアされ
る必要があり、SSPSTAT レジスタはバイトの状態を確
かめるために使われます。      

注注注注意意意意 :::: SSPOV ビット =1 で、BF フラグ =0 の場合、
SSPBUF はロードされます。SSPBUF のリー
ドが実行された場合でも、次の受信が起こ
る前にSSPOVビットの状態をクリアしませ
ん。ACK は送り出されず、SSPBUF がアッ
プデートされます。
DS30264A-J-page 136 Prelimin
この日本語データシートは参考資料で
(http://www.microchip.com から入
15.2.1.3  スレーブ送信

入力されたアドレスバイトのR/Wビットがセットさ
れ、アドレスの一致が起こると、SSPSTAT レジスタの
R/Wビットがセットされます。受信されたアドレスは
SSPBUF レジスタにロードされます。ACK パルスは 9
番目のビットで送り出され、SCL ピンがローに保持さ
れます。送信データを SSPBUF レジスタにロードする
必要があり、そこから SSPSR レジスタをロードしま
す。それからビット CKP(SSPCON1<4>) をセットする
ことにより、SCLピンをイネーブルにする必要があり
ます。マスタは別のクロックパルスを示すより前に
SCLピンをモニタしなければなりません。スレーブデ
バイスはクロックを伸ばすことによりマスタを待たせ
ることがあります。8個のデータビットは SCL 入力の
立ち下がりエッジでシフトアウトされます。これによ
り SCL がハイタイムの間、SDA 信号の有効性を確実
にします ( 図 15-16 参照 )。
図 図 図 図 15151515-15151515:::: 受受受受信時信時信時信時のののの IIII 2 2 2 2 CCCC 波波波波形形形形 ((((7b7b7b7biiiitttt アアアアドレドレドレドレスススス )       )       )       )       

図 図 図 図 15151515-16161616:::: 送送送送信時信時信時信時のののの IIII2222CCCC 波波波波形形形形 ((((7b7b7b7biiiitttt アアアアドレドレドレドレスススス )     )     )     )     
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図 図 図 図 15151515-17171717:::: IIII2222CCCC のスレーブのスレーブのスレーブのスレーブトトトトランスミッランスミッランスミッランスミッタタタタ ((((10b10b10b10biiiitttt アドアドアドアドレレレレスススス ))))                            
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図 図 図 図 15151515-18181818:::: IIII2222CCCC ののののススススレーレーレーレーブブブブレシレシレシレシーーーーババババ ((((10b10b10b10biiiitttt アアアアドドドドレレレレスススス )     )     )     )     
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SSP割込みは各データの転送バイト毎に発生します。
フラグビットSSPIF はソフトウェアでクリアされる必
要があり、SSPSTAT レジスタはバイトの状態を確かめ
るために使われます。フラグビット SSPIF は 9 番目の
クロックパルスの立ち下がりエッジでセットされま
す。

スレーブトランスミッタとして、マスタレシーバか
らの ACK パルスは 9 番目の SCL 入力パルスの立ち上
がりエッジでラッチされます。SDAラインがハイ(ACK
なし )の時、データ転送が終わります。ACKがスレー
ブによりラッチされると、スレーブ論理がリセットさ
れ、それからスレーブが他の START ビットが起こる
のを監視します。SDA ラインがローの時 (ACK)、送信
データを SSPBUF レジスタにロードする必要があり、
SSPBUF は SSPSR レジスタもロードします。そして
SCL ピンを、ビット CKP をセットすることによりイ
ネーブルにする必要があります。
 1997 Microchip Technology Inc. Prelimin
この日本語データシートは参考資料で
(http://www.microchip.com から入
15151515....2222....2222 ジジジジェェェェネネネネララララルルルルココココーーーールルルルアアアアドドドドレレレレススススササササポポポポーーーートトトト

I2C バスにアドレス指定する手順は、デバイスがマス
タによりアドレス指定されたスレーブであることを、
START 条件後の最初のバイトが常に決めるというこ
とです。例外として、すべてのデバイスをアドレス指
定できるジェネラルコールアドレスがあります。この
アドレスが使われると、すべてのデバイスは理論上で
は応答に答える必要があります。

ジェネラルコールアドレスは、I2C プロトコルにより
特定の目的のための予備である 8つのアドレスの 1つ
です。R/W=0 で、すべての 0から成ります。

ジェネラルコールアドレスは、ジェネラルコールイ
ネーブルビット (GCEN) がイネーブルされると認めら
れます (SSPCON2<7>)。スタートビット検出に続き、
8bit が SSPSR にシフトされ、アドレスは SSPADD と
比較され、またハードウェアにあるジェネラルコール
アドレスと比較されます。

ジェネラルコールアドレスが一致すると、SSPSR は
SSPBUF に転送され、BF フラグがセットされ (8 番目
のビット )、9 番目のビット (ACKビット ) の立ち下が
りエッジでは、SSPIF 割込みがセットされます。

割込みが起こると、アドレスがデバイスに特定のも
のかジェネラルコールアドレスかを決めるために、割
込み要因は SSPBUF の内容をリードすることにより
チェックします。

10bit モードでは、SSPADD は一致するためにはアド
レスの後半でアップデートすることが要求され、UA
ビットがセットされます (SSPSTAT<1>)。スレーブが
10bit のアドレスモードで設定されている時に、ジェネ
ラルコールアドレスがGCEN=1の時にサンプリングさ
れると、アドレスの後半は必要ではなく、UA ビット
はセットされず、スレーブは応答後データを受信し始
めます ( 図 15-19)。
 

図 図 図 図 15151515-19191919:::: ジジジジェネェネェネェネララララルコルコルコルコーーーールアルアルアルアドドドドレスレスレスレスののののシーシーシーシーケケケケンンンンスススス ((((7b7b7b7biiiitttt ままままたたたたはははは 11110b0b0b0biiiitttt モーモーモーモードドドド ) ) ) )                                     
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表 表 表 表 15151515-3333:::: IIII2222CCCC 動動動動作作作作に関に関に関に関連連連連するするするするレレレレジスジスジスジスタ タ タ タ                                     

アアアアドドドドレレレレスススス 名名名名称称称称 BBBBit it it it 7777 BBBBit it it it 6666 BBBBiiiit t t t 5555 BBBBit it it it 4444 BBBBiiiit t t t 3333 BBBBiiiit t t t 2222 BBBBit it it it 1111 BBBBiiiit t t t 0000
PPPPOOOORRRR,,,,

BBBBOOOORRRR ででででのののの値値値値
他他他他ののののリリリリセセセセッッッットトトト
ででででのののの値値値値（（（（注注注注１１１１））））

07h, Unbanked INTSTA PEIF T0CKIF T0IF INTF PEIE T0CKIE T0IE INTE 0000 0000 0000 0000

10h, Bank 4 PIR2 SSPIF BCLIF ADIF — CA4IF CA3IF TX2IF RC2IF 00-- 0000 00-- 0000

11h, Bank 4 PIE2 SSPIE BCLIE ADIE — CA4IE CA3IE TX2IE RC2IE 00-- 0000 00-- 0000

10h. Bank 6 SSSSSSSSPPPPAAAADDDDDDDD 同同同同期期期期シシシシリリリリアアアアルルルルポポポポーーーートトトト (I(I(I(I2222CCCC モモモモーーーードドドド））））アアアアドドドドレレレレススススレレレレジジジジススススタタタタ 0000 0000 0000 0000

14h, Bank 6 SSPBUF 同同同同期期期期シシシシリリリリアアアアルルルルポポポポーーーートトトト受受受受信信信信ババババッッッッフフフファァァァ //// 送送送送信信信信レレレレジジジジススススタタタタ xxxx xxxx uuuu uuuu

11h, Bank 6 SSPCON1 WCOL SSPOV SSPEN CKP SSPM3 SSPM2 SSPM1 SSPM0 0000 0000 0000 0000

12h, Bank 6 SSPCON2 GCEN ACKSTAT ACKDT ACKEN RCEN PEN RSEN SEN 0000 0000 0000 0000

13h, Bank 6 SSPSTAT SMP CKE D/A P S R/W UA BF 0000 0000 0000 0000

凡凡凡凡例例例例 :::: xxxx==== 不不不不定定定定、、、、uuuu==== 不不不不変変変変、、、、－－－－ ==== 未未未未使使使使用用用用、、、、‘‘‘‘0000’’’’ととととししししててててリリリリーーーードドドド。。。。網網網網掛掛掛掛けけけけ部部部部分分分分はははは IIII2222CCCC モモモモーーーードドドドのののの SSSSSSSSPPPP でででではははは使使使使わわわわれれれれまままませせせせんんんん。。。。
注 1注 1注 1注 1:::: 他他他他のののの（（（（パパパパワワワワーーーーアアアアッッッッププププ以以以以外外外外））））リリリリセセセセッッッットトトトはははは、、、、MMMMCCCCLLLLRRRR をををを通通通通るるるる外外外外部部部部リリリリセセセセッッッットトトトととととウウウウォォォォッッッッチチチチドドドドッッッッググググタタタタイイイイママママリリリリセセセセッッッットトトトをををを含含含含みみみみまままますすすす。。。。
DS30264A-J-page 140 Preliminary  1997 Microchip Technology Inc.
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15151515....2222....3333 ママママススススタタタタモモモモーーーードドドド

マスタモードの動作はSTARTとSTOP条件の検出時
の割込み発生によりサポートされています。STOP(P)
と START(S) のビットはリセットされた場合か、SSP
モジュールがディセーブルになるとクリアされます。
P ビットがセットされるか、バスがアイドル状態で S
と P ビットの両方がクリアされる時、I2C バスの制御
が行われます。

マスタモードでは、SSP ハードウェアにより SCL と
SDAのラインを操作します。
 1997 Microchip Technology Inc. Prelimin
この日本語データシートは参考資料で
(http://www.microchip.com から入
次のイベントで SSP 割込みフラグビット SSPIF が
セットされます ( イネーブルの時 SSP 割込み )。

････ SSSSTTTTAAAARRRRTTTT ココココンンンンデデデディィィィシシシショョョョンンンン
････ SSSSTTTTOOOOPPPP ココココンンンンデデデディィィィシシシショョョョンンンン
････ デデデデーーーータタタタ転転転転送送送送ババババイイイイトトトトのののの送送送送信信信信 //// 受受受受信信信信
図 図 図 図 15151515-20202020:::: SSSSSSSSPPPP ののののブブブブロッロッロッロックククク図図図図 ((((IIII2222CCCC マスマスマスマスタタタタモーモーモーモードドドド )   )   )   )                           
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15151515....2222....4444 ママママルルルルチチチチママママススススタタタタモモモモーーーードドドド

マルチマスタモードでは、START と STOP の条件検
出時の割込み発生により、バスがフリーになった時を
判定できます。STOP(P)とSTART(S)のビットはリセッ
トされるか、SSP モジュールがディセーブルになると
クリアされます。ビット P(SSPSTAT<4>) がセットさ
れるか、S ビットと P ビットの両方がクリアでバスが
アイドル状態の時、I2C バスの制御が行われます。バ
スがビジーの時、SSP 割込みをイネーブルにすること
で、STOP 条件が起こった時割込みを発生します。

マルチマスタ動作では、信号レベルが必要な出力レ
ベルかどうか見るために、SDAラインを監視する必要
があります。このチェックは BCLIF ビットにある結果
と共にハードウェアで実行されます。

アービトレーションが失われることがある状態は下
記の通りです。

････ アアアアドドドドレレレレスススス転転転転送送送送
････ デデデデーーーータタタタ転転転転送送送送
････ ススススタタタターーーートトトトココココンンンンデデデディィィィシシシショョョョンンンン
････ 再再再再ススススタタタターーーートトトトココココンンンンデデデディィィィシシシショョョョンンンン
････ 応応応応答答答答ココココンンンンデデデディィィィシシシショョョョンンンン

15151515....2222....5555 IIII2222C C C C ママママススススタタタタモモモモーーーードドドドササササポポポポーーーートトトト

マスタモードは SSPCON1 の中の適切な SSPM ビッ
トをセット / クリアすることにより、また SSPENビッ
トをセットすることによりイネーブルされます。マス
タモードがイネーブルになると、6 つのオプションが
利用できます。

---- SDSDSDSDAAAA とととと SSSSCCCCLLLL ののののススススタタタターーーートトトトココココンンンンデデデディィィィシシシショョョョンンンンをををを示示示示すすすす。。。。
---- SDSDSDSDAAAA とととと SSSSCCCCLLLL のののの再再再再ススススタタタターーーートトトトココココンンンンデデデディィィィシシシショョョョンンンンをををを示示示示すすすす。。。。
---- SSSSSSSSPPPPBUBUBUBUFFFF レレレレジジジジススススタタタタにににに書書書書きききき込込込込むむむむここここととととにににによよよよりりりり、、、、デデデデーーーータタタタ ////
アアアアドドドドレレレレススススのののの送送送送信信信信をををを開開開開始始始始すすすするるるる。。。。
---- SDSDSDSDAAAA とととと SSSSCCCCLLLL ラララライイイインンンン上上上上ににににスススストトトトッッッッププププココココンンンンデデデディィィィシシシショョョョンンンンをををを
発発発発生生生生ささささせせせせるるるる。。。。
---- デデデデーーーータタタタをををを受受受受信信信信すすすするるるるたたたためめめめにににに IIII2222CCCC ポポポポーーーートトトトをををを設設設設定定定定すすすするるるる。。。。
---- デデデデーーーータタタタのののの受受受受信信信信さささされれれれたたたたババババイイイイトトトトのののの最最最最後後後後にににに応応応応答答答答条条条条件件件件をををを発発発発
生生生生すすすするるるる。。。。

      

注注注注意意意意 :::: IIII2222CCCC ママママススススタタタタモモモモーーーードドドドにににに設設設設定定定定さささされれれれたたたた時時時時のののの SSSSSSSSPPPP モモモモジジジジュュュューーーー
ルルルルははははイイイイベベベベンンンントトトトのののの待待待待ちちちち行行行行列列列列ががががででででききききまままませせせせんんんん。。。。例例例例ええええばばばば、、、、
SSSSTTTTAAAARRRRTTTT ココココンンンンデデデディィィィシシシショョョョンンンンをををを始始始始めめめめ、、、、SSSSTTTTAAAARRRRTTTT ココココンンンンデデデディィィィ
シシシショョョョンンンンがががが終終終終了了了了すすすするるるる前前前前にににに送送送送信信信信をををを始始始始めめめめるるるるたたたためめめめににににたたたただだだだ
ちちちちににににSSSSSSSSPPPPBBBBUUUUFFFFレレレレジジジジススススタタタタにににに書書書書きききき込込込込むむむむここここととととははははででででききききまままませせせせ
んんんん。。。。ここここのののの場場場場合合合合ににににはははは、、、、SSSSSSSSPPPPBBBBUUUUFFFF がががが書書書書きききき込込込込ままままれれれれずずずず、、、、
WWWWCCCCOOOOLLLL ビビビビッッッットトトトががががセセセセッッッットトトトさささされれれれ、、、、SSSSSSSSPPPPBBBBUUUUFFFF へへへへののののラララライイイイトトトト
がががが起起起起ここここららららななななかかかかっっっったたたたとととと示示示示ししししまままますすすす。。。。
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15.2.5.1 I2C マスタモード動作

マスタデバイスはすべてのシリアルクロック位相
と、START と STOP 条件を発生します。転送は STOP
条件または連続の START 条件で終わります。連続の
START 条件は次のシリアル転送の開始でもあるので、
I2C バスはリリースされません。

マスタ送信モードでは、シリアルデータは SDAを通
して出力され、SCLはシリアルクロックを出力します。
送信された最初のバイトは、受信しているデバイス
(7bit) のスレーブアドレスとデータ方向指示ビットを
含みます。この場合では、データ方向指示ビット (R/W)
は論理‘0’です。シリアルデータは 1 度に 8bit を送
信します。各バイトが送信された後、応答ビットが受
信されます。START と STOP 条件はシリアル転送の最
初と最後を示すために出力されます。

マスタ受信モードでは、送信された最初のバイトが
送信しているデバイス (7bit) のスレーブアドレスと
データ方向指示ビットを含みます。この場合では、デー
タ方向ビット (R/W) は論理‘1’です。このように送
信された最初のバイトは、受信ビットを示すために
7bit のスレーブアドレスの後に‘1’が続きます。シリ
アルデータは SDA により受信され、SCL はシリアル
クロックを出力します。シリアルデータは 1 度に 8bit
を受信します。各バイトが受信された後、応答ビット
が送信されます。START と STOP 条件は送信の最初と
最後を示します。

SPI モード動作に使われたボーレートジェネレータ
は、100kHz、400kHz、1MHz の I2C 動作のいずれかで
SCL クロック周波数をセットするために使用されま
す。 ボーレートジェネレータの再ロードされた値は、
SSPADDレジスタの下位 7bit に含まれています。ボー
レートジェネレータは自動的にSSPBUFへのライトで
計算し始めます。与えられた動作が終了すると ( 最後
のデータビットの送信の後に ACK が続く )、内部ク
ロックは自動的に計算を止め、SCLピンはその最後の
状態で残ります。

標準の送信のシーケンスは次のように行ないます。

1111.... SSSSSPSPSPSPCCCCONONONON2222 のののの SSSSTTTTAAAARRRRTTTTイイイイネネネネーーーーブブブブルルルルビビビビッッッットトトト ((((SSSSEEEENNNN)))) をををを
セセセセッッッットトトトすすすするるるるここここととととにににによよよよりりりりススススタタタターーーートトトトココココンンンンデデデディィィィシシシショョョョンンンン
をををを発発発発生生生生ささささせせせせるるるる。。。。

2222.... SSSSSPSPSPSPIIIIFFFF ををををセセセセッッッットトトト。。。。モモモモジジジジュュュューーーールルルルはははは他他他他のののの動動動動作作作作がががが起起起起ここここ
るるるる前前前前にににに必必必必要要要要ととととさささされれれれるるるるススススタタタターーーートトトト時時時時間間間間をををを待待待待つつつつ。。。。

3333.... 送送送送信信信信ののののたたたためめめめののののアアアアドドドドレレレレススススをををを載載載載せせせせたたたた SSPSSPSSPSSPBBBBUUUUFFFFををををロロロローーーー
ドドドドすすすするるるる。。。。

4444.... アアアアドドドドレレレレススススははははすすすすべべべべててててのののの8b8b8b8biiiittttがががが送送送送信信信信さささされれれれるるるるままままででででSSSSDDDDAAAA
ピピピピンンンンかかかかららららシシシシフフフフトトトトさささされれれれるるるる。。。。

5555.... SSSSSSSSPPPP モモモモジジジジュュュューーーールルルルははははススススレレレレーーーーブブブブデデデデババババイイイイススススかかかからららら AAAACCCCKKKK
ビビビビッッッットトトトににににシシシシフフフフトトトトしししし、、、、そそそそのののの値値値値をををを SSSSSSSSPPPPCCCCONONONON2222 レレレレジジジジスススス
タタタタ ((((SSPSSPSSPSSPCCCCOOOONNNN2222<<<<6666>>>>)))) ににににラララライイイイトトトトすすすするるるる。。。。

6666.... モモモモジジジジュュュューーーールルルルはははは SSPSSPSSPSSPIIIIFFFF ををををセセセセッッッットトトトすすすするるるるここここととととにににによよよよりりりり 9999
番番番番目目目目ののののククククロロロロッッッッククククササササイイイイククククルルルルのののの最最最最後後後後にににに割割割割込込込込みみみみをををを発発発発生生生生
ささささせせせせるるるる。。。。

7777.... 8b8b8b8biiiitttt ののののデデデデーーーータタタタをををを載載載載せせせせたたたた SSPSSPSSPSSPBBBBUUUUFFFF ををををロロロローーーードドドドすすすするるるる。。。。
8888.... DDDDAAAATTTTAAAAははははすすすすべべべべててててのののの8b8b8b8biiiittttがががが送送送送信信信信さささされれれれるるるるままままででででSSSSDDDDAAAAピピピピ

ンンンンかかかかららららシシシシフフフフトトトトさささされれれれるるるる。。。。
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9999.... SSSSSSSSPPPP モモモモジジジジュュュューーーールルルルははははススススレレレレーーーーブブブブデデデデババババイイイイススススかかかからららら AAAACCCCKKKK
ビビビビッッッットトトトををををシシシシフフフフトトトトイイイインンンンしししし、、、、そそそそのののの値値値値をををを SSSSSSSSPPPPCCCCONONONON2222 レレレレ
ジジジジススススタタタタ ((((SSPSSPSSPSSPCCCCOOOONNNN2222<<<<6666>>>>)))) ににににラララライイイイトトトトすすすするるるる。。。。

10101010.... モモモモジジジジュュュューーーールルルルはははは SSPSSPSSPSSPIIIIFFFF ををををセセセセッッッットトトトすすすするるるるここここととととにににによよよよりりりり 9999
番番番番目目目目ののののククククロロロロッッッッククククササササイイイイククククルルルルのののの最最最最後後後後にににに割割割割込込込込みみみみをををを発発発発生生生生
ささささせせせせるるるる。。。。

11111111.... SSSSSSSSPPPPCCCCONONONON2222ののののSSSSTTTTOOOOPPPPイイイイネネネネーーーーブブブブルルルルビビビビッッッットトトトPPPPEEEENNNNををををセセセセッッッッ
トトトトすすすするるるるここここととととにににによよよよりりりり SSSSTTTTOOOOPPPP 条条条条件件件件をををを発発発発生生生生ささささせせせせるるるる。。。。
 1997 Microchip Technology Inc. Prelimin
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15151515....2222....6666 ボボボボーーーーレレレレーーーートトトトジジジジェェェェネネネネレレレレーーーータ タ タ タ 

I2C マスタモード動作では、BRG に再ロードされた
値は、SSPADD レジスタの下位 7bit に置かれています
( 図 15-21)。BRG がこの値をロードすると、BRG は、
０までカウントダウンされて、次の再ロードが起こる
まで停止します。I2C マスタモードでは、BRG は自動
的に再ロードしません。例えばクロックアービトレー
ションが起こる場合、SCLピンがハイにサンプリング
されると BRGは再ロードします ( 図 15-22)。
図 図 図 図 15151515-21212121:::: ボボボボーレーレーレーレーーーートジトジトジトジェェェェネレネレネレネレーーーータのタのタのタのブブブブロッロッロッロックククク図       図       図       図       

図 図 図 図 15151515-22222222:::: ククククロッロッロッロッククククアーアーアーアービビビビトレトレトレトレーーーーショショショションンンンを伴を伴を伴を伴ううううボーボーボーボーレレレレートートートートジジジジェネェネェネェネレレレレータータータータののののタイタイタイタイミミミミング        ング        ング        ング        

SSPM3:SSPM0

BRG  Down CounterCLKOUT Fosc/4

SSPADD<6:0>

SSPM3:SSPM0

SCL

Reload

Control

Reload

SDA

SCL

SCL deasserted but slave holds

DX-1DX

BRG

SCL is sampled high, reload takes
place, and BRG starts its count.

03h 02h 01h 00h 03h 02h

reload

BRG
value

SCL low (clock arbitration)
SCL allowed to transition high

BRG counts
down

BRG counts
down

BRG counts
down

01h 00hXX00h

注意：クロック周期により 2つのボーレートオーバーフローがあります。クロック周期はクロックアービトレーションのためむらがあることがあります。
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15151515....2222....7777 IIII2222CCCC ママママススススタタタタモモモモーーーードドドドののののススススタタタターーーートトトトココココンンンンデデデディィィィシシシショョョョンンンン
タタタタイイイイミミミミンンンンググググ

START コンディションを始めるには、スタートコン
ディションイネーブルビットまたは SEN ビット
(SSPCON2<0>) をセットします。SDAと SCL ピンがハ
イにサンプリングされると、ボーレートジェネレータ
は SSPADD<6:0> の内容を再ロードし、そのカウント
を始めます。ボーレートジェネレータがタイムアウト
する時に (TBRG)、SCL と SDA が両方ともハイにサン
プリングされると、SDA ピンがローに駆動されます。
SCL がハイの間、ローで駆動している SDA の動作が
STARTコンディションになり、Sビット(SSPSTAT<3>)
がセットされます。I2C モジュールはマスタモードに
設定されているので、Sビットの‘1’により SSPIF フ
ラグをセットすることができます。これに続き、ボー
レートジェネレータは SSPADD<6:0> の内容を再ロー
ドし、そのカウントを再び始めます。ボーレートジェ
ネレータがタイムアウトすると (TBRG)、SSPCON2 レ
ジスタの SEN ビットは自動的にクリアされ、ボーレー
トジェネレータはSDAラインがローを保持されるのを
延期し、START コンディションが完結します。
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15.2.7.1 WCOL ステータスフラグ

STARTのシーケンスが進行中にSSPBUFにライトす
ると、WCOLがセットされバッファの内容が変化しま
せん ( ライトは起こりません )。     

注注注注意意意意 :::: SSSSTTTTAAAARRRRTTTT ココココンンンンデデデディィィィシシシショョョョンンンンのののの始始始始めめめめにににに、、、、SSSSDDDDAAAA とととと SSSSCCCCLLLL ピピピピ
ンンンンががががすすすすででででににににロロロローーーーににににササササンンンンププププリリリリンンンンググググさささされれれれてててていいいいるるるる場場場場合合合合、、、、
ままままたたたたはははは SSSSTTTTAAAARRRRTTTT 条条条条件件件件のののの間間間間に、に、に、に、SSSSDDDDAAAA ラララライイイインンンンががががロロロローーーーにににに
駆駆駆駆動動動動すすすするるるる前に前に前に前にSSSSCCCCLLLLラララライイイインンンンががががロロロローーーーににににササササンンンンププププリリリリンンンンググググささささ
れれれれるるるる場場場場合合合合、、、、ババババスススス衝衝衝衝突突突突がががが起起起起ここここりりりり、、、、ババババスススス衝衝衝衝突突突突割割割割込込込込みみみみフフフフ
ララララググググ ((((BBBBCCCCLLLLIIIIFFFF)))) ががががセセセセッッッットトトトさささされれれれ、、、、SSSSTTTTAAAARRRRTTTT ココココンンンンデデデディィィィシシシショョョョ
ンンンンがががが打打打打ちちちち切切切切らららられれれれ、、、、IIII2222CCCC モモモモジジジジュュュューーーールルルルがががが IIIIDDDDLLLLEEEE 状状状状態態態態にににに
リリリリセセセセッッッットトトトさささされれれれまままますすすす。。。。

注注注注意意意意 :::: イイイイベベベベンンンントトトトのののの待待待待ちちちち行行行行列列列列ががががででででききききなななないいいいののののでででで、、、、SSSSSPSPSPSPCCCCOOOONNNN2222
のののの下下下下位位位位 5555bbbbiiiitttt ににににラララライイイイトトトトすすすするるるるとととと、、、、SSSSTTTTAAAARRRRTTTT ココココンンンンデデデディィィィシシシショョョョ
ンンンンがががが終終終終了了了了すすすするるるるままままででででデデデディィィィセセセセーーーーブブブブルルルルししししまままますすすす。。。。
図 図 図 図 15151515-23232323:::: 最最最最初の初の初の初のススススタータータータートトトトビッビッビッビットトトトのタのタのタのタイイイイミンミンミンミング グ グ グ                             

SDA

SCL
S

TBRG

1st Bit 2nd Bit

TBRG

SDA = 1, 
At completion of start bit,SCL = 1

Write to SSPBUF occurs hereTBRG

automatic clear SSPCON2<0>

TBRG

Write to SSPCON2<0> occurs here.
Set S bit (SSPSTAT<3>)
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図 図 図 図 15151515-24242424:::: ススススタータータータートトトト条件条件条件条件ののののフロフロフロフローーーーチャチャチャチャーーーート      ト      ト      ト      

Idle Mode

SEN (SSPCON2<0> = 1)

Bus collision detected,
Set BCLIF, SDA = 1?

Load BRG with

Yes

BRG
Rollover?

Force SDA = 0,
Load BRG with 
SSPADD<6:0>,

No

Yes

Force SCL = 0, 

Clear SEN.

Set S bit and SSPIF.

SSPADD<6:0>

SCL = 1?

SDA = 0?
No

Yes

BRG
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No

Clear SEN

Start Condition Done,

No

Yes

Reset BRG

SCL= 0? 

No

Yes

SCL = 0?
No

Yes

Reset BRG

Release SCL,

SSPEN = 1,
SSPCON1<3:0> = 1000
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15151515....2222....8888 IIII2222CCCC ママママススススタタタタモモモモーーーードドドドのののの再再再再ススススタタタターーーートトトトココココンンンンデデデディィィィシシシショョョョ
ンンンンタタタタイイイイミミミミンンンンググググ

RESTART 条件は、RSENビット (SSPCON2<1>) がハ
イにプログラムされ、SSP モジュールがアイドル状態
になると起こります。RSEN ビットがセットされると、
SCL ピンがローを示します。SCL ピンがローにサンプ
リングされると、ボーレートジェネレータは
SSPADD<5:0> の内容をロードし、そのカウントを始め
ます。SDA ピンは 1つのボーレートジェネレータカウ
ント (TBRG) にリリースされます ( ハイになる )。ボー
レートジェネレータがタイムアウトしている時、SDA
がハイにサンプリングされると、SCL ピンは示されま
せん(ハイになる)。 SCLがハイにサンプリングされる
と、ボーレートジェネレータは SSPADD<6:0> の内容
を再ロードし、そのカウントを始めます。SDA と SCL
は 1 つの TBRG に対してハイにサンプリングする必要
があります。この動作は、SCL=1 の間 1 つの TBRG に
対して SDA ピン (SDA=0) が断定され、続きます。こ
れに続き、SSPCON2 レジスタの RSEN ビットが自動
的にクリアされ、ボーレートジェネレータは SDAピン
をローに保持したままで、再ロードされません。スター
トコンディションがSDAとSCLピンで検出されると、
S ビット (SSPSTAT<3>) がセットされます。SSPIF は
ボーレートジェネレータがタイムアウトしてしまうま
でセットされません。         

注 注 注 注 1111:::: 送送送送信信信信がががが進進進進行行行行中中中中にににに RRRRSSSSEEEENNNN ががががププププロロロロググググララララムムムムさささされれれれ
るるるる場場場場合合合合はははは実実実実行行行行さささされれれれまままませせせせんんんん。。。。

注 注 注 注 2222:::: 次次次次ののののよよよよううううなななな場場場場合合合合、、、、RRRREEEESSSSTTTTAAAARRRRTTTT 条条条条件件件件のののの間間間間ににににババババ
スススス衝衝衝衝突突突突がががが起起起起ここここりりりりまままますすすす。 。 。 。 

････SSSSCCCCLLLL ががががロロロローーーーかかかかららららハハハハイイイイににににななななるるるる時時時時にににに SSSSDDDDAAAA ががががロロロローーーー
ににににササササンンンンププププリリリリンンンンググググさささされれれれるるるる。。。。
････SSSSDDDDAAAA ががががロロロローーーーをををを示示示示すすすす前前前前にににに、、、、SSSSCCCCLLLL ががががロロロローーーーにににになななな
るるるる。。。。ここここれれれれはははは多多多多分分分分ももももうううう 1111 つつつつののののママママススススタタタタががががデデデデーーーー
タタタタ““““1111””””をををを送送送送信信信信ししししよよよよううううととととししししてててていいいいるるるるここここととととをををを示示示示
ししししてててていいいいまままますすすす。。。。
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SSPIF ビットがセットされた直後、7bit モードの 7bit
アドレス、または 10bit モードのデフォルトの最初の
アドレスで、SSPBUF をライトします。最初の 8bit が
送信され ACK が受信された後、さらにアドレスの
8bit(10bit モード )、またはデータの 8bit(7bit モード )を
送信します。

SSPBUF へのライト後、すべての 7 アドレスビット
と R/W ビットが終了するまで、アドレスの各ビットは
SCL の立ち下がりエッジでシフトアウトされます。8
番目のクロックの立ち下がりエッジでは、スレーブが
応答に答えるのを可能にするために、マスタは SDA ピ
ンを示しません。9 番目のクロックの立ち下がりエッ
ジでは、アドレスがスレーブにより認識されるかどう
かを見るために、マスタは SDAピンをサンプリングし
ます。ACK ビットのステータスは、AKSTAT ステー
タスビット SSPCON2<6> にプログラムされます。アド
レスの 9番目のクロック送信の立ち下がりエッジに続
いて、SSPIF がセットされ、BFフラグがクリアされま
す。そして SCL をローに保持し、SDA をフロートに
するのは可能です、SSPBUF へのもう 1 つのライトが
起こるまでボーレートジェネレータはオフになりま
す。

15.2.8.1 WCOL ステータスフラグ

RESTART のシーケンスが進行中に SSPBUF にライ
トすると、WCOLがセットされバッファの内容が変化
しません ( ライトは起こりません )。     

注注注注意意意意 :::: イイイイベベベベンンンントトトトのののの待待待待ちちちち行行行行列列列列ががががででででききききなななないいいいののののでででで、、、、SSSSSPSPSPSPCCCCOOOONNNN2222
のののの下下下下位位位位 5555bbbbiiiitttt ににににラララライイイイトトトトすすすするるるるとととと、、、、RRRREEEESSSSTTTTAAAARRRRTTTT ココココンンンンデデデディィィィ
シシシショョョョンンンンがががが終終終終了了了了すすすするるるるままままででででデデデディィィィセセセセーーーーブブブブルルルルににににししししまままますすすす。。。。
図 図 図 図 15151515-25252525:::: 連連連連続す続す続す続するるるるスタスタスタスターーーート条ト条ト条ト条件件件件のタのタのタのタイイイイミンミンミンミング グ グ グ                         

SDA

SCL

Sr = Restart

Write to SSPCON2 

Write to SSPBUF occurs here.Falling edge of ninth clock
End of Xmit

At completion of start bit, 
automatic clear SSPCON2<1>

1st Bit

Set S (SSPSTAT<3>)

TBRG

TBRG

SDA = 1,

SDA = 1, 

SCL(no change)

SCL = 1
occurs here.

TBRG TBRG TBRG
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図 図 図 図 15151515-26262626:::: RRRREEEESSSSTTTTAAAARRRRTTTT 条条条条件件件件ののののフフフフローローローローチチチチャーャーャーャートトトト (((( ペペペペーーーージジジジ 1111)      )      )      )      

Idle Mode,
SSPEN = 1,

Force SCL = 0

SCL = 0?

Release SDA,
Load BRG with

SCL = 1?
No

Yes

No

Yes

BRG

No

Yes

Release SCL

SSPCON1<3:0> = 1000

rollover?

SSPADD<6:0> 

Load BRG with
SSPADD<6:0> 

(Clock Arbitration)

A

B

C

SDA = 1?
No

Yes

Start

RSEN = 1(SSPCON2<1>)

Bus Collision,
Set BCLIF,
Release SDA,
Clear RSEN
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図 図 図 図 15151515-27272727:::: RRRREEEESSSSTTTTAAAARRRRTTTT 条条条条件件件件ののののフフフフローローローローチチチチャーャーャーャートトトト (((( ペペペペーーーージジジジ 2222)      )      )      )      

Force SDA = 0,
Load BRG with 
SSPADD<6:0>
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Clear RSEN
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BRG
rollover?

BRG
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Yes

SDA = 0?
No

SCL = 1?
No

B
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Set SSPIF
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15151515....2222....9999 IIII2222CCCC ママママススススタタタタモモモモーーーードドドドのののの送送送送信信信信

データバイト、7bit アドレス、10bit アドレスのどち
らか半分の送信は、単に SSPBUF レジスタに値をライ
トすることで完了します。この動作はバッファフルフ
ラグ (BF) をセットし、ボーレートジェネレータがカウ
ントを開始し、次の送信を始めるのを可能にします。
アドレス /データの各ビットはSCLの立ち下がりエッ
ジをアサートした後、SDAピンにシフトアウトされま
す ( データの保持時間設定を参照 )。SCLは 1 つのボー
レートジェネレータロールオーバーカウント(TBRG)で
ローに保持されています。データは SCL がハイにリ
リースされる前に有効である必要があります ( データ
のセットアップ時間設定を参照 )。SCL ピンがハイに
リリースされ、TBRG に対してもその方法で保持されて
いる時は、SDA ピンのデータを、SCL の次の立ち下が
りエッジの後の保持時間や持続期間に対して安定した
状態のままにする必要があります。アドレスの一致が
起こったり、データが正しく受信された場合、8 番目
のビットがシフトアウトされた後(8番目のクロックの
立ち下がりエッジ )、BFフラグがクリアされ、マスタ
が SDAをリリースし、9番目のビット時間の間にACK
ビットに答えるためにスレーブデバイスをアドレスす
ることが可能です。ACK のステータスは、9番目のク
ロックの立ち下がりエッジのSSPCON2レジスタのbit6
に読み込まれます。マスタが応答を受信すると、応答
ステータスビット (AKSTAT) がクリアされます。受信
しないとそのビットはセットされます。9番目のクロッ
クの後、SSPIF はセットされ、マスタクロック ( ボー
レートジェネレータ ) は、SCL をローにし SDA を変化
させないまま次のデータバイトがSSPBUFにロードさ
れるまで延期されます。
 1997 Microchip Technology Inc. Prelimin
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15.2.9.1 BF ステータスフラグ

送信モードでは、CPUが SSPBUF にライトするとBF
ビット (SSPSTAT<0>) がセットされ、すべての 8bit を
シフトアウトすると BF ビットはクリアされます。

15.2.9.2 WCOL ステータスフラグ

送信がすでに進行中 ( すなわち SSPSR がまだデータ
バイトをシフトアウトしている時 ) に SSPBUF にライ
トすると、WCOLがセットされバッファの内容が変化
しません ( ライトは起こりません )。 

WCOL は、ソフトウエアでクリアする必要がありま
す。

15.2.9.3 AKSTAT ステータスフラグ

送信モードでは、スレーブが応答 (ACK=0) を送る時
に AKSTAT ビット (SSPCON2<6>) がクリアされ、ス
レーブが応答しない (ACK=1) 時、セットされます。ス
レーブがそのアドレス ( ジェネラルコールを含む ) を
認識したり、正しくそのデータを受信すると応答を送
ります。
ary DS30264A-J-page 149
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図 図 図 図 15151515-28282828:::: ママママスタスタスタスタ送送送送信の信の信の信のフフフフローローローローチチチチャーャーャーャート ト ト ト                     
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図 図 図 図 15151515-29292929:::: IIII2222CCCC ママママススススタモタモタモタモーーーードのドのドのドのタタタタイミイミイミイミンンンンググググ (((( 送送送送信信信信、、、、7777 ままままたたたたはははは 10b10b10b10biiiitttt アアアアドレドレドレドレスススス )  )  )  )                      
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15151515....2222....10101010 IIII2222C C C C ママママススススタタタタモモモモーーーードドドドのののの受受受受信信信信

マスタモードの受信は受信イネーブルビット
RCEN(SSPCON2<3>) をプログラミングすることによ
りイネーブルされます。       

ボーレートジェネレータがカウントを開始し、各
ロールオーバーでSCLピンの状態が変化し (ハイから
ロー / ローからハイ )、データが SSPSR にシフトイン
されます。8 番目のクロックの立ち下がりエッジの後、
受信イネーブルフラグは自動的にクリアされ、SSPSR
の内容が SSPBUF にロードされ、BF フラグや SSPIF
がセットされ、ボーレートジェネレータが SCL をロー
に保持すると、カウントすることを延期します。SSP
は IDLE 状態で、次のコマンドを待っています。バッ
ファが CPU によって読み込まれると、BF フラグが自
動的にクリアされます。その時、応答シーケンスイネー
ブルビット ACKEN(SSPCON2<4>) をセットすること
により、受信の最後に応答ビットを送ることができま
す。

注注注注意意意意 :::: RCRCRCRCEEEE ビビビビッッッットトトトががががセセセセッッッットトトトさささされれれれるるるる前前前前やややや、、、、RRRRCCCCEEEENNNN ビビビビッッッットトトトをををを
無無無無視視視視すすすするるるるととととききききはははは、、、、SSSSSSSSPPPP モモモモジジジジュュュューーーールルルルはははは IIIIDDDDLLLLEEEE モモモモーーーードドドド
ででででななななけけけけれれれればばばばいいいいけけけけまままませせせせんんんん。 。 。 。 
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15.2.10.1 BF ステータスフラグ

受信動作では、アドレスまたはデータバイトが
SSPSR から SSPBUF にロードされると、BF がセット
されます。SSPBUF をリードすると、クリアされます。

15.2.10.2 SSPOVステータスフラグ

受信動作では、8bit が SSPSRに受信されると、SSPOV
がセットされます。BF フラグはすでに前の受信から
セットされています。

15.2.10.3 WCOL ステータスフラグ

受信がすでに進行中 ( すなわち SSPSR がまだデータ
バイトでシフトインしている時 ) に SSPBUF にライト
すると、WCOL がセットされバッファの内容が変化し
ません ( ライトは起こりません )。
ary  1997 Microchip Technology Inc.
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図 図 図 図 15151515-30303030:::: ママママスタスタスタスタ受受受受信の信の信の信のフフフフローローローローチチチチャーャーャーャート ト ト ト                     
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 1997 Microchip Technology Inc. Preliminary DS30264A-J-page 153
この日本語データシートは参考資料です。最新版の英文データシート
(http://www.microchip.com から入手可能）を参照して下さい。



PIC17C75X
図 図 図 図 15151515-31313131:::: IIII 2222C C C C ママママスタスタスタスタモモモモードードードードののののタタタタイイイイミンミンミンミンググググ (((( 受受受受信、信、信、信、7b7b7b7biiiitttt アドアドアドアドレレレレスススス )   )   )   )                               
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15151515....2222....11111111 応応応応答答答答シシシシーーーーケケケケンンンンススススののののタタタタイイイイミミミミンンンンググググ

応答シーケンスは応答シーケンスイネーブルビット
ACKEN(SSPCON2<4>) をセットすることによりイ
ネーブルされます。このビットがセットされると、SCL
ピンがローに引っ張られ、応答データビットの内容が
SDA ピンに与えられます。応答を発生させたい場合、
ACKDT ビットをクリアする必要があります。そうで
ない場合は、応答のシーケンスを開始する前にACKDT
ビットをセットする必要があります。その時ボーレー
トジェネレータは1つのロールオーバー周期(TBRG)の
ためのカウントをし、SCL ピンはアサートされません
( ハイに引っ張られる )。SCL ピンがハイにサンプリン
グされると ( クロックアービトレーション )、ボーレー
トジェネレータは TBRG のためのカウントをします。
SCL ピンが 1 つの TBRG に対してローに引っ張られま
す。これに続いて、ACKEN ビットは自動的にクリア
され、ボーレートジェネレータはオフになり、SSP モ
ジュールは IDLEモードになります ( 図 15-32)。
 1997 Microchip Technology Inc. Prelimin
この日本語データシートは参考資料で
(http://www.microchip.com から入
15.2.11.1 WCOL ステータスフラグ

応答のシーケンスが進行中に SSPBUF にライトする
と、WCOL がセットされバッファの内容が変化しませ
ん ( ライトは起こりません )。
図 図 図 図 15151515-32323232:::: 応応応応答シ答シ答シ答シーーーーケンケンケンケンススススのタのタのタのタイイイイミンミンミンミング グ グ グ                                 

SDA

SCL

Set SSPIF at the end

Acknowledge sequence starts here
Write to SSPCON2 ACKEN automatically cleared

Cleared in

TBRG TBRG

of receive

ACK

8

ACKEN = 1, ACKDT = 0

D0

9

SSPIF

software

Set SSPIF at the end
of acknowledge sequence

Cleared in
software

注意：TBRG=1 つのボーレートジェネレータ周期
ary DS30264A-J-page 155
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図 図 図 図 15151515-33333333:::: 応応応応答の答の答の答のフフフフローローローローチチチチャーャーャーャート ト ト ト                         

Idle mode

Force SCL = 0

Yes

No SCL = 0?

Drive ACKDT bit

Yes

No BRG
rollover?

(SSPCON2<5>)
onto SDA pin,

Load BRG with 
SSPADD<6:0>,

start count.

Force SCL = 1

Yes

No SCL = 1?

No
ACKDT = 0?

Load BRG with 

No

BRG
rollover?

SSPADD <6:0>,
start count.

No

SDA = 1?

Bus collision detected,
Set BCLIF, 

Yes

Force SCL = 0,

(Clock Arbitration)

Clear ACKEN

No

SCL = 0? Reset BRG Clear ACKEN

Set ACKEN

Release SCL,

Yes

Yes

Yes
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15151515....2222....12121212 スススストトトトッッッッププププ条条条条件件件件ののののタタタタイイイイミミミミンンンンググググ

ストップビットはストップシーケンスイネーブル
ビット PEN(SSPCON2<2>) をセットすることにより受
信 / 送信の最後に SDAピンでアサートされます。受信
/ 送信の最後に、9番目のクロックの立ち下がりエッジ
の後 SCL ラインがローに保持されます。PENビットが
セットされると、マスタは SDA ラインをローにしま
す。SDA ラインがローにサンプリングされると、ボー
レートジェネレータが再ロードされ、0 までカウント
ダウンします。ボーレートジェネレータがタイムアウ
トすると、そして SCL ピンが 1TBRG 後 ( ボーレート
ジェネレータロールオーバーカウント ) ハイに持ち上
げられ、SDAピンはアサートされません。SCL がハイ
の間に SDAピンがハイにサンプリングされると、PEN
ビットは自動的にクリアされ、Pビット (SSPSTAT<4>)
が、SSPIF フラグをセットするターンの中でセットさ
れます ( 図 15-34)。
 1997 Microchip Technology Inc. Prelimin
この日本語データシートは参考資料で
(http://www.microchip.com から入
CPU がバスを制御しようとする時はいつでも、
SSPSTAT レジスタの S と P のビットをチェックする
ことによりバスがビジーかどうかを最初に確かめま
す。バスがビジーの場合、STOP ビットが検出される
と ( バスがフリー)、CPU に割込む ( 通告する ) ことが
できます。

15.2.12.1 WCOL ステータスフラグ

STOP シーケンスが進行中に SSPBUF をライトする
と、WCOL がセットされバッファの内容が変化しませ
ん ( ライトは起こりません )。
図 図 図 図 15151515-34343434:::: 受受受受信信信信 //// 送送送送信信信信モモモモーーーードのドのドのドのスススストットットットッププププ条件       条件       条件       条件       

SCL

SDA

SDA asserted low before rising edge of clock

Write to SSPCON2
Set PEN

Falling edge of

SCL = 1 for TBRG, followed by SDA = 1 for TBRG

9th clock

SCL brought high after TBRG

TBRG TBRG

after SDA sampled high, PEN bit (SSPCON2<2>) is

TBRG

to setup stop condition.

automatically cleared. P bit (SSPSTAT<4>) is set

ACK

P
TBRG

注意：TBRG=1 つのボーレートジェネレータ周期
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図 図 図 図 15151515-35353535:::: SSSSTTTTOOOOPPPP 条条条条件の件の件の件のフフフフローローローローチチチチャーャーャーャート ト ト ト                     

Idle Mode,
SSPEN = 1,

Force SDA = 0
SCL doesn’t change

SDA = 0?

De-assert SCL,
SCL = 1

SCL = 1?
No

Yes

Start BRG

No

Yes

BRG

SDA  going from
0 to 1 while SCL = 1

No

Yes

Sets P bit SSPSTAT<4>,
Set SSPIF,

Release SDA,
Start BRG

Stop Condition done 

SSPCON1<3:0> = 1000

rollover?

NoBRG
rollover?

Yes

P bit Set?
No

Yes

Bus Collision detected,
Set BCLIF,

Clear SPEN

Start BRG

No

Yes

BRG
rollover?

(Clock Arbitration)

PEN = 1
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15151515....2222....13131313 ククククロロロロッッッッククククアアアアーーーービビビビトトトトレレレレーーーーシシシショョョョンンンン

クロックアービトレーションは、受信、送信、再ス
タート / ストップ条件のいずれの間でもマスタが SCL
ピンをアサートしない時に起こります (SCL ピンはハ
イにフロートすることが可能 )。SCL ピンがハイにフ
ロートすることが可能になると、SCL ピンが実際にハ
イにサンプリングするまで、ボーレートジェネレータ
(BRG) はカウントを延期します。SCL ピンがハイにサ
ンプリングされると、ボーレートジェネレータは
SSPADD<6:0> の内容を再ロードし、カウントを開始し
ます。これにより、クロックが外部デバイスによりロー
に保持されるイベントでは、SCL のハイタイムが常に
少なくとも 1BRGロールオーバーカウントにあること
 1997 Microchip Technology Inc. Prelimin
この日本語データシートは参考資料で
(http://www.microchip.com から入
が確実になります。
図 図 図 図 15151515-36363636:::: ママママスタスタスタスタ送送送送信モ信モ信モ信モーーーードでドでドでドでののののクロクロクロクロッッッックアクアクアクアーーーービトビトビトビトレレレレーシーシーシーショョョョンのンのンのンのタタタタイミイミイミイミンンンング      グ      グ      グ      

SCL

SDA

BRG overflow,
Release SCL,
If SCL = 1  Load BRG with
SSPADD<6:0>, and start count BRG overflow occurs,

Release SCL, Slave device holds SCL low.
SCL = 1  BRG starts counting
clock high interval.

SCL line sampled once every machine cycle (Tosc • 4).
Hold off BRG until SCL is sampled high.

TBRG TBRG TBRG

to measure high time interval
ary DS30264A-J-page 159
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15151515....2222....14141414 ママママルルルルチチチチママママススススタタタタ通通通通信信信信、、、、ババババスススス衝衝衝衝突突突突、、、、ババババススススアアアアーーーービビビビトトトト
レレレレーーーーシシシショョョョンンンン

マルチマスタモードのサポートは、バスアービト
レーションにより達成されます。マスタがアドレス /
データのビットを SDA ピンに出力する時、SDA をハ
イにフロートさせることでマスタが SDA に‘1’を出
力し、もう 1 つのマスタが‘0’をアサートすると、
アービトレーションは起こります。SCL ピンがハイの
間は、データを固定させる必要があります。SDAの予
期したデータが‘1’で、SDA ピンにサンプリングさ
れたデータが =‘0’の場合、バス衝突は起こっていま
す。マスタはバス衝突割込みフラグ BCLIF をセット
し、I2CポートをIDLE状態にリセットします(図15-37)。

バス衝突が起こった時に送信が進行中の場合は、送
信は停止し、BFフラグがクリアされ、SDA と SCL ラ
インがアサートされず、SSPBUF をライトすることが
できます。バス衝突割込みサービスルーチンを使う時、
I2Cバスがフリーの場合はSTART条件を示すことによ
り通信を再開することができます。

バス衝突が起こった時に、START、RESTART、STOP、
DS30264A-J-page 160 Prelimin
この日本語データシートは参考資料で
(http://www.microchip.com から入
応答条件が進行中の場合は、この条件は打ち切られ、
SDA と SCL ラインがアサートされず、SSPCON2 レジ
スタのそれぞれの制御ビットがクリアされます。バス
衝突割込みサービスルーチンを使う時、I2C バスがフ
リーの場合は START コンディションを示すことによ
り通信を再開することができます。

マスタは SDA と SCL ピンを監視し続けます。そし
て STOP コンディションが起こると、SSPIF ビットが
セットされます。

SSPBUF へのライトは、バス衝突が起こった時にそ
こでの送信機を止めるにもかかわらず、最初のデータ
ビットでデータの送信を開始します。

マルチマスタモードでは、スタートとストップ条件
の検出で割込みが発生することにより、バスがフリー
の時の決定が可能です。SSPSTAT レジスタの Pビット
がセットされるか、バスがアイドルでSビットとPビッ
トがクリアされる時に、I2C バスを制御することがで
きます。
図 図 図 図 15151515-37373737:::: 送送送送信と信と信と信と応応応応答の答の答の答のババババス衝ス衝ス衝ス衝突突突突のタのタのタのタイイイイミンミンミンミング グ グ グ                         

SDA

SCL

BCLIF

SDA released 

SDA line pulled low
by another source

Sample SDA.  While SCL is high
data doesn’t match what is driven 

Bus collision has occurred.

Set bus collision
interrupt.

by the master.

by master

Data changes
while SCL = 0
ary  1997 Microchip Technology Inc.
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15.2.14.1 スタートコンディション中のバス衝突

START コンディション中、バス衝突が次のような場
合に起こります。

aaaa)))) SSSSTTTTAAAARRRRTTTT ココココンンンンデデデディィィィシシシショョョョンンンンのののの始始始始めめめめにににに、、、、SSSSDDDDAAAA とととと SSSSCCCCLLLL
ががががロロロローーーーににににササササンンンンププププリリリリンンンンググググさささされれれれてててていいいいるるるる (((( 図図図図 11115555----33338888))))。。。。

bbbb)))) SSSSDDDDAAAA ががががロロロローーーーをををを示示示示すすすす前前前前にににに SSSSCCCCLLLL ががががロロロローーーーににににササササンンンンププププリリリリ
ンンンンググググさささされれれれてててていいいいるるるる (((( 図図図図 11115555----33339999))))。。。。

START コンディション中、SDA と SCL ピンは両方
とも監視されています。

次のような場合：  

SSSSDDDDAAAA ピピピピンンンンががががすすすすででででににににロロロローーーーででででああああるるるる。。。。ままままたたたたはははは

SSSSCCCCLLLL ピピピピンンンンががががすすすすででででににににロロロローーーーででででああああるるるる。。。。 

その時は：

SSSSTTTTAAAARRRRTTTT ココココンンンンデデデディィィィシシシショョョョンンンンがががが打打打打ちちちち切切切切らららられれれれるるるる。。。。

そそそそししししてててて、、、、BCBCBCBCLLLLIIIIFFFF フフフフララララググググががががセセセセッッッットトトトさささされれれれるるるる。。。。

そそそそししししてててて、、、、SSSSSSSSPPPP モモモモジジジジュュュューーーールルルルがががが IIIIDDDDLLLLEEEE 状状状状態態態態ににににリリリリセセセセッッッットトトト
さささされれれれるるるる (((( 図図図図 11115555----33338888))))。 。 。 。 

START コンディションは、アサートされていない
SDA と SCL ピンで始まります。SDA ピンがハイにサ
ンプリングされると、ボーレートジェネレータは
SSPADD<6:0> からロードされ、0までカウントダウン
します。SDA がハイの間 SCL ピンがローにサンプリ
ングされると、バス衝突が起こりますが、それはもう
 1997 Microchip Technology Inc. Prelimin
この日本語データシートは参考資料で
(http://www.microchip.com から入
1 つのマスタが START コンディション中にデータ‘1’
を駆動しようとしていると考えられるからです。

SDAピンがこのカウント中にローにサンプリングさ
れると、BRG はリセットされ、SDA ラインが早くア
サートされます ( 図 15-40)。しかし‘1’が SDA ピン
にサンプリングされると、SDA ピンは BRG カウント
の最後にローをアサートします。ボーレートジェネ
レータは再ロードされ、0 までカウントダウンし、こ
の間に SCL ピンが‘0’としてサンプリングされると、
バス衝突は起こりません。BRGカウントの最後に、SCL
ピンはローを示します。

      

注注注注意意意意 :::: ババババスススス衝衝衝衝突突突突がががが SSSSTTTTAAAARRRRTTTT ココココンンンンデデデディィィィシシシショョョョンンンン中中中中のののの要要要要因因因因でででではははは
なななないいいい理理理理由由由由はははは、、、、2222 つつつつののののババババススススママママススススタタタタがががが正正正正確確確確にににに同同同同じじじじ時時時時間間間間
でででで SSSSTTTTAAAARRRRTTTT ココココンンンンデデデディィィィシシシショョョョンンンンををををアアアアササササーーーートトトトすすすするるるるこここことととと
ががががででででききききなななないいいいかかかかららららでででですすすす。。。。そそそそののののたたたためめめめにににに 1111 つつつつののののママママススススタタタタはははは
常常常常にににに他他他他よよよよりりりり前前前前にににに SSSSDDDDAAAA ををををアアアアササササーーーートトトトししししまままますすすす。。。。ここここのののの条条条条
件件件件ででででははははババババスススス衝衝衝衝突突突突はははは起起起起ここここりりりりまままませせせせんんんんがががが、、、、そそそそれれれれはははは 2222 つつつつのののの
ママママススススタタタタはははは SSSSTTTTAAAARRRRTTTT ココココンンンンデデデディィィィシシシショョョョンンンンにににに続続続続くくくく最最最最初初初初のののの
アアアアドドドドレレレレススススををををアアアアーーーービビビビトトトトレレレレイイイイトトトトすすすするるるるここここととととがががが可可可可能能能能ででででなななな
けけけけれれれればばばばななななららららなななないいいいかかかかららららでででですすすす。。。。そそそそししししててててアアアアドドドドレレレレススススがががが同同同同じじじじ
場場場場合合合合、、、、アアアアーーーービビビビトトトトレレレレーーーーシシシショョョョンンンンははははデデデデーーーータタタタ部部部部分分分分ででででああああるるるる
RRRREEEESSSSTTTTAAAARRRRTTTT、、、、ままままたたたたはははは SSSSTTTTOOOOPPPP ココココンンンンデデデディィィィシシシショョョョンンンンにににに続続続続けけけけ
るるるるここここととととがががが必必必必要要要要でででですすすす。。。。
図 図 図 図 15151515-38383838:::: ススススタータータータートトトト条件条件条件条件中中中中のバのバのバのバスススス衝衝衝衝突突突突 ((((SSSSDDDDAAAA ののののみみみみ )       )       )       )       

SDA

SCL

SEN

SDA  sampled low before 

SDA goes low before the SEN bit is set.

S bit and SSPIF set  because

SSP module reset into idle state.
SEN cleared automatically because of bus collision. 

S bit and SSPIF set because

Set SEN, enable start
condition if SDA = 1, SCL=1

SDA = 0, SCL = 1

BCLIF

S

SSPIF

SDA = 0, SCL = 1

SSPIF and BCLIF are
cleared in software.

SSPIF and BCLIF are
cleared in software.

. Set BCLIF,

 Set BCLIF.START condition.
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図 図 図 図 15151515-39393939:::: ススススタータータータートトトト条件条件条件条件中中中中のバのバのバのバスススス衝衝衝衝突突突突 ((((SSSSCCCCLLLL====0000)      )      )      )      

図 図 図 図 15151515-40404040:::: ススススタータータータートトトト条件条件条件条件中中中中のののの SSSSDDDDAAAA バスバスバスバス衝衝衝衝突の突の突の突のたたたためめめめのののの BBBBRRRRGGGG リリリリセセセセッッッット        ト        ト        ト        

SDA

SCL

SEN
Bus collision occurs, Set BCLIF.
SCL = 0 before SDA = 0,

Set SEN, enable start
sequence if SDA = 1, SCL = 1

TBRG TBRG

SDA = 0, SCL = 1

BCLIF

S

SSPIF

Interrupts cleared
in software.

Bus collision occurs, Set BCLIF.
SCL = 0 before BRG time out,

SDA

SCL

SEN

Set S, SSPIF

Set SEN, enable start
sequence if SDA = 1, SCL = 1

Less than TBRG TBRG

SDA = 0, SCL = 1

BCLIF

S

SSPIF

S

Interrupts cleared
in software.Set S, SSPIF

SDA = 0, SCL = 1

SDA goes low early.
Reset BRG and assert SDA
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15.2.14.2 RESTART 条件中のバス衝突

RESTART 条件中、バス衝突が次のような場合に起こ
ります。 

aaaa)))) SSSSCCCCLLLL がががが‘‘‘‘0000’’’’かかかからららら‘‘‘‘1111’’’’ににににななななるるるる時時時時にににに、、、、‘‘‘‘0000’’’’がががが SSSSDDDDAAAA
ににににササササンンンンププププリリリリンンンンググググさささされれれれてててていいいいるるるる。。。。

bbbb)))) SSSSDDDDAAAA ががががロロロローーーーををををアアアアササササーーーートトトトすすすするるるる前前前前にににに SSSSCCCCLLLL ががががロロロローーーーにににに
ななななりりりり、、、、ももももうううう 1111 つつつつののののママママススススタタタタががががデデデデーーーータタタタ‘‘‘‘1111’’’’をををを送送送送信信信信しししし
よよよよううううととととししししてててていいいいるるるるののののをををを示示示示ししししてててていいいいるるるる。。。。

SDA をアサートせず、そのピンがハイにフロートす
るのが可能な時、BRG は SSPADD<6:0> をロードし、
0 までカウントダウンします。その時 SCL ピンはア
サートされず、ハイにサンプリングされると、SDA ピ
ンがサンプリングされます。SDAがローの場合、バス
衝突が起こっています ( つまり、もう 1 つのマスタが
データ‘0’を送信しようとしている )。しかし SDA が
 1997 Microchip Technology Inc. Prelimin
この日本語データシートは参考資料で
(http://www.microchip.com から入
ハイにサンプリングされると、BRGは再ロードされカ
ウントを始めます。BRGがタイムアウトする前に SDA
がハイからローになると、2 つのマスタは正確に同じ
時間でSDAをアサートすことができないのでバス衝突
は起こりません。

しかし BRG がタイムアウトする前で SDA がまだア
サートされる前に SCL がハイからローになると、バス
衝突は起こります。この場合は、もう 1つのマスタが
RESTART 条件中にデータ‘1’を送信しようとしてい
ます。

BRG のタイムアウトの最後に、SCL と SDA の両方
がまだハイの場合、SDA ピンがローで駆動され、BRG
が再ロードされ、カウントを始めます。SCLピンの状
態にかかわらず、カウントの最後には SCL ピンはロー
に駆動され、RESTART コンディションが終了します (
図 15-41)。
図 図 図 図 15151515-41414141:::: RRRREEEESSSSTTTTAAAARRRRTTTT 条条条条件件件件中中中中ののののバスバスバスバス衝衝衝衝突突突突 (((( ケーケーケーケースススス 1111)       )       )       )           

図 図 図 図 15151515-42424242:::: RRRREEEESSSSTTTTAAAARRRRTTTT 条条条条件件件件中中中中ののののバスバスバスバス衝衝衝衝突突突突 (((( ケーケーケーケースススス 2222)      )      )      )      

SDA

SCL

RSEN

BCLIF

S

SSPIF

Sample SDA when SCL goes high.
If SDA = 0, set BCLIF and release SDA and SCL

Cleared in software

SDA

SCL

BCLIF

RSEN

S

SSPIF

Interrupt cleared
in software

SCL goes low before SDA,
Set BCLIF. Release SDA and SCL

TBRG TBRG
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15.2.14.3 STOP 条件中のバス衝突

STOP コンディション中、次のような場合にバス衝突
が起こります。

aaaa)))) SSSSDDDDAAAA ピピピピンンンンががががアアアアササササーーーートトトトさささされれれれずずずず、、、、ハハハハイイイイににににフフフフロロロローーーートトトトすすすす
るるるるののののをををを許許許許可可可可ししししたたたた後後後後でででで、、、、BRBRBRBRGGGG ががががタタタタイイイイムムムムアアアアウウウウトトトトししししたたたた
後後後後にににに SSSSDDDDAAAA ががががロロロローーーーににににササササンンンンププププリリリリンンンンググググさささされれれれるるるる。。。。

bbbb)))) SSSSCCCCLLLL ピピピピンンンンががががアアアアササササーーーートトトトれれれれなななないいいい後後後後でででで、、、、SSSSDDDDAAAA ががががハハハハイイイイにににに
ななななるるるる前前前前にににに SSSSCCCCLLLL ががががロロロローーーーににににササササンンンンププププリリリリンンンンググググさささされれれれるるるる。。。。
DS30264A-J-page 164 Prelimin
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STOP コンディションは SDA がローにアサートされ
ることで始まります。SDAがローにサンプリングされ
る時、SCLピンはフロートすることが可能です。その
ピンがハイにサンプリングされると ( クロックアービ
トレーション )、ボーレートジェネレータは
SSPADD<6:0> をロードし、0までカウントダウンしま
す。BRG のタイムアウト後、SDA がサンプリングさ
れます。SDA がローにサンプリングされると、バス衝
突が起こっています。これは、もう 1つのマスタがデー
タ‘0’を駆動しようとしているためです。SDA がハ
イにフロートする前に、SCL ピンがローにサンプリン
グされると、バス衝突が起こります。これは、もう 1
つのマスタがデータ‘0’を駆動しようとしている別の
ケースです。
図 図 図 図 15151515-43434343:::: SSSSTTTTOOOOPPPP ココココンデンデンデンディィィィショショショションンンン中中中中ののののＭＭＭＭババババスススス衝衝衝衝突突突突 (((( ケケケケーーーースススス 1111)      )      )      )      

図 図 図 図 15151515-44444444::::         SSSSTTTTOOOOPPPP ココココンデンデンデンディィィィショショショションンンン中の中の中の中のババババス衝ス衝ス衝ス衝突突突突 (((( ケーケーケーケースススス 2222)     )     )     )     

SDA

SCL

BCLIF

PEN

P

SSPIF

TBRG TBRG TBRG

SDA asserted low

SDA sampled
low after TBRG,
Set BCLIF

SDA

SCL

BCLIF

PEN

P

SSPIF

Assert SDA SCL goes low before SDA goes high
Set BCLIF
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15151515....3333     IIII2222C C C C ババババススススの接の接の接の接続続続続の注の注の注の注意意意意点点点点

標準モードの I2C バスデバイスでは、図 15-45 の抵
抗器 RPRS の値は次のようなパラメータによります。

････ 電電電電源源源源電電電電圧圧圧圧
････ ババババススススキキキキャャャャパパパパシシシシタタタタンンンンスススス
････ 接接接接続続続続デデデデババババイイイイススススのののの数数数数 (((( 入入入入力力力力電電電電流流流流 ++++ 漏漏漏漏れれれれ電電電電流流流流 ))))

電源電圧は、設定された出力ステージ用に VOL 最大
=0.4V で設定された最小シンク電流 3mA のために、抵
抗器 RPの最小値を制限します。例えば、3mA での VDD
の電源電圧 =5V ± 10% と VOL 最大電圧 =0.4V では、
RP 最小 =(5.5-0.4)/0.003=1.7kΩ です。RPの機能として
の VDD は、図 15-45 に示されます。ローレベルに対し
て 0.1VDD の要求されるノイズマージンは、RS の最大
値を制限します。直列抵抗器はオプションです。
 1997 Microchip Technology Inc. Prelimin
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バスキャパシタンスはワイヤ、接続、ピンのトータ
ルキャパシタンスです。このキャパシタンスは、設定
された立ち上がり時間のために RP の最大値を制限し
ます ( 図 15-45)。

SMPビットはスルーレート制御イネーブルビットで
す。このビットは SSPSTAT レジスタの中にあり、I2C
モード(マスタまたはスレーブ)の時I/Oピンのスルー
レートを制御します。

この制御により、SCL と SDAピンの立ち上がりと立
下がり時間が確実に、400kHz の動作において I2C 仕様
で必要とされる最小の時間に適合します。
図 図 図 図 15151515-45454545::::     IIII2222C C C C ババババススススのデのデのデのデババババイスイスイスイス設設設設定の定の定の定のササササンプンプンプンプル ル ル ル                         

RpRp

VDD  + 10%

SDA

SCL

DEVICE

Cb=10 - 400 pF

RsRs

注意： VDD に関係した入力レベルでの I2C デバイスは、1個の共通の電源ラインを
      持たなければなりません (プルアップ抵抗器もそれに接続するため )。
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NOTES:
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11116666....0000 アナロアナロアナロアナロググググ ---- ディジタル変換器ディジタル変換器ディジタル変換器ディジタル変換器
((((AAAA////DDDD)))) モジュールモジュールモジュールモジュール

アナログ - ディジタル (A/D) 変換器モジュールは、
PIC17C75X デバイスでは 12 個のアナログ入力があり
ます。

A/D は、アナログ入力信号を対応する 10 ビットの
ディジタルに変換することができます。サンプルホー
ルドの出力は変換器への入力であり、それは逐次近似
によって数値を発生します。

アナログの基準電圧 ( 正電源と負電源 ) は、デバイス
の電源電圧 (AVDD、AVss) か RG3/AN0/VREF+ と
RG2/AN1/VREF-ピンの電圧レベルのどちらかをソフト
ウェアで選択可能です。

A/D変換器にはデバイスがSLEEPモードの間に動作
できるという独特の特徴があります。スリープで動作
するには、A/D クロックが A/D の内部 RCオシレータ
から得ている必要があります。
 1997 Microchip Technology Inc. Prelimin
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A/D モジュールには次のような 4 個のレジスタがあ
ります。:

････ AAAA////DDDD 結結結結果果果果ハハハハイイイイレレレレジジジジススススタタタタ ((((AAAADDDDRRRREEEESSSSHHHH))))
････ AAAA////DDDD 結結結結果果果果ロロロローーーーレレレレジジジジススススタタタタ ((((AAAADDDDRRRREEEESSSSLLLL))))
････ AAAA////DDDD 制制制制御御御御レレレレジジジジススススタタタタ 0000((((ADADADADCCCCOOOONNNN0000))))
････ AAAA////DDDD 制制制制御御御御レレレレジジジジススススタタタタ 1111((((ADADADADCCCCOOOONNNN1111))))

図 16-1 に示すように、ADCON0 レジスタは A/D モ
ジュールの動作を制御します。ADCON1 レジスタは図
16-2 に示すように、ポートピンの機能を設定します。
ポートピンはアナログ入力 (RG3と RG2は基準電圧と
なることも可能 )、またはディジタル I/O として設定す
ることもできます。
図 図 図 図 16161616-1111:::: AAAADDDDCCCCOOOONNNN0000 レレレレジジジジススススタタタタ (((( アアアアドレドレドレドレスススス：：：：14h14h14h14h、、、、ババババンンンンクククク 5555)    )    )    )        

R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 U-0 R/W-0 U-0 R/W-0

CHS3 CHS2 CHS1 CHS0 — GO/DONE — ADON R R R R     ==== 読読読読みみみみ込み可能なビット込み可能なビット込み可能なビット込み可能なビット
W W W W ==== 書書書書きききき込み可能なビット込み可能なビット込み可能なビット込み可能なビット
U U U U     ==== 未未未未使使使使用のビット用のビット用のビット用のビット、、、、
         ‘0’としてリ ‘0’としてリ ‘0’としてリ ‘0’としてリーーーードドドド
- - - - n n n n ====     PPPPOOOORRRR リリリリセセセセットでの値ットでの値ットでの値ットでの値

bbbbitititit7777 bbbbitititit0000

bit  7-4: CHS2:CHS0: アナログチャンネル選択ビット
0000  = channel 0, (AN0)   
0001  = channel 1, (AN1)   
0010  = channel 2, (AN2)   
0011  = channel 3, (AN3)   
0100  = channel 4, (AN4)   
0101  = channel 5, (AN5)   
0110  = channel 6, (AN6)   
0111  = channel 7, (AN7)   
1000  = channel 8, (AN8)   
1001  = channel 9, (AN9)   
1010  = channel 10, (AN10)   
1011  = channel 11, (AN11)   
11xx  = 予備、選択しない。

bit 3: Unimplemented: 未使用：‘0’としてリード

bit 2: GO/DONE:AAAA////DDDD 変変変変換換換換スススステテテテーーーータタタタススススビビビビッッッットトトト

ADON = 1 の場合
1 = A/D 変換進行中 ( このビットをセットすると A/D 変換が始動し、A/D 変換が完了すると、このビッ
トは自動的にハードウェアによりクリアされる )。

0 = A/D 変換は進行していない。 

bit 1: Unimplemented: 未使用：‘0’としてリード

bit 0: ADON: A/D オンビット
1 = A/D 変換器モジュールが動作中。
0 = A/D 変換器モジュールがシャットオフされ、動作電流を消費しない。
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図 図 図 図 16161616-2222:::: AAAADCDCDCDCOOOONNNN1111 レレレレジジジジススススタタタタ (((( アアアアドレドレドレドレスススス 15h15h15h15h、バ、バ、バ、バンンンンクククク 5555)      )      )      )          

R/W-0 R/W-0 R/W-0 U-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0 R/W-0

ADCS1 ADCS0 ADFM — PCFG3 PCFG2 PCFG1 PCFG0 R  R  R  R  ==== 読み込み可能な読み込み可能な読み込み可能な読み込み可能なビビビビットットットット
W W W W ==== 書書書書きききき込み可能なビット込み可能なビット込み可能なビット込み可能なビット
U U U U     ==== 未使用のビ未使用のビ未使用のビ未使用のビッッッットトトト、、、、
         ‘0 ‘0 ‘0 ‘0’’’’としてリードとしてリードとしてリードとしてリード
- - - - n n n n = = = = PPPPOOOORRRR リセットでのリセットでのリセットでのリセットでの値値値値

bbbbitititit7777 bbbbitititit0000

bit 7-6: ADCS1:ADCS0:  A/D 変換クロック選択ビット
00  = FOSC/8
01  = FOSC/32
10  = FOSC/64
11  = FRC ( 内部 RCオシレータから出たクロック )

bit 5: ADFM : A/D 結果フォーマット選択
1 = 右揃え。ADRESH の 6 最上位ビットを‘0’としてリード。
0 = 左揃え。ADRESL の 6 最下位ビットを‘0’としてリード。

bit 4: Unimplemented: 未使用：‘0’としてリード

bit 3-1: PCFG3:PCFG1:  A/D ポート設定制御ビット       

bit 0: PCFG0:  A/D 基準電圧選択ビット   
1 = A/D 基準が VREF+ と VREF- ピン。
0 = A/D 基準が AVDD と AVSS。   
注注注注 ::::        このビットをセットする場合、A/D 基準電圧の仕様と合っていることを確認のこと。

        

A = アナログ入力 D = ディジタル I/O

PPPPCCCCFFFFGGGG3333::::PPPPCCCCFFFFGGGG1111 AAAANNNN11111111 AAAANNNN10101010 ANANANAN9999 AAAANNNN8888 AAAANNNN7777 AAAANNNN6666 AAAANNNN5555 AAAANNNN4444 AAAANNNN3333 AAAANNNN2222 AAAANNNN1111 ANANANAN0000
000 A A A AAAA AAAA AAAA AAAA AAAA AAAA AAAA AAAA AAAA
001 A A A AAAA DDDD AAAA AAAA AAAA AAAA AAAA AAAA AAAA
010 A A A AAAA DDDD DDDD AAAA AAAA AAAA AAAA AAAA AAAA
011 A A A AAAA DDDD DDDD DDDD AAAA AAAA AAAA AAAA AAAA
100 A A A AAAA DDDD DDDD DDDD DDDD AAAA AAAA AAAA AAAA
101 D A A AAAA DDDD DDDD DDDD DDDD DDDD AAAA AAAA AAAA
110 D D A AAAA DDDD DDDD DDDD DDDD DDDD DDDD AAAA AAAA
111 D D D DDDD DDDD DDDD DDDD DDDD DDDD DDDD DDDD DDDD
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ADRESH:ADRESL レジスタは、10 ビットの A/D 変
換の結果を含んでいます。A/D 変換が完了すると、結
果はこの A/D 結果レジスタペアにロードされ、
GO/DONEビット (ADCON0<2>) がクリアされ、A/D割
込みフラグビット ADIF がセットされます。A/D モ
ジュールのブロック図を図 16-3 に示します。

A/D モジュールを必要により設定した後、変換が始
まる前に選択したチャンネルを取得する必要がありま
す。アナログ入力チャンネルは、対応する DDR ビッ
トを入力として選択する必要があります。取得時間を
決めるためには、16-1 章を参照してください。この取
得時間が経過した後、A/D 変換を始動することができ
ます。A/D 変換は次のように進めます。:

1111.... AAAA////DDDD モモモモジジジジュュュューーーールルルルのののの設設設設定定定定 ::::
････ アアアアナナナナロロロロググググピピピピンンンン //// 電電電電圧圧圧圧基基基基準準準準 //// デデデディィィィジジジジタタタタルルルル
IIII////OOOO((((AAAADDDDCCCCONONONON1111)))) をををを設設設設定定定定

････ AAAA////DDDD 入入入入力力力力チチチチャャャャンンンンネネネネルルルルをををを選選選選択択択択 ((((ADADADADCCCCOOOONNNN0000))))
････ AAAA////DDDD 変変変変換換換換ククククロロロロッッッッククククをををを選選選選択択択択 ((((AAAADDDDCCCCOOOONNNN0000))))
････ AAAA////DDDD モモモモジジジジュュュューーーールルルルををををオオオオンンンン ((((ADADADADCCCCOOOONNNN0000) ) ) ) 
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この日本語データシートは参考資料で
(http://www.microchip.com から入
2222.... AAAA////DDDD 割割割割込込込込みみみみのののの設設設設定定定定 (((( 必必必必要要要要なななな場場場場合合合合 ))))::::
････ AAAADDDDIIIIFFFF ビビビビッッッットトトトををををククククリリリリアアアア
････ AAAADDDDIIIIEEEE ビビビビッッッットトトトををををセセセセットットットット
････ GGGGLLLLIIIINNNNTTTTDDDD ビビビビッッッットトトトををををククククリリリリア ア ア ア 

3333.... 必必必必要要要要ととととさささされれれれるるるる取取取取得得得得時時時時間間間間をををを待待待待つつつつ。。。。
4444.... 変変変変換換換換をををを始始始始動動動動 ::::

････ GGGGOOOO////DODODODONNNNEEEE ビ ビ ビ ビッッッットトトトををををセセセセッッッットトトト ((((AAAADDDDCCCCONONONON0000))))
5555.... 下下下下記記記記ののののいいいいずずずずれれれれかかかかにににによよよよりりりりAAAA////DDDD変変変変換換換換がががが完完完完了了了了すすすするるるるののののをををを

待待待待つつつつ ::::
････ GGGGOOOO////DODODODONNNNEEEE ビビビビッッッットトトトががががククククリリリリアアアアさささされれれれるるるるたたたためめめめののののポポポポーーーー
リリリリンンンング グ グ グ 

または

････ AAAA////DDDD 割割割割込込込込みみみみをををを待待待待つつつつ
6666.... AAAA////DDDD結結結結果果果果レレレレジジジジススススタタタタペペペペアアアア((((ADADADADRRRREEEESSSSHHHH::::AAAADDDDRRRREEEESSSSLLLL))))をををを読読読読

みみみみ込込込込みみみみ、、、、必必必必要要要要ななななららららビビビビッッッットトトト AAAADDDDIIIIFFFF ををををククククリリリリアアアアすすすするるるる。。。。
7777.... 次次次次のののの変変変変換換換換ののののたたたためめめめにににに、、、、必必必必要要要要ななななららららスススステテテテッッッッププププ 1111 ままままたたたたはははは

2222 にににに戻戻戻戻るるるる。。。。ビビビビッッッットトトトごごごごととととのののの AAAA////DDDD 変変変変換換換換時時時時間間間間はははは TTTTAAAADDDD とととと
ししししてててて定定定定義義義義さささされれれれるるるる。。。。2222TTTTAAAADDDD のののの最最最最少少少少ののののウウウウェェェェイイイイトトトト時時時時間間間間
がががが、、、、次次次次のののの取取取取得得得得がががが始始始始ままままるるるる前前前前にににに要要要要求求求求さささされれれれますますますます。。。。
図 図 図 図 16161616-3333:::: AAAA////DDDD ブブブブロッロッロッロックククク図        図        図        図        
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16161616....1111 AAAA////DDDD 取取取取得リ得リ得リ得リククククエスエスエスエストトトト    
A/D 変換器の設定された精度を満たすためには、
チャージ保持キャパシタ(CHOLD)が入力チャンネル電圧
レベルに完全に充電されなければなりません。図 16-4
にアナログ入力モデルを示します。電源インピーダン
ス (Rs) と内部サンプリングスイッチインピーダンス
(Rss)は直接キャパシタCHOLDを充電するために必要な
時間に影響します。図 16-4 に示すように、サンプリン
グスイッチインピーダンス (Rss) はデバイス電圧 (VDD)
で変わります。電源のインピーダンスはアナログ入力
でのオフセット電圧に影響します(ピンからの漏れ電流
による )。アアアアナナナナロロロロググググのののの電電電電源源源源イイイインンンンピピピピーーーーダダダダンンンンススススはははは最最最最大大大大 10k10k10k10kΩΩΩΩ
ににににししししててててくくくくだだだだささささいいいい。。。。アナログ入力チャンネルを選択した (
変化した ) 後、この取得は変換が始動する前に行われな
ければなりません。

最小の取得時間を計算するためには、方程式 16-1 を
使用します。この方程式は 1/2LSb エラー以内で取得時
間を計算します (A/D に関して 1024 ステップ )。1/2LSb
エラーは、設定された精度を満たすために A/D に許さ
れている最大のエラーです。

式 式 式 式 16161616----1111:::: AAAA////DDDD のののの最最最最小充小充小充小充電電電電時間時間時間時間（（（（CCCC    HHHHOOOOLLLLDDDD))))

VHOLD = (VREF - (VREF/2048)) ･ (1 - e(-Tcap/CHOLD(RIC + RSS + RS)))

given VHOLD = (VREF/2048), for 1/2 LSb resolution 

VREF = VREF+ - VREF- 

or

Tcap = -(200 pF)(1 kΩ + RSS + RS) ln(1/2047)
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例 16-1 は必要とされる最小の取得時間 TACQ の計算
を示しています。この計算は次のような応用システム
の仮定に基づいています。

CHOLD = 200 pF

Rs = 10 kΩ

1/2 LSb error

VDD = 5V → Rss = 7 kΩ

Temp (application system max.) = 50°C

VHOLD = 0 @ t = 0

注 注 注 注 1111:::: 基基基基準準準準電電電電圧圧圧圧 ((((VVVVRRRREEEEFFFF)))) ははははそそそそれれれれ自自自自体体体体のののの出出出出力力力力ををををキキキキャャャャ
ンンンンセセセセルルルルすすすするるるるののののでででで、、、、方方方方程程程程式式式式にににに影影影影響響響響をををを与与与与ええええまままま
せせせせんんんん。。。。

注 注 注 注 2222:::: チチチチャャャャーーーージジジジ保保保保持持持持キキキキャャャャパパパパシシシシタタタタ ((((CCCCHHHHOOOOLLLLDDDD)))) ははははそそそそれれれれ
ぞぞぞぞれれれれのののの変変変変換換換換後後後後放放放放電電電電ししししまままませせせせんんんん。。。。

注 注 注 注 3333:::: アアアアナナナナロロロロググググ電電電電源源源源ののののイイイインンンンピピピピーーーーダダダダンンンンススススはははは最最最最大大大大
10k10k10k10kΩΩΩΩににににししししててててくくくくだだだだささささいいいい。。。。ここここれれれれははははピピピピンンンンかかかかららららのののの
漏漏漏漏れれれれ設設設設定定定定をををを考考考考慮慮慮慮すすすするるるる上上上上でででで重重重重要要要要でででですすすす。。。。

注 注 注 注 4444:::: 変変変変換換換換がががが完完完完了了了了ししししたたたた後後後後、、、、2222....0000TTTTAAAADDDD 遅遅遅遅延延延延時時時時間間間間はははは取取取取
得得得得がががが再再再再びびびび始始始始ままままるるるる前前前前ににににととととららららななななけけけけれれれればばばばななななりりりりまままま
せせせせんんんん。。。。ここここのののの時時時時間間間間中中中中、、、、保保保保持持持持キキキキャャャャパパパパシシシシタタタタはははは選選選選
択択択択さささされれれれたたたた AAAA////DDDD 入入入入力力力力チチチチャャャャンンンンネネネネルルルルにににに接接接接続続続続さささされれれれ
てててていいいいまままませせせせんんんん。。。。
図 図 図 図 16161616-4444:::: アアアアナロナロナロナロググググ入力入力入力入力モモモモデル         デル         デル         デル         
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例 例 例 例 16161616----1111:::: 必必必必要要要要とさとさとさとされれれれる最る最る最る最小小小小取得取得取得取得時時時時間の間の間の間の計計計計算算算算

TACQ =Amplifier Settling Time + 
Holding Capacitor Charging Time + 
Temperature Coefficient   ｠ 

｠   Only required for temperatures ≠ 25°C
TACQ =10 µs + Tcap + [(Temp - 25°C)(0.05 µs/°C)]

TCAP =-CHOLD (RIC + RSS + RS) ln(1/2047) 
-200 pF (1 kΩ + 7 kΩ + 10 kΩ) ln(0.0004885) 
-200 pF (18 kΩ) ln(0.0004885) 
-3.6 µs (-7.6241) 
27.447 µs

TACQ =10 µs + 27.447 µs + [(50°C - 25°C)(0.05 µs/°C)] 
37.447 µs + 1.25 µs 
38.697 µs
 1997 Microchip Technology Inc. Prelimin
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16161616....2222 AAAA////DDDD 変変変変換ク換ク換ク換クロロロロックックックックのののの選択選択選択選択   
ビットごとのA/D変換時間はTADとして定義されて
います。A/D 変換は 10 ビット変換につき最小 12TAD
必要です。A/D 変換クロックソースはソフトウェアで
選択されます。TAD には次のような 4 個のオプション
が使用できます。 

････ 8888TTTTOOOOSSSSCCCC
････ 33332222TTTTOOOOSSSSCCCC
････ 66664444TTTTOOOOSSSSCCCC    
････ 内内内内部 部 部 部 RC RC RC RC オオオオシシシシレレレレーーーータタタタ

正しいA/D 変換のためには、1.6μs の最小の TAD 時
間を確実にするためにA/D変換クロック (TAD) を選択
する必要があります。

表 16-1 と 16-2 に、デバイスの動作中の周波数と選択
されたA/Dクロックソースから求めたTAD時間を示し
ます。これらのタイマは標準の電圧範囲のデバイス用
です。
表 表 表 表 16161616-1111:::: TTTTAAAADDDD    対対対対デデデデバイバイバイバイススススの動の動の動の動作作作作周波周波周波周波数数数数 (((( 標準標準標準標準デデデデバイバイバイバイスススス ((((cccc))))))))                    

表 表 表 表 16161616-2222:::: TTTTAAAADDDD 対 対 対 対デデデデバイバイバイバイススススの動の動の動の動作作作作周波周波周波周波数数数数 (((( 拡張拡張拡張拡張電電電電圧デ圧デ圧デ圧デババババイイイイスススス ((((LLLLCCCC))  ))  ))  ))  

AAAAD D D D ククククロロロロッッッッククククソソソソーーーース ス ス ス ((((TTTTAAAADDDD)))) デデデデババババイイイイススススのののの周周周周波波波波数数数数

OOOOppppeeeerrrraaaatitititioooonnnn AAAADDDDCCCCSSSS1111::::AAAADDDDCCCCSSSS0000 33 33 33 33 MMMMHHHHzzzz 20 20 20 20 MMMMHHHHzzzz 5 5 5 5 MMMMHHHHzzzz 1111....22225 5 5 5 MMMMHHHHzzzz 333333333333....33 k33 k33 k33 kHHHHzzzz

8888TTTTOOOOSSSSCCCC 00 222244442 n2 n2 n2 nssss(2) 444400000 0 0 0 nnnnssss(2) 1111....6 6 6 6 µµµµssss 6666....4 4 4 4 µµµµssss 22224 4 4 4 µµµµssss
33332222TTTTOOOOSSSSCCCC 01 999977770 n0 n0 n0 nssss(2) 1111....6 6 6 6 µµµµssss 6666....4 4 4 4 µµµµssss 22225555....6 6 6 6 µµµµssss(3) 96 96 96 96 µµµµssss(3)

66664444TTTTOOOOSSSSCCCC 10 1111....99994 4 4 4 µµµµssss 3333....2 2 2 2 µµµµssss 11112222....8 8 8 8 µµµµssss(3) 55551111....2 2 2 2 µµµµssss(3) 111199992 2 2 2 µµµµssss(3)

RCRCRCRC 11 2 2 2 2 - - - - 6 6 6 6 µµµµssss(1, 4) 2 2 2 2 - - - - 6 6 6 6 µµµµssss(1, 4) 2 2 2 2 - - - - 6 6 6 6 µµµµssss(1, 4) 2 2 2 2 - - - - 6 6 6 6 µµµµssss(1, 4) 2 2 2 2 - - - - 6 6 6 6 µµµµssss(1)

凡凡凡凡例例例例 :::: 網網網網掛掛掛掛けけけけのののの部部部部分分分分はははは推推推推奨奨奨奨範範範範囲囲囲囲外外外外でででですすすす。。。。
注注注注 1111:::: RRRRCCCC ソソソソーーーーススススににににはははは 4444μμμμssss のののの標標標標準準準準的的的的なななな TTTTAAAADDDD 時時時時間間間間ががががあああありりりりまままますすすす。。。。
                    2222:::: ここここれれれれららららのののの値値値値はははは必必必必要要要要ととととさささされれれれるるるる最最最最小小小小のののの TTTTAAAADDDD 時時時時間間間間にににに違違違違反反反反ししししまままますすすす。。。。
                    3333:::: 変変変変換換換換時時時時間間間間ををををよよよよりりりり速速速速くくくくすすすするるるるたたたためめめめににににはははは、、、、別別別別ののののククククロロロロッッッッククククソソソソーーーーススススをををを選選選選ぶぶぶぶここここととととををををおおおお勧勧勧勧めめめめししししまままますすすす。。。。
                    4444:::: デデデデババババイイイイススススのののの周周周周波波波波数数数数がががが 1111MMMMHHHHzzzz 以以以以上上上上のののの場場場場合合合合、、、、RRRRCCCC のののの AAAA////DDDD 変変変変換換換換ククククロロロロッッッッククククソソソソーーーーススススはははは、、、、ススススリリリリーーーーププププ動動動動作作作作用用用用だだだだけけけけににににおおおお勧勧勧勧めめめめ

ししししまままますすすす。 。 。 。 

AAAAD D D D ククククロロロロッッッッククククソソソソーーーース ス ス ス ((((TTTTAAAADDDD)))) デデデデババババイイイイススススのののの周周周周波波波波数数数数

OOOOppppeeeerrrraaaatitititioooonnnn AAAADDDDCCCCSSSS1111::::AAAADDDDCCCCSSSS0000 8 8 8 8 MMMMHHHHzzzz     4 4 4 4 MMMMHHHHzzzz 2 2 2 2 MMMMHHHHzzzz 1 1 1 1 MMMMHHHHzzzz 333333333333....33 k33 k33 k33 kHHHHzzzz

8888TTTTOOOOSSSSCCCC 00 1111....0 0 0 0 µµµµssss(2) 2222....0 0 0 0 µµµµssss(2) 4 4 4 4 µµµµssss 8 8 8 8 µµµµssss 22224 4 4 4 µµµµssss

33332222TTTTOOOOSSSSCCCC 01 4444....0 0 0 0 µµµµssss 8 8 8 8 µµµµssss 16 16 16 16 µµµµssss 33332 2 2 2 µµµµssss(3) 96 96 96 96 µµµµssss(3)

66664444TTTTOOOOSSSSCCCC 10 8888....0 0 0 0 µµµµssss 11116 6 6 6 µµµµssss 33332 2 2 2 µµµµssss(3) 66664 4 4 4 µµµµssss(3) 111199992 2 2 2 µµµµssss(3)

RCRCRCRC 11 3 3 3 3 - - - - 9 9 9 9 µµµµssss(1, 4) 3 3 3 3 - - - - 9 9 9 9 µµµµssss(1, 4) 3 3 3 3 - - - - 9 9 9 9 µµµµssss(1, 4) 3 3 3 3 - - - - 9 9 9 9 µµµµssss(1) 3 3 3 3 - - - - 9 9 9 9 µµµµssss(1)

凡凡凡凡例例例例 :::: 網網網網掛掛掛掛けけけけのののの部部部部分分分分はははは推推推推奨奨奨奨範範範範囲囲囲囲外外外外でででですすすす。。。。
注注注注 1111:::: RRRRCCCC ソソソソーーーーススススににににはははは 4444μμμμssss のののの標標標標準準準準的的的的なななな TTTTAAAADDDD 時時時時間間間間ががががあああありりりりまままますすすす。。。。
                    2222:::: ここここれれれれららららのののの値値値値はははは必必必必要要要要ととととさささされれれれるるるる最最最最小小小小のののの TTTTAAAADDDD 時時時時間間間間にににに違違違違反反反反ししししまままますすすす。。。。
                    3333:::: 変変変変換換換換時時時時間間間間ををををよよよよりりりり速速速速くくくくすすすするるるるたたたためめめめににににはははは、、、、別別別別ののののククククロロロロッッッッククククソソソソーーーーススススをををを選選選選ぶぶぶぶここここととととををををおおおお勧勧勧勧めめめめししししまままますすすす。。。。
                    4444:::: デデデデババババイイイイススススのののの周周周周波波波波数数数数がががが 1111MMMMHHHHzzzz 以以以以上上上上のののの場場場場合合合合、、、、RRRRCCCC のののの AAAA////DDDD 変変変変換換換換ククククロロロロッッッッククククソソソソーーーーススススはははは、、、、ススススリリリリーーーーププププ動動動動作作作作用用用用だだだだけけけけににににおおおお勧勧勧勧めめめめ

ししししまままますすすす。 。 。 。 
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16161616....3333 アアアアナロナロナロナロググググポーポーポーポートトトトピンピンピンピンのののの設定設定設定設定    
ADCON1 と DDR レジスタは A/D ポートピンの動作
を制御します。アナログ入力として要求されるポート
ピンは、対応する DDRビットをセット ( 入力に )しな
ければなりません。DDRビットがクリア ( 出力に ) さ
れると、ディジタル出力レベル (VOH または VOL) は変
換されます。

A/D動作は CHS2:CHS0 ビットと DDRビットの状態
から独立しています。    

注 注 注 注 1111:::: ポポポポーーーートトトトレレレレジジジジススススタタタタをををを読読読読みみみみ込込込込むむむむ時時時時、、、、アアアアナナナナロロロロググググ
入入入入力力力力チチチチャャャャンンンンネネネネルルルルととととししししてててて設設設設定定定定さささされれれれたたたたピピピピンンンンはははは
どどどどれれれれもももも、、、、ククククリリリリアアアアさささされれれれたたたたももももののののととととししししてててて読読読読みみみみ込込込込
ままままれれれれまままますすすす ((((LLLLoooowwww レレレレベベベベルルルル ))))。。。。デデデディィィィジジジジタタタタルルルル入入入入力力力力
ととととししししてててて設設設設定定定定さささされれれれたたたたピピピピンンンンはははは、、、、アアアアナナナナロロロロググググ入入入入力力力力
をををを変変変変換換換換ししししまままますすすす。。。。デデデディィィィジジジジタタタタルルルルにににに設設設設定定定定さささされれれれたたたた
入入入入力力力力ででででののののアアアアナナナナロロロロググググレレレレベベベベルルルルはははは、、、、変変変変換換換換のののの精精精精度度度度
ににににはははは影影影影響響響響ししししまままませせせせんんんん。。。。

注 注 注 注 2222:::: デデデディィィィジジジジタタタタルルルル入入入入力力力力ととととししししてててて定定定定義義義義さささされれれれたたたたピピピピンンンン
((((ANANANAN11111111::::AAAANNNN0000 ピピピピンンンンをををを含含含含むむむむ )))) ののののアアアアナナナナロロロロググググレレレレベベベベ
ルルルルにににによよよよりりりり、、、、入入入入力力力力ババババッッッッフフフファァァァががががデデデデババババイイイイススススのののの仕仕仕仕
様様様様をををを越越越越ええええたたたた電電電電流流流流をををを消消消消費費費費すすすするるるるここここととととががががあああありりりりまままま
すすすす。。。。
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16161616....4444 AAAA////DDDD 変変変変換換換換   
例 16-2 に、A/D 変換の実行方法を示します。PORTF
と下位の 4 個の PORTG ピンはアナログ入力として設
定されます。アナログ基準 (VREF+ と VREF-) は、デバ
イス電圧 AVDD と AVss です。A/D 割込みはイネーブ
ルされ、A/D 変換クロックは FRC です。その変換は
RG3/AN0 ピン (チャンネル 0) 上で実行されます。        

変換中に GO/DONE ビットをクリアすると現在の変
換を打ち切ります。A/D 結果レジスタペアは部分的に
完了したA/D変換のサンプルではアップデートされま
せん。すなわち ADRESH:ADRESL レジスタは最後に
完了した変換の値を持ち続けます ( または ADRESH:
ADRESL レジスタに書き込まれた最後の値 )。A/D 変
換が打ち切られた後、次の取得が始動する前に 2TAD
ウェイトが必要です。この 2TAD ウェイトの後、選ば
れたチャンネル上の取得は自動的に始動します。

注注注注意意意意 :::: GOGOGOGO////DONDONDONDONEEEE ビット ビット ビット ビットははははAAAA////DDDDをオンすをオンすをオンすをオンするるるる同じ命令で同じ命令で同じ命令で同じ命令で
セットしてはいけまセットしてはいけまセットしてはいけまセットしてはいけませせせせんんんん。。。。
例 例 例 例 16161616----2222:::: AAAA////DDDD 変換      変換      変換      変換      

     MOVLB   5                 ; Bank 5 
     CLRF    ADCON1, F         ; Configure A/D inputs 
     MOVLW   0xC1              ; RC Clock, A/D is on, Channel 0 is selected 
     MOVWF   ADCON0            ; 
     MOVLB   4                 ; Bank 4 
     BCF     PIR2, ADIF        ; Clear A/D interrupt flag bit 
     BSF     PIE2, ADIE        ; Enable A/D interrupts 
     BSF     INTSTA, PEIE      ; Enable peripheral interrupts 
     BCF     CPUSTA, GLINTD    ; Enable all interrupts 
; 
;  Ensure that the required sampling time for the selected input channel has elapsed. 
;  Then the conversion may be started. 
; 
     MOVLB   5                 ; Bank 5 
     BSF     ADCON0, GO        ; Start A/D Conversion 
       :                       ;   The ADIF bit will be set and the GO/DONE bit 
       :                       ;   is cleared upon completion of the A/D Conversion 
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16161616....4444....1111 AAAA////DDDD 結結結結果果果果レレレレジジジジスタスタスタスタ

ADRESH:ADRESL レジスタペアは 10 ビットの A/D
結果が A/D 変換の完了でロードされる位置にありま
す。レジスタペアは 16 ビット幅です。A/D モジュール
は、16 ビット結果レジスタに 10 ビットの結果を左揃
えか右揃えに調整するという融通がききます。A/D
フォーマット選択ビット (ADFM)はこの調整を制御し
ます。図 16-5 に、A/D 結果調整の動作を示します。余
分なビットには‘0’をロードします。A/D 結果がこれ
らのロケーションをオーバーライトしない (A/D が
ディセーブル ) 時は、これらのレジスタは 2 つの汎用
8ビットレジスタとして使用することもできます。
 1997 Microchip Technology Inc. Prelimin
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16161616....5555 ススススリーリーリーリーププププ中中中中のののの AAAA////DDDD 動動動動作作作作   
A/DモジュールはSLEEPモード中に動作することが
できます。これは A/D クロックソースを RC(ADCS1:
ADCS0=11) にセットすることが要求されます。RC ク
ロックソースが選ばれると、A/D モジュールは変換を
始める前に１つ命令サイクルを待ちます。これにより
SLEEP 命令が実行されるのを可能にし、変換からすべ
てのディジタルスイッチングノイズを消します。変換
が完了すると、GO/DONE ビットがクリアされ、その
結果が ADRES レジスタにロードされます。A/D 割込
みがイネーブルされると、デバイスは SLEEP から
ウェークアップします。A/D 割込みがイネーブルされ
ない場合、ADON ビットはセットされたままですが、
A/D モジュールはオフになります。

A/D クロックソースが別のクロックオプション (RC
ではなく ) の時は、ADON ビットはセットされたまま
ですが、SLEEP 命令により現在の変換が打ち切られ、
A/D モジュールがオフになります。

A/D のオフは、A/D モジュールを最も低い電流消費
状態にすることです。    

注注注注意意意意 :::: AAAA////DDDDモモモモジジジジュールュールュールュールががががSSSSLLLLEEEEEEEEPPPPで動作で動作で動作で動作すすすするためにはるためにはるためにはるためには、、、、
AAAA////DDDD ククククロックソースロックソースロックソースロックソースがががが RRRRCCCC((((ADADADADCCCCSSSS1111::::ADADADADCCCCSSSS0000====11111111))))
ににににセセセセッッッットトトトさささされれれれるるるる必必必必要要要要ががががあああありりりります。ます。ます。ます。SSSSLLLLEEEEEEEEPPPP 中中中中にににに
起起起起ここここるるるる変変変変換換換換をををを可可可可能能能能ににににすすすするるるるにににには、は、は、は、SSSSLLLLEEEEEEEEPPPP 命命命命令令令令がががが
GOGOGOGO////DONDONDONDONEEEEビットをセットする命ビットをセットする命ビットをセットする命ビットをセットする命令令令令に続かなけに続かなけに続かなけに続かなけ
ればいけませんればいけませんればいけませんればいけません。。。。
図 図 図 図 16161616-5555:::: AAAA////DDDD 結結結結果調果調果調果調整 整 整 整                     
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16161616....6666 AAAA////DDDD のののの精精精精度度度度 //// エエエエラーラーラーラー    
A/D 変換器に設定された絶対精度は、量子化エラー、
積分エラー、微分エラー、フルスケールエラー、オフ
セットエラー、単純エラーのすべての寄与の合計を含
みます。それは、どのコードでも実際の変化から理想
的な変化に対して最大偏差として設定されています。
A/D変換器の絶対エラーは、VDD=VREF( デバイスの設
定された動作範囲にわたって ) に対して < ± 1LSb で
設定されています。しかし A/D 変換器の精度は、VDD
が VREF から分岐するので下がります。

アナログ入力の与えられた範囲に対して、出力ディ
ジタルコードは同じです。これはディジタルコードへ
のアナログ入力の量子化によります。量子化エラーは
一般に± 1/2LSb で、アナログからディジタルへの変換
過程では本質的です。量子化エラーを減らす唯一の方
法は、A/D 変換器の分解能を増やすことです。

オフセットエラーは、コードの最初の理想的な変化
に対して、コードの最初の実際の変化を測定します。
オフセットエラーは伝達関数全体をシフトします。オ
フセットエラーはシステム外での校正や、アナログ入
力での全体のリーク電流とソースインピダンスの相互
作用によりシステムに導入することも可能です。

ゲインエラーは、すぐ前の実際の変化とオフセット
エラーを調整したすぐ前の理想的な変化の最大偏差を
測定します。このエラーは伝達関数の傾きの変化のよ
うに見えます。ゲインエラーとフルスケールエラーの
差は、フルスケールはオフセットエラーを考慮に入れ
ないということです。ゲインエラーはソフトウェアで
校正できます。

直線性エラーはコード変化の一様性に関連します。
直線性エラーはシステム外で校正することはできませ
ん。積分の非直線性エラーは、各コードのゲインエラー
を調整した理想的なコード変化に対して実際のコード
変化を測定します。

微分の非直線性は、理想的なコード幅に対して実際
の最大コード幅を測定します。この測定は調整されま
せん。

ピンの最大リーク電流は± 1μAです。

デバイス周波数が低いシステムでは、A/D RC クロッ
クの使用を選択した方が良いでしょう。高い周波数で
は、TAD はデバイスオシレータから引き出さなければ
なりません。TAD は最小を妨げることなく、選ばれた
動作に対して≦ 8μs である必要があります。これは、
TAD が Tosc から出ている時、チップ上のクロックの位
相変化からはずれているためです。これは広範囲に
ディジタルスイッチングノイズの影響を減らします。
これは RC からのクロックでは不可能です。ディジタ
ルスイッチングノイズによる精度の損失は、多くのI/O
ピンが動作中に大きくなります。

デバイスがA/D変換の始動後SLEEPモードに入るシ
ステムでは、RC クロックソースの選択が必要です。こ
のモードではSLEEP中のモジュールからのディジタル
ノイズは停止します。この方法により高精度となりま
す。
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16161616....7777 RRRREEEESSSSEEEETTTT のののの影響影響影響影響   
デバイスのリセットにより、すべてのレジスタがリ
セット状態になります。これにより A/D モジュールは
オフになり、どんな変換も打ち切られます。
ADRESH:ADRESL レジスタにある値はパワーオンリ
セットに関しては変更されません。ADRESH:ADRESL
レジスタはパワーオンリセット後の不明のデータを含
みます。

16161616....8888 接接接接続の続の続の続の考考考考察察察察

入力電圧がレール値 (VSS-0.3V または VDD+0.3V) を
越える場合、変換の精度は保証範囲外です。

外部 RC フィルタは時々入力シグナルのアンチ・エ
イリアシングのために付け加えられます。R コンポー
ネントは、信号源インピーダンスが推奨値 10kΩ以下
となるような値を選択することを推奨します。アナロ
グ入力ピン ( ハイインピーダンス ) に接続された外部
のコンポーネント ( キャパシタ、ツェナーダイオード
など ) は、ピンのもとでの漏れ電流が非常に僅かでな
ければいけません。

16161616....9999 伝伝伝伝達関達関達関達関数数数数   
A/D 変換器の伝達関数は、次の通りです。最初の変
化は、アナログ入力電圧 (VAIN) がアナログ VREF /1024
と等しい時に起こります ( 図 16-6)。

図 図 図 図 16161616-6666:::: AAAA////DDDD 伝伝伝伝達関達関達関達関数数数数                    

16161616....10101010 参参参参考文考文考文考文献献献献

A/D 変換器を理解するための参考文献として、“アナ
ログディジタル変換ハンドブック”第三版 (Prentice
Hall 著・ISBN 0-13-2848-0) があります。
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図 図 図 図 16161616-7777:::: AAAA////DDDD 動動動動作の作の作の作のフフフフローローローローチチチチャーャーャーャート ト ト ト                         

表 表 表 表 16161616-3333:::: AAAA////DDDD にににに関連関連関連関連すすすするレるレるレるレジジジジススススタタタタ //// ビビビビット     ット     ット     ット         

アアアアドドドドレレレレスススス 名名名名称称称称 BBBBit it it it 7777 BBBBit it it it 6666 BBBBit it it it 5555 BBBBiiiit t t t 4444 BBBBit it it it 3333 BBBBiiiit t t t 2222 BBBBit it it it 1111 BBBBit it it it 0000 PPPPOOOORRRR,,,,
BBBBOOOORRRR ででででのののの値値値値

他他他他ののののリリリリセセセセッッッットトトトでででで
のののの値値値値 (((( 注注注注１１１１））））

06h, unbanked CPUSTA — — STAKAV GLINTD TO PD POR BOR --11 1100 --11 qq11

07h, unbanked INTSTA PEIF T0CKIF T0IF INTF PEIE T0CKIE T0IE INTE 0000 0000 0000 0000

10h, Bank 4 PIR2 SSPIF BCLIF ADIF — CA4IF CA3IF TX2IF RC2IF 000- 0010 000- 0010

11h, Bank 4 PIE2 SSPIE BCLIE ADIE — CA4IE CA3IE TX2IE RC2IE 000- 0000 000- 0000

10101010hhhh, , , , BBBBaaaank 5nk 5nk 5nk 5 DDDDDDDDRRRRFFFF PPPPOOOORRRRTTTTFFFF ののののデデデデーーーータタタタ方方方方向向向向指指指指示示示示レレレレジジジジススススタタタタ 1111 1111 1111 1111

11111111hhhh, , , , BBBBaaaank 5nk 5nk 5nk 5 PPPPOOOORRRRTTTTFFFF RRRRFFFF7777////
AAAANNNN11111111

RRRRFFFF6666////
AAAANNNN10101010

RRRRFFFF5555////
AAAANNNN9999

RRRRFFFF4444////
AAAANNNN8888

RRRRFFFF3333////
AAAANNNN7777

RRRRFFFF2222////
AAAANNNN6666

RRRRFFFF1111////
AAAANNNN5555

RRRRFFFF0000////
AAAANNNN4444

0000 0000 0000 0000

12121212hhhh, , , , BBBBaaaank 5nk 5nk 5nk 5 DDDDDDDDRRRRGGGG PPPPOOOORRRRTTTTGGGG ののののデデデデーーーータタタタ方方方方向向向向指指指指示示示示レレレレジジジジススススタタタタ 1111 1111 1111 1111

13131313hhhh, , , , BBBBaaaank 5nk 5nk 5nk 5 PPPPOOOORRRRTTTTGGGG RRRRGGGG7777////
TTTTXXXX2222////CCCCKKKK2222

RRRRGGGG6666////
RRRRXXXX2222////DDDDTTTT2222

RRRRGGGG5555////
PPPPWWWWMMMM3333

RRRRGGGG4444////
CCCCAAAAPPPP3333

RRRRGGGG3333////
AAAANNNN0000////VVVVRRRREEEEFFFF++++

RRRRGGGG2222////
AAAANNNN1111////VVVVRRRREEEEFFFF----

RRRRGGGG1111////
AAAANNNN2222

RRRRGGGG0000////
AAAANNNN3333

xxxx 0000 uuuu 0000

14141414hhhh, , , , BBBBaaaank 5nk 5nk 5nk 5 AAAADDDDCCCCOOOONNNN0000 CCCCHHHHSSSS3333 CCCCHHHHSSSS2222 CCCCHHHHSSSS1111 CCCCHHHHSSSS0000 ﾑﾑﾑﾑ GGGGOOOO////DDDDOOOONNNNEEEE ﾑﾑﾑﾑ AAAADDDDOOOONNNN 0000 -0-0 0000 -0-0

15151515hhhh, , , , BBBBaaaank 5nk 5nk 5nk 5 AAAADDDDCCCCOOOONNNN1111     AAAADDDDCCCCSSSS1111 AAAADDDDCCCCSSSS0000 AAAADDDDFFFFMMMM ﾑﾑﾑﾑ PPPPCCCCFFFFGGGG3333 PPPPCCCCFFFFGGGG2222 PPPPCCCCFFFFGGGG1111 PPPPCCCCFFFFGGGG0000 000- 0000 000- 0000

16161616hhhh, , , , BBBBaaaank 5nk 5nk 5nk 5 AAAADDDDRRRREEEESSSSLLLL     AAAA/ / / / D D D D 結結結結果 果 果 果 ロロロローーーーレレレレジジジジススススタタタタ xxxx xxxx uuuu uuuu

17171717hhhh, , , , BBBBaaaank 5nk 5nk 5nk 5 AAAADDDDRRRREEEESSSSHHHH     AAAA/ / / / D D D D 結結結結果 果 果 果 ハハハハイイイイレレレレジジジジススススタタタタ xxxx xxxx uuuu uuuu

凡凡凡凡例例例例 :::: xxxx==== 不不不不定定定定、、、、uuuu==== 不不不不変変変変、、、、－－－－ ==== 未未未未使使使使用用用用、、、、‘‘‘‘0000’’’’ととととししししててててリリリリーーーードドドド。。。。網網網網掛掛掛掛けけけけのののの部部部部分分分分はははは AAAA////DDDD 変変変変換換換換でででではははは使使使使わわわわれれれれまままませせせせんんんん。。。。
注注注注 1111:::: 他他他他のののの ((((nnnnoooon pon pon pon powwwweeeer-r-r-r-uuuupppp)))) リリリリセセセセッッッットトトトはははは、、、、MMMMCCCCLLLLRRRR をををを通通通通るるるる外外外外部部部部リリリリセセセセッッッットトトトととととウウウウォォォォッッッッチチチチドドドドッッッッググググタタタタイイイイママママリリリリセセセセッッッットトトトをををを含含含含みみみみまままますすすす。。。。
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Power-down A/D

Yes

No

Wait 2TAD

Finish Conversion
GO = 0,
ADIF = 1

SLEEP?
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PIC17C75X
11117777....0000 CCCCPPPPUUUU の特殊機能の特殊機能の特殊機能の特殊機能
マイクロコントローラが他のプロセッサと違うとこ
ろは、リアルタイムアプリケーションを必要とする事
柄を取り扱える特殊回路である点です。PIC17CXXX
ファミリには、システムの信頼性を最大限に高め、外
部部品を無くしてコストを最小限にし、消費電力節減
動作モードを備え、コードを保護するために考えられ
た次のような多くの機能があります。

････ オオオオシシシシレレレレーーーータタタタ選選選選択択択択 ((((4444....0000 章章章章 ))))
････ リリリリセセセセッッッットトトト ((((5555....0000 章章章章 ))))
････ パパパパワワワワーーーーオオオオンンンンリリリリセセセセッッッットトトト ((((PPPPOOOORRRR))))
････ パパパパワワワワーーーーアアアアッッッッププププタタタタイイイイママママ ((((PPPPWWWWRRRRTTTT))))
････ オオオオシシシシレレレレーーーータタタタススススタタタターーーートトトトアアアアッッッッププププタタタタイイイイママママ ((((OOOOSSSSTTTT))))
････ ブブブブララララウウウウンンンンアアアアウウウウトトトトリリリリセセセセッッッットトトト ((((BBBBOOOORRRR))))
････ イイイインンンンタタタターーーーララララププププトトトト ((((6666....0000 章章章章 ))))
････ ウウウウォォォォッッッッチチチチドドドドッッッッググググタタタタイイイイママママ ((((WWWWDDDDTTTT))))
････ SSSSLLLLEEEEEEEEPPPP モモモモーーーードドドド
････ ココココーーーードドドド保保保保護護護護

PIC17CXXXにはEPROMビットによってのみ停止で
きるウォッチドッグタイマがあります。それは信頼性
を上げるために、専用の RC オシレータで動作してい
 1997 Microchip Technology Inc. Prelimin
この日本語データシートは参考資料で
(http://www.microchip.com から入
ます。パワーアップ時に必要な遅延時間を作るために
2 個のタイマがあります。１つはオシレータスタート
アップタイマ (OST) で、クリスタルオシレータが安定
するまでチップを RESET 状態に保つよう考えられて
います。もう１つはパワーアップタイマ (PWRT) で、
パワーアップ時にのみ 96ms( 公称 ) の一定遅延時間を
作り、電源が安定するまでパーツを RESET 状態に保
つよう設計されています。チップに内蔵されたこの 2
個のタイマにより、ほとんどのアプリケーションで外
部リセット回路の必要がありません。

SLEEP モードは非常に少ない電流のパワーダウン
モードを実現できるように設計されています。外部リ
セット、ウォッチドッグタイマのリセット、割込みに
より SLEEP からウェークすることができます。いくつ
かのオシレータのオプションによっても、そのパーツ
をアプリケーションに適応させることができます。RC
オシレータのオプションによりシステムコストを節約
し、LF クリスタルにより電力を節約します。コンフィ
ギュレーションビットはいろいろなオプションを選択
できます。このコンフィギュレーションワードには、
図 17-1 に示すようなフォーマットがあります。
図 図 図 図 17171717-1111:::: ココココンフンフンフンフィィィィギュギュギュギュレレレレーシーシーシーショョョョンワンワンワンワーーーード        ド        ド        ド          
U - x R/P - 1 R/P - 1 U - x U - x U - x U - x U - x U - x HHHHiiiiggggh h h h ((((HHHH) ) ) ) TTTTaaaabbbblllle e e e RRRReeeeaaaad d d d AAAAddddddddrrrr....

— PM2 BODEN — — — — — — FFFFEEEE0000FFFFh h h h - - - - FFFFEEEE08h08h08h08h
bit15 bit 8 bit 7 bit 0

U - x U - x R/P - 1 U - x R/P - 1 R/P - 1 R/P - 1 R/P - 1 R/P - 1 LLLLoooow w w w ((((LLLL) ) ) ) TTTTaaaabbbblllle e e e RRRReeeeaaaad d d d AAAAddddddddrrrr....
— — PM1 — PM0 WDTPS1 WDTPS0 FOSC1 FOSC0 FFFFEEEE00007777h h h h - - - - FFFFEEEE00000000hhhh

bit15 bit 8 bit 7 bit 0

bit 6H BODEN: ブラウンアウト検出イネーブル 
1 = ブラウンアウト検出回路はイネーブル 
0 = ブラウンアウト検出回路はディセーブル 

bits 
7H:6L:4L

PM2, PM1, PM0, プロセッサモード選択ビット 
111 =マイクロプロセッサモード 
110 = マイクロコントローラモード 
101 =  拡張マイクロコントローラモード 
000 =  コード保護マイクロコントローラモード 

bits 2L:3L WDTPS1:WDTPS0, WDT ポストスケーラ選択ビット 
11 = WDT はイネーブル、ポストスケーラ =1
10 = WDT はイネーブル、ポストスケーラ =256
01 = WDT はイネーブル、ポストスケーラ =64 
00 = WDT はディセーブル、16 ビットオーバーフロータイマ 

bits 1L:0L FOSC1:FOSC0, オシレータ選択ビット 
11 = EC オシレータ 
10 = XT オシレータ 
01 = RC オシレータ 
00 = LF オシレータ 

— 予予予予備備備備
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PIC17C75X
17171717....1111 ココココンフンフンフンフィィィィギュギュギュギュレレレレーシーシーシーショョョョンビンビンビンビッッッットトトト

PIC17CXXX には 8 つのコンフィギュレーションロ
ケーションがあります ( 表 17-1)。いろいろなデバイス
の設定を選択するために、これらのロケーションをプ
ログラムした状態 (‘0’としてリード )、またはプロ
グラムしないままの状態 (‘1’としてリード ) にでき
ます。データにかかわらず、コンフィギュレーション
ロケーションへのライトはどれも、そのコンフィギュ
レーションビットをプログラムします。TABLWT 命令
はプログラムメモリロケーションへのライトが必要で
す。コンフィギュレーションビットは TABLRD 命令を
使用することによりリードが可能です。FE00hとFE07h
間のどのコンフィギュレーションロケーションをリー
ドしても、TABLATL レジスタのコンフィギュレー
ションワード ( 図 17-1) の下位バイトを読み込みます。
TABLATLレジスタはFFhにあります。FE08hとFE0Fh
間のコンフィギュレーションロケーションをリードす
ると、TABLATL レジスタのコンフィギュレーション
ワードの上位バイトを読み込みます。TABLATH レジ
スタは FFh にあります。

FE00hからFE0Fhのアドレスは、マイクロコントロー
ラモードとコード保護マイクロコントローラモード用
のプログラムメモリの範囲内のみです。デバイスのプ
ログラマは、どのプロセッサモードでもコンフィギュ
レーションワードのリードが可能です。詳細について
は、プログラミングの仕様をご覧ください。

表 表 表 表 17171717-1111:::: ココココンフンフンフンフィィィィギュギュギュギュレレレレーシーシーシーショョョョンロンロンロンロケケケケーーーー
シシシション      ョン      ョン      ョン      

      

ビビビビッッッットトトト アアアアドドドドレレレレスススス

FFFFOOOOSSSSCCCC0000 FFFFEEEE00000000hhhh
FFFFOOOOSSSSCCCC1111 FFFFEEEE01010101hhhh
WWWWDDDDTTTTPSPSPSPS0000 FFFFEEEE02020202hhhh
WWWWDDDDTTTTPSPSPSPS1111 FFFFEEEE03030303hhhh
PPPPMMMM0000 FFFFEEEE04040404hhhh
PPPPMMMM1111 FFFFEEEE06060606hhhh
BBBBOOOODDDDEEEENNNN FFFFEEEE0000EEEEhhhh
PPPPMMMM2222 FFFFEEEE0000FFFFh h h h 

注注注注意意意意 :::: 必必必必要要要要ななななココココンンンンフフフフィィィィギギギギュュュュレレレレーーーーシシシショョョョンンンンロロロロケケケケーーーーシシシショョョョンンンン
をプログラミングするをプログラミングするをプログラミングするをプログラミングする時時時時はははは、、、、昇順で昇順で昇順で昇順でププププログラムログラムログラムログラム
する必要があります。する必要があります。する必要があります。する必要があります。ススススタートタートタートタートはははは FFFFEEEE00000000hhhh のアのアのアのア
ドレスですドレスですドレスですドレスです。。。。
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17171717....2222 オオオオシレシレシレシレーーーータのタのタのタの設設設設定定定定

17171717....2222....1111  オ オ オ オシシシシレレレレーーーータタタタのののの種種種種類類類類

PIC17CXXXは4種類の異なったオシレータのモード
で動作できます。次の 4種類のモードから１つを選択
するために、2 個のコンフィギュレーションビット
(FOSC1:FOSC0) をプログラミングできます。

････ LLLLFFFF ロロロローーーーパパパパワワワワーーーーククククリリリリススススタタタタルルルル
････ XXXXTTTT ククククリリリリススススタタタタルルルル //// レレレレゾゾゾゾネネネネーーーータタタタ
････ EEEECCCC 外外外外部部部部ククククロロロロッッッックククク入入入入力力力力
････ RCRCRCRC 抵抵抵抵抗抗抗抗 //// 容容容容量量量量

異なったオシレータの種類の情報やそれらの使用方
法については、4.0 章を参照してください。 
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PIC17C75X
17171717....3333 ウウウウォッォッォッォッチチチチドッドッドッドッググググタイタイタイタイママママ ((((WWWWDDDDTTTT))))

ウォッチドッグタイマの機能は、ソフトウェアの機
能不全からリカバーすることです。WDT は、そのク
ロックソース用に内部フリーランニングオンチップ
RC オシレータを使用します。これには外部部品は不
要です。この RC オシレータは、OSC1/CLKIN ピンの
RC オシレータとは別のものです。つまり、OSC1
/CLKIN と OSC2/CLKOUT ピンのクロックが、たとえ
ば SLEEP 命令の実行により停止した場合でも、WDT
は動作します。通常動作中や SLEEP モード中に、WDT
タイムアウトが発生するとデバイスをRESETします。
コンフィギュレーションビット WDTPS1:WDTPS0 を
‘00’としてプログラムすることで、永久的にWDTを
ディセーブルできます (17.1 章参照 )。

通常動作の下では、WDTを標準のインターバルでク
リアする必要があります。この時間は最小のWDTオー
バーフロータイムより少ないです。この時間の枠内で
WDTをクリアしないと、WDTがオーバーフローしデ
バイスをリセットします。

17171717....3333....1111 WWWWDDDDTTTT のののの周周周周期期期期

公称 ( ポストスケーラ =1 の時 ) での WDT のタイム
アウト周期は 12ms です。このタイムアウト周期は温
度、VDD、製品毎の製造プロセスのばらつきで異なり
ます (DC スペック参照 )。もっと長いタイムアウト周
期を必要とする場合は、1:256 までの分周比率のポス
トスケーラを WDT に設定することができます。これ
により､一般的には3.0秒までのタイムアウト周期を実
現できます。

CLRWDT と SLEEP 命令は、WDTとポストスケーラ
(WDT に割り当てられている場合 ) をクリアし、タイ
ムアウトからデバイスの RESET 状態が発生すること
を防止します。　

図 図 図 図 17171717-2222:::: ウウウウォッォッォッォッチチチチドッドッドッドッググググタイタイタイタイママママのブのブのブのブロロロロックックックック図図図図
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WDTのタイムアウトによりCPUSTAレジスタのTO
ビットはクリアされます。

17171717....3333....2222 WWWWDDDDTTTT ととととポポポポスススストトトトススススケケケケーーーーララララののののククククリリリリアアアア

WDT とポストスケーラは次の場合にクリアされま
す。

････ デデデデババババイイイイススススががががリリリリセセセセッッッットトトト状状状状態態態態のののの場場場場合合合合。。。。
････ SSSSLLLLEEEEEEEEPPPP 命命命命令令令令をををを実実実実行行行行ししししたたたた場場場場合合合合。。。。
････ CCCCLLLLRRRRWWWWDDDDTTTT 命命命命令令令令をををを実実実実行行行行ししししたたたた場場場場合合合合。。。。
････ 割割割割込込込込みみみみにににによよよよるるるる SSSSLELELELEEEEEPPPP かかかかららららののののウウウウェェェェーーーーククククアアアアッッッッププププのののの場場場場合合合合。。。。

WDTカウンタ /ポストスケーラはデバイスがリセッ
ト状態になった後、最初のエッジでカウントを始めま
す。

17171717....3333....3333 WWWWDDDDTTTT ププププロロロロググググララララミミミミンンンンググググ上上上上のののの注注注注意意意意

最悪条件 (VDD= 最小、温度 = 最大、最大WDT ポス
トスケーラ ) の下では、WDTのタイムアウトが起こる
まで数秒かかる場合があることを計算にいれる必要が
あります。

WDT とポストスケーラは、パワーオンリセットの
シーケンスの間パワーアップタイマです。

17171717....3333....4444 通通通通常常常常ののののタタタタイイイイママママととととししししててててのののの WWWWDDDDTTTT

WDT が通常のタイマとして選択される場合、クロッ
クソースはデバイスのクロックです。WDT もポスト
スケーラも直接読み込みも書き込みもできません。
オーバーフロータイムは 65536 Tosc サイクルです。
オーバーフローでは、TOビットはクリアされます ( デ
バイスはリセットされません )。CLRWDT 命令は TO
ビットをセットするのに使用することができます。こ
れにより WDT は単純なオーバーフロータイマになる
ことが可能です。この単純なタイマはスリープ時にイ
ンクリメントしません。

        
                

表 表 表 表 17171717-2222:::: ウウウウォッォッォッォッチチチチドッドッドッドッググググタイタイタイタイママママに関に関に関に関連連連連するするするするレレレレジスジスジスジスタタタタ //// ビビビビッッッット   ト   ト   ト      

アアアアドドドドレレレレスススス 名名名名称称称称 BBBBiiiit t t t 7777 BBBBiiiit t t t 6666 BBBBiiiit t t t 5555 BBBBit it it it 4444 BBBBit it it it 3333 BBBBiiiit t t t 2 2 2 2 BBBBiiiit t t t 1111 BBBBit it it it 0000
PPPPOOOORRRR,,,,

BBBBOOOORRRR ででででのののの値値値値

他他他他ののののリリリリセセセセッッッットトトト
ででででのののの値値値値
（（（（注注注注１１１１））））

— Config コンフィギュレーションワードのWDTPSx のロケーションについては図 17-1 参照 ( 注 2) ( 注 2)

06h, Unbanked CPUSTA — — STKAV GLINTD TO PD POR BOR --11 1100 --11 qq11

凡凡凡凡例例例例 :::: －－－－ ==== 未未未未使使使使用用用用、、、、‘‘‘‘0000’’’’ととととししししててててリリリリーーーードドドド、、、、qqqq==== 条条条条件件件件にににによよよよっっっってててて決決決決ままままるるるる値値値値。。。。網網網網掛掛掛掛けけけけのののの部部部部分分分分はははは WWWWDDDDTTTT でででではははは使使使使わわわわれれれれまままませせせせんんんん。。。。
注注注注 1111:::: 他他他他のののの ((((nonononon pn pn pn poooowwwweeeer-r-r-r-uuuupppp)))) リリリリセセセセッッッットトトトはははは、、、、MMMMCCCCLLLLRRRR をををを通通通通るるるる外外外外部部部部リリリリセセセセッッッットトトトととととウウウウォォォォッッッッチチチチドドドドッッッッググググタタタタイイイイママママリリリリセセセセッッッットトトトをををを含含含含みみみみまままますすすす。。。。
                 2 2 2 2:::: ここここの の の の 値値値値ははははデデデデババババイイイイススススををををププププロロロロググググララララムムムムししししたたたた場場場場合合合合でででで、、、、ププププロロロロググググララララムムムムししししなななないいいい場場場場合合合合ははははすすすすべべべべてててて‘‘‘‘1111’’’’ととととししししててててリリリリーーーードドドドししししまままますすすす。。。。

WDT

WDT Enable

Postscaler

4 - to - 1 MUX WDTPS1:WDTPS0

On-chip RC

WDT Overflow

Oscillator(1)

注1: このオシレータは OSC1 ピン上の外部 RCオシレータとは
別です。
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17171717....4444 パパパパワーワーワーワーダダダダウンウンウンウンモモモモーーーードドドド ((((SSSSLLLLEEEEEEEEPPPP))))

SLEEP 命令を実行すると、パワーダウンモードに入
ります。これはウォッチドッグタイマとポストスケー
ラをクリアします ( イネーブルの場合 )。PD ビットは
クリア、TOビットはセットされます (CPUSTA レジス
タで )。SLEEP モードでは、オシレータのドライバは
オフになります。I/O ポートはその状態を維持します (
ハイ、ローを出力、または高インピーダンス )。

　MCLR/Vpp ピンは論理ハイレベル (VIHMC) にする
必要があります。WDT タイムアウト RESET は、
MCLR/Vpp ピンをローでは駆動しません。

17171717....4444....1111 SSSSLLLLEEEEEEEEPPPP かかかかららららののののウウウウェェェェーーーーククククアアアアッッッッププププ

デバイスは次にあげるイベントによってSLEEPから
ウェークアップできます。

････ PPPPOOOORRRR
････ MMMMCCCCLLLLRRRR////VVVVpppppppp ピピピピンンンンにににに外外外外部部部部リリリリセセセセッッッットトトトをををを入入入入力力力力ししししたたたた時時時時。。。。
････ WWWWDDDDTTTT ののののリリリリセセセセッッッットトトト ((((WWWWDDDDTTTT ががががイイイイネネネネーーーーブブブブルルルル時時時時 ))))
････ BBBBOOOORRRR
････ RRRRAAAA0000////IIIINNNNTTTT ピピピピンンンンかかかかららららのののの入入入入力力力力、、、、RRRRBBBB ポポポポーーーートトトト変変変変化化化化、、、、
TTTT0000CCCCKKKKIIII のののの割割割割込込込込みみみみ、、、、いいいいくくくくつつつつかかかかのののの周周周周辺辺辺辺割割割割込込込込みみみみ。。。。

次にあげる周辺割込みが、デバイスを SLEEP から
ウェークできます。

････ キキキキャャャャププププチチチチャャャャ割割割割込込込込みみみみ
････ UUUUSSSSAAAARRRRTTTT 同同同同期期期期ススススレレレレーーーーブブブブ送送送送信信信信割割割割込込込込みみみみ
････ UUUUSSSSAAAARRRRTTTT 同同同同期期期期ススススレレレレーーーーブブブブ受受受受信信信信割割割割込込込込みみみみ
････ AAAA////DDDD 変変変変換換換換のののの完完完完了了了了
････ SPSPSPSPIIII ススススレレレレーーーーブブブブ送送送送信信信信 //// 受受受受信信信信のののの完完完完了了了了
････ IIII2222CCCC ススススレレレレーーーーブブブブ受受受受信信信信

SLEEP中は内蔵されたQクロックが与えられないの
で、他の周辺機器は割込みを発生できません。

リセットイベントはどれもデバイスのリセットを引
き起こします。割込みイベントはどれもプログラム実
行の継続とみなされます。CPUSTA レジスタの TO と

-
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PD ビットは、デバイスのリセットの原因を決めるの
に使用できます。PD ビットはパワーアップでセット
され、SLEEP を起動するとクリアされます。WDT の
タイムアウトが起こった ( さらにウェークアップが起
こった ) 場合、TOビットはクリアされます。

SLEEP 命令実行中の時、次の命令 (PC+1) がプリ
フェッチされます。割込みによりデバイスをウェーク
アップさせるために、対応する割込みイネーブルビッ
トをセット ( イネーブルに ) する必要があります。
ウェークアップはGLINTDビットの状態とは無関係で
す。GLINTD ビットがセット ( ディセーブル ) されて
いる場合、デバイスは SLEEP 命令後の命令を実行し続
けます。GLINTD ビットがクリア ( イネーブル ) され
ている場合、デバイスは SLEEP 命令後の命令を実行
し、割込みベクタアドレスへ分岐します。SLEEP の後
の命令の実行が影響する場合は、SLEEP 命令の後に
NOP を挿入する必要があります。      

デバイスが SLEEP からウェークする時、ウェーク
アップの要因に関係なく、WDTがクリアされます。

17.4.1.1 ウェークアップの遅延時間

オシレータの種類がXTまたはLFモードで設定され
ている時、オシレータのスタートアップタイマ (OST)
は、ウェークアップで作動します。OST は 1024Tosc の
リセットでデバイスを保持します。これは SLEEP から
の割込み応答時間を考慮に入れて計算する必要があり
ます。 

注注注注意意意意 :::: 全インターラプ全インターラプ全インターラプ全インターラプトトトトがディセーブがディセーブがディセーブがディセーブルルルル ((((GGGGLLLLIIIINNNNTTTTDDDD をををを
セッセッセッセットトトト )))) ででででありながら、割込み要ありながら、割込み要ありながら、割込み要ありながら、割込み要因因因因としとしとしとしてててて 1111 つつつつ
ででででもももも割割割割込込込込みみみみイイイイネネネネーーーーブブブブルルルルビビビビッッッットトトトとととと対対対対応応応応すすすするるるる割割割割込込込込みみみみ
フフフフララララググググビビビビッッッットトトトのののの両両両両方方方方ををををセセセセッッッットトトトさささされれれれてててていいいいるるるる場場場場合合合合、、、、
デバイスはただデバイスはただデバイスはただデバイスはただちちちちににににSSSSLLLLEEEEEEEEPPPPからウからウからウからウェェェェークアップークアップークアップークアップ
します。します。します。します。TTTTOOOO ビットはセビットはセビットはセビットはセッッッットされ、トされ、トされ、トされ、PPPPDDDD ビットはビットはビットはビットは
クリアされますクリアされますクリアされますクリアされます。。。。
図 図 図 図 17171717 3333:::: 割割割割込み込み込み込みにににによよよよるるるる SSSSLLLLEEEEEEEEPPPP からからからからののののウェウェウェウェーーーークアクアクアクアッッッップ      プ      プ      プ      

Q2Q1 Q3 Q4 Q2Q1 Q3 Q4 Q2Q1 Q3 Q4 Q2Q1 Q3 Q4 Q2Q1 Q3 Q4

OSC1

CLKOUT(4)

INT

INTF flag

GLINTD bit

INSTRUCTION FLOW

PC

Instruction
fetched
Instruction
executed

Interrupt Latency (2)

PC PC+1 PC+2 0004h 0005h

Dummy Cycle

Inst (PC) = SLEEP Inst (PC+1)

Inst (PC-1) SLEEP

Tost(2)

Processor
in SLEEP

Inst (PC+2)

Inst (PC+1)

(RA0/INT pin)

注 1: XT または LF オシレータモードと仮定します。
     2: TOST=1024Tosc( 図は実測ではありません )。この遅延時間は、RCosc モードではそこで発生しません。
     3: GLINTD=0 の時、プロセッサがウェークアップ後、割込みルーチンにジャンプします。GLINTD=1 の場合、実行はライン内で継続します。
     4: CLKOUT はこれらの osc モードでは機能しませんが、この図では参考のためにそのタイミングを示します。
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PIC17C75X
17171717....4444....2222 最最最最小小小小消消消消費費費費電電電電流流流流

消費電流を最小にするためには、すべての I/O ピン
は VDD、Vss のどちらかで、外部回路は I/O ピンから
の電流を引き込まないようにしなければなりません。
フロート入力による電流のスイッチングを避けるため
に、ハイインピーダンス入力である I/O ピンを外部で
ハイかローに引っ張る必要があります。T0CKI 入力は
VDD か Vss にあるべきです。PORTB の内蔵されたプ
ルアップからの負担も考慮に入れる必要があり、可能
ならディセーブルにします。
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17171717....5555 ココココードードードードププププロテロテロテロテククククショショショションンンン

プログラムメモリでのコードは、コードプロテクト
モード (PM2:PM0=’000’) のマイクロコントローラを選
択することにより保護が可能です。

このモードでは、内蔵されたプログラムメモリ空間
にある命令はプログラムメモリのリードまたはライト
を継続できます。内部プログラムメモリの範囲外で実
行される命令は、プログラムメモリへのライトもプロ
グラムメモリからのリードも禁止されます。            

コードプロテクトビットをプログラムしない場合、
プログラミングの検証のために、内蔵されたプログラ
ムメモリの内容を読み出すことができます。

注注注注 :::: MMMMiiiiccccrrrroooocccchhhhiiiipppp 社は、窓付きデバイス社は、窓付きデバイス社は、窓付きデバイス社は、窓付きデバイスででででのコードプのコードプのコードプのコードプ
ロテクトは保証いロテクトは保証いロテクトは保証いロテクトは保証いたたたたしませんしませんしませんしません。。。。
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PIC17C75X
17171717....6666 インサーキットシリアルプログラ
ミング 

ハイエンドファミリ (PIC17CXXX) の PIC17C75X グ
ループは、最終アプリケーション回路の場合でもシリ
アルプログラミングを可能にする機能が加わりまし
た。これは簡単で、クロックとデータの 2本のライン
と、電源、グランド、プログラミング電圧の 3本のラ
インで実現できます。これによりプログラミングされ
ていないデバイスでボードを組み立てておき、製品の
出荷直前にマイクロコントローラをプログラミングす
ることができます。またこれにより、最新のファーム
ウエアやプログラムするための特別仕様のファームウ
エアが可能になります。

デバイスは、依頼があれば単独製品や“スペシャル”
の変形製品を作るようシリーズ化されており、コード
のアップデートも可能です。これによりデザインの柔
軟性が増します。　

デバイスをシリアルプログラミングテストモードに
置くためには、2個のピンを VIHH に置く必要がありま
す。これらは TEST ピンとMCLR/Vpp です。イベント
のシーケンスは次のようにしなければなりません。

1111.... TTTTEEEESSSSTTTT ピピピピンンンンをををを VVVVIIIIHHHHHHHH にににに置置置置ききききまままますすすす。 。 。 。 
2222.... MMMMCCCCLLLLRRRR////VVVVpppppppp ピピピピンンンンをををを VVVVIIIIHHHHHHHH にににに置置置置ききききまままますすすす。 。 。 。 

ステップ 1 とステップ 2 の間にセットアップタイム
が必要です。

このシーケンスの後、プログラムカウンタはプログ
ラムメモリアドレス 0xFF60 を示します。このロケー
ションはブートROMにあります。コードはUSART/SCI
を初期化し、それでコマンドを受信できます。このた
めにデバイスをクロックする必要があります。この
モードでのデバイスのクロックソースは、RA1/T0CKI
ピンです。USART/SCI の初期化を可能にするために遅
延した後で、コマンドは受信ができます。これら 3ス
テップのフローを示します。

表 表 表 表 17171717-3333:::: IIIISSSSPPPP イイイインンンンタタタターフーフーフーフェェェェイスイスイスイスピピピピン     ン     ン     ン     

NNNNaaaammmmeeee FFFFununununcccctitititionononon TTTTyyyyppppeeee
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1111.... デデデデババババイイイイススススののののククククロロロロッッッッククククソソソソーーーーススススがががが始始始始ままままりりりりますますますます。。。。
2222.... UUUUSSSSAAAARRRRTTTT////SSSSCCCCIIII をををを設設設設定定定定すすすするるるるたたたためめめめににににブブブブーーーートトトトRRRROOOOMMMMココココーーーー

ドドドド用用用用のののの 88880000 個個個個ののののデデデデババババイイイイススススククククロロロロッッッッククククをををを待待待待ちちちちまままますすすす。。。。
3333.... ココココママママンンンンドドドドをををを送送送送れれれれまままますすすす。。。。

シリアルプログラミングの詳細については、
PIC17C75X の Programming Specification をご参照くだ
さい (お近くのMicrochip technology販売事務所へご連
絡ください )。

図 図 図 図 17171717-4444:::: 標標標標準的準的準的準的ななななインインインインササササーキーキーキーキッッッットシトシトシトシリリリリアアアア
ルルルルプロプロプロプロググググラミラミラミラミンンンングのグのグのグの接接接接続図      続図      続図      続図      
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uuuurrrriiiinnnng g g g PPPPrrrrooooggggrrrraaaammmmmmmmiiiinnnngggg
ssssccccrrrriiiippppttttiiiioooonnnn
rriiiiaaaal l l l DDDDaaaattttaaaa
DDDD
DDDDeeee

RRRRAAAA4444////RRRRXXXX1111////DDDDTTTT1111 DDDDTTTT IIII////OOOO SSSSeeeerr
RRRRAAAA5555////TTTTXXXX1111////CCCCKKKK1111 CCCCKKKK IIII SSSSeeeerrrriiiiaaaal l l l CCCClllloooocccckkkk
RRRRAAAA1111////TTTT0000CCCCKKKKIIII OOOOSSSSCCCCIIII IIII DDDDeeeevvvviiiice ce ce ce CCCClllloooocccck k k k SSSSoooouuuurrrrcececece
TTTTEEEESSSSTTTT TTTTEEEESSSSTTTT IIII TTTTeeeesssst t t t mmmmodododode e e e sssseeeellllecececectititition on on on ccccononononttttrrrrooool il il il inpunpunpunputttt. . . . FFFFoooorrrrce ce ce ce tttto o o o VVVVIIIIHHHHHHHH,,,,
MMMMCCCCLLLLRRRR////VVVVPPPPPPPP MMMMCCCCLLLLRRRR////VVVVPPPPPPPP PPPP MMMMaaaasssstttteeeer r r r CCCClllleeeeaaaar rr rr rr reeeesssseeeet t t t aaaand nd nd nd DDDDeeeevvvviiiicccce e e e PPPPrrrrooooggggrrrraaaammmmmmmmiiiinnnng g g g VVVVooooltltltltaaaaggggeeee
VVVVDDDDDDDD VVVVDDDDDDDD PPPP PPPPoooossssitiitiitiitivvvve e e e ssssuuuupppppppplllly y y y ffffoooor r r r llllooooggggiiiic c c c aaaand nd nd nd IIII////O O O O ppppiiiinnnnssss
VVVVSSSSSSSS    VVVVSSSSSSSS PPPP GGGGrrrrouououounnnnd d d d rrrreeeeffffeeeerrrreeeennnncccce e e e ffffoooor r r r llllogogogogiiiic c c c aaaannnnd d d d IIII////O O O O ppppiiiinnnnssss
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PIC17C75X
18.0 命令セットの概要命令セットの概要命令セットの概要命令セットの概要
PIC17CXXXの命令セットは58の命令から成っていま

す。各命令は 16bit ワードで、OPCODE と、1 個または
2 個以上のオペランドに分かれています。オペコード
は命令の種類を指定し、オペランドは命令の実行方法
を示します。PIC17CXXX の命令セットは次の 3 つに分
類することができます。:

････ ババババイイイイトトトト操操操操作作作作
････ ビビビビッッッットトトト操操操操作作作作
････ リリリリテテテテララララルルルルおおおおよよよよびびびびココココンンンントトトトロロロローーーールルルル操操操操作作作作

これらのフォーマットを図 18-1 に示します。

表 18-1 には、オペコードのフィールドの説明をまと
めました。これらの説明は、表 18-2 や特定の命令での
オペコードを理解するのに役立ちます。

ババババイイイイトトトト操操操操作作作作命命命命令令令令：‘f’をファイルレジスタのデジネー
タ、‘d’をディスティネションのデジネータとして使
います。ファイルレジスタデジネータでは、命令で使
用するファイルレジスタを指定します。

ディスティネションデジネータでは、命令の実行結
果を格納する場所を指定します。‘d’=0 の時、結果は
WREG レジスタに格納されます。‘d’=1 の時、結果は命
令で指定されたファイルレジスタに格納されます。

ビビビビッッッットトトト操操操操作作作作命命命命令令令令：ビットフィールドデジネータ‘b’を
使って、この命令実行により影響を受けるビットの番
号を選択します。また、ファイルレジスタデジネータ
‘f’を使って、そのビットが置かれているファイルレ
ジスタの番号を指定します。

リテラル及びコントロール操作：‘k’を使って、8
ビットまたは13ビットの定数やリテラル値を指定しま
す。

命令セットは非常に直接的で、次のように分類され
ます。:

････ ババババイイイイトトトト対対対対応応応応のののの命命命命令令令令
････ ビビビビッッッットトトト対対対対応応応応のののの命命命命令令令令
････ リリリリテテテテララララルルルル及及及及びびびびココココンンンントトトトロロロローーーールルルル命命命命令令令令

すべての命令は、下記を除いて 1つのシングル命令
サイクルの中で実行されます。:

････ 条条条条件件件件付付付付ききききテテテテスススストトトトのののの結結結結果果果果がががが真真真真ででででああああるるるる場場場場合合合合。。。。
････ 命命命命令令令令をををを実実実実行行行行ししししたたたた結結結結果果果果ととととししししてててて、、、、ププププロロロロググググララララムムムムカカカカウウウウンンンンタタタタ
がががが変変変変化化化化ししししたたたた場場場場合合合合。。。。

････ テテテテーーーーブブブブルルルルリリリリーーーードドドドままままたたたたははははテテテテーーーーブブブブルルルルラララライイイイトトトト命命命命令令令令をををを実実実実行行行行
ししししたたたた場場場場合合合合 (((( ここここのののの場場場場合合合合、、、、そそそそのののの命命命命令令令令のののの実実実実行行行行にににに 2222 命命命命令令令令ササササ
イイイイククククルルルルかかかかかかかかりりりり、、、、2222 番番番番目目目目ののののササササイイイイククククルルルルはははは NNNNOOOOPPPP ととととししししてててて実実実実
行行行行さささされれれれまままますすすす ))))。。。。

1 命令サイクルは 4 つのオシレータ周期から成りま
す。したがって、25MHz のオシレータ周波数では、通
常の命令実行時間は 160μs です。条件付きテストの結
果が真であったり、命令を実行した結果プログラムカ
ウンタが変化する場合は、命令実行時間は320μsです。
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表 表 表 表 18181818- 1111:::: オオオオペコペコペコペコーーーードフドフドフドフィィィィールールールールドドドドの説の説の説の説明 明 明 明                 

フフフフィィィィーーーー
ルルルルドドドド

説説説説明明明明

f レジスタファイルのアドレス (00h ～ FFh))

p ペリフェラルレジスタファイルのアドレス (00h ～
1Fh)

i テーブルポインタ制御ｉ=‘0’(変化せず )
ｉ=‘1’( 命令実行後インクリメント )

t テーブルバイト選択 t=‘0’( 下位バイトで動作 )
t=‘1’( 上位バイトのリテラルフィールドで動
作、定数データ )

WREG ワーキングレジスタ (アキュームレータ )

b 8bit ファイルレジスタ内のビットアドレス

k リテラルフィールド、定数データまたはラベル

x 無効ロケーション (=‘0’または‘1’)
アセンブラはｘ=‘0’を伴うコードを生成。これ
は Microchip 社のあらゆるソフトウエアツールと
の互換性を確保するために推奨されている形式で
す。

d ディスティネション選択
 0= 結果を WREG に格納
 1= 結果をファイルレジスタ fに格納
デフォルトは d=‘1’

u 使用せず、‘0’としてコード化

s ディスティネション選択
 0= 結果をファイルレジスタ fと WREG に格納
 1= 結果をファイルレジスタ fに格納
デフォルトは s=‘1’

label ラベル名

C,DC,
Z,OV

ALU ステータスビット (キャリ、ディジットキャ
リ、ゼロ、オーバーフロー )

GLINTD グローバル割込みディセーブルビット
(CPUSTA<4>)

TBLPTRテーブルポインタ (16bit)

TBLAT テーブルラッチ (16bit) は上位バイト (TBLATH) と
下位バイト (TBLATL) から成る

TBLATL テーブルラッチは下位バイト

TBLATHテーブルラッチは上位バイト

TOS 最上位スタック

PC プログラムカウンタ

BSR バンク選択レジスタ

WDT ウォッチドッグタイマ /カウンタ

TO タイムアウトビット

PD パワーダウンビット

dest ディスティネション (WREG レジスタまたは指定レ
ジスタファイルのロケーション )

[  ] オプション

(  ) 内容

→ 割当て先

< > レジスタビットフィールド

∈ セットを表わす

italics ユーザ定義用語 (フォントはクーリエ )
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表18-2にMPASMアセンブラが認識する命令のリスト
を示します。     

命令の例はすべて、次のフォーマットで 16 進数を表
わします。

0xhh

h は 16 進数を表わします。

2進数を表わすためには、

0000 0100b

b は 2 進数であることを示します。

図 図 図 図 18181818- 1111:::: 命命命命令の令の令の令の一一一一般的般的般的般的ななななフォフォフォフォーーーーマッマッマッマット ト ト ト             

注注注注意 意 意 意 1:1:1:1: 使使使使用用用用ししししなななないいいいオオオオペペペペココココーーーードドドドははははどどどどれれれれもももも予予予予備備備備でででですすすす。。。。
予予予予備備備備ののののオオオオペペペペココココーーーードドドドをををを使使使使用用用用すすすするるるるとととと、、、、予予予予期期期期ししししなななな
いいいい動動動動作作作作ををををすすすするるるるここここととととががががあああありりりりまままますすすす。。。。

Byte-oriented file register operations

15                          9     8    7                              0

d = 0 for destination WREG

OPCODE            d              f (FILE #)

d = 1 for destination f
f = 8-bit file register address

Bit-oriented file register operations

15                        11  10       8   7                       0
OPCODE          b (BIT #)        f (FILE #)

b = 3-bit address
f  = 8-bit file register address

Literal and control  operations

15                              8    7                                 0

OPCODE                              k (literal)

k = 8-bit immediate value

Byte to Byte move operations

15           13  12              8   7                             0

OPCODE       p (FILE #)            f (FILE #)

CALL and GOTO operations

15              13  12                                               0

OPCODE                              k (literal)

k = 13-bit immediate value

p = peripheral register file address
f  = 8-bit file register address
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11118.18.18.18.1 ソソソソーーーースススス //// ディディディディススススティティティティネネネネショショショションンンンとしとしとしとしてててての特の特の特の特
殊殊殊殊機能機能機能機能レレレレジスジスジスジスタタタタ

PIC17C75X の直交の命令セットにより、特殊機能レ
ジスタを含むすべてのファイルレジスタのリードとラ
イトが可能ですが、注意すべきいくつかの状態があり
ます。:

18.18.18.18.1111.1.1.1.1 デデデディィィィスススステテテティィィィネネネネシシシショョョョンンンンととととししししててててのののの ALALALALUUUUSTA STA STA STA 

1 つの命令が ALUSTA にライトすると、Z、C、DC、OV
ビットが命令の結果としてセットまたはクリアされた
り、書き込まれた元のデータビットをオーバーライト
することがあります。例えば CLRF ALUSTA を実行する
と、レジスタALUSTAをクリアしてからレジスタの0000
0100b を残しながら Zビットをセットします。

18.18.18.18.1111.2.2.2.2 ソソソソーーーーススススままままたたたたははははデデデディィィィスススステテテティィィィネネネネシシシショョョョンンンンととととししししててててのののの
PCL PCL PCL PCL 

PCL でのリード、ライト、リード・モディファイ・
ライトは次のような結果になることがあります。:

Read PC: PCH → PCLATH; PCL → dest

Write PCL: PCLATH → PCH;
8-bit destination value →
PCL

Read-Modify-Write:PCL→ ALU operand
PCLATH → PCH;
8-bit result →  PCL

PCH=プログラムカウンタの上位バイト(アドレス可
能のレジスタではない )、PCLATH= プログラムカウンタ
のハイ保持ラッチ、dest= ディスティネション、WREG、
ｆです。

18.18.18.18.1111.3.3.3.3 ビビビビッッッットトトト操操操操作作作作

すべてのビット操作命令は、最初にレジスタ全体を
リードし、選択されたビット上で動作し、結果を書き
戻すことにより行ないます ( リード・モディファイ・
ライト (R-M-W))。ポートのような特殊機能レジスタで
動作する時は、このことに注意が必要です。    

注注注注意意意意 :::: デデデデババババイイイイススススにににによよよよりりりり操操操操作作作作さささされれれれたたたたスススステテテテーーーータタタタススススビビビビッッッットトトト
はははは (((( 割割割割込込込込みみみみフフフフララララググググビビビビッッッットトトトをををを含含含含むむむむ )、)、)、)、QQQQ1111 ササササイイイイクククク
ルルルルででででセセセセッッッットトトトままままたたたたははははククククリリリリアアアアさささされれれれまままますすすす。。。。そそそそれれれれでででで、、、、
ここここれれれれららららののののビビビビッッッットトトトをををを含含含含むむむむレレレレジジジジススススタタタタででででのののの R-MR-MR-MR-M----WWWW 命命命命
令令令令をををを行行行行ななななううううここここととととにににに問問問問題題題題ははははあああありりりりまままませせせせんんんん。。。。
ary  1997 Microchip Technology Inc.
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11118888.2.2.2.2 ククククロッロッロッロッククククサイサイサイサイククククルのルのルのルの活活活活動動動動

各命令サイクル (Tcy) は、4 つのクロックサイクル
(Q1-Q4) から成ります。クロックサイクルはデバイス
のオシレータサイクル (Tosc) と同じです。クロックサ
イクルは、各命令サイクルのデコード、リード、デー
タ処理、ライトなどにタイミング /デジネーションを
与えます。次の図はクロックサイクルと命令サイクル
の関係を示します。
 1997 Microchip Technology Inc. Prelimin
この日本語データシートは参考資料で
(http://www.microchip.com から入
命令サイクル (Tcy) を作る 4つのクロックサイクル
は次のようにまとめることができます。:

QQQQ1111: : : : 命命命命令令令令デデデデココココーーーードドドドササササイイイイククククルルルルままままたたたたはははは無無無無動動動動作作作作状状状状態態態態。。。。

QQQQ2222: : : : 命命命命令令令令リリリリーーーードドドドササササイイイイククククルルルルままままたたたたはははは無無無無動動動動作作作作状状状状態態態態。。。。

QQQQ3333:::: デデデデーーーータタタタをををを処処処処理理理理。 。 。 。 

QQQQ4444: : : : 命命命命令令令令ラララライイイイトトトトササササイイイイククククルルルルままままたたたたはははは無無無無動動動動作作作作状状状状態態態態。。。。

各命令は、その命令の詳細なクロックサイクル動作
を示します。
図 図 図 図 18181818- 2222:::: ククククロッロッロッロッククククサイサイサイサイククククルのルのルのルの動動動動作   作   作   作                                       

Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4 Q1 Q2 Q3 Q4

Tcy1 Tcy2 Tcy3

Tosc
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表 表 表 表 18181818- 2222:::: PPPPIIIIC17CXC17CXC17CXC17CXXXXXXXXX の命の命の命の命令令令令セッセッセッセット ト ト ト 

ニニニニモモモモニニニニッッッックククク
オオオオペペペペラララランンンンドドドド                 説説説説明明明明 ササササイイイイククククルルルル

16-bit Opcode 影影影影響響響響をををを受受受受けけけけるるるる
スススステテテテーーーータタタタスススス 注注注注意意意意事事事事項項項項

MSb LSb

ババババイイイイトトトト対対対対応応応応ののののフフフファァァァイイイイルルルルレレレレジジジジススススタタタタ命命命命令令令令
ADDWF f,d ADD WREG to f 1 0000 111d ffff ffff OV,C,DC,Z

ADDWFC f,d ADD WREG and Carry bit to f 1 0001 000d ffff ffff OV,C,DC,Z

ANDWF f,d AND WREG with f 1 0000 101d ffff ffff Z

CLRF f,s Clear f, or Clear f and Clear WREG 1 0010 100s ffff ffff None 3

COMF f,d Complement f 1 0001 001d ffff ffff Z

CPFSEQ f Compare f with WREG, skip if f = WREG 1 (2) 0011 0001 ffff ffff None 6,8

CPFSGT f Compare f with WREG, skip if f > WREG 1 (2) 0011 0010 ffff ffff None 2,6,8

CPFSLT f Compare f with WREG, skip if f < WREG 1 (2) 0011 0000 ffff ffff None 2,6,8

DAW f,s Decimal Adjust WREG Register 1 0010 111s ffff ffff C 3

DECF f,d Decrement f 1 0000 011d ffff ffff OV,C,DC,Z

DECFSZ f,d Decrement f, skip if 0 1 (2) 0001 011d ffff ffff None 6,8

DCFSNZ f,d Decrement f, skip if not 0 1 (2) 0010 011d ffff ffff None 6,8

INCF f,d Increment f 1 0001 010d ffff ffff OV,C,DC,Z

INCFSZ f,d Increment f, skip if 0 1 (2) 0001 111d ffff ffff None 6,8

INFSNZ f,d Increment f, skip if not 0 1 (2) 0010 010d ffff ffff None 6,8

IORWF f,d Inclusive OR WREG with f 1 0000 100d ffff ffff Z

MOVFP f,p Move f to p 1 011p pppp ffff ffff None

MOVPF p,f Move p to f 1 010p pppp ffff ffff Z

MOVWF f Move WREG to f 1 0000 0001 ffff ffff None

MULWF f Multiply WREG with f 1 0011 0100 ffff ffff None

NEGW f,s Negate WREG 1 0010 110s ffff ffff OV,C,DC,Z 1,3

NOP — No Operation 1 0000 0000 0000 0000 None

RLCF f,d Rotate left f through Carry 1 0001 101d ffff ffff C

RLNCF f,d Rotate left f (no carry) 1 0010 001d ffff ffff None

RRCF f,d Rotate right f through Carry 1 0001 100d ffff ffff C

RRNCF f,d Rotate right f (no carry) 1 0010 000d ffff ffff None

SETF f,s Set f 1 0010 101s ffff ffff None 3

SUBWF f,d Subtract WREG from f 1 0000 010d ffff ffff OV,C,DC,Z 1

SUBWFB f,d Subtract WREG from f with Borrow 1 0000 001d ffff ffff OV,C,DC,Z 1

SWAPF f,d Swap f 1 0001 110d ffff ffff None

TABLRD t,i,f Table Read 2 (3) 1010 10ti ffff ffff None 7

凡凡凡凡例例例例 :::: オオオオペペペペココココーーーードドドドフフフフィィィィーーーールルルルドドドドのののの説説説説明明明明はははは表表表表 11118888----1111 をををを参参参参照照照照。。。。
        注 注 注 注 1111:::: 2222 のののの補補補補数数数数演演演演算算算算。。。。

2222:::: 符符符符号号号号無無無無しししし演演演演算算算算。。。。
3333:::: ssss====‘‘‘‘1111’’’’のののの場場場場合合合合、、、、フフフファァァァイイイイルルルルののののみみみみがががが影影影影響響響響をををを受受受受けけけけ、、、、ssss=‘=‘=‘=‘0000’’’’のののの場場場場合合合合、、、、WWWWRRRREEEEGGGG レレレレジジジジススススタタタタととととフフフファァァァイイイイルルルルのののの両両両両方方方方がががが影影影影響響響響をををを受受受受
けけけけまままますすすす。。。。ワワワワーーーーキキキキンンンンググググレレレレジジジジススススタタタタ ((((WWWWREREREREGGGG)))) ののののみみみみがががが影影影影響響響響をををを受受受受けけけけるるるるここここととととがががが必必必必要要要要ととととさささされれれれるるるる場場場場合合合合、、、、f=f=f=f=WWWWREREREREGGGG をををを設設設設定定定定すすすするるるる必必必必
要要要要ががががあああありりりりまままますすすす。。。。

4444:::: LLLLCCCCALALALALLLLL のののの間間間間、、、、PCLPCLPCLPCLAAAATTTTHHHH のののの内内内内容容容容はははは PPPPCCCC のののの MSMSMSMSBBBB ににににロロロローーーードドドドさささされれれれ、、、、kkkkkkkkkkkkk k k k kkkkkkkkkkkkkkkk はははは PPPPC(PC(PC(PC(PCCCCLLLL)))) のののの LLLLSSSSBBBB ににににロロロローーーードドドドさささされれれれまままますすすす。。。。
5555:::: テテテテーーーーブブブブルルルルポポポポイイイインンンンタタタタがががが内内内内部部部部のののの EPREPREPREPROOOOMMMM をををを選選選選択択択択すすすするるるる時時時時、、、、EEEEPPPPROROROROMMMM のののの書書書書きききき込込込込みみみみににににはははは複複複複数数数数ササササイイイイククククルルルルのののの命命命命令令令令ににににななななりりりりまままますすすす。。。。
そそそそのののの命命命命令令令令はははは割割割割込込込込みみみみイイイイベベベベンンンントトトトをををを発発発発生生生生ししししてててて終終終終了了了了ししししまままますすすす。。。。外外外外部部部部ののののププププロロロロググググララララムムムムメメメメモモモモリリリリににににラララライイイイトトトトすすすするるるる時時時時はははは、、、、2222 ササササイイイイクククク
ルルルル命命命命令令令令でででですすすす。。。。

6666:::: 条条条条件件件件がががが真真真真のののの時時時時はははは 2222 ササササイイイイククククルルルル命命命命令令令令でででで、、、、そそそそのののの他他他他ははははシシシシンンンンググググルルルルササササイイイイククククルルルル命命命命令令令令でででですすすす。。。。
7777:::: PPPPCCCCLLLL(((( ププププロロロロググググララララムムムムカカカカウウウウンンンンタタタタががががロロロローーーーババババイイイイトトトト )))) へへへへのののの TTTTABABABABLLLLRRRRDDDD のののの場場場場合合合合はははは 3333 ササササイイイイククククルルルルがががが必必必必要要要要でででですすすすがががが、、、、そそそそれれれれ以以以以外外外外はははは 2222 ササササ
イイイイククククルルルル命命命命令令令令でででですすすす。。。。

8888::::““““sssskipkipkipkip””””はははは、、、、現現現現在在在在のののの命命命命令令令令のののの実実実実行行行行中中中中ににににフフフフェェェェッッッッチチチチさささされれれれたたたた命命命命令令令令がががが実実実実行行行行さささされれれれずずずず、、、、代代代代りりりりにににに NNNNOOOOPPPP がががが実実実実行行行行さささされれれれたたたたここここととととをををを意意意意味味味味
ししししまままますすすす。。。。
DS30264A-J-page 186 Preliminary  1997 Microchip Technology Inc.
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TABLWT t,i,f Table Write 2 1010 11ti ffff ffff None 5

TLRD t,f Table Latch Read 1 1010 00tx ffff ffff None

TLWT t,f Table Latch Write 1 1010 01tx ffff ffff None

TSTFSZ f Test f, skip if 0 1 (2) 0011 0011 ffff ffff None 6,8

XORWF f,d Exclusive OR WREG with f 1 0000 110d ffff ffff Z

ビビビビッッッットトトト対対対対応応応応ののののフフフファァァァイイイイルルルルレレレレジジジジススススタタタタ命命命命令令令令

BCF f,b Bit Clear f 1 1000 1bbb ffff ffff None

BSF f,b Bit Set f 1 1000 0bbb ffff ffff None

BTFSC f,b Bit test, skip if clear 1 (2) 1001 1bbb ffff ffff None 6,8

BTFSS f,b Bit test, skip if set 1 (2) 1001 0bbb ffff ffff None 6,8

BTG f,b Bit Toggle f 1 0011 1bbb ffff ffff None

リリリリテテテテララララルルルルおおおおよよよよびびびびココココンンンントトトトロロロローーーールルルル命命命命令令令令

ADDLW k ADD literal to WREG 1 1011 0001 kkkk kkkk OV,C,DC,Z

ANDLW k AND literal with WREG 1 1011 0101 kkkk kkkk Z

CALL k Subroutine Call 2 111k kkkk kkkk kkkk None 7

CLRWDT — Clear Watchdog Timer 1 0000 0000 0000 0100 TO,PD

GOTO k Unconditional Branch 2 110k kkkk kkkk kkkk None 7

IORLW k Inclusive OR literal with WREG 1 1011 0011 kkkk kkkk Z

LCALL k Long Call 2 1011 0111 kkkk kkkk None 4,7

MOVLB k Move literal to low nibble in BSR 1 1011 1000 uuuu kkkk None

MOVLR k Move literal to high nibble in BSR 1 1011 101x kkkk uuuu None

MOVLW k Move literal to WREG 1 1011 0000 kkkk kkkk None

MULLW k Multiply literal with WREG 1 1011 1100 kkkk kkkk None

RETFIE — Return from interrupt (and enable 
interrupts)

2 0000 0000 0000 0101 GLINTD 7

RETLW k Return literal to WREG 2 1011 0110 kkkk kkkk None 7

RETURN — Return from subroutine 2 0000 0000 0000 0010 None 7

SLEEP — Enter SLEEP Mode 1 0000 0000 0000 0011 TO, PD

SUBLW k Subtract WREG from literal 1 1011 0010 kkkk kkkk OV,C,DC,Z

XORLW k Exclusive OR literal with WREG 1 1011 0100 kkkk kkkk Z

表 表 表 表 18181818- 2222:::: PPPPIIIIC17CXC17CXC17CXC17CXXXXXXXXX の命の命の命の命令令令令セッセッセッセット ト ト ト     (((( 続続続続きききき ))))

ニニニニモモモモニニニニッッッックククク
オオオオペペペペラララランンンンドドドド                 説説説説明明明明 ササササイイイイククククルルルル

16-bit Opcode 影影影影響響響響をををを受受受受けけけけるるるる
スススステテテテーーーータタタタスススス 注注注注意意意意事事事事項項項項

MSb LSb

凡凡凡凡例例例例 :::: オオオオペペペペココココーーーードドドドフフフフィィィィーーーールルルルドドドドのののの説説説説明明明明はははは表表表表 11118888----1111 をををを参参参参照照照照。。。。
        注 注 注 注 1111:::: 2222 のののの補補補補数数数数演演演演算算算算。。。。

2222:::: 符符符符号号号号無無無無しししし演演演演算算算算。。。。
3333:::: ssss====‘‘‘‘1111’’’’のののの場場場場合合合合、、、、フフフファァァァイイイイルルルルののののみみみみがががが影影影影響響響響をををを受受受受けけけけ、、、、ssss=‘=‘=‘=‘0000’’’’のののの場場場場合合合合、、、、WWWWRRRREEEEGGGG レレレレジジジジススススタタタタととととフフフファァァァイイイイルルルルのののの両両両両方方方方がががが影影影影響響響響をををを受受受受
けけけけまままますすすす。。。。ワワワワーーーーキキキキンンンンググググレレレレジジジジススススタタタタ ((((WWWWREREREREGGGG)))) ののののみみみみがががが影影影影響響響響をををを受受受受けけけけるるるるここここととととがががが必必必必要要要要ととととさささされれれれるるるる場場場場合合合合、、、、f=f=f=f=WWWWREREREREGGGG をををを設設設設定定定定すすすするるるる必必必必
要要要要ががががあああありりりりまままますすすす。。。。

4444:::: LLLLCCCCALALALALLLLL のののの間間間間、、、、PCLPCLPCLPCLAAAATTTTHHHH のののの内内内内容容容容はははは PPPPCCCC のののの MSMSMSMSBBBB ににににロロロローーーードドドドさささされれれれ、、、、kkkkkkkkkkkkk k k k kkkkkkkkkkkkkkkk はははは PPPPC(PC(PC(PC(PCCCCLLLL)))) のののの LLLLSSSSBBBB ににににロロロローーーードドドドさささされれれれまままますすすす。。。。
5555:::: テテテテーーーーブブブブルルルルポポポポイイイインンンンタタタタがががが内内内内部部部部のののの EPREPREPREPROOOOMMMM をををを選選選選択択択択すすすするるるる時時時時、、、、EEEEPPPPROROROROMMMM のののの書書書書きききき込込込込みみみみににににはははは複複複複数数数数ササササイイイイククククルルルルのののの命命命命令令令令ににににななななりりりりまままますすすす。。。。
そそそそのののの命命命命令令令令はははは割割割割込込込込みみみみイイイイベベベベンンンントトトトをををを発発発発生生生生ししししてててて終終終終了了了了ししししまままますすすす。。。。外外外外部部部部ののののププププロロロロググググララララムムムムメメメメモモモモリリリリににににラララライイイイトトトトすすすするるるる時時時時はははは、、、、2222 ササササイイイイクククク
ルルルル命命命命令令令令でででですすすす。。。。

6666:::: 条条条条件件件件がががが真真真真のののの時時時時はははは 2222 ササササイイイイククククルルルル命命命命令令令令でででで、、、、そそそそのののの他他他他ははははシシシシンンンンググググルルルルササササイイイイククククルルルル命命命命令令令令でででですすすす。。。。
7777:::: PPPPCCCCLLLL(((( ププププロロロロググググララララムムムムカカカカウウウウンンンンタタタタががががロロロローーーーババババイイイイトトトト )))) へへへへのののの TTTTABABABABLLLLRRRRDDDD のののの場場場場合合合合はははは 3333 ササササイイイイククククルルルルがががが必必必必要要要要でででですすすすがががが、、、、そそそそれれれれ以以以以外外外外はははは 2222 ササササ
イイイイククククルルルル命命命命令令令令でででですすすす。。。。

8888::::““““sssskipkipkipkip””””はははは、、、、現現現現在在在在のののの命命命命令令令令のののの実実実実行行行行中中中中ににににフフフフェェェェッッッッチチチチさささされれれれたたたた命命命命令令令令がががが実実実実行行行行さささされれれれずずずず、、、、代代代代りりりりにににに NNNNOOOOPPPP がががが実実実実行行行行さささされれれれたたたたここここととととをををを意意意意味味味味
ししししまままますすすす。。。。
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ADDLW ADD Literal to WREG

Syntax: [ label ]  ADDLW     k

Operands: 0 ≤ k ≤ 255

Operation: (WREG) + k → (WREG)

Status Affected: OV, C, DC, Z

Encoding: 1011 0001 kkkk kkkk

Description: WREG の内容を 8bit のリテラル‘k’に
加え、その結果を WREG に格納します。

Words: 1

Cycles: 1

Q Cycle Activity:
Q1 Q2 Q3 Q4

Decode Read
literal 'k'

Process 
Data

Write to 
WREG

Example: ADDLW 0x15

命令実行前
WREG = 0x10

命令実行後
WREG = 0x25
DS30264A-J-page 188 Prelimin
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ADDWF ADD WREG to f

Syntax: [ label ] ADDWF     f,d

Operands: 0 ≤ f ≤ 255
d ∈ [0,1]

Operation: (WREG) + (f) → (dest)

Status Affected: OV, C, DC, Z

Encoding: 0000 111d ffff ffff

Description: WREG の内容をレジスタ‘f’の内容と加
算し、その結果を‘d’=0 であれば WREG
に、‘d’=1 であれば、レジスタ‘f’に
書き込みます。

Words: 1

Cycles: 1

Q Cycle Activity:
Q1 Q2 Q3 Q4

Decode Read
register 
'f'

Process 
Data

Write to
destination

Example: ADDWF REG, 0

命令実行前
WREG = 0x17
REG = 0xC2

命令実行後
WREG = 0xD9
REG = 0xC2
ary  1997 Microchip Technology Inc.
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ADDWFC ADD WREG and Carry bit to f

Syntax: [ label ] ADDWFC     f,d

Operands: 0 ≤ f ≤ 255
d ∈ [0,1]

Operation: (WREG) + (f) + C → (dest)

Status Affected: OV, C, DC, Z

Encoding: 0001 000d ffff ffff

Description: WREG の内容と、キャリフラグ、レジスタ
‘f’の内容を加算し、その結果を‘d’=0
であれば WREG に、‘d’=1 であれば、デー
タメモリロケーション‘f’に書き込みま
す。

Words: 1

Cycles: 1

Q Cycle Activity:
Q1 Q2 Q3 Q4

Decode Read
register 
'f'

Process 
Data

Write to 
destination

Example: ADDWFC REG 0

命令実行前
Carry bit = 1
REG = 0x02
WREG = 0x4D

命令実行後
Carry bit = 0
REG = 0x02
WREG = 0x50
 1997 Microchip Technology Inc. Prelimin
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ANDLW And Literal with WREG

Syntax: [ label ]  ANDLW     k

Operands: 0 ≤ k ≤ 255

Operation: (WREG) .AND. (k) → (WREG)

Status Affected: Z

Encoding: 1011 0101 kkkk kkkk

Description: WREG の内容と 8bit のリテラル‘k’の
AND を取り、その結果を WREG に書き込
みます。

Words: 1

Cycles: 1

Q Cycle Activity:
Q1 Q2 Q3 Q4

Decode Read 
literal 'k'

Process 
Data

Write to 
WREG

Example: ANDLW 0x5F

命令実行前
WREG = 0xA3

命令実行後
WREG = 0x03
ary DS30264A-J-page 189
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ANDWF AND WREG with f

Syntax: [ label ]  ANDWF     f,d

Operands: 0 ≤ f ≤ 255
d ∈ [0,1]

Operation: (WREG) .AND. (f) → (dest)

Status Affected: Z

Encoding: 0000 101d ffff ffff

Description: WREG の内容とレジスタ‘f’の内容との
AND を取り、その結果を‘d’=0 であれ
ば WREG に、‘d’=1 であれば、レジスタ
‘f’に書き込みます。

Words: 1

Cycles: 1

Q Cycle Activity:
Q1 Q2 Q3 Q4

Decode Read
register 
'f'

Process 
Data

Write to 
destination

Example: ANDWF   REG, 1

命令実行前
 WREG = 0x17
REG = 0xC2

命令実行後
WREG = 0x17
REG = 0x02
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BCF Bit Clear f

Syntax: [ label ]  BCF     f,b

Operands: 0 ≤ f ≤ 255
0 ≤ b ≤ 7

Operation: 0 → (f<b>)

Status Affected: None

Encoding: 1000 1bbb ffff ffff

Description: レジスタ‘f’のビット‘b’の内容を 0
にクリアします。

Words: 1

Cycles: 1

Q Cycle Activity:
Q1 Q2 Q3 Q4

Decode Read
register 
'f'

Process 
Data

Write
register 
'f'

Example: BCF FLAG_REG,  7

命令実行前
FLAG_REG = 0xC7

命令実行後
FLAG_REG = 0x47
ary  1997 Microchip Technology Inc.
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BSF Bit Set f

Syntax: [ label ]  BSF    f,b

Operands: 0 ≤ f ≤ 255
0 ≤ b ≤ 7

Operation: 1 → (f<b>)

Status Affected: None

Encoding: 1000 0bbb ffff ffff

Description: レジスタ‘f’のビット‘b’の内容を 1
にセットします。

Words: 1

Cycles: 1

Q Cycle Activity:
Q1 Q2 Q3 Q4

Decode Read
register 
'f'

Process 
Data

Write
register 
'f'

Example: BSF FLAG_REG, 7

命令実行前
FLAG_REG= 0x0A

命令実行後
FLAG_REG= 0x8A
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BTFSC Bit Test, skip if Clear

Syntax: [ label ]  BTFSC   f,b

Operands: 0 ≤ f ≤ 255
0 ≤ b ≤ 7

Operation: skip if (f<b>) = 0

Status Affected: None

Encoding: 1001 1bbb ffff ffff

Description: レジスタ‘f’のビット‘b’の内容が 0で
あれば、次の命令をスキップします。
ビット‘b’が 0 であれば、すでにフェッ
チされている次の命令が廃棄され、これ
を 2 サイクル命令にするために NOP を実
行します。

Words: 1

Cycles: 1(2)

Q Cycle Activity:
Q1 Q2 Q3 Q4

Decode Read
register 
'f'

Process 
Data

No 
operation

If skip:
Q1 Q2 Q3 Q4

No 
operation

No 
operation

No 
operation

No 
operation

Example: HERE
FALSE
TRUE

BTFSC
:
:

FLAG,1

命令実行前
PC = address (HERE)

命令実行後
If FLAG<1> = 0;

PC = address (TRUE)
If FLAG<1> = 1;

PC = address (FALSE)
ary DS30264A-J-page 191
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BTFSS Bit Test, skip if Set

Syntax: [ label ]  BTFSS  f,b

Operands: 0 ≤ f ≤ 127
0 ≤ b < 7

Operation: skip if (f<b>) = 1

Status Affected: None

Encoding: 1001 0bbb ffff ffff

Description: レジスタ‘f’のビット‘b’の内容が 1
であれば、次の命令をスキップします。
ビット‘b’が 1 であれば、すでにフェッ
チされている次の命令が廃棄され、これ
を 2 サイクル命令にするために NOP を実
行します。

Words: 1

Cycles: 1(2)

Q Cycle Activity:
Q1 Q2 Q3 Q4

Decode Read
register 
'f'

Process 
Data

No 
operation

If skip:
Q1 Q2 Q3 Q4

No 
operation

No 
operation

No 
operation

No 
operation

Example: HERE
FALSE
TRUE

BTFSS
:
:

FLAG,1

命令実行前
PC = address (HERE)

命令実行後
If FLAG<1> = 0;

PC = address (FALSE)
If FLAG<1> = 1;

PC = address (TRUE)
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BTG Bit Toggle f

Syntax: [ label ]  BTG  f,b

Operands: 0 ≤ f ≤ 255
0 ≤ b < 7

Operation: (f<b>) → (f<b>)

Status Affected: None

Encoding: 0011 1bbb ffff ffff

Description: レジスタ‘f’のビット‘b’の内容を反
転します。

Words: 1

Cycles: 1

Q Cycle Activity:
Q1 Q2 Q3 Q4

Decode Read
register 
'f'

Process 
Data

Write
register 
'f'

Example: BTG PORTC, 4

命令実行前 :
PORTC = 0111 0101  [0x75]

命令実行後 :
PORTC = 0110 0101  [0x65]
ary  1997 Microchip Technology Inc.
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CALL Subroutine Call

Syntax: [ label ]   CALL   k

Operands: 0 ≤ k ≤ 4095

Operation: PC+ 1→ TOS, k → PC<12:0>,
k<12:8> → PCLATH<4:0>;
PC<15:13> → PCLATH<7:5>

Status Affected: None

Encoding: 111k kkkk kkkk kkkk

Description: 8K ページ内のサブルーチンコール。ま
ず戻りアドレス (PC+1) をスタックに
セーブします。13bit の値を PC ビット
<12:0> にロードし、それから PC の上位
8 ビットを PCLATH から読み込みます。
CALL は 2 サイクルの命令です。
8K メモリ空間を越えるサブルーチン
コールに関しては LCALL を参照。

Words: 1

Cycles: 2

Q Cycle Activity:
Q1 Q2 Q3 Q4

Decode Read 
literal 
'k'<7:0>, 
Push PC to 
stack

Process 
Data

Write to PC

No 
operation

No 
operation

No 
operation

No 
operation

Example: HERE CALL  THERE

命令実行前
PC = Address(HERE)

命令実行後
PC = Address(THERE)
TOS = Address (HERE + 1)
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CLRF Clear f

Syntax: [label] CLRF    f,s

Operands: 0 ≤ f ≤ 255

Operation: 00h → f, s ∈ [0,1]
00h → dest

Status Affected: None

Encoding: 0010 100s ffff ffff

Description: 設定されたレジスタの内容をクリアし
ます。
S=0：レジスタ‘f’と WREG をクリアし
ます。
S=1：レジスタ‘f’をクリアします。

Words: 1

Cycles: 1

Q Cycle Activity:
Q1 Q2 Q3 Q4

Decode Read
register 
'f'

Process 
Data

Write
register 
'f' and if 
specified 
WREG

Example: CLRF FLAG_REG

命令実行前
FLAG_REG = 0x5A

命令実行後
FLAG_REG = 0x00
ary DS30264A-J-page 193
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CLRWDT Clear Watchdog Timer

Syntax: [ label ]   CLRWDT

Operands: None

Operation: 00h → WDT
0 → WDT postscaler,
1 → TO
1 → PD

Status Affected: TO, PD

Encoding: 0000 0000 0000 0100

Description: CLRWDT 命令によりウォッチドッグタイ
マをリセットし、さらに WDT のプリス
ケーラもリセットします。ステータスレ
ジスタの TO と PD をセットします。

Words: 1

Cycles: 1

Q Cycle Activity:
Q1 Q2 Q3 Q4

Decode No 
operation

Process 
Data

No 
operation

Example: CLRWDT

命令実行前
WDT counter = ?

命令実行後
WDT counter = 0x00
WDT Postscaler = 0
TO = 1
PD = 1
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COMF Complement f

Syntax: [ label ]   COMF    f,d

Operands: 0 ≤ f ≤ 255
d ∈ [0,1]

Operation:  → (dest)

Status Affected: Z

Encoding: 0001 001d ffff ffff

Description: レジスタ‘f’の内容の補数を取り ( 内
容をすべて反転 )、その結果を‘d’=0
であれば WREG に、‘d’=1 であれば、レ
ジスタ‘f’に書き込みます。

Words: 1

Cycles: 1

Q Cycle Activity:
Q1 Q2 Q3 Q4

Decode Read
register 
'f'

Process 
Data

Write to
destination

Example: COMF REG1,0

命令実行前
REG1 = 0x13

命令実行後
REG1 = 0x13
WREG = 0xEC

( f )
ary  1997 Microchip Technology Inc.
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CPFSEQ
Compare f with WREG, 
skip if f = WREG

Syntax: [ label ]   CPFSEQ    f

Operands: 0 ≤ f ≤ 255

Operation: (f) – (WREG), 
skip if (f) = (WREG) 
(unsigned comparison)

Status Affected: None

Encoding: 0011 0001 ffff ffff

Description: 符号無し減算を実行することにより、レ
ジスタ‘f’の内容と WREG の内容を比較
します。
‘f’=WREG の状態であれば、次の命令を
スキップします。この時すでにフェッチ
された命令は廃棄され、これを 2サイク
ル命令にするために NOP を実行します。

Words: 1

Cycles: 1 (2)

Q Cycle Activity:
Q1 Q2 Q3 Q4

Decode Read
register 
'f'

Process 
Data

No 
operation

If skip:
Q1 Q2 Q3 Q4

No 
operation

No 
operation

No 
operation

No 
operation

Example: HERE    CPFSEQ REG
NEQUAL  :
EQUAL   :

命令実行前
PC Address = HERE
WREG = ?
REG = ?

命令実行後
If REG = WREG;

PC = Address (EQUAL)
If REG ≠ WREG;

PC = Address (NEQUAL)
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CPFSGT
Compare f with WREG, 
skip if f > WREG

Syntax: [ label ]   CPFSGT    f

Operands: 0 ≤ f ≤ 255

Operation: (f) − (WREG),
skip if (f) > (WREG) 
(unsigned comparison)

Status Affected: None

Encoding: 0011 0010 ffff ffff

Description: 符号無し減算を実行することにより、レ
ジスタ‘f’の内容と WREG の内容を比較
します。
‘f’の内容が WREG の内容よりも大きけ
れば、次の命令をスキップします。この
時すでにフェッチされた命令は廃棄さ
れ、これを 2サイクル命令にするために
NOP を実行します。

Words: 1

Cycles: 1 (2)

Q Cycle Activity:
Q1 Q2 Q3 Q4

Decode Read
register 
'f'

Process 
Data

No 
operation

If skip:
Q1 Q2 Q3 Q4

No 
operation

No 
operation

No 
operation

No 
operation

Example: HERE      CPFSGT REG
NGREATER  :
GREATER   :

命令実行前
PC = Address (HERE)
WREG = ?

命令実行後
If REG > WREG;

PC = Address (GREATER)
If REG ≤ WREG;

PC  = Address (NGREATER)
ary DS30264A-J-page 195
す。最新版の英文データシート
手可能）を参照して下さい。



PIC17C75X

               

        

CPFSLT
Compare f with WREG, 
skip if f < WREG

Syntax: [ label ]   CPFSLT    f

Operands: 0 ≤ f ≤ 255

Operation: (f) – (WREG),
skip if (f) < (WREG) 
(unsigned comparison)

Status Affected: None

Encoding: 0011 0000 ffff ffff

Description: 符号無し減算を実行することにより、レ
ジスタ‘f’の内容と WREG の内容を比較
します。
‘f’の内容が WREG の内容よりも小さけ
れば同じです。フェッチされた命令は廃
棄され、これを 2サイクル命令にするた
めに NOP を実行します。

Words: 1

Cycles: 1 (2)

Q Cycle Activity:
Q1 Q2 Q3 Q4

Decode Read
register 
'f'

Process 
Data

No 
operation

If skip:
Q1 Q2 Q3 Q4

No 
operation

No 
operation

No 
operation

No 
operation

Example: HERE    CPFSLT REG
NLESS   :
LESS    :

命令実行前
PC = Address (HERE)
W = ?

命令実行後
If REG < WREG;
PC  = Address (LESS)
If REG ≥ WREG;
PC = Address (NLESS)
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DAW Decimal Adjust WREG Register

Syntax: [label]   DAW    f,s

Operands: 0 ≤ f ≤ 255
s ∈ [0,1]

Operation: If [WREG<3:0> >9] .OR. [DC = 1] then
WREG<3:0> + 6 → f<3:0>, s<3:0>;

else 
WREG<3:0> → f<3:0>, s<3:0>;

If [WREG<7:4> >9] .OR. [C = 1] then
WREG<7:4> + 6 → f<7:4>, s<7:4>

else 
WREG<7:4> → f<7:4>, s<7:4>

Status Affected: C

Encoding: 0010 111s ffff ffff

Description: DAW は、加算命令の結果として反映され
たWREGの8bitの値を調整し(BCDフォー
マット )、正しい BCD 結果を作ります。
S=0：結果をレジスタ‘f’と WREG に書
き込みます。
S=1：結果をレジスタ‘f’に書き込みま
す。

Words: 1

Cycles: 1 

Q Cycle Activity:
Q1 Q2 Q3 Q4

Decode Read
register 
'f'

Process 
Data

Write
register 
'f' and 
other 

specified 
register

Example1: DAW   REG1, 0

命令実行前
WREG = 0xA5
REG1 = ??
C = 0
DC = 0

命令実行後
WREG = 0x05
REG1 = 0x05
C = 1
DC = 0

Example 2:

命令実行前
WREG = 0xCE
REG1 = ??
C = 0
DC = 0

命令実行後
WREG = 0x24
REG1 = 0x24
C = 1
DC = 0
ary  1997 Microchip Technology Inc.
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DECF Decrement f

Syntax: [ label ]   DECF  f,d

Operands: 0 ≤ f ≤ 255
d ∈ [0,1]

Operation: (f) – 1 → (dest)

Status Affected: OV, C, DC, Z

Encoding: 0000 011d ffff ffff

Description: レジスタ‘f’の内容をデクリメントし、
その結果を‘d’=0 であれば WREG に、
‘d’=1 であれば、レジスタ‘f’に書き
込みます。

Words: 1

Cycles: 1

Q Cycle Activity:
Q1 Q2 Q3 Q4

Decode Read
register 
'f'

Process 
Data

Write to 
destination

Example: DECF    CNT, 1

命令実行前
CNT = 0x01
Z = 0

命令実行後
CNT = 0x00
Z = 1
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DECFSZ Decrement f, skip if 0

Syntax: [ label ]   DECFSZ   f,d

Operands: 0 ≤ f ≤ 255
d ∈ [0,1]

Operation: (f) – 1 → (dest); 
skip if result = 0

Status Affected: None

Encoding: 0001 011d ffff ffff

Description: レジスタ‘f’の内容をデクリメントし、
その結果を‘d’=0 であれば WREG に、
‘d’=1 であれば、レジスタ‘f’に書き
込みます。
結果が 0 の場合は、次の命令をスキッ
プします。この時すでにフェッチされ
ている次の命令を廃棄し、これを 2 サ
イクル命令にするために NOP を実行し
ます。

Words: 1

Cycles: 1(2)

Q Cycle Activity:
Q1 Q2 Q3 Q4

Decode Read
register 
'f'

Process 
Data

Write to 
destination

If skip:
Q1 Q2 Q3 Q4

No 
operation

No 
operation

No 
operation

No 
operation

Example: HERE      DECFSZ   CNT, 1
          GOTO     LOOP
CONTINUE  

命令実行前
PC = Address (HERE)

命令実行後
CNT = CNT - 1
If CNT = 0;

PC = Address (CONTINUE)
If CNT ≠ 0;

PC = Address (HERE+1)
ary DS30264A-J-page 197
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DCFSNZ Decrement f, skip if not 0

Syntax: [label]   DCFSNZ   f,d

Operands: 0 ≤ f ≤ 255
d ∈ [0,1]

Operation: (f) – 1 → (dest); 
skip if not 0

Status Affected: None

Encoding: 0010 011d ffff ffff

Description: レジスタ‘f’の内容をデクリメントし、
その結果を‘d’=0 であれば WREG に、
‘d’=1 であれば、レジスタ‘f’に書き
込みます。
結果が 0 でない場合は、次の命令をス
キップします。この時すでにフェッチ
されている次の命令を廃棄し、これを 2
サイクル命令にするために NOP を実行
します。

Words: 1

Cycles: 1(2)

Q Cycle Activity:
Q1 Q2 Q3 Q4

Decode Read
register 
'f'

Process 
Data

Write to 
destination

If skip:
Q1 Q2 Q3 Q4

No 
operation

No 
operation

No 
operation

No 
operation

Example: HERE    DCFSNZ  TEMP, 1
ZERO    : 
NZERO   : 

命令実行前
TEMP_VALUE = ?

命令実行後
TEMP_VALUE = TEMP_VALUE - 1,
If TEMP_VALUE = 0;

PC = Address (ZERO)
If TEMP_VALUE ≠ 0;

PC = Address (NZERO)
DS30264A-J-page 198 Prelimin
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GOTO Unconditional Branch

Syntax: [ label ]    GOTO   k

Operands: 0 ≤ k ≤ 8191

Operation: k → PC<12:0>;
k<12:8> → PCLATH<4:0>,
PC<15:13> → PCLATH<7:5>

Status Affected: None

Encoding: 110k kkkk kkkk kkkk

Description: GOTO により、8K のページ内ならどこで
も無条件の分岐が可能です。13bit の値
を PC ビット <12:0> にロードし、次に
PCの上位 8ビットを PCLATH よりロード
します。GOTOは常に2サイクル命令です。

Words: 1

Cycles: 2

Q Cycle Activity:
Q1 Q2 Q3 Q4

Decode Read 
literal 'k'

Process 
Data

Write to PC

No 
operation

No 
operation

No 
operation

No 
operation

Example: GOTO THERE

命令実行後
PC = Address (THERE)
ary  1997 Microchip Technology Inc.
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INCF Increment f

Syntax: [ label ]    INCF   f,d

Operands: 0 ≤ f ≤ 255
d ∈ [0,1]

Operation: (f) + 1 → (dest)

Status Affected: OV, C, DC, Z

Encoding: 0001 010d ffff ffff

Description: レジスタ‘f’の内容をインクリメント
し、その結果を‘d’=0 であれば WREG
に、‘d’=1 であれば、レジスタ‘f’に
書き込みます。

Words: 1

Cycles: 1

Q Cycle Activity:
Q1 Q2 Q3 Q4

Decode Read
register 
'f'

Process 
Data

Write to 
destination

Example: INCF CNT, 1

命令実行前
CNT = 0xFF
Z = 0
C = ?

命令実行後
CNT = 0x00
Z = 1
C = 1
 1997 Microchip Technology Inc. Prelimin
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INCFSZ Increment f, skip if 0

Syntax: [ label ]    INCFSZ   f,d

Operands: 0 ≤ f ≤ 255
d ∈ [0,1]

Operation: (f) + 1 → (dest)
skip if result = 0

Status Affected: None

Encoding: 0001 111d ffff ffff

Description: レジスタ‘f’の内容をインクリメント
し、その結果を‘d’=0 であれば WREG
に、‘d’=1 であれば、レジスタ‘f’に
書き込みます。
結果が 0の場合は、次の命令をスキップ
します。この時すでにフェッチされてい
る次の命令を廃棄し、これを 2サイクル
命令にするために NOP を実行します。

Words: 1

Cycles: 1(2)

Q Cycle Activity:
Q1 Q2 Q3 Q4

Decode Read
register 
'f'

Process 
Data

Write to 
destination

If skip:
Q1 Q2 Q3 Q4

No 
operation

No 
operation

No 
operation

No 
operation

Example: HERE    INCFSZ   CNT, 1
NZERO   : 
ZERO    : 

命令実行前
PC = Address (HERE)

命令実行後
CNT = CNT + 1
If CNT = 0;

PC = Address(ZERO)
If CNT ≠ 0;

PC = Address(NZERO)
ary DS30264A-J-page 199
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INFSNZ Increment f, skip if not 0

Syntax: [label]    INFSNZ   f,d

Operands: 0 ≤ f ≤ 255
d ∈ [0,1]

Operation: (f) + 1 → (dest), 
skip if not 0

Status Affected: None

Encoding: 0010 010d ffff ffff

Description: レジスタ‘f’の内容をインクリメント
し、その結果を‘d’=0 であれば WREG
に、‘d’=1 であれば、レジスタ‘f’に
書き込みます。
結果が 0 でない場合は、次の命令をス
キップします。この時すでにフェッチさ
れている次の命令を廃棄し、これを 2サ
イクル命令にするためにNOPを実行しま
す。

Words: 1

Cycles: 1(2)

Q Cycle Activity:
Q1 Q2 Q3 Q4

Decode Read
register 
'f'

Process 
Data

Write to 
destination

If skip:
Q1 Q2 Q3 Q4

No 
operation

No 
operation

No 
operation

No 
operation

Example: HERE    INFSNZ  REG, 1
ZERO
NZERO

命令実行前
REG = REG

命令実行後
REG = REG + 1
If REG = 1;

PC = Address (ZERO)
If REG = 0;

PC = Address (NZERO)
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IORLW Inclusive OR Literal with WREG

Syntax: [ label ]    IORLW   k

Operands: 0 ≤ k ≤ 255

Operation: (WREG) .OR. (k) → (WREG)

Status Affected: Z

Encoding: 1011 0011 kkkk kkkk

Description: WREG の内容と 8bit のリテラル‘k’の
OR を取り、その結果を WREG に書き込み
ます。

Words: 1

Cycles: 1

Q Cycle Activity:
Q1 Q2 Q3 Q4

Decode Read 
literal 'k'

Process 
Data

Write to 
WREG

Example: IORLW 0x35

命令実行前
WREG = 0x9A

命令実行後
WREG = 0xBF
ary  1997 Microchip Technology Inc.
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手可能）を参照して下さい。
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IORWF Inclusive OR WREG with f

Syntax: [ label ]    IORWF    f,d

Operands: 0 ≤ f ≤ 255
d ∈ [0,1]

Operation: (WREG) .OR. (f) → (dest)

Status Affected: Z

Encoding: 0000 100d ffff ffff

Description: WREG とレジスタ‘f’の OR を取り、そ
の結果を‘d’=0 であれば WREG に、‘d’
=1 であれば、レジスタ‘f’に書き込み
ます。

Words: 1

Cycles: 1

Q Cycle Activity:
Q1 Q2 Q3 Q4

Decode Read
register 
'f'

Process 
Data

Write to 
destination

Example: IORWF  RESULT, 0

命令実行前
RESULT = 0x13
WREG = 0x91

命令実行後
RESULT = 0x13
WREG = 0x93
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LCALL Long Call

Syntax: [ label ]    LCALL    k

Operands: 0 ≤ k ≤ 255

Operation: PC + 1 → TOS;
k → PCL, (PCLATH) → PCH

Status Affected: None

Encoding: 1011 0111 kkkk kkkk

Description: LCALL により、64K のプログラムメモリ
空間内ならどこへでも無条件のサブ
ルーチンコールが可能です。まず戻りア
ドレス (PC+1) をスタックに保存し、次
に16bitのジャンプアドレスをプログラ
ムカウンタにロードします。ジャンプア
ドレスの下位8ビットは命令に指定され
た値が反映され、PC の上位 8 ビットは
PC の上位バイトを保持するメモリであ
る PCLATH からロードされます。

Words: 1

Cycles: 2

Q Cycle Activity:
Q1 Q2 Q3 Q4

Decode Read
literal 'k'

Process 
Data

Write
register 
PCL

No 
operation

No 
operation

No 
operation

No 
operation

Example: MOVLW  HIGH(SUBROUTINE)
MOVPF  WREG, PCLATH
LCALL  LOW(SUBROUTINE)

命令実行前
SUBROUTINE = 16-bit Address
PC = ?

命令実行後
PC = Address (SUBROUTINE)
ary DS30264A-J-page 201
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MOVFP Move f to p

Syntax: [label]    MOVFP   f,p

Operands: 0 ≤ f ≤ 255
0 ≤ p ≤ 31

Operation: (f) → (p)

Status Affected: None

Encoding: 011p pppp ffff ffff

Description: レジスタ‘f’からレジスタ‘p’にデー
タを移動します。ロケーション‘f’は
256ワードのデータ空間内(00hからFFh)
ならどこでも可能で、‘p’は 32 バイト
のデータ空間内(oohから1Fh)で可能で
す。
‘p’または‘f’のどちらかが WREG を指
定してもかまいません。
MOVFP は特に、データメモリロケーショ
ンから周辺レジスタ (例えば、送信バッ
ファやI/Oポート)に転送するのに便利
です。‘f’と‘p’両方とも間接アドレ
シングが可能です。

Words: 1

Cycles: 1

Q Cycle Activity:
Q1 Q2 Q3 Q4

Decode Read
register 
'f'

Process 
Data

Write
register 
'p'

Example: MOVFP   REG1, REG2

命令実行前
REG1 = 0x33,
REG2 = 0x11

命令実行後
REG1 = 0x33,
REG2 = 0x33
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MOVLB Move Literal to low nibble in BSR

Syntax: [ label ]    MOVLB   k

Operands: 0 ≤ k ≤ 15

Operation: k → (BSR<3:0>)

Status Affected: None

Encoding: 1011 1000 uuuu kkkk

Description: 4bit のリテラル‘k’をバンクセレクト
レジスタ (BSR) にロードします。バンク
セレクトレジスタの下位4ビットだけが
影響を受けます。BSR の上位半分は不変
です。アセンブラは‘0’として“u”フィー
ルドをコード化します。

Words: 1

Cycles: 1

Q Cycle Activity:
Q1 Q2 Q3 Q4

Decode Read
literal 'k'

Process 
Data

Write 
literal 'k' 
to BSR<3:0>

Example: MOVLB   5

命令実行前
BSR register = 0x22

命令実行後
BSR register = 0x25 (Bank 5)
ary  1997 Microchip Technology Inc.
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MOVLR
Move Literal to high nibble in 
BSR

Syntax: [ label ]    MOVLR   k

Operands: 0 ≤ k ≤ 15

Operation: k → (BSR<7:4>)

Status Affected: None

Encoding: 1011 101x kkkk uuuu

Description: 4bit のリテラル‘k’をバンクセレク
トレジスタ (BSR) の最上位 4 ビット
にロードします。バンクセレクトレ
ジスタの上位 4 ビットだけが影響を
受けます。BSR の下位半分は不変で
す。アセンブラは‘0’として“u”
フィールドをコード化します。

Words: 1

Cycles: 1

Q Cycle Activity:
Q1 Q2 Q3 Q4

Decode Read 
literal 'k'

Process 
Data

Write
literal 'k' 
to BSR<7:4>

Example: MOVLR 5

命令実行前
BSR register = 0x22

命令実行後
BSR register = 0x52
 1997 Microchip Technology Inc. Prelimin
この日本語データシートは参考資料で
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MOVLW Move Literal to WREG

Syntax: [ label ]    MOVLW   k

Operands: 0 ≤ k ≤ 255

Operation: k → (WREG)

Status Affected: None

Encoding: 1011 0000 kkkk kkkk

Description: 8bit のリテラル‘k’を WREG にロード
します。

Words: 1

Cycles: 1

Q Cycle Activity:
Q1 Q2 Q3 Q4

Decode Read
literal 'k'

Process 
Data

Write to 
WREG

Example: MOVLW 0x5A

命令実行後
WREG = 0x5A
ary DS30264A-J-page 203
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MOVPF Move p to f

Syntax: [label]    MOVPF   p,f

Operands: 0 ≤ f ≤ 255
0 ≤ p ≤ 31

Operation: (p) → (f)

Status Affected: Z

Encoding: 010p pppp ffff ffff

Description: レジスタ‘p’からレジスタ‘f’にデー
タを移動します。ロケーション‘f’は
256バイトのデータ空間内(00hからFFh)
ならどこでも可能で、‘p’は 32 バイト
のデータ空間内(oohから1Fh)で可能で
す。
‘p’または‘f’のどちらかが WREG を指
定することができます。
MOVPF は特に、周辺レジスタ ( 例えば、
タイマやI/Oポート)からデータメモリ
ロケーションに転送するのに便利です。
‘f’と‘p’両方とも間接アドレシング
が可能です。

Words: 1

Cycles: 1

Q Cycle Activity:
Q1 Q2 Q3 Q4

Decode Read
register 
'p'

Process 
Data

Write
register 
'f'

Example: MOVPF   REG1, REG2

命令実行前
REG1 = 0x11
REG2 = 0x33

命令実行後
REG1 = 0x11
REG2 = 0x11
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MOVWF Move WREG to f

Syntax: [ label ]    MOVWF     f

Operands: 0 ≤ f ≤ 255

Operation: (WREG) → (f)

Status Affected: None

Encoding: 0000 0001 ffff ffff

Description: WREG からレジスタ‘f’にデータを移動
します。ロケーション‘f’は 256 ワー
ドのデータ空間内ならどこでも可能で
す。

Words: 1

Cycles: 1

Q Cycle Activity:
Q1 Q2 Q3 Q4

Decode Read
register 
'f'

Process 
Data

Write
register 
'f'

Example: MOVWF REG

命令実行前
WREG = 0x4F
REG = 0xFF

命令実行後
WREG = 0x4F
REG = 0x4F
ary  1997 Microchip Technology Inc.
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MULLW Multiply Literal with WREG

Syntax: [ label ]    MULLW     k

Operands: 0 ≤ k ≤ 255

Operation: (k x WREG) → PRODH:PRODL

Status Affected: None

Encoding: 1011 1100 kkkk kkkk

Description: WREG の内容と 8bit のリテラル‘k’
の間で、符号無し掛け算を実行しま
す。16bit の結果は PRODH:PRODL レジ
スタペアに書き込みます。PRODH は上
位バイトを含みます。
WREG は不変です。
ステータスフラグはどれも影響を受
けません。オーバーフローもキャリ
もこの操作では不可能なので注意が
必要です。０の結果は可能ですが、検
出されません。

Words: 1

Cycles: 1

Q Cycle Activity:
Q1 Q2 Q3 Q4

Decode Read 
literal 'k'

Process 
Data

Write 
registers 
PRODH:
PRODL

Example: MULLW   0xC4

命令実行前
WREG = 0xE2
PRODH = ?
PRODL = ?

命令実行後
WREG = 0xC4
PRODH = 0xAD
PRODL = 0x08
 1997 Microchip Technology Inc. Prelimin
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MULWF Multiply WREG with f

Syntax: [ label ]    MULWF     f

Operands: 0 ≤ f ≤ 255

Operation: (WREG x f) → PRODH:PRODL

Status Affected: None

Encoding: 0011 0100 ffff ffff

Description: WREG の内容とレジスタ‘f’の間で、
符号無し掛け算を実行します。16
ビットの結果は PRODH:PRODL レジス
タペアに書き込みます。PRODH は上位
バイトを含みます。
WREG と‘f’両方とも不変です。
ステータスフラグはどれも影響を受
けません。オーバーフローもキャリ
もこの操作では不可能なので注意が
必要です。０の結果は可能ですが、検
出されません。

Words: 1

Cycles: 1

Q Cycle Activity:
Q1 Q2 Q3 Q4

Decode Read
register 
'f'

Process 
Data

Write
registers 
PRODH:
PRODL

Example: MULWF   REG

命令実行前
WREG = 0xC4
REG = 0xB5
PRODH = ?
PRODL = ?

命令実行後
WREG = 0xC4
REG = 0xB5
PRODH = 0x8A
PRODL = 0x94
ary DS30264A-J-page 205
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NEGW Negate W

Syntax: [label]    NEGW     f,s

Operands: 0 ≤ F ≤ 255
s ∈ [0,1]

Operation: WREG + 1 → (f);
WREG + 1 → s

Status Affected: OV, C, DC, Z

Encoding: 0010 110s ffff ffff

Description: WREG を 2 の補数を取ります。‘s’=0 で
あれば、その結果を WREG とレジスタ‘f’
に書き込み、‘s’=1 であれば、レジス
タ‘f’にのみ書き込みます。

Words: 1

Cycles: 1

Q Cycle Activity:
Q1 Q2 Q3 Q4

Decode Read
register 
'f'

Process 
Data

Write 
register 
'f' and 
other 

specified 
register

Example: NEGW REG,0

命令実行前
WREG = 0011 1010  [0x3A],
REG = 1010 1011  [0xAB]

命令実行後
WREG = 1100 0111  [0xC6]
REG = 1100 0111  [0xC6]
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NOP No Operation

Syntax: [ label ]    NOP

Operands: None

Operation: No operation

Status Affected: None

Encoding: 0000 0000 0000 0000

Description: 何の操作も行なわれません。ステータス
も変化しません。実行時間を消費しま
す。

Words: 1

Cycles: 1

Q Cycle Activity:
Q1 Q2 Q3 Q4

Decode No 
operation

No 
operation

No 
operation

Example:

None.
ary  1997 Microchip Technology Inc.
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RETFIE Return from Interrupt

Syntax: [ label ]    RETFIE

Operands: None

Operation: TOS → (PC);
0 → GLINTD;
PCLATH is unchanged.

Status Affected: GLINTD

Encoding: 0000 0000 0000 0101

Description: 割込みからの復帰。まずスタックから戻
りアドレスを取り出し、その値を PC に
ロードします。その後、GLINTD ビット
をクリアして割込みをイネーブルにし
ます。GLINTD はグローバル割込みディ
セーブルビット (CPUSTA<4>) です。

Words: 1

Cycles: 2

Q Cycle Activity:
Q1 Q2 Q3 Q4

Decode No 
operation

Clear 
GLINTD

POP PC from 
stack

No 
operation

No 
operation

No 
operation

No 
operation

Example: RETFIE

インターラプト後
PC = TOS
GLINTD = 0
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この日本語データシートは参考資料で
(http://www.microchip.com から入
        

        

RETLW Return Literal to WREG

Syntax: [ label ]    RETLW   k

Operands: 0 ≤ k ≤ 255

Operation: k → (WREG); TOS → (PC);
PCLATH is unchanged

Status Affected: None

Encoding: 1011 0110 kkkk kkkk

Description: サブルーチンからの復帰命令。まず8bit
のリテラル‘k’を WREG にロードし、次
にプログラムカウンタにスタックにあ
る戻りアドレスをロードします。
上位アドレスラッチ (PCLATH) は不変の
ままです。 

Words: 1

Cycles: 2

Q Cycle Activity:
Q1 Q2 Q3 Q4

Decode Read
literal 'k'

Process 
Data

POP PC from 
stack, 
Write to 
WREG

No 
operation

No 
operation

No 
operation

No 
operation

Example:    CALL TABLE ; WREG contains table
              ;  offset value
              ;  WREG now has 
              ;  table value
   :
TABLE
   ADDWF PC   ; WREG = offset
   RETLW k0   ; Begin table
   RETLW k1   ;
   :
   :
   RETLW kn   ; End of table

命令実行前
WREG = 0x07

命令実行後
WREG = value of k7
ary DS30264A-J-page 207
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RETURN Return from Subroutine

Syntax: [ label ]    RETURN

Operands: None

Operation: TOS → PC;

Status Affected: None

Encoding: 0000 0000 0000 0010

Description: サブルーチンからの復帰。まずスタック
から戻りアドレスを取り出し、その値を
プログラムカウンタにロードします。

Words: 1

Cycles: 2

Q Cycle Activity:
Q1 Q2 Q3 Q4

Decode No 
operation

Process 
Data

POP PC from 
stack

No 
operation

No 
operation

No 
operation

No 
operation

Example: RETURN

インターラプト後
PC = TOS
DS30264A-J-page 208 Prelimin
この日本語データシートは参考資料で
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RLCF Rotate Left f through Carry

Syntax: [ label ] RLCF    f,d

Operands: 0 ≤ f ≤ 255
d ∈ [0,1]

Operation: f<n> → d<n+1>;
f<7> → C;
C → d<0>

Status Affected: C

Encoding: 0001 101d ffff ffff

Description: レジスタ’f’の内容をキャリフラグを
通して 1bit 左に回転します。その結果
を‘d’=0 であれば WREG に、‘d’=1 で
あれば、レジスタ‘f’に書き込みます。

Words: 1

Cycles: 1

Q Cycle Activity:
Q1 Q2 Q3 Q4

Decode Read
register 
'f'

Process 
Data

Write to 
destination

Example: RLCF REG,0

命令実行前
REG = 1110 0110
C = 0

命令実行後
REG = 1110 0110
WREG = 1100 1100
C = 1

C register f
ary  1997 Microchip Technology Inc.
す。最新版の英文データシート
手可能）を参照して下さい。
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RLNCF Rotate Left f (no carry)

Syntax: [ label ] RLNCF    f,d

Operands: 0 ≤ f ≤ 255
d ∈ [0,1]

Operation: f<n> → d<n+1>;
f<7> → d<0>

Status Affected: None

Encoding: 0010 001d ffff ffff

Description: レジスタ’f’の内容を 1bit 左に回転し
ます。その結果を‘d’=0 であれば WREG
に、‘d’=1 であれば、レジスタ‘f’に
書き込みます。

Words: 1

Cycles: 1

Q Cycle Activity:
Q1 Q2 Q3 Q4

Decode Read
register 
'f'

Process 
Data

Write to 
destination

Example: RLNCF REG, 1

命令実行前
C = 0
REG = 1110 1011

命令実行後
C =
REG = 1101 0111

register f
 1997 Microchip Technology Inc. Prelimin
この日本語データシートは参考資料で
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RRCF Rotate Right f through Carry

Syntax: [ label ]    RRCF   f,d

Operands: 0 ≤ f ≤ 255
d ∈ [0,1]

Operation: f<n> → d<n-1>;
f<0> → C;
C → d<7>

Status Affected: C

Encoding: 0001 100d ffff ffff

Description: レジスタ’f’の内容をキャリフラグを

通して 1bit 右に回転します。その結果
を‘d’=0 であれば WREG に、‘d’=1 で
あれば、レジスタ‘f’に書き込みます。

Words: 1

Cycles: 1

Q Cycle Activity:
Q1 Q2 Q3 Q4

Decode Read
register 
'f'

Process 
Data

Write to 
destination

Example: RRCF REG1,0

命令実行前
REG1 = 1110 0110
C = 0

命令実行後
REG1 = 1110 0110
WREG = 0111 0011
C = 0

C register f
ary DS30264A-J-page 209
す。最新版の英文データシート
手可能）を参照して下さい。
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RRNCF Rotate Right f (no carry)

Syntax: [ label ]    RRNCF   f,d

Operands: 0 ≤ f ≤ 255
d ∈ [0,1]

Operation: f<n> → d<n-1>;
f<0> → d<7>

Status Affected: None

Encoding: 0010 000d ffff ffff

Description: レジスタ’f’の内容を 1bit 右に回転し
ます。その結果を‘d’=0 であれば WREG
に、‘d’=1 であれば、レジスタ‘f’に
書き込みます。

Words: 1

Cycles: 1

Q Cycle Activity:
Q1 Q2 Q3 Q4

Decode Read
register 
'f'

Process 
Data

Write to 
destination

Example 1: RRNCF   REG, 1

命令実行前
WREG = ?
REG = 1101 0111

命令実行後
WREG = 0
REG = 1110 1011

Example 2: RRNCF   REG, 0

命令実行前
WREG = ?
REG = 1101 0111

命令実行後
WREG = 1110 1011
REG = 1101 0111

register f
DS30264A-J-page 210 Prelimin
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SETF Set f

Syntax: [ label ]    SETF   f,s

Operands: 0 ≤ f ≤ 255
s ∈ [0,1]

Operation: FFh → f;
FFh → d

Status Affected: None

Encoding: 0010 101s ffff ffff

Description: 強制的にメモリを FFh にする命令です。
‘s’=0 であれば、レジスタ‘f’と WREG
両方を FFh にセットし、‘s’=1 であれ
ば、レジスタ‘f’のみ FFh にセットし
ます。

Words: 1

Cycles: 1

Q Cycle Activity:
Q1 Q2 Q3 Q4

Decode Read
register 
'f'

Process 
Data

Write 
register 
'f' and 
other 

specified 
register

Example1: SETF    REG, 0

命令実行前
REG = 0xDA
WREG = 0x05

命令実行後
REG = 0xFF
WREG = 0xFF

Example2: SETF    REG, 1

命令実行前
REG = 0xDA
WREG = 0x05

命令実行後
REG = 0xFF
WREG = 0x05
ary  1997 Microchip Technology Inc.
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SLEEP Enter SLEEP mode

Syntax: [ label ] SLEEP

Operands: None

Operation: 00h → WDT;
0 → WDT postscaler;
1 → TO;
0 → PD

Status Affected: TO, PD

Encoding: 0000 0000 0000 0011

Description: CPU をスリープ状態にする命令です。
パワーダウンステータスビット (PD)
をクリアし、タイムアウトステータス
ビット(TO)をセットし、ウォッチドッ
グタイマとそのプリスケーラをクリ
アします。
その後、オシレータの停止とともにプ
ロセッサを SLEEP モードにします。

Words: 1

Cycles: 1

Q Cycle Activity:
Q1 Q2 Q3 Q4

Decode No 
operation

Process 
Data

Go to
sleep

Example: SLEEP

命令実行前
TO = ?
PD = ?

命令実行後
TO = 1 †
PD = 0 

†   WDWDWDWDTTTT ががががウウウウェェェェーーーーククククアアアアッッッッププププをををを引引引引きききき起起起起ここここすすすす場場場場合合合合、、、、ここここののののビビビビッッッットトトトををををクククク
リリリリアアアアししししまままますすすす。。。。
 1997 Microchip Technology Inc. Prelimin
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SUBLW Subtract WREG from Literal

Syntax: [ label ] SUBLW   k

Operands: 0 ≤ k ≤ 255

Operation: k – (WREG) → (WREG)

Status Affected: OV, C, DC, Z

Encoding: 1011 0010 kkkk kkkk

Description: 8bit のリテラル‘k’から WREG の内容
を引きます。その結果を WREG に書き
込みます。

Words: 1

Cycles: 1

Q Cycle Activity:
Q1 Q2 Q3 Q4

Decode Read
literal 'k'

Process 
Data

Write to 
WREG

Example 1: SUBLW 0x02

命令実行前
WREG = 1
C = ?

命令実行後
WREG = 1
C = 1      ; result is positive
Z = 0

Example 2:

命令実行前
WREG = 2
C = ?

命令実行後
WREG = 0
C = 1      ; result is zero
Z = 1

Example 3:

命令実行前
WREG = 3
C = ?

命令実行後
WREG = FF   ; (2’s complement)
C = 0      ; result is negative
Z = 1
ary DS30264A-J-page 211
す。最新版の英文データシート
手可能）を参照して下さい。



PIC17C75X
        

       

SUBWF
Subtract WREG from f

Syntax: [ label ] SUBWF   f,d

Operands: 0 ≤ f ≤ 255
d ∈ [0,1]

Operation: (f) – (W) → (dest)

Status Affected: OV, C, DC, Z

Encoding: 0000 010d ffff ffff

Description: レジスタ‘f’から WREG の内容を引き
ます (2 の補数演算 )。その結果を‘d’
=0 であれば WREG に、‘d’=1 であれば、
レジスタ‘f’に書き込みます。

Words: 1

Cycles: 1

Q Cycle Activity:
Q1 Q2 Q3 Q4

Decode Read
register 
'f'

Process 
Data

Write to 
destination

Example 1: SUBWF   REG1, 1

命令実行前
REG1 = 3
WREG = 2
C = ?

命令実行後
REG1 = 1
WREG = 2
C = 1        ; result is positive
Z = 0

Example 2:

命令実行前
REG1 = 2
WREG = 2
C = ?

命令実行後
REG1 = 0
WREG = 2
C = 1        ; result is zero
Z = 1

Example 3:

命令実行前
REG1 = 1
WREG = 2
C = ?

命令実行後
REG1 = FF
WREG = 2
C = 0        ; result is negative
Z = 0
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SUBWFB
Subtract WREG from f with 
Borrow

Syntax: [ label ] SUBWFB   f,d

Operands: 0 ≤ f ≤ 255
d ∈ [0,1]

Operation: (f) – (W) – C → (dest)

Status Affected: OV, C, DC, Z

Encoding: 0000 001d ffff ffff

Description: レジスタ‘f’から WREG とキャリフラ
グ ( ボロー ) の内容を引きます (2 の
補数演算 )。その結果を‘d’=0 であ
れば WREG に、‘d’=1 であれば、レジ
スタ‘f’に書き込みます。

Words: 1

Cycles: 1

Q Cycle Activity:
Q1 Q2 Q3 Q4

Decode Read
register 
'f'

Process 
Data

Write to 
destination

Example 1: SUBWFB  REG1, 1

命令実行前
REG1 = 0x19        (0001 1001 )
WREG = 0x0D        (0000 1101 )
C = 1

命令実行後
REG1 = 0x0C        (0000 1011 )
WREG = 0x0D        (0000 1101 )
C = 1         ; result is positive
Z = 0

Example2: SUBWFB REG1,0

命令実行前
REG1 = 0x1B        (0001 1011 )
WREG = 0x1A        (0001 1010 )
C = 0

命令実行後
REG1 = 0x1B (0001 1011 )
WREG = 0x00
C = 1        ; result is zero
Z = 1

Example3: SUBWFB REG1,1

命令実行前
REG1 = 0x03        (0000 0011 )
WREG = 0x0E (0000 1101 )
C = 1

命令実行後
REG1 = 0xF5 (1111 0100 ) [2’s comp]
WREG = 0x0E (0000 1101 )
C = 0        ; result is negative
Z = 0
ary  1997 Microchip Technology Inc.
す。最新版の英文データシート
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SWAPF Swap f

Syntax: [ label ] SWAPF  f,d

Operands: 0 ≤ f ≤ 255
d ∈ [0,1]

Operation: f<3:0> → dest<7:4>;
f<7:4> → dest<3:0>

Status Affected: None

Encoding: 0001 110d ffff ffff

Description: レジスタ‘f’の上位 4 ビットと下位 4
ビットを入れ替えます。その結果を‘d’
=0 であれば WREG に、‘d’=1 であれば、
レジスタ‘f’に書き込みます。

Words: 1

Cycles: 1

Q Cycle Activity:
Q1 Q2 Q3 Q4

Decode Read
register 
'f'

Process 
Data

Write to 
destination

Example: SWAPF REG, 0

命令実行前
REG = 0x53

命令実行後
REG = 0x35
 1997 Microchip Technology Inc. Prelimin
この日本語データシートは参考資料で
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TABLRD Table Read

Syntax: [ label ] TABLRD t,i,f

Operands: 0 ≤ f ≤ 255
i ∈ [0,1]
t ∈ [0,1]

Operation: If t = 1,
TBLATH → f;

If t = 0,
TBLATL → f;
Prog Mem (TBLPTR) → TBLAT;

If i = 1, 
TBLPTR + 1 → TBLPTR  

Status Affected: None

Encoding: 1010 10ti ffff ffff

Description: 1. テーブルラッチ(TBLAT)の1バイ
トをレジスタファイル‘f’に移
動します。t=0：上位バイトを移
動します。t=1：下位バイトを移
動します。

2. 次に 16bit のテーブルポインタ
(TBLPTR) により示されたプログ
ラムメモリロケーションの内容
を、16bit のテーブルラッチに
ロードします (TBLAT)。

3. i=1：TBLPTR をインクリメントし
ます。 i=0：TBLPTR をインクリメ
ントしません。     

Words: 1

Cycles: 2 (3 cycle if f = PCL)

Q Cycle Activity:
Q1 Q2 Q3 Q4

Decode Read
register 
TBLATH or 
TBLATL

Process 
Data

Write
register 'f'

No 
operation

No 
operation
(Table 

Pointer on 
Address bus)

No 
operation

No 
operation

(OE goes low)
ary DS30264A-J-page 213
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TABLRD Table Read

Example1: TABLRD  1, 1, REG ;

命令実行前
REG = 0x53
TBLATH = 0xAA
TBLATL = 0x55
TBLPTR = 0xA356
MEMORY(TBLPTR) = 0x1234

命令実行後 ( テーブルライト完了 )
REG = 0xAA
TBLATH = 0x12
TBLATL = 0x34
TBLPTR = 0xA357
MEMORY(TBLPTR) = 0x5678

Example2: TABLRD  0, 0, REG ;

命令実行前
REG = 0x53
TBLATH = 0xAA
TBLATL = 0x55
TBLPTR = 0xA356
MEMORY(TBLPTR) = 0x1234

命令実行後 ( テーブルライト完了 )
REG = 0x55
TBLATH = 0x12
TBLATL = 0x34
TBLPTR = 0xA356
MEMORY(TBLPTR) = 0x1234
DS30264A-J-page 214 Prelimin
この日本語データシートは参考資料で
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TABLWT Table Write

Syntax: [ label ] TABLWT t,i,f

Operands: 0 ≤ f ≤ 255
i ∈ [0,1]
t ∈ [0,1]

Operation: If t = 0,
f → TBLATL;

If t = 1,
f → TBLATH;
TBLAT → Prog Mem (TBLPTR);

If i = 1, 
TBLPTR + 1 → TBLPTR   

Status Affected: None

Encoding: 1010 11ti ffff ffff

Description: 1. ‘f’の値を16bitのテーブルラッ
チ (TBLAT) にロードします。
t=0：下位バイトにロード。 t=1：
上位バイトにロード。

2. TBLAT の内容を、TBLPTR により
示されたプログラムメモリロ
ケーションに書き込みます。
TBLPTRが外部プログラムメモリ
ロケーションを示す場合、その
命令は 2 サイクルかかります。
TBLPTRが内部 EPROMロケーショ
ンを示す場合、割込みが受信さ
れた時にその命令を終了しま
す。    

注注注注意意意意 :::: MCMCMCMCLLLLRRRR////VVVVpppppppp ピピピピンンンンはははは、、、、内内内内部部部部メメメメモモモモリリリリののののププププロロロロググググララララミミミミンンンンググググののののたたたた
めめめめにににに、、、、ププププロロロロググググララララミミミミンンンンググググ電電電電圧圧圧圧にににに昇昇昇昇圧圧圧圧すすすするるるる必必必必要要要要ががががあああありりりりまままま
すすすす。。。。MMMMCLCLCLCLRRRR/V/V/V/Vppppp=p=p=p=VVVVDDDDDDDD のののの場場場場合合合合、、、、内内内内部部部部メメメメモモモモリリリリののののププププロロロロググググララララミミミミ
ンンンンググググシシシシーーーーケケケケンンンンススススをををを割割割割込込込込みみみみ、、、、シシシショョョョーーーートトトトラララライイイイトトトトがががが起起起起ここここりりりり
(2(2(2(2TTTTCCCCYYYY))))、、、、内内内内部部部部メメメメモモモモリリリリののののロロロロケケケケーーーーシシシショョョョンンンンはははは影影影影響響響響をををを受受受受けけけけまままま
せせせせんんんん。。。。

3. TBLPTRは自動的にインクリメン
トできます。 
i=0：TBLPTR をインクリメント
しません。    
i=1：TBLPTR をインクリメント
します。

Words: 1

Cycles: 2 2 2 2 (((( 内内内内蔵蔵蔵蔵さささされれれれたたたた EEEEPPPPROROROROMMMM ププププロロロロググググララララムムムム
メメメメモモモモリリリリににににラララライイイイトトトトすすすするるるる場場場場合合合合はははは、、、、多多多多くくくく
ななななるるるる ))))

Q Cycle Activity:
Q1 Q2 Q3 Q4

Decode Read
register 'f'

Process 
Data

Write
register 
TBLATH or 
TBLATL

No 
operation

No 
operation
(Table 

Pointer on 
Address bus)

No 
operatio
n

No 
operation
(Table Latch 
on Address 
bus, WR goes 

low)
ary  1997 Microchip Technology Inc.
す。最新版の英文データシート
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TABLWT Table Write

Example1: TABLWT  1, 1, REG

命令実行前
REG = 0x53
TBLATH = 0xAA
TBLATL = 0x55
TBLPTR = 0xA356
MEMORY(TBLPTR) = 0xFFFF

命令実行後 ( テーブルライト完了 )
REG = 0x53
TBLATH = 0x53
TBLATL = 0x55
TBLPTR = 0xA357
MEMORY(TBLPTR - 1) = 0x5355

Example 2: TABLWT  0, 0, REG 

命令実行前
REG = 0x53
TBLATH = 0xAA
TBLATL = 0x55
TBLPTR = 0xA356
MEMORY(TBLPTR) = 0xFFFF

命令実行後 ( テーブルライト完了 )
REG = 0x53
TBLATH = 0xAA
TBLATL = 0x53
TBLPTR = 0xA356
MEMORY(TBLPTR) = 0xAA53

    

Program
Memory

16 bits

15 0

TBLPTR

TBLAT

Data
Memory

8 bits

15 8 7 0
 1997 Microchip Technology Inc. Prelimin
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TLRD Table Latch Read

Syntax: [ label ] TLRD t,f

Operands: 0 ≤ f ≤ 255
t ∈ [0,1]

Operation: If t = 0,
TBLATL → f;

If t = 1,
TBLATH → f    

Status Affected: None

Encoding: 1010 00tx ffff ffff

Description: 16bit のテーブルラッチ (TBLAT) から
ファイルレジスタ‘f’にリードします。
テーブルラッチは影響されません。
t=1：上位バイトをリード。
t=0：下位バイトをリード。
データをプログラムメモリからデータ
メモリに転送するために、この命令を
TABLRD と共に使います。

Words: 1

Cycles: 1

Q Cycle Activity:
Q1 Q2 Q3 Q4

Decode Read
register 
TBLATH or 
TBLATL

Process 
Data

Write
register 
'f'

Example: TLRD    t, RAM

命令実行前
t = 0
RAM = ?
TBLAT = 0x00AF (TBLATH = 0x00)

(TBLATL = 0xAF)

命令実行後
RAM = 0xAF
TBLAT = 0x00AF (TBLATH = 0x00)

(TBLATL = 0xAF)

命令実行前
t = 1
RAM = ?
TBLAT = 0x00AF (TBLATH = 0x00)

(TBLATL = 0xAF)

命令実行後
RAM = 0x00
TBLAT = 0x00AF (TBLATH = 0x00)

(TBLATL = 0xAF)
   

Program
Memory

16 bits

15 0

TBLPTR

TBLAT

Data
Memory

8 bits

15 8 7 0
ary DS30264A-J-page 215
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TLWT Table Latch Write

Syntax: [ label ] TLWT t,f

Operands: 0 ≤ f ≤ 255
t ∈ [0,1]

Operation: If t = 0,
f → TBLATL;

If t = 1,
f → TBLATH    

Status Affected: None

Encoding: 1010 01tx ffff ffff

Description: ファイルレジスタ‘f’からのデータを
16bitのテーブルラッチ(TBLAT)にライ
トします。
t=1：上位バイトをライト。
t=0：下位バイトをライト。
データをデータメモリからプログラム
メモリに転送するために、この命令を
TABLWT と共に使います。

Words: 1

Cycles: 1

Q Cycle Activity:
Q1 Q2 Q3 Q4

Decode Read
register 
'f'

Process 
Data

Write
register 
TBLATH or 
TBLATL

Example: TLWT    t, RAM

命令実行前
t = 0
RAM = 0xB7
TBLAT = 0x0000    (TBLATH = 0x00)
                                        (TBLATL = 0x00)

命令実行後
RAM = 0xB7
TBLAT = 0x00B7    (TBLATH = 0x00)
                                        (TBLATL = 0xB7)

命令実行前
t = 1
RAM = 0xB7
TBLAT = 0x0000    (TBLATH = 0x00)
                                        (TBLATL = 0x00)

命令実行後
RAM = 0xB7
TBLAT = 0xB700    (TBLATH = 0xB7)
                                        (TBLATL = 0x00)
DS30264A-J-page 216 Prelimin
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TSTFSZ Test f, skip if 0

Syntax: [ label ] TSTFSZ  f

Operands: 0 ≤ f ≤ 255

Operation: skip if f = 0

Status Affected: None

Encoding: 0011 0011 ffff ffff

Description: ファイルレジスタを Qと比較し、‘f’=0
の場合、次の命令をスキップします。す
でにフェッチされている次の命令が廃
棄され、これを 2サイクル命令にするた
めに NOP を実行します。

Words: 1

Cycles: 1 (2)

Q Cycle Activity:
Q1 Q2 Q3 Q4

Decode Read
register 
'f'

Process 
Data

No 
operation

If skip:
Q1 Q2 Q3 Q4

No 
operation

No 
operation

No 
operation

No 
operation

Example: HERE    TSTFSZ  CNT
NZERO    :
ZERO   :

命令実行前
PC = Address(HERE)

命令実行後
If CNT = 0x00,

PC = Address (ZERO)
If CNT ≠ 0x00,

PC = Address (NZERO)
ary  1997 Microchip Technology Inc.
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XORLW Exclusive OR Literal with WREG

Syntax: [ label ] XORLW   k

Operands: 0 ≤ k ≤ 255

Operation: (WREG) .XOR. k → (WREG)

Status Affected: Z

Encoding: 1011 0100 kkkk kkkk

Description: WREG の内容と 8bit のリテラル‘k’と
の XOR を取り、その結果を WREG に書
き込みます。

Words: 1

Cycles: 1

Q Cycle Activity:
Q1 Q2 Q3 Q4

Decode Read
literal 'k'

Process 
Data

Write to 
WREG

Example: XORLW 0xAF

命令実行前
WREG = 0xB5

命令実行後
WREG = 0x1A
 1997 Microchip Technology Inc. Prelimin
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XORWF Exclusive OR WREG with f

Syntax: [ label ] XORWF    f,d

Operands: 0 ≤ f ≤ 255
d ∈ [0,1]

Operation: (WREG) .XOR. (f) → (dest)

Status Affected: Z

Encoding: 0000 110d ffff ffff

Description: WREG の内容とレジスタ‘f’との XOR を
取り、その結果を‘d’=0 であれば WREG
に、‘d’=1 であれば、レジスタ‘f’に
書き込みます。

Words: 1

Cycles: 1

Q Cycle Activity:
Q1 Q2 Q3 Q4

Decode Read
register 
'f'

Process 
Data

Write to 
destination

Example: XORWF   REG, 1

命令実行前
REG = 0xAF
WREG = 0xB5

命令実行後
REG = 0x1A
WREG = 0xB5
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